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例 言

1.本書は、平成2年度に実施した新千歳空港建設用地内の埋蔵文化財包蔵地の発掘調査報告である。

2．調査は、財団法人北海道埋蔵文化財センターが実施し、本書は調査を担当した調査部調査第2課

が作成した。美沢3遺跡は田才雅彦、美々3遺跡は和泉田毅、美々8遺跡は田口尚が担当し、全体の

編集は大沼忠春が担当した。また各遺構の事実記載については調杳ｷ日当者がそれぞれ分担執筆した。

なお、整理にあたっては、美沢3遺跡の土器は大沼忠春石器は田才雅彦、美々3遺跡の土器は大沼

忠春、工藤研治、中田裕香石器は工藤研治（剥片石器)、鈴木信（礫石器)、美々8遺跡の土器、石

器、木製品等は田口尚が担当した。石材鑑定は調査第3課の花岡正光が行った。遺構・遺物の写真撮

影は伊藤正之が担当し、美々8遺跡の木製品等の写真撮影は菊地慈人が行った。

3．放射性炭素による年代測定は、京都産業大学山田治氏、 日本大学小元久仁夫氏に依頼した。

4．樹種鑑定は、農林水産省森林総合研究所平川泰彦氏に依頼した。

5．室内整理後の出土遺物、諸記録類は、北海道教育委員会が保管する。

6．調査にあたっては、つぎの人びと、諸機関のご協力をいただいた。

文化庁、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター、福島県埋蔵文化財センター、北海道開拓記念

館野村崇、平川善祥、小林幸雄、出利葉浩司、山田悟郎、矢野牧夫、右代啓視、三野紀夫、手塚薫、

千歳市教育委員会大谷敏三、田村俊之、高橋理、豊田宏良、苫小牧市埋蔵文化財センター佐藤一夫、

工藤肇、宮夫靖夫、渡辺俊一、兵藤千秋、恵庭市教育委員会上屋真一、松谷純一、札幌市教育委員会

加藤邦雄、上野秀一、羽賀憲二、江別市教育委員会高橋正勝直井孝一、園部真幸、稲垣和幸、石狩

町教育委員会石橋孝夫、工藤義衛、小樽市教育委員会大島秀俊、余市町教育委員会宮宏明、函館市教

育委員会田原良信、上ノ国町教育委員会松崎水穂、乙部町教育委員会森宏樹、江差町教育委員会藤島

一己、松前町教育委員会久保泰、七飯町教育委員会石本省三、知内町教育委員会高橋豊彦、木古内町

教育委員会鈴木正吾、今金町教育委員会寺崎康史、八雲町教育委員会三浦孝一、柴田信一、南茅部町

教育委員会阿部千春、森町教育委員会藤田登、戸井町教育委員会古屋敷則雄門別町教育委員会川内

谷修、旭川市教育委員会斉藤傑、瀬川拓郎、富良野市教育委員会杉浦重信、斜黒町教育委員会金盛典

夫、標津町教育委員会椙田光明、羅臼町教育委員会湧坂周一、小樽市立博物館石神敏、土屋周三、市

立函館博物館千代肇、函館市北方民族資料館長谷部一弘、釧路市立博物館沢四郎、西幸隆、松田猛、

石川朗、帯広市百年記念館北沢実札幌医科大学百々幸雄大島直行、札幌学院大学鶴丸俊明、北海

道教育大学釧路分校高嶋幸男、北海道大学山本博、浦野慎一、北海道文化財研究所小柳リラコ、青森

県埋蔵文化財センター三宅徹也、三浦圭介、成田滋彦、遠藤正夫、八戸市教育委員会工藤竹久、八戸

市博物館大野享、岩手県立博物館赤沼英男、名久井文明、熊谷常正、佐藤嘉宏、東北大学須藤隆東

北福祉大学芹沢長介、卿群馬県埋蔵文化財調査事業団中束耕志、財埼玉県埋蔵文化財調査事業団新屋

雅明、埼玉県行田市博物館塚田良道、財東京都埋蔵文化財センター上條朝宏、早稲田大学金子浩昌、

国立歴史民俗博物館西本豊弘、筑波大学山田昌久、神奈川大学短期大学部網野善彦、滋賀県文化財保

護協会大橋信弥、吉田秀則、滋賀県埋蔵文化財センター中川正人、元興寺文化財研究所伊藤健司、増

澤文武、北野信彦、財大阪府埋蔵文化財協会光石鳴巳、同志社大学森浩一、広島県草戸千軒町遺跡調

査研究所岩本正二、福島政文松山市埋蔵文化財センター西尾幸則、田城武志、横山英介、木村哲郎

（順不同、敬称略）



記号等の説明

1 ．遺構の表記は以下に示す記号を用い、原則として発掘調査順に番号を付した。

H :住居跡および類似遺構 P :土壌（土壌墓を含む) F :焼土 T : Tピット S

：集石 HP :住居跡に伴う小ピット HF :住居跡に伴う石組み炉、土器囲い炉および地床

炉 SP :小ピット TP :美々8遺跡低湿地部のテストピット

2．遺構図は、発掘区基線の北（西偏7 ．22′38″ ）を上にして示した。図版は原則として下記の縮

尺である。例外については、その都度スケール・方位を示す。

1/40 :住居跡、土擴、 Tピット、焼土 l/10 :遺物出土状況図 l/4 :土器実測図 l/3 :

土器拓影図 l/2 :剥片石器、土製品、石製品 なお木製品の実測図は基本的にl/3， 1/6であ

るが、その他のものについてはスケールを付している。

3． レベルは標高（単位m)で示す。

4．遺物分布図および遺構実測図の炭化物、焼土、各種の遺物とその出土状況については、 その都度

表示している。

5．遺構の規模は、確認面での長軸長/床（擴底）面での長軸長×確認面での短軸長/床（曠底）面で

の短軸長×確認面からの最大深（単位m)の順で記した。なお一部破壊されているもの、不明のも

のは、現在長を （ ）で示した。

6．石器、石製品の大きさについては最大長、最大幅、最大厚の順で記す。

7．遺構出土の遺物は、伴出遺物、混入遺物とも合わせて各遺構の項の中に記す。

8．美々8遺跡出土の樹種名はすべて属名で記してある。

9．砂岩質砥石の粒径区分についてはWentworth式で記す。

10.土居名は、下記の略号も併用している。

樽前a降下軽石層:Ta-a層(a) 樽前b降下軽石層:Ta-b層(b)

有珠山bl火山灰:Us-b,層 第1黒色土層: I黒層(I黒またはIB)

苫小牧火山灰:TM 樽前C1降下軽石層:Ta-c,E(c! )

樽前C2降下岩片層: Ta-c2層(C2) 第Ⅱ黒色土層： Ⅱ黒層（Ⅱ黒またはⅡB)

樽前dl降下岩片層: Ta-d1層(d, ) 樽前d2降下スコリア層: Ta-d2E(d2)

第Ⅲ黒色土居：Ⅲ黒層（Ⅲ黒またはⅢB) 恵庭aローム層: En-aローム層(En－L)

恵庭a降下軽石層:En-a層(En-P)支笏軽石流堆積物: Spft層

※火山灰の土層名・略号は、曽屋・佐藤(1980)、北海道火山灰命名委員会(1982)、横山ほか(1973)

を引用し、 （ ）内はそれをさらに簡略化したものである。

11.土層の混在状態は、上記の略号を用いて下記のように表わす。

A+B :AとBはほぼ同量にまじる。 A>B :AにBが少量まじる。

A>B :AにBが微量まじる。

12．表においては、以下のような略号を用いているところがある。

ノダⅡ～ノダップⅡ式土器、煉瓦台～煉瓦台式土器北筒～北筒式土器

鎌片～石鍼片、槍片～石槍片、 F～フレイク、 RF～Rフレイク、 UF～Uフレイク、 F.C.~

フレイク・チップ、斧未～石斧未製品、斧F～石斧フレイク、皿片～石皿片、 たた～たたき石、

た片～たたき石片、砥片～砥石片、台片～台石片、すり～すり石、凹片～くぼみ石片、
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I 調査の概要

この調査は、北海道開発局札幌開発建設部が建設を進めている新千歳空港の用地内に所在する埋蔵

文化財包蔵地の緊急発掘調査である。

1 調査要項

事業名新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者北海道開発局札幌開発建設部

事業受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査遺跡・所在地・面積

備 考道教委登載番号 所 在 地 面積 備 考

J一()2-81 苫小牧市美沢164番地ほか 7,150IYf

A－03-98 千歳市美々988-25ほか 9,225㎡内950㎡はI黒層のみの調査

A-03-94 千歳市美々1,292-133ほか 215㎡

16,590㎡’

所 在 地

苫小牧市美沢164番地ほか

遺跡名

美沢3遺跡

美々3遺跡

美々8遺跡

計

調査期間平成2年5月7日～平成3年3月27日

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長 寺山敏保 專務理事 永田春夫

常務理事 竹田輝雄 業務部長 伊藤庄吉

調査部長 中村福彦

調査第2課長 大沼忠春（美沢3遺跡美々3遺跡、美々8遺跡発掘担当者）

主任 和泉田毅（美々3遺跡発掘担当者）

田才雅彦（美沢3遺跡、美々8遺跡発掘担当者）

工藤研治、田口尚

文化財保護主事 中田裕香

嘱託調査員 鈴木信

3 調査の経緯

新千歳空港建設にともなう埋蔵文化財調査は、昭和49 ． 50年度に千歳市教育委員会が実施した分布

調査に端を発し、発掘調査は昭和51年度から北海道教育委員会によって始められ、昭和54年9月から

は当センターが引継ぎ、毎年継続で実施されてきた。従って今年度は第15年次となる。この間に調査

された遺跡は、次頁の表に示す通り計16遺跡、延べ24万㎡余にのぼり、旧石器時代から近代までの全

ての時代に及ぶ遺物が出土し、種々の遺構が検出されている。更に、今年度の調査でその一部が明ら

かになった。アイヌ期の貴重な木製生活資料を大量に遺存している美々8遺跡低湿地部などを含めた
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調査の概要I

図1－1 遺跡の位置 1 ．

（この地図は、国土地理院発行の5

美沢3遺跡233遺跡2．美々遺跡3．美々8遺跡

の1地形図「千歳」を利用したものである｡）万分
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3 調査の経緯

新千歳空港用地内の埋蔵文化財包蔵地調査の推移表1-1

Z51年' 52年L53年IM年| 55年l 5"l_堕年| 58年I_且嚢| 60年｢ 61"| 6塑雲室_2年1

臺鶚 「 ’ '0906' 50001 456副 ’ 60001 92鰯｜
美々4i"11601 1 2401 1 71501 1 1 64751 61801 58991
1美々5遺跡’ 3001 1 66281 7521 84501 1 6乳41
美万6遺跡IL i 50001 134501
美々7遺跡 50001 1 24001

謹鵠IZZ=| l l l lll90q38751_｣ | 18281 1111121 141821| 21515000

1罫l遺跡 79078401113001 1 2340
1美沢2遺跡 10560
美沢3遣鉱17501 1 1 3480 1 1 1 1 1 1174641 54781 7150
美択4遺跡 i l l 237601

､ | 68001 1 1 1 1 1 6601美択5遺跡 一 6601
美沢10i鋤; | 40271
1美沢l1遺跡 | 1570 1 57101
1美沢13遺跡’ 21851
計 l ･4000118400128168:313121272701119001 38751114751236301 7727110822119007117464114720112"51

二二迦卿加１－１恥

~》》》聖》一率銅》僻》》》一》趣 計

10,906

15,290

27,1"

22,674

8,450

7,400

33,067

5,000

22,270

10,560

34.382

一銅一》 注：美々2遺跡の60
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7,280
2,185

246,315

年度舞杏分、美沢3遺跡の元年度識査分のうちM0㎡、美々3遺跡の今年度鑑分のうち4500㎡はⅡ黒
層のみの溢査で、それぞれ前年度のI黒層誘監詩に面積が計上されているので、…計からは除外してある。
また、美々8遺跡の今年度鑑分のうち45㎡は、昨年度識査分の下位（水つき部分）の溢査であるため、同様に面積
集計からは除外してある。

3万㎡ほどが調査予定地として残されている。

発掘調査の結果、人類は少なくとも2万年ほど前から美沢川周辺の森林地帯に展開していたことが

判明している。美沢川の流域は、太平洋から美々川を遡って直接舟で到達できる地点であるとともに、

千歳川から石狩川を経て、 日本海と太平洋とを結ぶ交通の要衡として古くから開けていた地域である。

以来、樽前山を始めとする度重なる火山の噴火に見舞われながらも、人々は営々とこの地に生活し、

丸木舟を駆使して広く交流を続けてきた。その歴史は江戸時代あるいは明治開拓期にまで引き継がれ、

やがて交通路としての河川は道路に、舟が車にとって変わられた。 しかし、人々の交通・交流におけ

るこの地域の重要度は増加しこそすれ、いささかも失われることはなかった。

道路が空に、車が航空機に置き変わりつつある今日、 この地に北海道の中枢空港が存在し、更に拡

充整備が求められているのは、 こうした歴史の流れの中ではむしろ当然とも思える。と同時に、時代

エゴに陥ることなく、 この地の歴史的なあり方を振り返り、人々の交流と発展の道程を確認するのも

我々に与えられた責務であろう。

美沢川周辺の地形は、右図に示したように主として支笏軽石流堆積
へ、

物( Spfl )からなり、 その上に火山性堆積物と森林土壌が交互に積

みあがっている。旧石器時代の遺物が確認されたのは暗褐色火山灰下

のローム質土である。更に恵庭aローム層(En-a)からも有舌尖

頭器などが出土している。Ⅲ黒層は、縄文時代早期の包含層であり、

その上に樽前d2降下スコリア層(Ta-d2 ) と樽前dl降下岩片層

(Ta-d, )が堆積している。 Ⅱ黒層は縄文時代早期から晩期の包

含層で、 その上に樽前C2降下岩片層(Ta-c2 ) と樽前Cl降下軽

石層(Ta-c, )がある。 I黒層は縄文時代晩期から江戸時代の包

含層で、その間に苫小牧火山灰(TM) と有珠bl火山灰(Us-b,)

が部分的にみられる。 I黒層の上は樽前b降下軽石層(Ta-b)で

その降灰年代は1667 （寛文7）年である。

なお、樽前a降下軽石層(Ta-a、 1739年降灰）と樽前b降下軽

石層の間にみられる腐植土について、従来褐色腐植土として扱ってき

たが、今年度の美々8遺跡低湿地部の調査で包含層として確認できた

ので今後0黒層と称していくこととする。
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I 調査の概要

調査結果の概要4

簔沢ﾖ造跡慰昨年度の調査地区に続く台鮒|上部画調査を行った｡調査地区感､ ~ ‘ ~ ‘-m7’地区と、 f ･ 9-71 ･ 72地区の2か所である{， ともに第2黒色土層が対象で、 f ･ g地区では石刃鍍

が出土し、 また縄文時代早期のI群b－3類（中茶路式）土器とそれに伴うとみなされる石器類の

分布の広がっていることが知られた｡また後纈末頃とみ葱される土製品が出土している｡ b･ c･ d
地区では美沢川に面する斜面寄りの部分にI群b－4類（東釧路Ⅳ式）の土器の分布が広く認められ、

I群b－3類土器も少量出土した｡南側斜印に後期の遺物が出土し､調査区の東端
期の遺物が少量出土している。昨年度調査した土壌群と関連するものとみなされる。

と西端近くで晩

美々3遺跡は、昨年度の調査地区

土居と第1黒色土層とが対象であっ

た位置にⅡ黒層の高まりがあり、 そ

分はⅡ黒層が薄くなっていて、上音I

る墓曠も端の方が検出されている。

包含層が広がっていて、先に美々4

地区

4

に続く台地上部から斜面下部に及ぶ地区の調査であり、第Ⅱ黒色

あった。第Ⅱ黒色土層の調査では、台地上に、台地の縁からやや離れ

、 そこから台地縁にかけて広い窪みが形成されていた。この窪みの部

上部に晩期の土器片が焼土を伴って分布していた。後期中葉とみられ

'る。その窪地の周囲にはⅢ群b－3類（北筒式）の時期の住居跡や

遺跡が発掘されたマウン ﾄと似た状態であった。m群b－3類

土器の時期か、その少し後の時期に大規模な

土した卵形プランのものが追加されている。

類土器の古い段階の土器が層位的に出土して

跡、床面、覆土の遺物のあり方から、Ⅳ群a

群c類土器の時期の土曠墓、焼土が調査され

士の移動が行なわれていたようである。住居跡は昨年出

斜面下部ではⅣ群a類土器の時期の住居跡と、 V群b

いる。またⅣ群a類土器の時期の遺構の重複関係や、炉

類土器の変遷も把握される｡第1黒色上僧の調査でばv
た。

美々8遺跡は、昨年度の斜面の調査によって道跡や建物跡が検検出され、水没地区へ広がっているこ

埋めたててB調査が実施されていた。

本年度の調査は、そのB調査結果に

調査の結果元文4年(1739年) 7月

かとなり、それ以前の川岸部分と考え

た。この杭跡は、 さらに水没地区に続

重なり合って、木質遺物が検出された。

とが推定されたことから、北海道教育委員会の手で水没地区を

本報告書ではB調査によって出土した資料の報告をしている。

よって調査対象地に組み入れ られた水没地区を主に調査した。

のTa-a層の降灰により美沢川の水位の上昇I-,たことが明ら

面からは、昨年度の調査に続く杭跡力られる斜 ﾇ多量に検出された。

そこでは立つ たままの杭が残存していた他、おびただしく当
‐、

この木質遺物の検出層は、寛文

出土遺物には、生活用具として

火打石、 ヒキリ板、木槌、杭（

狩猟・漁携用具として、弓、マ

を受ける台（モチ、 タカマチ）

銅製品、鉄製品、洪武通寶など

月のTa-b層の降灰以後が主となるものであった。

、串類、篦、杓子、マキリの柄、煙管の雁首、鉄鍋、

)、建材、縛り目のある木皮（紐状のもの)、縄など、

~板綴船材、擢、擢の把手、車擢の回転軸（タカマ）

（彫刻入り）など、その他ガラス玉、緒締（根付)、

木質遺物の堆積層下に擦文土器、土師器の丸底杯な

層があり、 Ta-c層に埋め込まれた状態で惠山式

へ向って厚みを増し、木質遺物も大形のものが多く

悪
り痕のある木片)、削I

レック台木、

(彫刻入り)、

これらの木がある。

どの台地上部の第1黒色土層に相当する遺物包含層があり、

壺形土器が出土している。包含層の状態は川

なる傾向が認められた。

道央地方は江戸時代のはじめ頃にはシコツ

年（1660年）に志古津に弁天社が建立された

千歳の弁天社は文化二年に新規に建立された

た志古津弁天社と考えられる。 17世紀のシコ

の方

と呼

記録

もの

ツの

ばれた地域で、万治元年（1658年） もしくは万治三

がある。この弁天社は通説では千歳とされているが、

で苫小牧市弁天地区の弁天社が万治年間に建立され

範囲は登別からエリモ岬までの大平洋岸と、江別あ

4－



4 調査結果の概要
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図1-3 美沢川流域の遺跡群の位置と発掘区の呼称
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5 遺物の記載について

るいは石狩河口あたりまでをも含んでいたらしい。火山灰の降灰で移動したものが、 18世紀のはじめ

頃には松前藩？直轄のロウサンが中心地となっていたようで、 19世紀には千歳川会所が中心となる。

美々8遺跡の斜面の道の上はルオサンと呼ばれていた記録がある。なお、 シコツとは、東遊雑記に記

された伝承からみると、本来シコツ湖を指すらしい。

5 遺物の記載について

土器については昭和51年以来時期毎の区分を行ってきた。その間若干の変更をみているが、本年度

の調査結果と、近年の調査結果を考え合わせ、以下の区分によって表示することとした。石器につい

ては器種別の大分類にとどめている。

(1) 土器

I群縄文時代早期に属するものを本群とする。本群は大きく二つに分類される。

a類貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。今回の発掘調査では出土していない。

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施される土器群、 これらには東

釧路Ⅱ式、同Ⅲ式、 コツタロ式、中茶路式、東釧路Ⅳ式に相当するものがある。

b-1類：東釧路Ⅱ ．Ⅲ式に相当するもの。 9-71区から出土した。

b－2類：コツタロ式に相当するもの。今回の発掘調査では出土していない。

b-3類：中茶路式に相当するもの。 c-71， f ･ 9-71， 72区から出土した。

b－4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。 b･ c･ d-71区から出土した。

Ⅱ群縄文時代前期に属するものを本群とする。本群は大きく二つに分類される。

a類縄文の施された円底、尖底を特色とする土器群。 さらに二者に分類される。

a－1類：綱文土器に相当するものと、結束のない羽状縄文の施された円底を特色とする土器を

本類とする。 G,-63区から出土した。

a－2類：春日町式、中野式など、縄文の施された尖底を特色とする土器を本類とする。 G2-

64区から出土した。

b類円筒土器下層式、植苗式に相当する土器群。今回の発掘調査では出土していない。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器を本群とする。 さらに二者に分類される。

a類円筒土器上層式に相当するもの。 H, ･G, ･ G2-63区から出土した。

b類天神山式・柏木川式、北筒式等に相当するもの。 さらに三者に分類される。

b－1類：天神山式等に相当するもの。 G1-63， 64区から出土した。

b－2類：柏木川式等に相当するもの。 G2-64区から昨年度出土資料と同一個体の小片が出土

している。

b－3類：北筒式（ トコロ6類）等に相当するもの、 G1-63， 64、 G2-63区から主に出土した。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器を本群とする。 さらに三者に分類される。

a類余市式・入江式に相当するもの。 G,･G2-63、 G2-64区から出土した。

b類船泊上層式・手稲式・純澗式・エリモB式に相当するもの。 G,-63、 G2-64， F2_

64区から出土した。

c類堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。 G2 ･F2-64区から主に出土した。

V群縄文時代晩期に属するものを本群とする。 さらに三者に分類される。

a類大洞B式・上ノ国式に相当するもの。今回の調査では出土していない。
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I 調査の概要

b類大洞C, ･ C2式に相当するもの。

c類大洞A・A'式に相当するもの。

1-63、 G, ･G2-64区から主に出土した。

-64区から主に出土した。

Ｃ

陸

W群続縄文時代に属する土器を本群とす為。 c-67区より出土した。

Ⅶ群擦文時代に属する土器を本群とする c-67区より出土した。●

（2）石器

出土した石器には剥片石器に石刃

クレイパー類、異形石器があり、礫

台石などがある。この他に石核（．

などがある。使用痕、加工痕のある

石刃鍍､ 石鍍、 石槍またはナイフ、ナイフ、 石錐、つまみ付ナイフ、ス

リ石、 くぼみ石、石錘、砥石、石皿

チップ°)、擦切痕のある礫・自然礫

Uフレイクに一括している。石製

石器には石斧、たたき石、 す‐

ア)、剥片、石屑（フレイク、

剥片はそれぞれRフレイク、

○る

。

あ

る

が
Ｉ
あ

ど

で

な

り

斧

お

石

と

ア

の

１

次

チ

は

ニ

ロ

言

ミ

略

、

の

飾

材

耳

石

状

た

映

し

、
一
不

類

に

玉

表

は

お

に

な

口
叩

メノウ質頁岩。ウ質頁岩。 ：安山岩。 Che :チャート。 Gni. :片麻岩。

． ：泥岩。 Obs. :黒曜石。 Per. :カンラン岩。

質頁岩。 Rhy. :流紋岩。 Sa. :砂岩。 Sch.

Ba. :玄武岩。

Aga. :メノウ。 Aga-Sh. :メノ

Gr-Mud :緑色泥岩。 Gr-Sch.

Pro. :プロピライト。 Qua :珪岩。

：片岩。 Ser. :蛇紋岩。 Sh. :頁岩。

（3） 土製品

土製品には沈線文の施された垂飾り

（4） 陶磁器

近世の磁器が出土している。

（5） 金属製品

垂飾状

And.

:緑色片|岩。Mud

Qua-Sh :珪

Tu. :凝灰岩。

の破片があ る。

近世～現代の鉈､鉄鍋破片､薬莱が美々8

て出土した資料には概要の項に記したもの

（6）木製品・繊維製品

彫刻のある飾板、花矢状のもの、車擢の

破片、曲物の把手、箸状、串状のもの、杭杭

遺跡の B調査によって出土している｡本年度の調査によっ

がある。

回転軸 を受ける台、受ける台、 同じく回転軸のついた台、漆器の椀の

材とみなされるもの、 タラのほぼ原形をとどめて

している。本年度の調査によって出土した資料に

、建築部材とみなされるもの、

いるものなどが美々8遺跡のB調査によ

は概要の項に記したものがある。

（7） その他

近世の砥石、火打石破片、礫、棒状礫、

ている。

って|出土

ジュ貝、 クルミ、 スモモなどの自然遺物も出土しカワシン
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Ⅱ美沢3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

1 調査の概要

美沢3遺跡は、新千歳空港建設用地内に所在する美沢川流域の遺跡群の中では、対岸の美々8遺跡

とともにもっとも下流に位置し、面積規模は約4万㎡を占める。

本遺跡にかかる発掘調査は、昭和51･55･63年度及び平成元年度に実施されており、 28,172㎡につ

いてその内容が明らかになっている。その成果を概括すると、本遺跡は縄文時代早期から晩期にかけ

て営まれたもので、美沢川の蛇行地点右岸に向けて突出する標高7m前後の低位段丘面にその主体が

あり、後背する斜面から台地平坦面にその範囲が及んでいる。

確認されている遺構は、縄文時代早期中茶路式土器の時期から晩期にかけてで、住居跡は縄文時代

早期の東釧路Ⅳ式､中期前葉､後期前葉から中葉のもの計22基がある。これらはいずれも標高6～11m

の低位面にあり、早期中茶路式期の土壌もほぼこの位置に集中する。 これに対し晩期の土曠群は台地

西向き斜面に分布しており、後期までの遺構の立地とは一線を画している。

Tピットは、北流する小沢を取り巻くように23基が確認されており、 このうち10基が杭穴のない

もの、 13基がl～2本の杭穴をもつものである。

今年度の調査地区は、 b-71区を中心とする部分4,550㎡（以下、 A地区とする） と、 e-71区を

主体とする2,600㎡（以下、 B地区とする）とに分かれている。

A地区は、標高22.76㎡(Ta-d｣層上面）地点を頂点とする台地上部の平坦面が主体で、 c-71

区では北東向きの斜面となり、 b-72区では南東方向に走る沢跡となっている。調査に着手したのは、

a～c-71区の北側平坦面からである。この部分では縄文時代早期の中茶路式土器、東釧路Ⅳ式土器

の分布が目立つ。中茶路式は22.5mのコンター南側に分布の中心があり、東釧路Ⅳ式は同コンター北

側に多い。また、縄文時代後期の手稲式・餓澗式・御殿山式土器片がわずかに出土している。遺構は、

Tピット2基を確認した。 T-22は平坦面から沢跡に下る部分にあり、 T-23は平坦面から北東向

斜面に掛かる地点にある。

a～c-72区では、遺構は検出されておらず、遺物も少ない。土器片は、東釧路Ⅳ式がまばらにみ

られるが､中茶路式は1点のみである。後期の土器では､手稲式の注口土器片のまとまりが沢跡のもっ

とも低い部分にみられたほかは、鮖澗式・御殿山式が各1点出土しているだけである。晩期の幣舞式

は南西端に13点が出土しており、平成元年度調査区の土壌群との関連、及び未調査区への広がりが窺

われる。

なお、特殊な遺物としては、映状耳飾り1点がある。

B区は、標高22.36m(Ta-d｣層上面）地点を頂点とする台地上部の平坦面から調査を始め、調

査区の主体を占める北東向きの斜面、及びb-72区の南東向き斜面へと進めた。

本地区からは遺構は検出されていない。出土土器片は、中茶路式土器期のみであり、 A地区とは

かなり異なった様相を呈している。遺物の出土状況をみると、南東向き斜面がもっとも多く、次いで

北東向き斜面の低い部分にあり、平坦面には比較的少ない。

特殊な遺物としては、ベニガラで彩色された土製垂飾と、石刃鍍各1点ｶｶある。 （田才）
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美沢3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査Ⅱ
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1 調査の概要
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図Ⅱ－1 Ⅱ黒層全体遺構位置図（等高線はTa-d2上面）
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Ⅱ美沢3遺跡第I黒色士層の調査

2縄文時代早期の遺物包含層の調査

（1） 土器（図Ⅱ－2～5、図版Ⅱ－5～8

1群b－1類（8）

器面、口唇、内面に縄文が施され、口縁に

認められる。口唇の幅は広く、内側に張り出

色調は赤褐色を呈する部分が多い。刺突文は

I群b－3類（ 1～6 ． 9～34）

本類土器はA地区と、 B地区とに出土し出土し本類土器はA地区と、 B地区とに出土し

1

ｌ
沿
Ｉ
し

断

って刺突文が施されている。内面にはわずかに突瘤が

ている。縄文はRLの原体により、浅く施されている。

面円形の棒状工具で斜め上方から刺突を加えている。

すbてい る。両地区から出土した資料はほぼ共通する内容を

示しているが、 B地区のもの（ 1～6 ． 9～30）から順次掲載してゆく。

9は無文のもので、口縁部が薄くなり、わずかに外反している。 10． 11は同一個体に属すもので、

器面に横走する細かい擦痕が認められる。 トクサによる擦痕に似ている。口唇の断面は尖り気味で、

口縁にそって1条の粘土紐を貼付して、細い隆起線をめく‐らし、口唇から隆起線上にかけて縄の圧痕

襯臘雛薙享瀕蝋篁篁勇麓謡駕駕鞭駕紬
の断面は丸味をおびるが、幅の広い部分と狭い部分があり、断面が凸レンズ状をなすものかと想われ

る。文様は大きい鋸歯状の区画に細い絡状体圧痕文を横位にうめる構成である。器形は口縁に隆起部

を形成するも のとみられる｡ 1 ･ 6 ･ 13～26 28は器面に広く短縄文を施すもので、底部付近には縄

文や、綾絡文を施すもの（ 1 ． 6 ．22） もある

の隆起部を形成するもの(,8) もある｡隆起漁
。器形は口縁が波状となるもの（17）や、二つの山形

文は、器面を横環して施される例が多いけれども、口

縁部から体部

の原体による

隆起の度合も

る

にかけて、縦位、斜位、波状の隆起線で文様を構成するものがある。 16は短縄文と同一

縄線文を隆起線の区画内に入れている。 横位に施される隆起線は2 ． 4では間隔が広く、

著しい。短縄文は2段の原体の小部文を並列しているもので、押引き文のようになって

（19）や、部分的に回転施文されたもの（23） もみら

ので、 5 ．31～34はさらに1段の縄の結節部分を回転

し、 5は口縁を欠失しているが体部に隆起線はなく、

る（20)。また、圧痕の浅いものいるものもあ

･27．29．30は縄文の施されたもので、れる。 2 ． 4

施文した綾絡文の加えられたものである。ただ

個体に属するものであるが、隆起線32～35は同一 は口縁部から体部付近に限られるようである。

地区より出土したものである。35～48はA 5～37は同一個体に属するもので、底部の外形が隅円3

長方形を呈するものである。器面に細いけれと も明瞭な隆起線をめぐらし、その間に短縄文と絡条体

圧痕文を配している。短縄文帯の間は無文帯

は短縄文帯を施した後に絡条体圧痕文を加え

痕文と同様、絡条体の軸が角形を呈するもの

いる。39は38に比べて、やや器壁の厚いもの

なっている。底部からの立上りは直立気味である。 38

ものである。 38の絡条体圧痕文は、 36．37の絡条体圧

あることがわかる。その点で12の絡条体とは異なって

あるが、出土位置が近く、短縄文の原体や、圧痕の深

かもしれない。39では縦の隆起線で区画を設けた後、

が埋めている。40はやはり39と似た縦・横・波状の隆

短縄文の圧痕は浅く、整然としている。41は、口縁部

縄文で埋め、口唇直下の隆起線の部分にまで縄文を施

と

幸
で
Ｉ
の
Ｉ
釧
文

さが似てい

横位の隆起

起線の区画

に曲線状の

るので、 38と同一個体に属するも

線を施し、 その隆起線の間を短縄

内を短縄文で埋めたものであるが

隆起線が文様を構成し、その間を短

り縄文が施されて

は同一個体に属す

るものかと想われるが、 42のLR原体による縄文は条が一条おきに深くなっているようでもあり、

やや異なっている。44は比較的薄手の口縁部であるが、隆起線は太↓児 隆起線と、その下口唇に沿う
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2 縄文時代早期の遺物包含層の調査

の隆起線の上側に細いへラ状の工具による押引き文状の圧痕が認められる。隆起線をなでつけたへラ

状工具の痕跡は15．45～47にも認められる。45．46は同一個体に属するもので、口唇が角形を呈する

部分がある。 47は口縁と口唇、口縁の内面にも縄文が施されている。 48はRLの原体による斜行縄

文を地として、綾絡文が施されている。ところどころ隆線にそって爪形状の点列が認められるけれど

も、 ところにより、それに重ねて隆起線の認められる部分があり、隆起線を形成する粘土紐を貼付す

る位置を示す、いわば文様の下描きの痕跡かと思われる。

I群b－4類（7 ．49～76）

本類土器はA地区から出土している。出土地区にいくつかのまとまりがあり、資料の特色を異に

している。49．50は同一個体で、口唇上から口縁部にかけて短縄文が施されている。短縄文帯の下縁

は、微かに隆起線を形成していて1群b－3類のなごりを示している。器面に自縄自巻の原体によ

る羽状の撚糸文風の縄文が施されている。50の口縁の右側の短縄文は、 この原体（自縄自巻LR)

の端部の圧痕とみられる。 49と50の口縁の左側の圧痕は1段Rの原体による。51～61はA地区の中

央部に広く散点的に出土したものである。51は、口縁部に短縄文が3段施文され、器面に撚糸文風の

縄文が施されている。 52にも同様の縄文が認められる。53には羽状縄文、 54には斜行縄文が施されて

いる。55はニシンタイプの魚骨回転文の施されたものである。56は器面に撚糸文風の縄文と綾絡文の

施されたもので、口縁部に、短縄文が施されている。原体は自縄自巻LLと自縄自巻RRとみなさ

れる。57．60．61は、撚糸文風の羽状縄文の施されたものである。58．59は同一個体に属するもので、

器面に綾絡文と撚糸文風の縄文が施されている。口縁部にはさらに、短縄文もしくは縄端圧痕文が加

えられている｡縄文は自縄自巻LRと自縄自巻RLである。7 ･62～76は、A地区の東端からまとまっ

て出土したものである。 7は丸底風の尖底をなすもので、右下がり、左下がりの撚糸文帯により整然

とした文様の施されているものである。各々の帯の上下は磨消され、縄端圧痕がめぐらされている。

撚糸文の条はRである。縄端圧痕と同一原体ではなくLの原体によるとみなされる。胎土にセンイ

を多く含む。62は口縁部にルーフ・をなす縄端の圧痕がめぐらされ、器面に斜行縄文の認められるもの

である。63は口縁部に3条2段RLの縄線文をめぐらし、その下に1段Rの縄の圧痕が認められる。

64は口縁に1段Rの縄線文が施されている。 65．66は同一個体で、口縁の山形隆起部に縦位に太い

突起があり、口縁に沿って2条、突起部に3条の縄線文が施されている。 この縄線は1段Rの縄を

2段にゆるく撚ったものである。67は口縁に3条の縄線文をめぐらし、 その下に短縄文を並列させて

いる。その下は斜行縄文が施されている。68は67と同一のものとみなされるが、斜行縄文は途中から、

撚糸文風になり、原体が部分的に自縄自巻となっているものとみられる。縄端を含む原体による短縄

文帯があり、その下には1段Lと1段Rの縄が深く押捺され、縦位の羽状の文様を構成するようで

ある。これらの1段L、同Rの縄の圧痕の間に所々浅い縄の圧痕が認められ、それがそれぞれの1

段と同一の原体によるものとみなされることから、 これらの一見撚糸文風の圧痕が、 自縄自巻の原体

で施されたものであろうと考えられる。下半部の圧痕は、 このような原体の一部を押捺した短縄文で

ある。69は口縁の内面側に縄端圧痕文をめぐらし、表面には口縁部に縄線と縄端の圧痕を並列する文

様帯が形成されている。体部には右下がりと左下カヌりの撚糸文が縦位の羽状文を形成している。原体

はRである。縄端の圧痕はRLの原体を折り曲げて押捺しているようである。 70は口縁部に2条の

縄線文をめぐらしその間に短縄文を並列しているもので、器面には2条並列する撚糸文が、縦位の羽

状を構成するように施文されている。71は、胎土、器面調整、施文などから、 76と同一個体に属する

ものである。比較的薄手で大型の土器である。口縁部にやや幅広く、 2段Rの原体による縄線文と

を短縄文と配置し、文様帯を形成している。体部には2条並列する撚糸文が認められる。72は口縁部

に2段短縄文、器面には撚糸文が認められる。なお口唇には、縄による刻み目力:ある。74は短縄文と
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美沢3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査Ⅱ

縄線文によって口縁部文様帯の形成されているもの、 75は鋸歯状に縄線文が施されているもので、 74

と施文原体が共通するので同一個体に属するとみられる。なお74の口唇には縄による刻み目がある。

73は《短縄文と縄端圧痕による文様が施され』『いるものである｡ (大沼）
表Ⅱ－1 包含層掲載土器一覧(I群b－1～4類）
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2 縄文時代早期の遺物包含層の調査
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Ⅱ 美沢3遺跡第Ⅱ黒角十層の調査
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Ⅱ美沢3遺跡第I黒色土層の調査

（2） 石器等（図Ⅱ－6～12、図版Ⅱ－9～

石器は剥片等を含めて総数3,177点が出土

いもの41点を除いた3,136点（うち石器370点

12)

いる。 このうち明らかに早期の石器とは考えられな

ついてここで触れる。
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2 縄文時代早期の遺物包含層の調査

石器の器種別分布は前図に示したとおりで、 c-71-13区周辺とb-71-04区周辺の2カ所を中

心に、 A地区の北側に集中しており、 A地区南側及びB地区は全体にまばらである。

以下、器種毎に述べる。

石刃

二稜の黒曜石製石刃である。一側縁に刃こぼれ状の剥離がみられる。

石刃鑑（ 1 ）

二稜の石刃を素材とし、腹面の素材基部側に刃部加工を施している。先端部及び－側縁の一部を欠

く。石刃鍍は、昭和63年度の調査でも、 f-70区から3点が出土しているが、出土状態は散点的で、

伴出遺物も不明である。今回の石刃鍍出土地点も、 9-72-81区のはずれであり、周辺からは中茶

路式土器片が出土しているのみである。

石錐（2～39）

総出土点数は144点で、形態別には柳葉形が43点、五角形が34点、無柄凹基が16点、無柄平基が7

点ある。なお、 17点が未製品、 27点が形態不明の破損品である。

2～13は柳葉形に分類した石鍍で、木葉形あるいは菱形に近いものも含んでいる。 A地区のc-

71-22区及びb-71-04区に分布の中心があり、 B地区にも散点的にみられる。 2は木葉形に近い

形態であるが、肉厚で剥離が浅く、先端部もねじれている。五角形鍼の習作の可能性もある。 3はほ

ぼ菱形を呈するものである。 7は、先端部が欠損したものを反転再加工している。 12は典型的な柳葉

形鍼で、基部は凹基である。

14～28は五角形を呈するもので、平基と凹基がある。なお、最大幅が先端側にあるものが多く、次

いで中央部にあり、明らかに基部側に寄っているものはみられない。分布の中心は柳葉形と同様、 c

-71-12区及びb-71-04区にあるが、分布範囲はA地区に限られ、 B地区からは1点も出土して

いない。このことから、 この形態の石鍼は東釧路Ⅳ式土器に伴うものと言えよう。

29～39は無柄鍼で、 29～37は平基38．39は凹基である。分布はA･ B地区とも全体にまばらで

あるが、無柄鍍と柳葉形・五角形鍼との間には時期差が想定される。

石槍（40～42）

4点が出土している。 うち3点はA地区南側斜面、 1点はB地区東斜面からの出土である。 40は

珪岩製で、一見有舌尖頭器的であるが、柄の端部が丸く膨らんでおり、前期に属する可能性もある。

石錐（43～49）

A地区北側を中心に9点出土してお、 B地区からの出土はない。形態別には、基部幅広のものが

6点、棒状のものが3点ある。唯一のメノウ製である48は、先端がかなりつぶれており、相当使い込

まれた様子が窺えるが、黒曜石製のものには、殆どつぶれはみられない。

模形石器（50．51 ）

5点の出土でいずれもA地区北側である。石材は全て黒曜石で、側縁或いは基部に原石面を残す

ものが3点ある。四方に明瞭な使用痕が残されているものは51のみであるが、一側縁、先端を欠いて

いるものも、四方が使用された結果と考えられる。

扶入石器（52～56）

喫形石器同様A地区北側からのみの出土で、石材は全て黒曜石である。 52は先端に二つの刃部を

もつもので、 53～56は両側縁に一つずつの刃部をもつものである。いずれも刃部のつぶれは顕著では

ない。なお、 6点のうち4点が摩耗している。
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表Ⅱ－2 石刃一覧

No. グリッド|儲(") |幅(")|"(") |g(9) | 石質 ｜図番|"o 備 考
llc-72-80121.01 12.71 3.01 1201黒IV|妬| | 273 輔､聡端.一鵬緬紅､一卿と勵淵 ’
表Ⅱ－3 石刃雛一覧

No. |グリッド|崖1ml1｣幅(m) |"(m) |電難l1 石質 ｜図番himgl fi
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考

I
表Ⅱ－4 石錐（柳葉形）一覧
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Ⅱ美沢3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

表Ⅱ－7 石雛（無柄凹基）一覧

グリッド
c-71-55

59

88

c-72-53

f-71-57

63

73

礎(ﾛ)』､厩団
33.6 14.9

12.8 14.0

17．2 13．7

28.4 16.0

11.51 14.0
30．3 13.5

16.31 12.5

麺

い

い

暇

皿

迅
ｌ
ｊ
Ｚ
ｎ
ｘ
Ｕ
ｎ
“
▲
ｎ
狐
Ｕ
Ｏ
八
〉

町

。

●

。

ｏ

通

２

２

２

２

型
郡
一
型

典
鋸
遜
羅
砺
砺
一
や
鰯

図番畷湿
381 123

1 244
1 248
89

2別
391 305
307

備 考Ｌ
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

")f力II"
一蛎焔

些
郡
面

MM一燭"|"
-m}二緬&財
総焔

総燗
燐'一臘焔

３
－
９

仇
一
仇６

－
７ 0.4

表Ⅱ－8 石槍一覧

礎(ﾛ) |幅(｡)I"(m) "(9) | 石質 ｜図番瞳拠Q| 備 考
100.5 29．9 8.9 19.8 珪石 40 2301#棚腱甚繍駆

66.0| 24.8 7.3 10.4黒曜石 41 220#朏甚獅閥(臓柿＃|獺
55.0 25．0 7.5 7．0黒噸石 235#肥甚､-鵬焔触
46.71 30.0 9.9 11.6 黒曜石 42 295棚擢､鞠'W)f力!|獺､-ml:緬&肘

29.9

~24.8

㈹｜虹

型那

ド
羽
記
虹
朗

ツ

ト

野

ｆ

ｊ

－

７

７

７

１

一

一

一

グ

ｃ

ｃ

屑

Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４

霧~霧謬~鯵隻拳~雲筆~雲~雷~参~霧~鶴霧脅~＃鵬
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~
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－3
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－11

ぐ-つ 15

＜二＞ 12-10
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＜=＞ 27 －28
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~
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2 縄文時代早期の遺物包含層の調査

表Ⅱ－9 石錐一覧

考礎(■）
44．3

26.0

39．9

31．7

28．3

30.0

42．4

1幅(■)"(m) |"(9)
24．3 5．8 4．6

14.7 6.0 2.0

20．8 2．4i 1．9

23．8 6．9 3．7
10．9 3.2 1.0

13.2 6.0 2.6

20.0| 8.6 5.8

17.0 8.2 3．6

19．5 9．0 5.4

石質_1国題鋤gl " ___
黒曜石| 43 101 蹄甑.Mってl'6,緬噸師&葡
黒暇石’ 44 130獅駄､Rって1'5,術'二鮖mを瀞
黒曜石 45 17聯肱
黒曜石 46 1401閣紘.既
黒曜石 47 1411M,(I'6､師'二鮖､錨
メノウ 48 34 郷紘､総ﾌ脚
黒曜石 49 36 溌紘.鞆}ご緬&廓
黒曜石 260 師'二鮖砿瀞､総つ猟
黒曜石 272 鞠'師噸砿謝､繍焔

聯駄.Mって1'5,術|こ鮖砿瀞
聯紘
郷紘職一~－~－一

蔚獅
凧緬緬

榊憐麺
γ《ｎ万もｂ

剛擁轆

グリッド
b-71-03

15

c-71-13

22

22

53

53

76

c-72-80

恥
－
１
’

2

~3
４
’
５
《
ｈ
Ｕ
ｌ
行
ｆ
Ｏ

８
’
９

34.5

~47.0

表Ⅱ－10模形石器一覧

グリッド
c-71-22

65

82

82

94

礎(四)|幅(n)
22．4 25．6

25.0 28.0

20.9 21.0

17．7 21．6

21．2 16．2

迦
邸
晒
恥
即
即

墾
躯
卿
即
駈
池

菫
鞭
》
轆
轤
麺

考錘
姻

皿
Ⅲ
叩
”

霊

別

一

５－
１

備堅
’
’
２

購う,j伽､鞠噸師&獅

鵡ﾌ伽､一鵬噸
鞠‘一購う,伽､燐焔､間鱸に願mを獅
凹ｶﾌﾞI軌
醗ﾌ抑､一鵬獺､一鵬噸砺を肘､粁既

３
’
４
’
５ ’
表Ⅱ－11 挟入石器一覧

No. |グリッド
l b-71-04

2 04

3 16

4 16

51 c-71-22

6， 74

"(m) |幅(m) |"(m)
25．6 25．9 7．8

38.7 16.4 5.5

40.8 16.6 11.3

24．2 26．8 6．5

63.0 27．3 9．6

33.81 18.9 8.0

25.9

~16.4

27.3

~18.9

墾
唖
一
恥
一
邸

石質 "21_－ 備
llll燐にﾌ0獅一鵬賄
113墹鵬略一つ0脇職
74m鯛：#一つO脚灘
771焼，鞠略一つ0源麿
2101間鵬略一つ0猟燐椥
511両鵬'二#一つ0職

間鵬略一つ0淵離
間聯：#一つ0獅離
総'鞠略一つ0源職

間鵬略一つ0源燐焔
同鵬略一ﾌ0淵

壁
駆
一
弱
一
別

考

黒曜石

黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石

聴妬
一
“
｜
“

､職弱
一
弱

● '1リ
O 46

霧り●
○ 44 零

45
つ

｡

鰯○懲繍①鰯蝿I鏡
＜こう ‘｡50零

◎ 49
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図Ⅱ－8 Ⅱ黒層出土の石器(2)
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Ⅱ美沢3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

表Ⅱ－12つまみ付ナイフー實

No. |グリッド
l b-71-02

21 03

31 03
41 03

２－１３－４

03

03

浬
輝
一
知
一
坪
一
岬
一
岬
一
睡
一
岬
一
睡
一
岻
一
坤
一
如
一
郡
一
郡
一
癖
一
恥
一
邪

8Z.9

28.7

哩
郷
一
坤
皿
岬
一
岬
一
郵
一
細
一
抑

35．0

48.0

段(m) |"(9) 石質
6．2 8．2 メ」ウ

5．0 4．6 メノウ

6．3 20．4望質頁岩
5.511.1望貫頁岩
8.3 12．1理貫頁岩
4.0 3．2週質頁岩
4．8 9．6望貫頁岩
4．4 3．2望質頁岩
9.9 8.0黒曜石

6．5 8．2劃蓋頁岩
4．3 3．0望質直岩
5.0 7．3流紋岩
4．6 6．8理質頁岩
2．3 2．4珪質頁岩
4．5 5．7望質頁岩
5．0 4．4黒曜石
7.l 18.6黒曜石
6．1 7.6黒曜石
7．8 6．3望質頁岩
3．9 5．8黒曜石
5.4 11．8望質頁岩
5．5 6．4 メノ ウ

4．6

~20.46．3 20.4珪質頁岩

5.511.1望貫頁岩

5.0 7．3流紋岩

4．4黒曜石
18.6黒曜石

6．1 7.6黒曜石
7.8 6.3望質頁岩
3．9 5.8黒曜石

18.6

~7．6

11.8

~6．4

壁際
~晶牛

1両 考

賑､燐M噸､-鵬緬'一臘緬肥
鵬､総鰍#､両鵬鋤肛
綴.一購緬'一臘耐Ⅱ
綴(賑蜥九齢側融)､燃緬､鰯m'一鯛耐肛

100

~104

05 43．2 34．3 8.3 12．1珪痩頁岩
07 26．5 23.5 4.0 3．2週質頁岩
13 64.01 23.8 4．8 9.6望貫頁岩
13 26．2 24.0 4.4 3.2望質頁岩
16 41.5 26.4 9.9 8.0黒曜石

12 58．6 20.0 6.5 8．2劃蓋頁岩
03 24．1 25.5 4．3 3．0望質直岩
03 54.3 20.5
04 54．9 23.0 4.6 6.8理質頁岩
13 36．5 18．4 2.3 2．4珪質頁岩
13 50．5 20.9 4.5 5．7理質頁岩
13-37W23.4 5．0
1483.323.8 7.l
23 39．6 31．1
3346．2 20.0
34 23.1 49.5
35 61．61 28．0 5.4 11．8望質頁岩
44 49．9 22．0 5．5 6．4 メノウ

55 80．7 45．01 6．7 26．4望貢頁岩
76 65.8 26.8 5.8 11.0理貢頁岩
82 42．0 14．0 5．0 3．6 メノウ

87 26.2 19.0 4.1 2.0黒曜石

93 82．9 25．9 6．0 18.5望貢頁岩
94 70.2 34.4 5.0 13.2 望貢頁岩
95 26.3 14.6 4．8 1．8 メノウ

98 47.7 19.0 6．5 6.3理質頁岩
131 78.0 30.0 6.5 16.8黒雁石
31 51.5 35.1 6.0 13.4望質頁岩
83 36．0 52．5 4．0 9．7黒曜石
92 32．81 19．3 4．2 2．5 メノウ

22 56.21､ 27.0 5．5 11．7理貫頁岩
911 59.01 18.61 10.4 12.0 メノウ

砺一伽圃一田６２３
１１０

抑一郷

型型印

26.8

~14.0

》｜雫

釘
一
別

~

塑
哩
型
里
坦
坦
里
哩
亜
塑
辿
別
一
羽
一
妬
面
面
雨

賑､撫纐､一臘師'一蝋刺肛.卿柵ルリ
賑､翻りM嗽､間鱸制Ⅱ

５
’
６

脹一鵬緬一臘耐Ⅱ７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
皿

59

帳､燐M順一鵬緬'~鵬耐肛
脹､一臘耐Ⅱ､=臘勵Ⅱ噸耐を磁鮴|瀧､磯

一

一

２

１

７

７
~~

‐

ｂ

Ｃ

帥
一
田 帳間鵬制肛､態}識

脹､繩順一鵬緬'一購耐肛
脹､糊順一鵬緬‘一臓耐肛

Ⅱ
｜
皿
一
Ｂ
一
Ｍ
｜
賜
一
随
一
Ⅳ
一
旧
一
旧
一
刈
一
別

呪
一
田
一
別
｜
閲
一
髄
一
師

賑､両臘緬肛
~~~~~ ~帳､一鵬緬‘一鵬緬l旺

識

蹴

ｋ

伽

Ⅱ

剛
岬
峰

螂

間

肛
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瓢
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》

》

州
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ｂ
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ｈ
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脹

綴
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121

133

200

77
空

23
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脹閥臘緬I肛

脹捌朏砿三砿緬‘一臘耐Ⅱ
鵬､つま聯，焼蝋一鵬鰄旺､綴‘協力
脹､糊ﾘ&嗽.閥臘緬加
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鮴棚
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脹､総州､一蝋緬Ⅱ､餅
脹､ﾌま卿,燐焔､-鵬師‘一臘耐肛
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70

69 110

269

37刀
一
羽
一
泊

70

里
蠅
一
型
皿

71
鋤
一
別 c-72-13

31

83
d-71-92

f-71-22

g-72-91

塊
一
羽
一
測

232

~274
1691綴､~蛎師‘一鯛耐肛
脹総蝋一臘師'一臓耐Ⅱ
脹糊ﾘ&嗽､一臘緬'一臘輌I肛､鵤燐N版ってい§

錫
一
妬

宛
一
万

275

~286

~
~ ~

－

匡ア
JJ

58

<b
貝q
曹曹

＝

＝一一＞ 63

〆
川
門
Ｎ
ｈ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ｍ
や

｜

|

｝

ご~且 ｡。 ＝ 0 ．cm
61

ご~二一コ 62

図Ⅱ－9 Ⅱ黒層出土の石器(3)

－24－



2 縄文時代早期の遺物包含層の調査
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Ⅱ美沢3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

表Ⅱ－13削・掻器一覧

農(mllm""(m) |"(g) | 石質
27．0| 22．4 4.61 3.8望頁頁岩
27．2 6．5 8．4 3．81黒曜石
38．9 20．0 5.4 4．5黒曜石
33.0 36.7 6.0 10.2珪質頁岩
25.4 13.0 7．0 2.6黒曜石

52．4 26．8 9．4 16．7珪賓頁岩
48．4 37．2 5．8 13.8劃賓頁岩
60.0 44.4 11.2 41.4週漬頁岩
33.8 36.0 8.9 13.8遇賓頁岩
31｡7 39．0 8．310.2黒曜石
32.6 23.0 5．5 3.0黒曜石
32.0 31.4 10.01 10.4:黒曜石
35．8 40．017．8 29．5黒曜石

29．6 28．0 5．9 6．21黒畷石
28．0 24．4 4．8 3．8珪賓頁岩
44.6 26.0 6.8 10.6黒曜石

29.2 30.6 11.31 10.5黒聯石
28．1 20．6 6．3 4．3黒曜石
50．3 33．6 15．6 27．3 メノウ

25．7 18．9 6．0 2．8黒曜石
41.5 24.0 10.2 13.0黒畷石

26.2 34.2 5.0 4.6望貢頁岩
45.6 20.0| 5．9 7．3黒曜石
38.7 18.6 4.8 4.1黒曜石

22.2 32.0 5.4 5.5望貫頁岩
29．6 20．9 7．7 6.7黒曜1石
42．0 38．3 17．2 31．8黒曜石
27．6 19．8 5．3 3．8 メノウ

60.0 35.0 7.41 20.4逮質頁岩
42．8 24．5 5．3 7．6望頁頁岩
52.2 28.3 6.5 12.3望質頁岩
27．4 18．6 5．0 2．5黒曜盾
35．6 26．4 3．8 4．0黒曜石
20.51 14.21 3.7 1.5望貢頁岩
19.0 14.0 3.0 1.2望貫頁岩
43.5 37.2 14.31 23.4石質不明
31.0 21．2 6．6 5.1 メノウ
54.71 31.1 9.81 22.5珪菅盲岩

l19Jグリッド尉皿l1m唖殿(m) |"(9) | 石質 ｜図番limQ|－－ 備 考
1 lb-71-03 27.0| 22．4 4.61 3.8望頁頁岩 103聯鰄､一瞬洞，-鱸砺IⅡ､つま州きﾅｲﾌ燐鯲
2 04 27．2 6．5 8．4 3．81黒噸石 112ｴﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ､罰二緬&財

’ 3 05 38．9 20．0 5.4 4．5黒曜石 74 127棚ﾙ､鯛耐u師に厩而翻
4 06 33.0 36．7 6．0 10．2珪質頁岩 202M'一鵬焔､緋'一鵬緬III
5 16 25.4 13.0 7．0 2.6黒曜石 75棚＃､鯛緬IⅡ.錦'燭一購う卿､雛渦|鯏力
6 16 52．4 26．8 9．4 16．7珪漬頁岩 75 79聯総焔.閥臘耐伽I
7 16 48．4 37.2 5．8 13.8劃賓頁岩 216鋼蝋癬緬'一臘緬l肛
8c-71-03 60.0 44.4 11.2 41.4週漬頁岩 76 173ｴﾝﾄ'ｻｲﾄｽｸﾚｲﾊｰ､燐沁一鵬に厩而獅
9 03 33.8 36.0 8.9 13.8遇賓頁岩 174－鵬力'6御令N:制肛

| 10 03 31｡7 39．0 8．3 10.2黒曜石 176-鵬力蝋鋤肛､鴨沁燐緬I肛
l1 04 32.6 23.0 5．5 3.0黒曜石 196総燗b-臘緬Mｴ､鰄厩澗獅
12 12 32．0 31．4 10.01 10．4:黒曜石 77 3ﾗｳﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ
13 13 35．8 40．017．8 29.5黒曜石 78 15ｴﾝﾄ'ｻｲﾄｽｸﾚｲﾊｰ､随畷

| 14 13 29.6 28．0 5.9 6.21黒畷石1 79 19ﾗｳﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ
15 13 28.0 24.4 4.8 3．8珪賓頁岩 80 72ﾗｳﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ
16 13 44.6 26.0 6.8 10．6黒曜石 81 85糊ﾘM嗽.一瞬､I皿､若慨
17 14 29．2 30.6 11.31 10.5黒曜石 42ﾗｳﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ､諭'二厭澗鯛
18 14 28.1 20．6 6.3 4．3黒曜石 82 43ﾗｳﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ

19 22 50．3 33．6 15．6 27．3 メノウ 83 146三鱸緬肛
, 20 23 25．7 18．9 6．0 2.8黒蝋石| 162"'"'一鵬鋤匝鯛伽
21 32 41.5 24.0 10.2 13.0黒畷石i 84 4ｴﾝﾄ'ｻｲﾄｽｸﾚｲﾊー
22 33 26．2 34．2 5．0 4．6理貢頁岩 | 249","M焔､糊ﾘ朏蜥､鯛調､Ⅱ
23 34 45.6 20．0| 5．9 7．3黒曜石 214鋼噸､鋤ﾘM嗽､醐瀦耐肛
24 42 38．7 18．6 4．8 4.1黒畷石 91錦焔､つま州きﾅｲﾌ肋､燐'砿輌肛､繩,伽
25 44 22．2 32．0 5.4 5．5望貫頁岩 206幌附､職捌肛
26 55 29．6 20．9 7．7 6.7黒曜1石 201機ﾘｬ､緬肛､ﾗｳﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰｶ

| 27 59 42.01 38.3 17．2 31.8黒曜盾 245ﾗｳﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ､織厩砿胤鋼}:獅肥､随}二剰圃リ
28 65 27．6 19．8 5．3 3．8 メノウ 1791巾蠅､-僻緬'一鴎緬肛､つま州きﾅｲﾌ肋
29 66 60.0 35.0 7.41 20.4趨質頁岩 1921糊ﾘⅢ嗽織6－臘緬IⅡ
30 82 42．8 24．5 5．3 7．6望頁頁岩 250総‘一鵬緬'一鯛耐匹ﾌまj能ﾅｲﾌ肋
31 84 52.2 28．3 6.5 12.3望質頁岩 1"聯蠅.一臘緬‘一蹴m皿つま州きﾅｲﾌ肋
32 941 27．4 18．61 5．0 2．5黒曜石 ’ 266鋤ﾘH噺､総力蛎職耐肛
33 97 35．6 26．4 3．8 4．0黒曜石 ’ 246聯,燐焔､-鵬ﾘﾘM嗽､-蛎緬'"'-"imu
34c-72-30 20.51 14.21 3.7 1.5望貢頁岩 85 87鵬､擶緬･蕊'閥mmU
35 31 19.0 14.0 3．0 1.2望貫頁岩 2331W､三臘師'燐･瀞,一蹴mu
36d-71-82 43.5 37.2 14.31 23.4石質不明 148ﾗｳﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ
37 93 31.0 21．2 6．6 5.1 メノウ | 86 1701W,線澗'鞠,閥臘耐加
381表採 54.71 31.1 9.81 22.5塁質頁岩 87 1"…稲『緬

つまみ付きナイフ（57～73）

36点あり、 うち34点がA地区からの出土である。集中する地点は、柳葉形・五角形錐同様c-71

－13区及びb-71-03区である。石材は珪質頁岩が主体で、 メノウ・黒曜石が次ぐ。57は、破損し

た縦長のつまみ付きナイフの側縁部に、つまみ部を再加工し横長としたもので、本来的に横長の形態

をとるものは、遺物No.48．274の2点のみである。つまみ部から先端にかけてが直線的なものは、先

端が平坦もしくは丸みを帯びており、つまみ部から先端にかけてが斜めのものは、先端を切り出し状

に作出していくようである。58の頚部には紐跡と思われる茶褐色の付着物（図中にスクリーントーン

欝隙蕊甫辮駕篭鯛撫謹蝋獣噌鰔震鰯W~
腹面も同様に摩耗しており、すり跡が目立つ。これは、後天的な摩耗ではなく、意図的に用いられた

結果によるものと考えられる。

ワ
皇

3

ｴﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ､諭に緬&肘
~~~~棚ﾙ､鯛耐u,師に鮖砿耐

郷蝋-蛎緬'一臘耐肛
ｴﾝﾄ’ｻｲﾄｽｸﾚｲﾊｰ､総力6－蝋噸砺&瀞173

~174

15.6

~6.0 燐’鞠'一鵬緬肥鰄伽
ｴﾝﾄ,ｻｲﾄｽｸﾚｲﾊー

別一路

幌附､間齢制肛
燐鮴緬肛､ﾗｳﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰｶ

胡一師
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2 縄文時代早期の遺物包含層の調査

表Ⅱ-14 R・F一覧

グリッド|"(m) "(m) |""1") |－石質 ｜図番l"91 備 考
b-71-02 29.1 31.5 6.4 9.2 メノウ | 971鋼噸.-側請耐肛
12 29．6 18．5 7．2 3.3黒曜石 391綣附翻伽［
15 33．9 22．8 8．3 7．8黒曜石 | 119 "'閥臘緬肛､職
16 33．0 26.9 9．3 8．5黒曜石 73－鵬緬IⅡ､蝋ljTI'6
16 26．2 23．4 10.5 6．2黒曜石 88 88錦力ら一臓澗'燐力桐臘卿肛､緬二厩砿肘
16 15．0 10.1 5.3 0．7黒曜石 80鵜附､制肛

c-71-03 32.4 23.5 5.2 4.2望質頁岩 177臓附､耐肛
07 40.41 26．0 7.0 6．6黒曜石 226WﾘⅢ嗽､剛儲耐肛

1230．0 41．4 13．5 10.8黒曜石 89 12 "'鵜緬'一鵬】こぽ城､燐'鰄洞鰄厩耐鋼
12 26.61 10.7 3．4 1．3黒曜石 10総力ら鵬鮴､師Ⅱ
13 19．8 27．8 4.9 3.8望質頁岩 ! 41巾螂片､間職耐肛
13 20．814．7 3．2 1．0黒曜石’ 14綴､一臘噸､燐'鋼耐肛､若織
13 29.2 12.81 4.0 1．8黒曜石| 22鮴耐Ⅱ一m噸砺獅､鮴1'5
17 44．0 40.3 8.9 16．0 メノウ 224"'一鵬燗､‐鵬鰄肛
17 44．5 39.8 11．1 23．3 メノウ 225焼焔､-鵬緬肛.緬}昌厭砿財
221 19．3 8．6 2．4 0．5黒曜石 144鋤､耐旺､師|:緬獅
22 43．4 23．6 8．3 7．6黒麗石 322綴'一臘緬IⅡ､-蝋|:緬&肘､若畷
23 19.0 14.7 4.0 0.9黒曜石 156鋤､耐肛､術'二”を肘
23 12．2 13．91 3．0 0.8 望貢頁岩 323綱↑､緬肛
24 31．7 16．3 5．01 2．6黒曜石 186鋤､緬肛.鞠}:厩耐獅
331 25.5 31.8 10.7 11.8趨貫頁岩| | 27鋤､耐Ⅱ､鍬緬獅
33 29．4 16．01 9．3 3．7黒曜石’ 1 24燐＃6－熊焔.総力ら一臘緬Ⅱ.師噸砺砺
341 40.0| 22.9! 5．8 5.4黒曜石 | 65焼畑両購鰄肛､若畷
421 21．2 24．6 5．51 3．5黒曜石 90儲りf緬匹芳鶴
44 37.7 14.31 9.71 4.71黒聴石 i l37鵬’十､耐肛
57 46.7 20.5 12.71 9.0黒曜石 237鮴一購緬III'つ繩鮴い§
65 22．31 15．4 2．7 1．2黒曜石 180総噸､獅力蛎蹴耐皿鰄鮖､獅
66 27．7 12．5 4.6 1．3 黒曜石 191 臓附､瀬':mmlU
75 29．1 19．8 6．9 2．3黒曜石 1241臘耕､荊肛
82 26．2 16．0 6.7 3.21黒曜石 261 燐順一鵬緬I皿
84 29.6 23.0 11.3 6．41黒曜石 166Wm匹鞠緬,一鵬|こ厩而翻､職
841 30.0 18.4 5.5 3.0黒曜石 26zI鵬紬､耐肛､緬'二鮖而鯛
92 17．4 23．7 4．2 1．6黒曜石’ 7綱↑､W朏嗽､一鵬緬,一臘耐Ⅱ.若熾

c-72-7463.6 27.0 5.5 11.6珪潭頁岩 98-臘緬IⅡ､若織
d-71-85 22.6 27.4 9.7 6.2黒曜石| 265綴､-卿こ鮴､一鵬,師|ご厩澗翻､職し酬糊
96 42．4 37.4 10．5 13．9 メノウ 212粥順一鵬-fﾘ師,舗耐肛

旦二Z2-7q 43.&15.01 3．8 2.9黒曜石 29ql蝋緬肛.蝋池繊

焼紬､師脳
歸'閥臘緬肛､縣
一鵬緬IⅡ､蝋|扣'6

錦力ら一鵬緬'燐力桐臘卿肛､術噸砺を耐
儒服緬肛
鵬紬､耐肛

総力ら鵬紺､緬Ⅱ
巾螂片､間鵬輌旺

鰄附､耐肛
~ ~ ~ ~~鮴一臘緬紅'っ“伽沌'6

総耕､W朏嗽､-蛎緬'一臘耐Ⅱ.若織
~臘鰄Ⅱ､若畷

坐
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

ワ
ー
ー
０
０

’
９
｜
岨

ｕ
｜
皿

型
坐
亜
焔
了
一
略
而
一
刈
一
ｎ
万
両
面
弱
元
一
竺
羽
而
一
鋤

31
兜
一
羽

拠
一
弱
一
論
一
羽

表Ⅱ-15 U・F-覧

一

味

面

泌

刀

“

駆

己

グ

ｃ

‐

一

胆

一
ｌ

ｌ

２

一

旦

４

５

迩口l1掴且)｣段(ml｣"…_石質_|図番IMVo 備 考
22．0 18.0 6．4 2.6黒曜石 11-鵬】と鰄､聯諭}二厭耐獅職
23．8 16.21 3．9 1．6黒曜石 155燐沁-鵬】こ“､芳職
22.8 20.0 4.0 1.9黒曜石 | 229W両卿こぽ城､誠厩耐辮
34．4 19.4 3.0 1.6黒曜石 136-鵬灰臘峨協|jTI'6
24.51 11.71 3.6 1.3黒曜石 941弼陥､一鵬】ごK城

一瞳

緬鍛岻

鮴鰔琳

醗鋤榊
も両刃

鐡掛蛎

表Ⅱ－16石核一覧

llgjグリッドI影(血､細|段(E) |迩団
I■皿d-71-861 32.6 23.6-12.1 9.7
| 2 g-71-881 25．8 23.0 8｡8 4．51

菫
轆
砺
陸鴎引~’ 901 3151

備 考

’-m噸耐を耐
~二m噸耐&瀞
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Ⅱ 美沢3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

表Ⅱ－17石斧一覧

No. |グリッド
l b-71-05

2 06

3 09

4 14

Ｕくへ一営ノの４

迦
哩
一
叫
一
郷
一
蝿
一
郷
一
邸

哩
郷
一
岬
岬
一
”
｜
蜘
一
皿

"(m)
11.7

17．8

7．7

17.0

1．8

13．0

硬
禮
蝿
朧
鍋
禮
嬬
儲
綣
鑑
禮
禮
禮
旙
禮
旙
姥
朧
搾
姥
鵠
旙
確
禮
酷
姥
朧
朧
罐

（

叩

グ

．

■

（

叩

″

ｆ

０

ｊ
０
２
６
１
０
６
４
２
６
０
３
０
６
３
２
４
９

１
２

３
０
１
４
３
６
６
８
７

《

ン

豆

●

の

●

●

●

●

●

●

◆

●

●

●

●

●

●

●

●

●

。

●

●

●

●

●

●

●

○

■

塾
８
帆
３
理
２
６
６
９
０
２
８
０
０
０
０
５
３
５
４
２
９

４
０
０
０
０
８
５

１

１

０

８

３

０

０

０

１

１

３

１

１

２

３

２

嘩
鑑

鑑
姥

Ｊ
ｊ
４
Ｂ
β
心
β
〃

４
０
０
０
０
８
５

３

２

千枚岩
~泥
薯一

_壁
豈
片岩
~泥蒼
~泥吾
泥岩

国爾畷魍
911 3
921 42

似

術
華
イラ

】紬､剛､雛

】棚､剛､蝋臘ﾘしていり
】紬.剛､雛
一
筋

’
５
’
６

鱸鮴驍93 ４
｜
沌
一
型
Ⅳ
｜
開
一
過
一
㈹
｜
畑08

b-72-03

13
背鮴.腱

】鮴剛､腱
】鮴､剛､雛7c-71-231 41.9

8 37 63．4

9 44 16.7

10 65110．5

11 1 84 37.3
12 85145．6

13 85 10．6

14 86 14.5

1 15 94 60．3
16 99 62．1

1 17 99 8Z6
18c-72-02 21.5

19 0220.3

20 021 22.9

21 71 141.4
" 80 28.6
23d-71-87 7．3

24 92 9．6

25 93 13．5
26f-71-02 18.7

27 22 48．5

28 37 33．0

29 52 38．6

30 53 64.8

31 53 12．4

32 54128,0

33 62 57．4

34 75 28．5

35 84 29．3

36 87 11.0

37 88 31．8

38 92 66．0

39 94 41．7

40 9-71-68 80.0

41 98 21.0

429-72-60100.0
431 60 8.0

441 80 11．5

７－８

41.9

~63.4

62.1

~82.6

岨一岨

80

d-71-87

お一”羽一躯皿｜Ⅲ一刈認一弧師一拓

31.8

~66.0

431
m

㈹’㈹

33.0

~~50.0
8．8

~22.8
94

剛聯畑､剛耀鶴き
背鮴､蕊

剛､薊#雛一m､】綴き

唖
一
癖
一
狸
一
岬
一
“
｜
“
｜
抑
一
理
一
迦
一
岬
一
幽
一
呼
一
咽
一
岬
一
皿
一
“
｜
“
｜
皿
一
翔
一
洲
一
坤
一
蝿
一
恥
一
咽
一
岬
一
坪
一
坤
一
艸
一
翔
一
岬
一
即
一
郷
一
岬
一
岬
一
郷
一
“

４
０
０

３
０
０
４

~

卸
一
岬
一
咽
一
畑
一
即
一
ｕ
｜
“
｜
曄
一
岬
一
姻
一
哩
一
恥
一
“

95

鋤､鴎
28 鯲臘
61 背紬､農
32 背紬､嬢
601背鮴？、
67 】鮴､剛
681鰯焔､片

背鮴？､

96

繩
】鮴剛､康

聯蝋刷.削りﾘ､段
調砺き
脅鮴､康

97

45

~109
篭吐_墜
剛､鰻
110背鮴康

57剛､鰻
70背鮴段
51背鮴嬢

23鋤､雛

261背紬､蕊
74背紺､簾
76鍬､雛
85ガ鮴.剛､腰
78鋤.腰
80】鮴､剛､紺#識き
94鋤､驍
981】繩､鯲I錐き
79ガ紬､剛､雛
89鍬､雛
102J紬､剛､龍
100背鮴､暁
97背紬､雛

83聯力'ら-蝋片､蕊
95J緋､剛腰

871脚燗､削りﾘ､繩I職

搾一締蝿柵胴

闇附､雛
】鮴.剛､腰
閣附.腱

】紬､剛､約#識き
鋤､驍

淵燗､繩I縦き

鋤､驍
罰『麗

４
２
４
０
２
心
３
０
２
４
９
０
４
４
刀
刀

９

３
４
２

８
４
７

０
１
８
１
６
６
１
６
０

０

０

１

０

０

８

１

２

４

６

５

８

２

１

２

３

３

４

５

０

０

９

７

６

４

０

５

５

８

７

９

６

３

２

５

０

７

０

３

●
●
。
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●

９
４
２
１
３
２
１
０
１
８
６
７
７
０
８
２
６
３
１
２
３
２
４
３

１

２

１

１

１

２

１

１

１

１

２

１

１

~

１
０
１
０
０
４
４
０
－
３
３
５
－
４
７
２
３
０
４

4.3

~2．4

13.4

~
~
104.2岬

一
印

郷
一
Ｍ

98

_猩豈
泥岩

悪
泥岩
~厩
泥岩
砺雍子
~泥曹
_握豈
砂岩
泥岩

99

100 き

準
幟

】鮴､剛､腰
ﾙｶ､綱職き
背諦､腱
】紬､賎

101

~86101
禮
一
鵠 咄

表Ⅱ－18 すり石一覧
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No. |グリッド|儲(画）
1

Z

3

b-71-l3

c－71－04

42

85.5

67.2

181

藤(囚）

49.9

74.3

84.5

美(､）
18.0

47.0

38.0

重量(9)
126.0

333.7

887

伶ノ国

安山岩
安山岩
砂岩

到番
102

103

鋤o
113

39

62

』＝ ＝

癖細蜘､上蝿

燕諦蹴繍穂翻
一℃四U, 1両

で糊

4

5

6

54

84

c-72-34

121.6

102.2

157.3
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2 縄文時代早期の遺物包含層の調査
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美沢3遺跡第Ⅱ黒色十層の調査Ⅱ

表Ⅱ－19 たたき石一覧

No. |グリッド|儲
l b-71-04 18

2 0513

3c-71-0410

4 14 9

5 7210

6d-71-97 7

7f-71-3910

8 7414

9 85 7

10 861 8

§巡

４’３’２８’９

回) |幅(m)
182.0 46.2

131.9 68.0

104.0 85.0

90.81 72.6
102.8 79.0

71.4 63.5

101.2 69.2

148.2 90.4

72．3 64．0

80．6 64．0

46.2

~68.0

69.2

~90.4

"(m) "(9)
21.6 353.0

38.2479.4

35.0472.0

51.4465.0

26.5276.0

21.2158.3

33.8 287.0
60.11950
56.3370.0

20.81 193.1

5276．0

2158．3

8287.0

11950
31370.0
81 193.1

篭
釜
篭
蕊
譜
片麻岩

図番IMmgl －－値 童
2癖熊隈剛.一m'間騰燗,繩

107 41棚§棚､-ml:焔《茄圃､一臘鯲慨
108 38癖服朗､-臘祁､-鵬辮臘
109 6-臘附棚､仙臓妬こして凱一綴捌胤

110 1癖棚獅.耐,-爵･耐識噸
| 49"W糊､一繍箙
’ 81－鵬力職揃縦
| 105-m'一繍1圃

lll l lO3ｻｲｺﾛ腓燗し蝶剛､耐,一鵬ﾎﾄ閥
，’ 96－鵬揃臘

解離N卿.一m'間騰燗'"
削§棚､刊献訪約贋､一臘鯲|離
解服剛､-臘繩､-鵬辮臘

癖棚獅.耐'-爵･耐織噸
癖H糊､一繍箙

表Ⅱ-20砥石一覧

グリッド
b-71-17

44

c-71-16

d-71-84

95

迦
岬
一
坪
一
抑
一
叫
一
皿

齪(日).|§池) |重量i911 石質
44.21 46.6 50.0i 砂岩
43．0 15.6 36.8 砂岩
28.4 10.0 13.81片麻岩
70.81 34.21 273.41 砂岩
41.51 19.8 23.71 砂岩

圓題&柳･
1121 106
1131 12

恥
一
一
１

備 考

紺､W閉､5肪力
鮒､二m棚２

’
３ 嚇

鹿
蝶
勵

岻
可
而

鋤
延
緬

5Mli#
４
－
５ 114

表Ⅱ－21 石皿・台石一覧

No. |グリッド|"(m) |幅(m) |"(m) |重量(9)
llc-71-02 75.4 56.0 30.9 148.6
2 13 4372

3 23 101.4 96．2 41.7 701

4 32134．7 96．6 41．1 742

5 43 83.4. 63.8 38.8 259.0

6 64 (80) (60) (20) (62)
7 67 80．7 73．8 59.4 590

8 97196.2172.41 54.8 2444

9c-72-22 134.8 62.4 25.5 333.4

10d-71-82 97．2 89.0 39．7 558

11 f-71-09 116.0 79.6 60.6例8

12 13 62.049.3 21.0 86．6

13 22 132．0 68．0 56.7 443.0

14 22126.5 97．8 54．0 958

15 531 53.0 49.4 26.4 126.2

16 75 92.5 63.0 19.2 115.3
179-72-9070.580.6 84.81 615

llc-71-02
21 13

塊一羽

41.7

~~41.1
259.0

（62）
590

2444

86.6

443.0

川｜９

13

~22
958

~~126.253.0

~92.5

驫
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峠
霧
霊
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篭
霊
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図番|悩棚o

15
5

115 16

116 107
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116

91
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77

備 考
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鮴一mみ臆

~

鮴一耐ﾘ<剛､一耐脆
鮒､一耐脆

1
333.4

558

M8

職､-鯲脆.船穂
鮴一耐ﾘ<鯲､一耐脆

嚇収

腱

す

み

脆

一

澗

而

寸

晦

郡

叩

で

も

も

一
澗
紬
紬

~

鮴-耐臆
~鮴-耐腱
紬､一禰脚
荊餅瓶か

紬､-耐脆
鮴一m榊き

卵
一
卯

991鮴､‐耐ﾘ<鯲'紺、117

削・掻器（74～87）

38点あり 全てA地区からの出土である。な お、 このうち5点はつまみ付きナイフの欠損品の可能

鶚割呈蹴?苧職:駕鮴靴
性がある。出土地点は、 c-71-13区周辺

B地区からの出土はない。石質は黒曜石、

したもので、楕円形を呈し、腹面にも加工がみられる。 75は先端を欠いているが、両面加工のナイフ

で、図の挾りの部分より上が柄になろう。 76’78．84は先端から一側縁に刃部をもつ掻器で、 78の腹

瀞『
－30－



2 縄文時代早期の遺物包含層の調査

R･ F、 U ・ F (88･89)

R･F (器種の特定できない破損品を含む）は36点、 U･Fは5点ある。 A地区南側とB地区

からは、 R･F各1点が出土しているのみで、他は全てA地区北側からの出土である。

石核（90）

A･B地区からそれぞれ1点が出土しているが、 いずれも遺物の希薄な地点からの出土であり、

剥片の集中地点とも離れている。

石斧（91～101 ）

44点の大半が破片である。出土地点はA･ B地区ともまばらであるが、他の石器類ほどA地区北

側に集中する傾向はみられない。石材が泥岩が主で、片岩がそれに次ぐ。製作技法は、敲打剥離のみ

のもの（96)、敲打剥離と、刃部を主とした磨きによるもの（95)、敲打剥離後全面に丁寧な磨きが施

されるもの（57．87）があり、擦り切りは97と100にみられる。

すり石（102～106）

A地区北側から5点、南の沢内から1点が出土している。 102は偏平楕円礫の両側縁をそのまま使

用しているもので、 103～106は早期に特徴的な、断面三角形を呈する礫を素材としているものである。

103． 104． 106は下縁を敲打調整した後すり面としているが､ 105は無調整で使用している。また103.

106は、上縁も無調整のまま使用されている。

たたき石（107～111）

A地区北側から6点が、 B地区から4点が出土している。石質、形状、使用面ともまちまちであ

るが、所謂「トチむき石状」に使い込まれているものはない。

砥石（112～114）

A地区北側から5点出土しており、 4点は砂石、 1点は片麻石を素材としている。

石皿・台石（115～117）

17点が出土しているが、分布はまばらで、すり石・たたき石とセットで出土しているものはない。

石材は砂岩・安山岩・凝灰岩の三種である。遺物No. 5は､破片が散乱したような状態で出土したもの、

また、遺物No.59は破片が三段に積み重なったような状態で出土したものをそれぞれ復元し、写真図

版に示した。

剥片集中地点

A地区北側で、 5カ所の剥片集中地点を確認した。いずれも石核は出土していない。

c-71-14区では403点･ 110.09の剥片が出土している。 このうち2点は焼けた黒曜石の剥片で、

残り401点が同一母岩と思われる珪質頁岩の剥片である。これらも、表面の白濁した様子から焼けて

いるものと考えられる。

同23区では325点･ 79.09の剥片が出土しており、 うち2点が頁岩、 322点が黒曜石である。黒曜

石は二つの母岩があり、両方共に殆どが焼けている。なお、集中内より遺物No,323のR･Fが、周

辺からは8 （遺物No.159)の柳葉形石鍍、遺物No.160･161の石鍍未製破損品及び、 94 (遺物No.17)

の石斧が出土している。

同33区では70点･ 17.29の黒曜石剥片が出土している。母岩は二及至三つで、何れもほぼ半数が

焼けている。なお、集中内に遺物No.258の五角形鍼が含まれていた。

同52区では53点･36.79の黒曜石剥片がある。母岩は二つで、共に殆どが焼けている。

同65区では187点･89.19の黒曜石剥片が出土している。母岩は二つであるが、一つの母岩に属す

る剥片数点が焼けているのみである。なお、 この集中地点からは剥片に混ざって遺物No.180のR･

Fと遺物No.181の模形石器が出土している。
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図Ⅱ－12 Ⅱ黒層出土

(3)石製品（図Ⅱ-12）

118は双葉状の形態を呈する黒曜石製のものである｡腹

の石謂6）

面の上端部に主剥離面のバルブが残っており、

三叉状石製品の欠損品ではなく~当初からこ?形態であったことがわかる｡背面左右と下部にある三
カ所の快りのうち、右側の扶り部分はかなりつぶれている。 したがって、 これが快入石器として実用

的に用いられた可能性も考えられる。

119は、 カンラン岩製の珠状耳飾りである。出土地点は遣物の集中域とはかなり離れたc -71-89

区で、 このグリットからは他に手稲式土器片1点が出土しているのみである。

表Ⅱ－22石製品一覧

uQ込…ﾕﾘｯｰﾄ|儲imL|｣脇■1Elm) |"(9)－－石fL|図番|MMol
lc-71-02 14.5 30.6i 4.2L9-黒恥日－ui l491
2 89 31.0 9.6 8．6 5．7 カンﾗﾝ勝i ll9 66

黒蝋石
カンﾗﾝ端

２－β
４－８

c-71-02

89

５－０
●一●

別一Ⅲ

30.6

~~9．6

９－７
氏一Ｌ

９’８
Ⅱ｜Ⅱ

９－６
’４６

１－

術 考

職
鰍､ﾙﾘ､瑚螂
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3 縄文時代後期の遺構

3 縄文時代後期の遺構

今回の調査区内で確認し得た遺構は、 A地区のTピット2基のみである。 Tピットは、過去の調

査で23基が確認されている。このうち昭和51 ･55年度に調査した2基を除いた21基について一連番号

が付されているので、今回確認したものはT-22、 T-23とした。

なお、昨年度までの23基のうち、杭穴がみられるも
21 .60ma b

のは13例、杭穴のないものが10例である。

T-22 (図Ⅱ－13･14)

位置c－71-69･79

規模4．20×0.62／4.00×0. 17/1.42

特徴確認位置はA地区の中央付近で、東南に下る

小沢の奥に当たる。確認面はTa-d,層上面で、標高

は21.5m・長軸方向はコンターと平行である。

確認面の段階で4m以上の長さを有することが分

Ta-d,

Ta－d

11

Ta－d

２

Ⅲ黒Ⅲ黒 Ⅲ黒Ⅲ黒

En－L ４
〕
５

En－L

En－P -6

かっていたので、掘開に当たっては3つのブロックに21 .60mc d
Ta－d

分けて、周囲を含めて掘り下げる方法をとり、土居断

面も短軸方向に3面とった。擴底面は若干西南側に傾

いているが、 En-L層を掘り抜き、 En-P層に掛

かった時点で掘開を終えているようである。擴底面に

は杭穴はみられない。なお、擴底面の西南側3分の1

の地点に段と軸のずれがみられるが、覆土の堆積状況

をみると時期をおいた二つのピットの切り合いではな

く、西南側部分が先に掘られ、東北側部分に拡張され

ていったものと思われる。また、東北側に皿状の浅い

ピットがみられるが、 これは後述する土居断面の相違

を考え合わせると、更に拡張がなされた痕跡とも思わ

れる。

土層断面をみると、 3面とも最下層に粘性の強い黒

色土がある。 これはⅡ黒層の崩落したもので、本T

ピットが落し穴として機能していた時期を示すもので

く、四開側首li分か元に掘りれ、束北1則首'3分に弘賑され

a-d,､ 1

21 .60me f

工旦二gL

Ta－d2

， ／=ﾆｰｪa弓凹

Ta－d2

2

Ⅲ黒

3'T＝1 Ⅲ黒

ＬｎＥ２Ｉ
Ｉ

Ｌ
ｎ
Ｅ

5′
６
３ 5

En-P 6

ある。 a-b ･ c-dでは、 この黒色土が一枚であ W ' ! ' ,｡,. 1m

るが、 e－fでは二枚みられる。従って、掘開時には
土層注記

残念ながら明確に確認し得なかったが、 この東北側部 1 ：黒色土(Ⅱ黒+Ta-d,)

分のみが再度掘り直されて使用された可能性がある。 1 ' :黒褐色土（Ⅱ黒=Ta-d! ･Ta-d2)
2 ：赤褐色土(Ta-d2+Ⅱ黒・Ta-d,)

なお、本ピットの掘り下げ土と思われるTa-d, ･ 3 ：暗赤褐色土(Ta-d2>Ⅱ黒．Ⅲ黒）

Ta-d2 ･En-L層の土が、沢の5～10mほど下流 3' :暗赤褐色土(Ta-d2>Ⅱ黒）
4 ：暗赤褐色土(Ta-d2>Ⅱ黒。Ⅲ黒･En-L)

側のⅡ黒層中に広がっている。
5 ：灰褐色士(En-L)

T-23 (図Ⅱ－15) 5' :灰褐色土(En-L>Ta-d2･Ⅲ黒）

位置d-71-95 規模2.09×1.03/2.06×0.25/ 6 :黒色士（Ⅱ黒粘性強い）

1.40 図Ⅱ－13 T-22(1)

－qQ－
Jロ



Ⅱ 美沢3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

､e
-匡’

h/

、C
、

0

、a

、
ｆ

d､
／ －71－69

ボー"_6．c－72－

、~

b、

ｇ
／ -ol

ｍ５０
０

１

、b
，

~
助
匡
。
①
。
↑
“

21 ．07
E

m

o

O－

21 ．03

:ﾆﾁ:二閉吾劃

T-22掘り上げ土

20．9721 ．00

ざ
ｌ
⑦
ト
・
ざ
ｌ
⑯
握
十
当
ｌ
困
却
苛

含

ｌ

昌

八

眺

目

岬

甸

ざ

１

ｍ

峠

“

画

き

ｌ

呵

怜

舘

一

艇

規

哩

判

20.93

20．88

○
・
一
国

20．8320．91 la
~、

22(2)図Ⅱ十 14 T-

－34－



3 縄文時代後期の遺構

、c
特徴確認位置はA地区の東北部、平坦面から傾斜面へ

切り替わる部分に当たる。確認面はTa-d,層上面で、標

高は21.3m・長軸方向はコンターと平行である。

擴底面はほぼ平坦で、長軸方向の断面をみると両端部が

フラスコ状に広がっているが、 これは構築当初からこうし

た形態をとっていたものである。掘開はT-22とは異なり、

En-P層を70cmほど掘り込んでいるが、確認面からの深

さはほぼ同様である。

擴底面には4つの杭穴が認められた。杭はいずれも打ち

込みで、その周位を掘り込んでEn-Lを根固めに詰めて

いる。覆土中には立杭の痕跡は確認できなかったため、杭

先が開口部にまで及んでいたか否かは不明である。

土層断面では、やはり最下層に粘性の強い黒色土がある。

掘り下げ土は、本ピットから3mほど離れた、北側斜面下

方の風倒土痕脇に広がっていた。 （田才）
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Ⅱ 美沢3遺跡第Ⅱ黒伝‘十層の調査

縄文時代後． 晩期の遺物包含層の調査4

（1）

Ⅳ群

1は

となる

ている

破片で

ある。

小弧線

土器（図Ⅱ－16～17、図版Ⅱ-13)

b類（ 1～7）

、 ほぼ体部の器形と文様構成を知りうるまでに復元されたものである。注口付で、底部は揚底

･球形に近い体部に、磨消縄文がある。上下に「オタマジャクシ」様の文様を配した構成となっ

。その間に大きめの瘤が3か所に貼付されていたものとみられる。 2は磨消縄文の縄文部分の

4は同一個体とある。 3 ． 4は

5 ． 6は、体部

を加えている。

みなされ、頚部にくびれをもつ深鉢形土器である。頚部に無文帯が

にふくらみをもつ深鉢形土器で、縄文地に横走する沈線をめぐらし、その間に

縄文帯の上下線に刻み列を付す。 7は、波状縁の鉢形土器の口縁部で、口縁に

沿って刻み列をめぐら せている。

Ⅳ群 c類（8～9）

8は鉢形土器の口縁部で、器面には浅く 状縄文が施されている。口唇及び内面には磨き調整が月

Ⅳ群b類の末頃のものとも うれる。器面り に凹凸があり、比較的薄手である。 9はなされ
~プ

グフ
－云I､一‐

(_し！(-、

薄手の深鉢形土器の口縁部で、口縁にそっ可突瘤がめぐらされている。器面の縄文は条の細いRL

の原体によるものである。

V群b類（10～16）

10は口縁の断面が切り出し形を呈し、口縁

る。縄文の状態からみて、 15と同一個体に属

かと想定される。 11～14は鉢形土器の体部の

浅い沈線が認められる。 16は円底状をなす底

沿って、縄によるとみられる浅い刻みがつけられてい

とみなされる。器形は注口もしくは片口付の方形浅鉢

片である。 13． 14は同一個体とみなされるが、幅広く

に
’
す

破
１
部である。 （大沼）
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4 縄文時代後・晩期の遺物包含層の調査

表Ⅱ－23包含層掲載土器一覧（Ⅳ群～V群）

鴎|発掘区|露|発掘区|鴎|霞圃画關醸厨画關醸河麺鬮_発掘区|醗|発掘区|醗畷薩画
11c-72-0413b-71-14 51c-71-18 7c-71-83 91d-71-87!11d-71-8713c-72-94151b-72-111

| Zc-71-031 41b-71-14I 61c-71-18 8c-72-8210b-72-1112c-72-94!14c-72-94161c-72-11

f(d)b eC
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４
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凡例（数字は出土点数）
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図Ⅱ－16 Ⅱ黒層出土の土器分布
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美沢3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査Ⅱ

(2)石器（図Ⅱ－18･ 19、図版Ⅱ－14)

かに早期の石器とは出土した石器等のうち明らかに早期の石器と

ついてここで触れる。

石器の器種別分布は下図に示したとおりで、

b c (cI)
1 0 1 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 1 9 8

考えられないもの31点（有柄鍼30点、石冠1点）に

全体にまばらである。
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表Ⅱ－24石鍼（有柄）一覧
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4 縄文時代後・晩期の遺物包含層の調査

表Ⅱ－25石冠一覧

INo. _ｸ､リッド|"(ml"(m)IElE)1重量(9) | 石質_|図濁鋤ol 備 一 麦
l l f-71-031 125.4102.51 58.01019 1凝灰岩| 11 21-淵焔､-fi)fｶ|揃棚耐測↓“ ’

石錐（ 1～15）

総出土点数は40点で、分布はまばらである。形態的には平基・凹基・凸基いずれもあり、異形のも

の1点もある。

1は赤色を呈す珪質頁岩製で、側縁部が内湾する。 2 ． 3はほぼ同一の形態を示す平基のもので、

側縁部は直線的である。 8 ． 15も側縁部が直線的で、 14は側縁部が外湾気味である。これらは縄文時

代中期のものと思われる。 4 ． 7 ． 12は最大幅と基部との境が明瞭でなく、木葉形に近い形態を示す

ものである。 5はねじれのみられるもので‘平面形では五角形錐に分類される可能性もあるが、基部

が直線的で肉厚なことから早期の鍼ではないと判断した。 6は三角鍼の両側縁に挾りを入れたような

異形のもので、肉厚である。 9～11 ． 13は側縁部が内湾するもので、後期に属するものと思われる。

石冠（16）

凝灰岩製で、使用面が片減りしている。

（3） 土製品（図Ⅱ-19、図版Ⅱ－14)

B地区から垂飾と思われるものl点が出土している。一端が欠けているが、双円状であったもの

と思われる。沈線の中にベニガラと思われる赤色顔料が付着しているが、本来は全面に塗られていた

ものであろう。 （田才）
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図Ⅱ－19 Ⅱ黒層出土の石器、土製品

表Ⅱ－26土製品一覧

型l図蚤|遺物No lINQ. | グリッド |"(mll躍皿|里1n) |重量回|図番I 備
_11_g-72-80･81 1 30.01 42.61 11.51 11.51 171~3".3831識三粒H純蔚糯

考
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Ⅱ美沢3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

5 まとめ

（1）縄文時代早期の遺物

土器

I群b－1類は1片のみであるけれども、他の同b－3類やb－4類とは特色を異にしている。

このような円形の刺突文を施し、内面に突瘤を形成する土器は、 この頃の時期のものとしては、青森

(青森県教育委員会会 1979 『長七谷地

はゆかない。また赤

県長七谷地貝塚の赤御堂

貝塚」 pl29) けれども、

御堂式に一般的な手法で

保泰1984）のⅣ群土器

東釧路Ⅱ式には刺突文を

た口唇の形状も異なる。

式において2片注意されたことがある

器形と縄文の施文に差があり、直ちに結び付ける訳に

難蹴翼撫隙皐
はない。道南地方

があるけれども、

松前町高野遺跡(久

文は認められない。

施すものが認められるけれども、その大きさが、 これほど大きくはない。ど大きぐはない。ま

ンネル式（小西雅徳器形の面で、口唇の形から類似のものを考えると、 テ

1983）や、暁式（北沢実編1990)に近いかとみられる。また器面に太い棒状工具で刺突を加え、内

面に突瘤を形成する手法もそれらの土器には-一般的である。ほぼ、その頃の道央部の資料とみてよい

ものかと思われるが、テンネル式＝暁式には絡条体圧痕文の施されるものはあるけれども、縄文の施

されるものは存在しない。また、テンネル式の類は、胆振地方にも及んでいるので、それらよりはや

や遅れるものかと思われる｡東釧路Ⅱ式と、Tﾝﾈﾙ式の類の間くらいに置かれるものかもしれない。
東北地方の赤御堂式、表館遺跡（青森県教育委員会1988)の層位的な出土例からすれば、表館Ⅵ．

Ⅶ群頃のものと考えておきたい。ただし、 これが、本遺跡で出土している石刃鍼と結びつくものかど

うか、出土位置は斜めとなりのｸﾘｯﾄにあ*るが､出土状態から確言することはできない｡伴出す
る可能性のあるものとして今後の調査で注意をすることが必要である。

Ⅱ群b-3類土器はA地区とB地区の二つに分けて述べてきたのであるが~ ‘の両者を比較する
と、 A地区のものには、 B地区のものよりも隆起線が明瞭に形成されたものがあり、文様の構成に

おいても、縦横の区画を構成するものがある。 I群b－3類土器の前のI群b－2土器には貼付帯

があり、その文様構成には縦横の区画を設けるものがある。また隆起線の上には刻み目が施されてい

る。 I群b－3類の土器では貼付により形成された隆起線上に縄文や、短縄文の施されるものがある

A地区のものには比較的多い。また、 I群b－3類土器の後のI群b－4土器では隆起線は消失し

ている。このことから、 I群b－3類土器の時期に、隆起線の明瞭なものから不明瞭なものへの推

移があるものと考えねばならない。この観点からすれば、 A地区のものが比較的古く、 B地区のも

のが新しくなるもののようである。これを昨年度の資料に比較するとA地区のものはほぼb類、 B

地区のものはほぼc類に対応するかとみられるが、 B地区出土のもののうち、 2 ． 4はb類とみな

しうるものであり、 A地区のものでは、文様帯の一部に空白部を残す35～37は昨年度のa類にも認

められ、 その名残りとも解される。また、 B地区のものの中には、 6 ． 10． 11 ． 19．32～34の主と

して東側から出土しているものに、口唇の断面が尖り隆起線の低いものや部分的なものなど、 I群b

－4類に通ずる施文のあるものが認められ、 これは、昨年度の。類に近いものかとみられる。

I群b-4類土器は、 49･50のI群b－3類土器の名残りをとどめているものと、 7 ･62～76の

A地区東側からまとまって出土したもの、 さらに52～62の、 A地区に散在していたものとの三者に

別れているようである。 これらを昨年までの調査資料と比較するならば、 49．50の類はa類、 A地

区東部の類は9類、 52～61はb～d類に相当するとみなされるが、 これらカメ一まとまりのものとす

れば、綾絡文の構成からみて、 c類の組成を示すものかと考えられる。 （大沼）

短縄文の施されるものがある。
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5 まとめ

石器

石器全体の出土分布をみると、土器の分布傾向とほぼ重なっており、特にI群b－4類土器の集

中してみられた、 c-71-13区周辺が最も多い。

土器の時期別分布をみると、 I群b－3類土器はA･B両地区から出土しているが、 I群b－4

類土器はA地区に限定されている。こうした傾向は過去の調査でも認められており、 I群b－4類

期の人々は、 B地区の台地面をその主たる生活域とはしていなかったようであある。

石器の器種別出土分布をみると、石錬、石槍類はA・B両地区から出土している。このうち五角

形鍼はA地区のみからの出土で、 I群b－4類期のものと限定できるが、他のタイプについてはI

群b－3類期のものとも考えられる。

石斧、たたき石、石皿、台石はA･B両地区から出土しており、 1群b－3類期に属するものと

思われる。これに対し、つまみ付きナイフ等の剥片石器類は殆どがA地区からの出土であり、礫石

器のうちすり石、砥石の工具類もA地区のみからの出土である。また、 5カ所で確認された剥片集

中地点の全てもA地区であり、 B地区からは僅かにつまみ付きナイフ2点と、 R･F1点が出土

しているに過ぎない。

このことは、 I群b－3類期の人々がA･B地区の台地上で、たたき石や石皿といった限定され

た石器類を使用する生業活動を行っていたのに対し、 I群b－4類期の人々は、 A地区で石器の生

産を含む加工・生業活動を行っていたことを示しているものといえよう。

このように石器類の分布からみても、 I群b-3 ･ 4類期の人々は、 ともに生活の主体を住居等

の遺構が集中する北側低位面に置きながら、その後背地に当たる台地部の利用形態に大きな差異を示

しているのである。 （田才）

（2）縄文時代後期の遺構と遺物

遺構はTピット2基を確認した。 T-22は南側に向かう沢跡の奥に位置し、 コンターと平行する

ように掘られている。杭穴をもたないもので、 こうした例は本遺跡の調査では10例が確認されている。

全体の長さは4mを越すものであるが、曠底面及び土居断面から、一度乃至二度の拡張が行われたこ

とが判明している。また、東北側は掘り直して使用された可能性もある。 Tピットの再構築例とし

ては、札幌市のT361遺跡（田村リラコ 1987)などがあり、その際に位置のずれがみられるものも

ある。本Tピットも再構築に際し、何らかの理由で順次東北側へ位置を変えていったものと思われる。

T-23は、平坦面から北流する沢跡斜面への落ち際、丁度T－1と相対する位置に配置されている。

長さは2m余で、確認面での平面形は小判型を呈す。曠底面に4つの杭穴をもち、それぞれの杭穴の

周囲は根固めされている。本遺跡の調査では杭穴をもつTピットは13例が確認されているが、いず

れも杭穴の数は1乃至2本であり、根固めの例はない。 （田才）

美沢3遺跡はこれまで4回（昭和51年、同55年、同63年、平成元年）調査されていて、縄文時代後

期～晩期の遺構や遺物は毎回多少とも調査されてきている。特に後期の住居跡には余市式の時期のも

のと、手稲式から鰄澗・エリモB式の時期のもの（昭和51年H-1 ､ H-2， H－3、 H-18，

H-21)とがあり、土器には、余市式、白坂3式、 ウサクマイC式（船泊上層の類)、手稲式、餓澗・

エリモB式、御殿山式に相当するものがある。 ここで鮖澗式とエリモB式の資料に対する文化的意

味づけの問題について若干述べることとしたい。鰄澗式の設定は松下氏が名取氏と連名で行ったもの

があり、突瘤文の有無が地域差を示すとみることから、突瘤文のない土器を餓澗式とし、突瘤文のあ

る土器を含むエリモB地点の土器と対置させたことが発端である。餓澗式の設定はそれに対置される、

いわばエリモB式の設定でもあったのである。 この意味で美沢3遺跡の土器はエリモB式ととらえ
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Ⅱ美沢3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

ることが可能である。これに対して鷹野氏は

澗式を古く、エリモB式を新しく編年する、

突瘤文が時期的に新しb時期的に新しい要素として出現するとみて、鮖

を考慮しない型式設定を行ったが、森田氏は手地域差

稲式相当の時期にも突瘤文の施されたもののあることが知られていることでもあり、 その考えの成立

しないことを述べられている。 この種の土器群は近年各地でも出土例が増加していて、 特に忍路土場

遺跡C地区では層位的な出土状態が知られた。手稲式・鰄澗式が、下からⅣ層～Ⅱb層の各層及び

面から出土していて、従来の手稲式、鯏澗・エリモB式などの区分を改めて検討する素材を提供し

『 (3rd)、 Ⅲている。Ⅲ～Ⅸの7期の時期区分案を参考とけるならば、層位的には、Ⅳ層、Ⅳ層上面(3rd)、

c層、Ⅲc層上面(2nd)、Ⅲb ･Ⅲ創層、 Ⅱb′ ・ Ⅱb層の6層群として把握されそうである。． ．Ⅲ

現状では動かない層位を優先して、 編年案は改めて検討することが望ましい。 （大沼）
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

1 調査の概要

美々3遺跡は美沢川左岸の台地および斜面上に位置する。本年度の調査区は平成元年度調査区の南

側で、昭和60年度の美々4遺跡の西側に隣接する。調査面積は9,225㎡である。 A、 B地区は台地

上と斜面肩口部分で、標高は24m～20.7mである。 C地区は斜面部分で標高は23.4m～11.8mであ

る（図Ⅲ－1)。本遺跡は縄文時代中期後葉～後期初頭、晩期中葉～後葉の遺跡であると想定される

ことから、各時期の生活面を把握することに留意しつつ調査を行った。調査は1回3cm～5cmずつ掘

り下げ、 その都度遺構検出作業を行い、遺物は掘り下げ回数毎に取り上げた。 この結果、①ⅡB上

面および’～2回は縄文時代晩期の包含層であり、②3回～Ta-d,層直上付近は縄文時代中期後

葉を主体とする包含層で、生活面は2～3面確認された。また遺構の覆土上には③粘質で混りのない

黒色土（純腐植黒色土)、④1mm～2mm大の黄色火山灰粒の混入する黒色土（黒土上層)O2mm～3mm

大の黄榿色火山灰粒の混入する黒色土（黒土下層）の堆積があり、③はほぼ遺跡全体に認められた。

遺構は住居跡44軒（中期34軒、後期6軒、晩期4軒)、土擴88基（中期33基、後期3基、晩期23基

時期不明29基)、焼土121か所（中期85か所、晩期36か所)、 Tピット状遺構1基（中期)、集石lか

所（中期)、 フレイク・チップ°集中21か所（中期)、小ピット群lか所（時期不明)、動物の足跡2か

所（晩期）が検出された。

遺物は土器、石器などが約30万点出土している。 このうち土器は56,663点、石器は剥片石器

232,826点、礫石器7,723点、礫など2,256である。土器は縄文時代中期後葉から後期初頭の煉瓦台式、

ノダツフ・Ⅱ式、北筒式、余市式土器と縄文時代晩期中葉から後葉の大洞Cl 、 C2 、 A式相当の土器

が主体である。ほかに綱文式、円筒上層式、天神山式、柏木川式土器が少量出土し、微量ではあるが

涌元式、入江式、手稲式、飢澗式、堂林式、御殿山式土器が出土している。石器は石鑛石槍、スク
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l 調査の概要
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Ⅲ美々3遺跡第U黒色土層の調査

ﾋﾙ熟噌驫鷺》脈懸糾削り阜蹴羨蝋時嬉亨縦態製
小型石斧､有溝砥石、中期の四面柱状砥石、カンラン岩製敲石などが出土している。また中期の片岩・
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

2縄文時代中期の遺構と遺物

(1)住居跡検出された34軒の住居跡は、 Ⅲ群b－3類土器を伴うもので、縄文時代中期後葉の時

期である。これらには調査区の①北東部台地上（標高24m付近）で14軒、②南東部台地上とそれにつ

づく斜面肩口(標高23.5m～23m)で11軒､③中央部台地上とそれにつづく斜面肩口(標高24m～23m)

で5軒、④斜面上（標高17m付近）で4軒という大きなまとまりが見られる。このうち①付近では切

り合い、近接しながら密集している。またH－9、 10， 12は浅い凹地を利用したものと思われ、構

造等も不明確であるが、住居跡として記載した。 （和泉田）

H-3 (図Ⅲ－4～6、図版Ⅲ－3 ･ 4)

位置: G,-63-30･31 標高23.5m付近の台地上に位置する。規模: 3.21m/2.91m×2.39m/

2.19m×0.4m 平面形：隅丸三角形 床面積:4.04㎡ 長軸方向:N-36o－W

確認・調査・土層： Ⅱ黒層上面でくぼみを確認する。遺構を想定し、土層観察用ベルトを設定し、調

査を行なう。 Ⅱ黒層純腐植黒色土を除去したところで、 くぼ地の周囲にdl 、 d2を多量に混入する土

の輪状の広がりを確認する。床面中央部で検出されたピットは、当初遺構と判断して調査をしたけれ

ども、埋土に遺物が含まれず、同一方向に傾斜し、かつ片側に盛り上がった状態で堆積していたので、

風倒木痕とした。覆土は若干の崩落土（8層） と、徐々に流入した土（3～10E)とⅡ黒層の流入土

（2層）によって構成されている。掘り込み面はⅡ黒層を2回掘り下げた面である。

床面：平坦で、約14cm掘り込んでつくられている。壁：内湾しながら外上方向に立ち上がる。

付属ピット ：柱穴状小ピットは壁面に14個検出できた。深さは平均12cmで、床面に対する角度は平均

65°で、内傾している。竪穴中央に堆積する焼土層は、 10層の上位に流れ込んだ状態で堆積している

ことから、 H－3が放棄された後に形成されたものと思われる。

遺物出土状況：覆土中央部のくぼみに堆積している2層には､周辺（Ⅱ黒層2回目）に較べて黒曜石・

緑色泥岩のフレイク．チップが多数包含されていた。覆土、床面の遺物出土平面分布はラインa－b

より南側に偏っている。また5層上面には黒曜石チップが多数散在していた。土器3 （2層）は同層

の1点と接合。 1 （2層）と覆土出土の3点、 G1-63-06 (1点)、 G1-64-25･35･54 (各1点）

出土の土器片と同一個体。 5 （7層） とG,-63-81 (3点）出土の土器片が接合する。 9 (2層）

と6層出土の1点がH－4の4層出土の1点、 G1-63-15･41･43･61 ．62、 G2-63-03･10･

11 ･21 ･49 ･ 54･ 55 (計13点）出土の土器片とが接合する。 12 (2層） とH-14覆土、 H－1覆土

2層、 P－7覆土3層、 G1-62-59, G,-63-70･81･82、 G2-63-04･42 (各1点）出土の

土器片とが同一個体。 7層出土の1点とH－5掲げ土出土の1点が接合。石器類では、石鋸4 （2層）

とH-14覆土出土の1点と接合する。このように複数の覆土に跨って同一個体が存在することは、

覆土が比較的短かい期間に堆積したことを示している。また最大65m離れたグリッドと遺構に接合関

係が見られることは、広域的な接合関係を持っていることを示している。

時期：覆土中からⅢ群b－3類土器が出土していることより、縄文時代中期後葉の遺構であるd

H－3の揚げ土の上にH－4の揚げ土が載っていること、竪穴埋没後の堆積である2層と昨年度

調査のH－lとH-14の覆土出土の遺物と接合すること、 7層とH－5の揚げ土中出土の土器に接

合例があることなどから、 H－3はH-1 ･ 4 ･ 5 ･ 14より古い時期のものと思われる。 （鈴木）

遺物：土器 1～14はⅢ群b－3類土器である。 1は口縁に肥厚帯をもち、ヘラ状工具による押引

き文を施している。突起の頂部には深い刺突文が加えられている。 2は無節の縄文の施されたもので

ある。 3は小形でやや薄手のもので、口縁部に斜方向からの刺突の加えられているものがある。 4は

器面のあれているものであるが、口唇と口縁部に押引き文風の刺突文が施されている。 5は整った結
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3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査Ⅲ美々

表Ⅲ－1 H-3出土遺物一覧
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図Ⅲ-41 H-3 実測図
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

束第1種の羽状縄文の施されているものである。 6は細かい斜行縄文の施されたもので円形文は小さ

い。 7は無文のものである。 8は内面が平滑に調整されているもので太い貼付帯が施されている。貼

付帯の接点には刺突が加えられている。 9は薄手のもので、器面には押引き文が施されている。 10は

結束第2種の原体による縄文の施された器面に、細い半裁竹管状工具による押引き文の施されている

ものである。 11は異条の縄文の施されたものである。 12は細目状の撚糸文のあるものである。 13． 14

は底部の角がやや外側へ張り出すもので、 13には結束第2種14には結束第1種の原体による縄文が

施されている。 14の胎土には礫が多く含まれている。

石器 1は緑色片岩製石斧、右側刃端部が欠失したためか再研磨を行う。そのために刃部が左側に

片寄る。 2はカンラン岩たたき石、やや扁平な楕円転礫の周縁を細かく敲打し礫面を潰し、周縁の一

端を使用する。 3は砂岩たたき石、扁平楕円転礫の長軸側両端と片側縁を使用する。 4は凝灰岩製石

が
#噌穏:《：
易』. 寺 ，▽; ．. ‘

〆を葱i･硬
口● 口

）識

､ ,瀞.ごキー 』寸

鋒塁：典､-弧
、草、 f念培 、

J･ 渉

H曾惑
.:1 ． ． 屍

1~~溌誕錘室氣も君
ｍＣ〔〕Ｉ員〕〔ＵＤｌ

図Ⅲ 3 出土の土器5 H

纈蕊
一

~

（

三I

蕊
へ

~

一

丁

、

。
四
・
Ｊ

Ｌ

Ｐ
ヂ
『

少
Ｌ
・

Ｄ
、
■

ザ
も
。
■
●
凸

鱗

←

S ,
｣

へ

一｡ ３

H－14

4

0 5
1

｜Ocm
l

I

図Ⅲ-6 H-3 出土の石器

－49



Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

鋸、上縁は丁寧な研磨が施され下縁は両主面

なノッチが入る。

H-4 (図Ⅲ－7～10、図版Ⅲ－4～7 ･ 9

位置: G,-63-21･22･31･32標高23.5

X6. 19m/4.9m×0.28m

平面形：長楕円形の端を切除した形 床面床面

ら剥離調整が施される。側面は片主面から浅くて大き刀〕

付近の台地上に位置する。 規模: 6.66m/5.42m、

積 36.22㎡ 長軸方向: N-17.-W

確認

査を

・調査・土層： Ⅱ黒層上面でくぼ地を確認する。遺構を想定し、土層観察用ベル

行なう。 Ⅱ黒層を2回掘り下げたところで、 くぼ地の周囲に黒褐色土(H-19

卜を設定し、調

の3層）が輪状

に広がっているのを確認したため、ベルトに沿ってサブトレンチを入れる。 この結果、東側で二つの

竪穴遺構の壁を検出したので、 さらにくぼ地の南・北・西側で見られた黒褐色土の外側にある黒色土

(H-19の4層）にもサブトレンチを延長Uたところ、各々三か所でH－4の壁を確認した。權認した。 内側

3回掘り下げた穴遺構(H-19)の調査後に外側のH－4を調査した。掘り込み面はⅡ黒層を

ある｡覆土は主に揚げ土の流入土で構成されている｡種お竪穴中央はH-19に-19に
の竪

面で よって削平され

ている。

6cm～12cm掘り込んでつく れている。 壁：直線的に外上方向に床面：平坦で、 Ta-d2層を6cm～12cm掘り込んでつくら

立ち_卜がる。

付属ピット ：柱穴状小ピットは床面と壁立ち｣上がり付近に53個検出できた。 HP-1～8 ･ 11 ･ 12･

HP-7 ･ 8 ･ 11 ･ 12 ． 15･ 18･21 ．45

19と36, 46と32, 22と24が竪穴長軸線

深さはHP-16･32･36･37が平均22cm

15･ 18は径6cm～8cmで深さはHP-1～61が平均13cm、

は平均31cmである。

を対称軸とする様に

-16と37、

45 ．46が平均41cmである。南西側のピットが深い。前者の小径ピットは壁際の土止めHP-19．22

を支える杭、

50は外向した

付属ピットが

含む5層があ

遺物出土状況

面分布は先端

後者の大径ピットはHP-54を加えて主柱穴と推定できる。 HP-38･39･43･49･

り、先端が曲ったりしていることから木の根痕であろう。竪穴先端部には隅丸台形状の

設けられており、 1対の小ピットが付随している。 この付属ピット内には炭化物を多く

り、住居廃棄後に火を焚いたものかと思われる。

： 7 ． 8 ． 9 （図Ⅲ－8）が床面から出土し、他は全て

部側の南半に偏り、特に付属ピット内に集中する。また

覆土中から出土した。遺物の平

付属ピットとその付近には擦り

-19の付属ピットでも半割されられた状態で出土しており、ており、）が2個まとめ石5 ． 6 （図Ⅲ－8

た石皿がまとめられ

40．80．89 （各1点

められ

H-19の付属ビットでも半割され

, 4（黒土=H-19の2層）とG1-63-12･

面出土の1点とG1-63-14･21･23．25･

7）と同層上面出土の1点、黒土(H-19

点、 H-19のl層出土の1点、 2層出土の

接合し、かつG1-64-20 ( 1点）出土の土

苛。石器類では石斧未製品11 （揚げ土） とH

た状態で出土してい るのと類似する。

）出土の土器片と接合す后。 l層上

34 （計12点）の出土の土器片とが同一個体。 17 （1層．

の2層）出土の16点、 Ⅱ黒層(H-19の1層）出土の7

1点とが同一個体。 8 （揚げ土） と3 (H－n6覆土）が

器片と同一個体。 8 ( 1層） と3 (H-16覆土） が接合。

ツド、遺構と密接な接合関係をもる。広域的な接合関係を示す4の例以外は近隣のグリ-12が接合す

~フ○

代中期後葉の遺構である。

土出土の遺物が接合すること、 H

－4はH-19より古く、 H-16

1される。 （鈴木）

時期：覆土中にⅢ群b－3類土器が出土していることより 縄文時

-19に切られていること、 H~12覆土とH-4揚げ
H－4揚げ土中出土の遺物が接合することから、 H

能性を有し、 H-12より新しいという新旧関係が推頂’

H－4はH

-16揚げ土と

と同時期の可

－50－
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

土器の胎士とは著しく異っている。 18

が外側へ張り出している。

石器 1は有茎鍍。 2～6は石槍ま

で、先端部と両側縁に加工が施されて

なものである。 5は最大幅が上位、他

製石斧、片主面に礫面をのこす横長剥

岩製石斧､大型石斧刃部近くの側縁部I

のみ形)、平坦な片主面をもち、同面（

18

のみ形)、平坦な片主面をもち、同面の

は小形薄手の底部、 19は粗い縄文の施されたもので、底部の角

たはナイイフ。 2は横長の剥片を素材とした五角形にちかいもの

いる。表面には自然面が残る。 2～6は茎部と身の境界が明瞭

は中位にある。 1～6はすべて黒曜石製である。 7は緑色泥岩

片の末端側と打面側に剥離調整を行い側縁とする。 8は緑色泥

こよっなところの破片を再生している。9は黒色片岩製石斧(丸

刃部I

未製品、極めて扁平な転礫の周縁に剥離調整

片主面の半分に敲打調整を行う。 12は緑色片

片主面を欠く、側縁を敲き潰している。凸側

13はカンラン岩たたき石楕円転礫を打割して

やや扁平な楕円転礫を使用する。風化が著し

麻岩すり石。すり面は光沢を帯びる。 17は極

単直線の鎬が入る。基端は欠失する。 10は緑色泥岩石斧

を加えて側縁を作出する。 11は緑色泥岩製石斧未製品、

Ｏ

端

る

両
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で
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品
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損
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破
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卜
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石

に

製

面

山
市
斗
土

扁平にし、その周縁面を使用する。 14は砂岩くぼみ石、

い。 15は安山岩すり石、扁平な礫を素材とする。 16は片

細粒砂岩砥石、断面が長方形を呈する四面柱状のもの。

色調は灰白色でよく固結している。

H－19 （図Ⅲ－l1～16、図版Ⅲ－4～8 ･ 10)

位置: G,-63-21･22･31･32標高23.5m付近の台地上に位置する。 規模: 6.32m/4.62m

X5.36m/4.32m×0.28m 平面形:長卵彬 床面積:20.74㎡ 長軸方向: N-21｡-E
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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図Ⅲ－8 H-4の遺物出土状況図

表Ⅲ-2 H-4出土遺物一覧

碓
一
１
二
回

迩
訓
師
圏
型

蝿
翫
１
延
訓

訓
一
師

F IRFIF.C､ |小計|勝 "|#F
531 1 301 831 1 1 1 5
1221 1 1 1071 231 4 21

83

~231
すり|腕|師|鮒|凹片

l l l l l l
l l l l l l l 、

蝿
哩
師
ｕ

皿

嘩

加

鯛

－
１
唾1751 11 1371 31411 51 21 51 11 11 11 1 1 ]

遺物：土器 1～19はⅢ群b－3類土器である。 1 ． 2は口縁に肥厚帯のないもので、 1では口唇

に半裁竹管状工具による刺突が加えられている。 2は口唇に縄文がある。 3は口縁にわずかな肥厚帯

がある。 4は口縁の少し下に隆起帯のあるもので、器面に縄文を施し、結節の回転文を加え、口縁部

をなで調整したのち、隆起帯と口縁に縄文を施している。口縁部に施された円形文は内面に突瘤を形

成しない。口唇には刺突が加えられている。 5は口唇がわずかに欠損しているが、口唇上に刺突があ

る。口縁部に隆起帯があり上下になで調整が加えられている。 6～9は口縁部に肥厚帯があり、押引

き文もしくは刺突文の施されているものがある。 8はH-16の3と接合する。 10は体部に押引き文

の施されたものである。 11 ． 12は同一個体かとみられるが、 11の内面には広く縄文が施されている。

13～17は、口縁に肥厚帯をもち、縄文の施されているものがある。 17は胎土に円礫を多量に含み他の

－Rq－
J口



Ⅲ美々3遺跡第H黒色士層の調査

土器の胎土とは著しく異っている。 18は小形

が外側へ張り出している。

石器 1は有茎鍼。 2～6は石槍またはナ

で、先端部と両側縁に加工が施されている。

なものである。 5は最大幅が上位、他は中位他は中位

薄手の底部、 19は粗い縄文の施されたもので、底部の角

イブ。 2は横長の剥片を素材とした五角形にちかいもの

庚面には自然面が残る。 2～6は茎部と身の境界が明瞭

にある。 1～6はすべて黒曜石製である。 7は緑色泥岩

製石斧、

岩製石斧

のみ形)、

未製品、

片主面に礫面をの（こす横長剥片の末端側と打面側に剥離調整を行い側縁とする。 8は緑色泥

､大型石斧刃部近くの側縁部によったと ころの破片を再生している。’'る。 9は黒色片岩製石斧(丸

欠失する。 10は緑色泥岩石斧

11は緑色泥岩製石斧未製品、

片主面の半分に敲打調整を行う。 12は緑色片岩製石斧、 丸棒状の断面をも った石斧の破損品で両端．

片主面を欠く、側縁を敲き潰している。凸側庄面にはストンリタッチヤーに転用した使用痕がある。

13はカンラン岩たたき石楕円転礫を打割して扁平にし、その周縁面を使用する。 14は砂岩くぼみ石、

やや扁平な楕円転礫を使用する。風化が著しい。 15は安山岩すり石、扁平な礫を素材とする。 16は片

麻岩すり石。すり面は光沢を帯びる。 17は極細粒砂岩砥石、断面が長方形を呈する四面柱状のもの。

色調は灰白色でよく固結している。

H-19 (図Ⅲ-11～16、図版Ⅲ－4～8 ･ 10)

位置: G1-63-21 ･22．31 ･ 32標高23.5m付近の台地上に位置する。 規模: 6.32m/4.62m

X5.36m/4.32m×0.28m 平面形：長卵形 床面積:20.74㎡ 長軸方向: N-21o－E
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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美々3遺跡第Ⅱ黒角十層の調査Ⅲ

確認・調査・土層: H-4で述べたように~I

側で検出した壁をもつH-19の調査を先行し
二つの竪穴が重複していることが確認されたのでたので、内

12cm前後の行なった。覆土は床面全体をおおう層厚て

5層とその上に堆積す で構成される。掘り込み面はⅡ黒層を2回掘

ている。 壁：直線的に外上方向に立ち上

た面である。

平坦で、 En-

り下げ

床面：

がる。

付属ピツト ：柱穴状小 ピッ 卜は床面と壁の立ち卜が り付近に28個確認できた。 HP-5

･ 17･19･20･22は径平均8cmで、深さ

・ 6 ． 13は

は平均37cm

でいるハこ

棒…8"で深さ'坪均8"…｡ HP
である｡ HP-1と3， 2と4， 7と23， 9

-14

と21は竪穴長軸線を対称軸とする様に並んでいる。

の径れら は12cm～16cm、 深さはHP-1 ･ Iが平均25cmで､他は平均46cmである｡前者の小ピット
後者の小ピットは主柱穴である。なおHP-15も主柱穴であろうが対応すは壁際の土止め用の杭、

る柱穴は検出できなかった｡竪穴先端部には隅丸台形状の付属ピットが設けられており、2対の小ピッ

付随している。この付属ピットは先端部側に1段のテラスとそれに続いて内湾した2段の壁をが

っ

卜

も る。ピット内の土居の堆積は竪穴部とほぼ同様であるが、炭化物の薄い層(l1

からピット内に広がっており、その上面からは細かく割れた土器片が出土した

F-1 ･ 3 ･ 4は地床炉である。 HF－lでは焼十面上に炭化物が堆積して

物の集積、 HF-5は炉石の抜き取り痕のある石組み炉跡である。これらの

が堆積して

層）が竪穴先

○

一J､

(－V1

端部床面からﾋｯﾄ内に広がっており､そのに面か
炉跡:HF-1 ･ 3･ 4は地床炉である。 HF－l いた。 HF-

は炭化物の集積、 炉跡は、主柱ワ
白

穴に建替えなどに よる柱穴の切り合いが見らmないこ とから短期間に連続して使用されたか、同時期

諒蝋lf"nr-Ⅲ ~ ‘趣腫化絢”
に複数使用されていたのか、二つの状況力

ることから、 もっとも後まで使用されてい

集積が見られ

遺物出土状況：床面出土遺物はラインa－lより南側に多く出土している。とりわけ付属ピット付

(HF-4)

322 （5層）

-63-31 ( 1

面遺物No. 5)

近ではⅢ群b－3類土器が42点出土しており、床面出土遺物全体の75％を占める。 2

と5層出土の4点が接合する。 4 （5層） と H-3覆土上面出土の土器片が同一個体。

とH－4揚げ土出土との1点が同一個体。 31 (5層）とH－4覆土l層出土の1点、 G]
~トー、

息ノ 出土の土器片 とが接合する。 11 （2層）と16 (H-17･ 1E)が接合する。29 (床

と1 (H-22覆土）が同一個体。 1 (5E)と16 (フレイク・チップ°集中No. 9)が同一個体。石器

類では5 （5層上面) とﾌﾚｲｸ･ﾁｯﾌ集I中恥2出土の1点が接合する｡ '5 (2層)がG｣-63
－72 （ 1点）出土のものと接合する。 H-19の接合例は、最大15m離れて接合する。この1例を除

けば近隣のグリット、遺構と接合する。

時期：床面からⅢ群b－3類土器が多数出土していることより、縄文時代中期後葉の遺構である。

H-19がH－4を切っていること、 2層とH-17覆土1層出土の個体と接合すること、床面とH

-22覆土出土の個体が同一個体であることから、 H-4 ･22→H-17･ 19という新旧関係が成立す‐

る。 （鈴木）

表Ⅲ－3 H-19出十遺物一覧

醤'蝿？"蹄鍋'職呼呼琿幽'f6IRW U;|¥il蝋噌蝋結'桝脳盤噸濡|叫罵駈5

4 41 41 1 95 233 329 1 7 1 6 1
人ロ 6 6 28 28 56 1 2－可i 3 -E5
－耐一 1251251 l25
HF1 ､ 23 23 148 11791327i ~ 2 -Z3 1TEFE
2 1 1 87 1 19522040 1 ~ ! 187 1 19522040 1 ” ‐ 32045
4 3 218 221 ’ 221
5 35 158 193 9 1 203
HP4 _ 2 2 ' I Z
L ~ ~ 1 1 1____ ___ [ i l I I-~ 1
fi ll ｣ |49;150;|~r1 2r2｢2] 21ILLL8641 21 2142675146 1 41 1iml 21 4111 312院而| 141 58I7
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2　縄文時代中期の遺構と遺物
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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美々3遺跡第Ⅱ黒色‘十層の調査Ⅲ

遺物：土器 1～34はⅢ群b－3類土器である。 1は口縁の4か所に山形の小突起を設け、突起の

頂部に薄いへラ状工具による刺突を加えている。口縁の隆起帯上縁に施された押引き文風の刺突はか

なり深く施されているが、突起頂部の刺突と同一工具によるとみられる。器面にはやや縦行気味の縄

文が施されている｡口唇にも部分的に縄文がみられる｡器形は隆起部から上が器壁より薄い粘土補を

附溺月蝋砿篝欝鱒驍藻雰霧臓駕烈獣:玉應
かけて斜行す爵縄文が施され､内面には横走卜萄縄文が施されてい魯・縄文の圧繼は深い｡ 3はu縁
が断面三角形に肥厚するもので、器体を形成ける粘土帯の最上部を断面が三角形になるように調整し

4は

と接

合する。 5は口縁の肥厚帯下縁にも押引き文匠施すもので、ヘラ状工具は先端が三叉になっている。

内面には､縁部が横位、 その下に縦位にLR の原体で縄文を施している｡ 6~9は口縁の肥厚＊
押引き文もしくは押引き文風の刺突文を施すものである。なお8， 10は口唇にも施文されている。

は口縁の肥厚帯

。

に

11

線文は口縁部が幅広く無文帯となっているもので｜体部とは隆起帯で画されている。隆起帯上には縄

が施されている｡ H-17にも同一個体に属釧るものがある｡ ﾉﾀｯﾌⅡ式もしくは煉瓦台式と関連
するものとみなされる。 12は口唇の少し下に低い隆起帯の形成されているもので、口唇に押引き文を

い縄の圧痕を横位に施している。円形文はその下に存在する。口唇と内面は平坦に調整されている。

唇は平坦になで調整されている。16～20は口縁部に肥厚帯をもち、縄文の認めら れるものである。17。
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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図Ⅲ－14 H-19 出土の土器(2)
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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c、
0

18は内面調整が平坦になされていて、突瘤は認

められない。21と23は同一個体に属するもので、

結束羽状縄文の地に貼付帯を施し、 その上に半

裁竹管状工具による押引き文を施している。22

は体部下半のもので、横位の貼付帯下に斜めに

交叉する貼付帯を加えている。内面は平坦に調

整されている。24も縄文地に薄い貼付帯の施さ

れているもので、 23よりも細い半裁竹管状工具

による押引き文が施されている。内面調整は平

坦になされている。25は縄文の空白部があり、

器面調整痕とみられる縦位の擦痕が認められる。

26は内面にも広く粗い縄文の施されているもの

である。27は網目状に撚糸文の施されているも

のである。 28は結節の回転文の施されているも

のであるが、器面に赤色顔料の付着がみられる。

29は薄手で粗い縄文の施されているもので、煉

瓦台式と関連するものとみなされる。 H-22

の1と同一個体に属する。30～34は底部で、 32

はへう状工具による押引き文力舌施されている。

~~~

、~

ＩＩ

、
Ｉ
Ｉ
ｂ

~ 、
心
瓦
，

、
心
瓦
，

20

図Ⅲ－16 H-19 出土の石器(2)

34には刺突文が加えられている。

石器 1は有茎鎌。 2～4は石槍またはナイフ。 2は身の左側縁が丸味を帯び､ ~左右非対称である。

3は茎部と身の境が明瞭に区別にされている。 2 ． 3はいずれも最大幅は中位にある。 4は大形品の

破損したものである。 5 ． 6は石錐。 5は基部にふくらみがある。 6は厚みのある剥片を素材とした

もので、機能部の側縁に刃つぶれが顕著である。 7～8はスクレイパー類。 7は下縁に急角度の刃部

が作り出されている。自然面を多く残す。 8 ． 9は背面の周縁に加工が施されたものである。 8は薄

手。 1～9はすべて黒曜石製である。 10は黒色片岩製石斧、平らな側面と主面をもち、図右側の主面

戸r》

一00－



Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

には光沢がある。鎬は両主面にあって直線

面、片側面は平らな礫面で刃部のみ研磨調＃
、基端は欠失する。 11は緑色泥岩製石斧、両主面は節理

が入る。 12～15は緑色泥岩石斧未製品、 12は平坦側主面

は節理面、大きな剥離の側縁調整 13は平坦側主面が節理面で側縁・刃部予定部分に

剥離調整が入

に調整はない

14は厚みのある扁平転礫が素材で、側縁調整のある刃部

｡基部予側が欠失する。15は断面隅丸の転礫が素材で､側面は敲打調整をうけるが刃部・

され折面を使用する。 16は緑基部の作り出しは認められない。 H -19出止の破片はたたき石に転用

色泥岩たた き石、亜角転礫を使用。

18は緑色泥岩製北海道式石冠未製品

扁平楕円礫の長軸端に両面か‘う 大きな挾り力別入る。 挾り部は若干磨耗する。20は極細粒砂岩砥石で、

灰白色を呈し固結し

－5 （

置: G

4m×4

認・調

察用べ

の周辺

■
■

位置: G,-63-02･03･12･13標高23.8 m付近の台地上平坦地に位置する。 規模:4.6m/

観察用ベルトを設定し、調査を行う。約5cmほど掘り Fげたところで粘質の黒色土が円形状に見られ、

。覆土はd,+d2>IBで、全体に榿色を呈し、厚く堆積している。り下げる

床

壁

炉跡：焼土などは検出されていない 床面南東側でややまとまって炭化物が出土している。○

;顔鷲蝋鷲蕊際繩:鱗雰雌鮮
している。

状況：出土遺物の大半は覆土中のものである。遺構外（北西側）の揚げ土中

よびフレイク・チップ・が多量に出土している。

り込み面はⅡ黒層上位である。床面からⅢ群b－3類土器が出土し、周辺

の揚げ土中

付属ピッ

個は浅い

ボソボソ

遺物出土

レイクお

部北東寄りのl

覆土は暗褐色で

か ら黒曜石のう

時期：掘り込み面は からも同時期の

土器が出土している ことから、縄文時代中期後葉（北筒式期）のものと思われる。

-16の揚げ土の上にH －5の揚げ土がのっており、他方H－6がH－5の揚げH 土を切っている。

(和泉田 ）

器 1～39はⅢ群b－3類土器、遺物：土 44.41はⅣ群a類土器42はV群b類土器である。
と同一個体である。押引き文風の刺突文を施すもの‐施すもので

1は

口縁部に隆起帯のあるものでH－4の7 、工

具は先端 2は口縁と口唇部にやや乱れた押引き文を施すものである。が二又になっている。 3は口縁

表Ⅲ-4 H-5出土遺物一覧

腿測uilll且|Wal_IhlMIMI_F |REIF｣,cQ ll4Et!"|"|迩域瞳|鮒|雌I耐選_脳淵総計
閻仕m 95 96 14 1 15 3 4 7 1 2 2 119
RL 1 158 1 3 163｣ 1 61 68 130 2 9 1 1 1 2539 2 2 4, 336
FIU 3 ~ 3 898 11692067 - - -2070
緬趾 1 11 1

1

緬 7 7！ 2 2 4 11
計l 1 12641 1 1 312691 1110631 1112391221211 51151 11~11 11251501 21~J1~612537

職
~~6-10 3

~1
2067

Ⅱ｜１
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

部に整った幅のせまい工具による押引き文を3段に施すものである。 4は口縁の隆起部に斜方向から

の刺突を加えるものである。 5は口縁の肥厚帯と口唇に、幅のせまい半裁竹管状工具による押引き文

風の刺突を施すものである。 6は口唇に斜方向からの刺突を加える比較的薄手のものである。 7は口

縁に山形隆起部のあるもので、器面には無節の縄文が施されている。 8～16は縄文の施された口縁部

である。 8～12． 16は口縁部の断面がほぼ三角形をなすように形成されている。いずれも口縁部の内

面に縄文が施されている。 13は口縁部の肥厚帯が角状に近いもので、内面は横位と縦位の施文により

羽状の縄文が施されている。 17～20は器面に貼付帯のあるもので、 17は刺突文、 18～21は押引き文を

貼付帯に施す。 19はフレイク・チップ．集中No. 4， H-18の9と同一個体に属する。 22～24は器面に

押引き文の施されているものである。22．23はへう状工具、 24は細い半裁竹管状工具によるものであ

る。 24はH－3の10と接合する。 25～28は縄文の施された体部、 29は撚糸文、 30は網目状の撚糸文、
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図Ⅲ－17 H-5 実測図
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

32-34感吋面の磨かれてい…でﾉﾀﾂﾌⅡ式葱どとの関連があ
は底部で、 34～36は角が張り出し、 38．39は張り出しがない。40．

31は擦痕のある胴部破片である。

るとみられるものである。35～39

41は器面に縦位施文、貼付帯に横位施文のあ|るも 42は浅鉢形を呈するもので、の、 口縁と器面の文様

帯に小突起を付すものである。

石器 1はスクレイパー。厚みのある縦畏剥片の打点側を刃部とし 部には刃つぶれが認ている。刃

められる°黒曜石製。 2～7は緑

縁と片主面に施す。 3は片主面に

る。折面には転礫面から加撃した

整が片側に顕著にみられる。 5は

は若干の剥離調整が入る。 6は円

予定部分に打点を残す大きな剥離

縁からの加撃によって破損部分（

形の素材で、刃予定部分に剥離調

9は凝灰岩石鋸。刃部に若干の剥

形態をもつ。 2次的な加熱を受け

H－6 （図Ⅲ-20～22、図版Ⅲ－

位置: G,-63-03･04･13･14

/3.66m×0.43m 平面形：長

:謝欝

5は
6は円

駕熊臘鯛鰯震輔
ら加撃したためにバルブがのこる。 4は節理の発達した扁平＃

す。 敲打調整を両側

縁の剥離調整がみえ

平な素材で、側縁調

入り、刃予定部分に

は礫面をのこす。刃

やや厚みの ある扁平な素材。 側縁に剥離調整が入り、
形にj斤い断面をもつ。片主面は敲打調整で側縁

面をもつこ'とから刃部調整中に

剛のH-5 ･G｣=63="の部-63-77の部G1

破損したのであろう。 その後に片側

分） を折取っている。 7は断面長方

で、楕円転礫の周縁を使用する。整がある。 8はカン ラン岩たたき石で、

黄褐色を呈し固結は弱い。盤状の

13～15）

標高23~卯､付近に位置する。 規模： 5．7

軸方向:N-

2m/4.85m×4.4m

6．－W円形 床面積: 14.62㎡ 長

調査.土層:H-9の床面下にdlと|d2が混合する堅い土が厚く堆積し､その下

らかな粘質土がある｡この下面を床面』する｡覆土はd,+d2の全体に赤っぽい土で
ある。南側ではこの下に黒っぽい軟質の土が厚く堆積している。

確認・

のやわ

ほどで

に暗褐色土

層厚は15cm

蕊撫薦鳥鯏喝欝塁雇い1"床薊上には炭化"製在し這い愚￥
炉跡：中央部やや南寄りに、 15cm×20cmの赤色化した部分が見られる。地床炉であろう。

付属ピット ：柱穴状小ピットは67個検出されtいる。壁中に33個あり、すべて内傾している。覆土は

d,+IBで軟質である。 HP-9， 16， 18， 20， 28は茶灰色土の堅い土で、切り合っている。床面

にある8個は直立し、覆土は暗褐色土で非常に丁寧につくられている。主柱穴であろう。また壁際に

は径約2"-3"､深さ約10cmほどの杭状の1，ﾋｯﾄが19個あり､直立する｡覆土は黒褐色土である。
には0.5m×0.65mの長円形の浅いくほi地があり、先端ピットと思われる。南壁際

遺物出土状況：ほとんどが覆土中からの出土で、 床面からは土器片が数点出土しているのみである。

などから縄時期：掘り込み面はⅡ黒層上位である。掘り込み面はⅡ黒層上位である。 床面からⅢ群b－

中期後葉(北筒式期)の時期と思われあ。
3類土器が出土していること

文時代

H－

げ土と

遺物：

ているてﾙ,る

fつく…い駒｡まだ間-嘘幽震土中‘二m-‘麹”
6はH－5とH-18の揚げ土を切っ

思われる土が見られる。 （和泉田）

上器 1～29はⅢ群b－3類土器であ|る° 1～8は口縁に肥厚帯があり、 押引き文が施され

ものである｡ ’は､唇の断面形が尖るもので､ '、ﾗ状工具により2段押引き文が施されている。
2は円形文が浅く施されていて、内面はなで調整され突瘤は形成されている。口縁に3段、幅のせま

鯛讓陣聯蕊職獣漂濡瀞驚鵡鱒謄驍鯏讓
あるものである。 6 ． 7はやや湾曲するへﾗ状工具（6は中央がややもり上り、 7はややくぼむ）に
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

表Ⅲ-5 H-6出土遺物一覧

匝剛趾呼陸閏通語
1 I 6 8451 411 623

1 18

11 61 814611℃4 万｢而丁

623

~18

旺溺歴1 1ﾉﾀI IX_illalj_1棚鯛I珊
闇辻ml l

駈ゞ 1 1 176 1179 21 3 4
緬 1 6 -~7i | 1
＝■ 1｣ 2U82Ll｣ 1861 21 31 4

F IRFIUFIコアIE.C、

11 1 28
271 1 2 31 98
9 1 1
291 1 1 1 21 41 126

よる押引き文、 8は半裁竹管状工具による押引き文の施されたものである。 9は口縁の隆起帯部の上

下をなで調整しているものである。 10． 11は粗く縄文の施されたものである。 12は結節の回転のある

もの、 13． 14はやや粗い縄文の施されたものである。 15は結束羽状縄文を地として細い貼付帯の施さ

れているものである。 16は無節の縄文を地とする貼付帯上に半裁竹管状工具による押引き文を加え貼

付帯の交点に刺突文を施している。 H-18の9と同一個体に属する。 17は器面に幅のせまい工具に

よる押引き文の施されているもので、地は結束羽状縄文である。 18． 19は無節の縄文のあるもので、

19の口唇には刺突文が加えられている。20はやや薄手であるが、粗い縄文が内面にも認められる。 21

は厚手のもので斜行縄文が施されている。22はLRの原体による斜行縄文の施されているものであ

るが、 LRの原体を構成する1段の縄の各々に糸状の撚紐を巻いているためか、 2段原体の条に沿っ

た形で撚糸文状の圧痕が幅広く形成されているものである。 23．24は底部で、 23はわずかなくびれが

あり、 24は外側への張り出しがある。25には張り出しがない。26～29はノダップⅡ式に関連するもの

かとみられる。

石器 1は有茎錬。 2～4は石槍またはナイフ。 2は細身で最大幅が下位にある。 3 ． 4は最大幅

が中位にあるものである。 5 ． 6はスクレイパー類。 5は縦長剥片の側縁に刃部が作り出されている。

6は厚手の剥片を素材とし、両側縁に急角度の刃部が作り出されている。 1～6はすべて黒曜石製で

ある。 7 ． 8は緑色泥岩石斧未製品、 7は扁平な断面をもち、主面は礫面と剥離面で構成される。側

縁は剥離調整。 8は未製品で表面が側縁調整による加撃で剥落したもの。 9は細粒砂岩砥石で、黒褐

色を呈する。粒子はよくそろい、固結は弱くポロポロしている。加熱によって赤褐色に変色したもの

である。

H－9 （図Ⅲ－23．24、図版Ⅲ－16)

位置: G,-63-03･04･13･14標高が24m付近の平坦地に位置する。 規模:4.52m×4.36m

X0.28m 平面形：楕円形 床面積: (15.81)㎡ 長軸方向:N-28o－W

確認・調査・土層:Ta-cを除去したところで、 G,-63-14周辺が浅いくぼ地になっているのが

確認される。土層観察用のベルトを設定し、 Ⅱ黒層を3cm～5cmほど掘り下げた時点で円形状の黒色

土（粘質）が検出される。またその周辺に揚げ土状の混合土が広がっているのが確認される。覆土l

層、 2層を掘り下げて、暗黒茶色の堅い土の上面で遺物がややかたまって出土する。同面を精査した

ところ、柱穴状の小ピットが検出され、住居跡として調査を行う。

床面：断面は皿状で、堅い。 H－6の覆土上面を床面としている。 炉跡：焼土は検出されてい

ない。

付属ピット ：ほぼ南北に並行する5個の柱穴状小ピットを検出する。小ピット間は南北約1.2m、東

西約2.6mで、小ピットの覆土は黒土上層>d,で、すべて直立している。

遺物出土状況：床面直上から土器片、石斧などが出土している。

時期：床面直卜や周辺からⅢ群b－3類土器が出土していることから、縄文時代中期後葉(北筒式期）

の時期と思われる。 （和泉田）
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m美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

1 24. Io j′~
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鷺

録
「 2390 r'

↑ 2400 f／~

HP－26

↑23．90 ↑ノ

e 24.oo e

u 24．00 ｕ
’

総焼土

H－6

層位 1 ．黒土下層 2．暗黒茶色土(d[を多量に混

入） 3．黒茶色土 4．暗茶黄色(d2を多量に混入、

堅い） 5．暗黄茶色土(d,を多量に混入) 6．黒

茶色土 7．黒褐色土（軟質） 8．黒褐色土（粘

質） 9．暗褐色土（ⅡB+d,>d2軟質) 10． 7．

よりd2が少ない 11.暗褐色土(d!を少量混入) 12.

暗褐色土（軟質) 13. UB<d2 (軟質、下層に炭化

物が多い) 14. 12 +d1 15．暗褐色土(IB+d]

<d2軟質) 16. d2>IB 17. d1>IB (揚げ

土) 18. d]十ⅡB (揚げ土）

図Ⅲ－20 H－6 実測図
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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図Ⅲ-21 H-6 出土の石器

遺物：土器 1～4はⅢ群b－3類、 5はⅣ群c類土器である。 1～4は縄文の施された体部破片で、

1は粗い斜行縄文の施された体部、 2は結節の回転文、 4は結束第1種の羽状縄文の施されたもので

ある。 5には0段多条のLRとRLの原体による縄文がみられる。

石器 lは緑色泥岩製石斧。扁平で側面は曲面である。刃部は欠失している。

H-10 (図Ⅲ-25～27、図版Ⅲ－17)

位置: G,-63-05･06･15･16標高24m付近の平坦地に位置する。 規模:4.6m×5.2mX

0.14m 平面形：略円形 床面積: (18.64) nf

確認・調査・土層: Ta-cを除去したところで、 G】－63-16周辺に若干くぼ地が認められたため

土層観察用のベルトを設定し、 Ⅱ黒層を3cm～5cmほど掘り下げる。ほぼ円形状に黒色士（粘質）が
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’
美々3遺跡第I黒色土居の調査Ⅲ

図Ⅲ－22 H-6 出土の土器

……に瞬剛土繊……J灘繍識…~…壜慰0T"睦《"…・
量に混入する黒褐色の堅い土が検出される。 この上面には炭化物が散布し、遺物もまとまって出土す

る。精査したところ柱穴状小ピットが検出されたため住居跡として調査を行う。

床面：床面は堅く、断面は皿状である。 H-18の覆十卜面を床面としている。

炉跡：焼土などは検出されていない。

付属ピット ：柱穴状小ピットが4個検出されている。直立し、覆土はやわらかな黒色土である。

醗:講乳 漣室鰯鶏忠節:賑
時期と思われる。 （和泉田）

遺物：土器 1はⅢ群a類、 2 ． 3はⅢ群b-1類, 4～20はm群b－3類、 21はⅣ群a類土器で

ある｡ イ 'よ内面が平坦に調整され､口縁には絡条体による刻み口がつけられている｡口縁部には半議
竹管状工具による斜方向からの刺突が加えられている。 2 ． 3は同一個体で、包含層出土の復元され

た資料から2は体部上半のもの、 3は体部下半のものである。上部に単節斜行縄文を地として半裁竹

管状工具による文様を施し､下部に憾複節の縄文が施されて‘､るものである, 4-8は口縁部'こ刺突

苦難鯛謹:禦墓溌端:蛎恕聡鷺溌悪謹稲
器面に縦位⑳沈線文…も…る｡ ''は鵜面の磨滅の著しい…ある｡ '2は口縁の肥厚帯の縄
文の施されているもの、 13は口唇が無文のものである。 14は無文帯に円形文を施し、斜行縄文を施す

72－



2 縄文時代中期の遺構と遺物
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図Ⅲ－23 H-9 実測図

表Ⅲ－6 H-9出土遺物一覧
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図Ⅲ－24 H-9 出土の土器と石器
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

ものである。円形文の間に浅い円形の刺突瘤がある。 内面に突瘤を形成しない。 15にも内面の突瘤は

もので、 H－6の22と同一個体に属する。 17は

18は薄手で内面調整の丁寧になされたものであ

回されているものである。 20は薄手の内面が磨か

認められない。 16は斜縄文と

複節の縄文がやや不規則に施

る。横走気味の縄文が施され

撚糸文風の
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

10出土遺物一覧表Ⅲ－7 H

F RFIUFIF.C､ |小註|魎麩|瞬調
15 18 33 1 52

106 1 3 66 177 3 261

7 1 8 9

1281 1 1 31 851 2181 31 1 1 322
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制
１
１
４
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間
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皿

１

８

、

９

ｉｌ型

１

１

~
１

８

ｂⅡ１

１

雌

駈

耐

一

昭

緬趾
HP-1

乎
耕

H-11 (図Ⅲ-28～30、図版Ⅲ－18･19)

位置: G,-63-34、 35， 44， 45標高24mの台地上に位置する。 ~ 規模43m/3.8m×3.3m/

2.9m×0．4m

床面積： 9.34㎡平面形：不整卵形 長軸方向:N-45o－W

確認・調査・土層： Ⅱ黒層を5cm程掘り下げ、 Ⅱ黒層上の柔らかい黒色土を取り去った時点でこの黒

色士( 1層）が3cm×4cm程の範囲で落ち込んでいるのが認められた。このため、遺構の存在を予想

し、直行する2本のトレンチを掘ったところそれぞれのトレンチで壁と床面を確認することができた。

掘り込み面はⅡ黒層上部である。 トレンチの北側と東側の土層断面では壁の外側に遺構の掘り上げ土

と考えられるdlを多量に含む褐色士(13･14E)が認められた。

床面：床面はd2を5cm～10cm掘り込んで作られていてほぼ平坦である。あまり固くない。

壁：壁は急傾斜で立ち上がる。

炉跡：焼土は確認されなかった。

付属ピット :HP-1は北西の壁際で、東西トレンチの土層断面から確認された。 HP-2は床面

の中央付近で検出された浅い皿状のピットである。位置から判断して炉跡の可能性もあると考えたが、
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図Ⅲ-26 H-10 出土の土器
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美々3遺跡第Ⅱ黒色十層の調査Ⅲ

は確認できなかった。柱穴状の小ピットは8個確認したがHP-6 ･ 7を除いて焼土や炭化物

れも浅い。

遺物出土状況

土器が出土し

ばった状態で

いす

：遺物は主に覆土3層以下から出土している。床面に近b~

た°床面から出土した遺物はフレイク・チップ・のみである。

出土している。

床面に近い覆土4層からⅢ群b－3類

土器は小破片が多く、 散ら

,

H－10

~

~

一G,－64 90

＜二＞ 2
、

一
I

1

＝ 3

○ 5cm （
Ｕ
ｌ

0cm5I

図Ⅲ－271 H-10 出土の石器

筐遺物から判断して縄文時代中蝿Ⅲ群b-3類土器の時期と思われる｡に[藤’
1～13はⅢ群b－3類土器｡ 14 はⅣ群a類土器｡ 15はV群b類土器である。 1は口

時期：出土した遺物から

遺物：土器

口唇部、体
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体

し
、
滅

部

磨

唇

の

口

面

の隆起部とに刺突を加えている。 3 ． 4はと

の口唇には細い1段の縄の圧痕が認められる

深い刺突が加えられている。 6は口縁の断面

の縄文が施されている。口縁部にはへう状工

縄文を施すもので、胎土に円礫を含む。 8は

へう状工具によるとみられる刺突文の痕跡が

部である。 12は口縁の少し下に薄い貼付帯の

文の施されているもので、内面の調整は平坦

るとみなされる。 14は器面に縦位、貼付帯上

の認められない小片である。

石器 1は側縁にふくらみをもつ木葉形の

のあるスクレイパーで、右側縁の刃部には刃

に口縁部の小片であるが、口縁に押引き文があり、 4

5は薄手のもので、口縁部と口唇部に、押引き文風の

やや三角になるもので、器面と、口唇と、内面に複節

による密な押引き文が加えられている。 7は口縁部に

面にも縄文の施されているものである。 9は口縁部に

る。 10は角の張り出す底部、 11は撚糸文の施された底

るもので、口唇と内面は磨かれている。 13は複節の縄

ある。 12． 13はノダップⅡ式、煉瓦台式との関連があ

縄文を施文したものである。 15はほとんど縄文の痕跡

も

;：
具

‐

佑

胴

し

め

‐

あ

で

に

Ｉ

半

恒

‐鎌。 2は石槍またはナイフ。 3は厚みのある両面加工

ぶれが認められる。 4は黒色片岩製石斧片で、基部と寸フ

表Ⅲ－8 H-11出土遺物一覧
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

刃部が欠失している。側縁部分に剥離調整が施されているのは再生しようとしたためかと思われる。

5は縁色製泥岩石斧片で、基部と刃部を欠失し、節理面で剥落したもの。 6は緑色泥岩製石斧未製品

で、刃部側の破片で主面の半分に敲打調整が入る。 7は緑色泥岩たたき石で、扁平な円転礫の周縁を

使用している。 8は砂岩たたき石。やや扁平な楕円転礫の長軸端を使用し、加熱を受けて赤変してい

る。 9は凝灰岩石錘。扁平楕円転礫の長軸両端に片主面側からノッチを入れている。 10は中粒砂岩砥

石で粒子はそろっていなく、やや固結している。色調は浅黄色である。断面形が長方形を呈する四面

柱状である。

H-12 (図Ⅲ－31 ･32、図版Ⅲ-20)

位置: G,-63-13･23･14･24標高23.9m付近の平坦地に位置する。 規模: 3.6m×3.3mX

0.24m 平面形：略円形 床面積: (8.94) nf

確認・調査・土層:Ta-cを除去したところで、 G1-63-24周辺が若干くぼ地になっているのが

確認される。土居観察用のベルトを設定し、 Ⅱ黒層を掘り下げる。 3cm～5cmほど掘り下げて、円形

状の黒色土（粘質） を検出する。黒土上、下層を除去し、 d2を多量に混入する堅い暗褐色土を掘り

下げる。 ⅡB+d,+d2の混合土の上面でフレイク・チップの集中を2か所検出し、遺物も出土し

ていることからこの面を生活面とする住居跡として調査を行う。

床面：床面は凹凸があり、断面は皿状である。 炉跡：焼土などは検出されていない。

遺物出土状況：覆土および床面より多量の黒曜石のフレイク、 フレイク・チップ・が出土している。

J 1
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図Ⅲ－28 H-11 出土の石器
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

時期：掘り込み面はⅡ黒層上位にあり、床面周辺からⅢ群b－3類土器が出土してくることから、

縄文時代中期

風倒木痕の

遺物：土器

のである。 H

の資料と同一個

われる。

石器製作の場かとも推測される。 （和泉田）

1は口縁部の肥厚帯に鋸歯状に押引き文を施すも

ま結束羽状縄文の地に貼付帯のあるもので、 H-13

体による縄文の施されるものである。 4は無文で器

|～16はⅢ群b－3類土器で櫓る。
-11の|と同一個体に属する| 21
体に属する。 3は結束第2種の原
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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図Ⅲ－30 H－11 出土の土器
’

ロ

面に凹凸のある薄手の土器である。 5は口縁の断面形が三角形にな

る結束羽状縄文の施されるものである。 6は体部に貼付帯を施し押

引き文風の刺突文を施したものである。 7は結束羽状縄文の施され

たもの、 8は内面に粗い縄文の施されているものである。 9は胎土

に雲母の含まれているものである。 10は粗い斜行縄文の施されてい

るものである。 11は細かいRLの原体による斜行縄文の施された

体部である。 12は細かいLRの原体による斜行縄文の施されてい

・ 13は小形の土器で、底部の角が張り出す。 14は底部に縄文の施さ

斗行縄すの施されているもので~斜横方向からの刺突がある。ノダッ

。

H－ll

■位 1 .黒色土（IB.やわらかい) 2.黄褐色土（Ⅱ
B－+dl） 3．黒褐色土（ⅡB＞dl＞d2 やわらかい） 4．
褐色土(ⅡB十.l） 5.黒褐色土(ⅡB十.】>d2） 6,
褐色土（ⅡB+d2堅い) 7. 黄褐色土（ブロック
状） 8.黒色土(ⅡB>dl ） 9.暗褐色上（ⅡB>
d2） 10.暗褐色土(ⅡB+dl>d2堅い) 11.褐色
土(ⅡB＞d2） 12.褐色土(ⅡB>dl ) 13.黒褐色
土(ⅡB十．1 揚げ土) 14.黄褐色土(｡l>ⅡB揚
げ土） 15.黒色土(ⅡB>dl+d2） 16. .2まじりの
黒褐色土 17.大粒のd2を含む褐色土 18. .2の小粒を
少し含む黒褐色土 19. .2まじりの褐色土

る底部で角が張り出す特色がある。 13は小形の土器で、底部の角が張り出す。 14は底部に縄文の施さ

れているものである。15はRLの斜行縄文の施されているもので､斜横方向からの刺突がある。ノダッ

プⅡ式などと関連するものとみなされる。

H-13 (図Ⅲ-33～37、図版Ⅲ-21～25)

位置: G1-63-33， 43， 44 規模:5.2m/4.8m×4.8m/4.5m×0.43m

平面形：卵形 床面積： 16.19㎡ 長軸方向:N-4o－W

確認・調査・土層: Ta－c火山灰除去後、 Ⅱ黒層上面で浅いくぼみが検出された。住居跡を予想し

て東西南北にトレンチを掘ったところ、南北トレンチで覆土から礫と土器で囲った炉跡が検出された。

－ワq－
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

H-12出土遺物一覧

'1上筒|小計 F IRFコア|F.C. |小記 勝|#*|#F
| 57 57 94 173 267 4

79 81 143 1 1 401 546 1 11

10 10 60 682 742 3

14611481 297 1 1 12561555i 3 1 15

546

~742

表Ⅲ－9

野唖
節|眺|樹|職|総計

41 21 330

1 114,＝|－両T
31 755

1 1211 Z ~I7ZF

330

~641
緬
一
計 2

炭化材を検出したが､炉跡のﾚﾍﾙで明確4生活面をとらえることはできなかった。明らかな床を確

認できたのは炉跡より5cmほど下位にある焼土の面であった。 この面はd2まで掘り込まれている壁
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図Ⅲ－31 H-12実測図

際の床につながっている。 これをH-13とした。 トレンチ調査ではH-13床面の下位でもう1面の

焼土が検出されており、 より古い遺構に伴うことが確認されていたのでH-13の床面を精査したと

ころひとまわり小さな黒褐色の落ち込みが樹出された。これをH-22とした。また、南北トレンチ

の南端ではH-13が別の遺構(H-17) を切っていることが確認された。
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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図Ⅲ－32 H-12出土の土器

覆土の上部には遺構の掘り上げ土と考えられる大粒のdlを主体とする覆土2層が認められる。南

北の土層断面図に示した10層も遺構の掘り上げ土と考えられる土居である。 d,のほかにd2が多く混

ざっている。 10層はH-13の掘り上げ土、 2層はH－4あるいはH-19の掘り上げ土かと考えられ

る。

床面：床はd2をわずかに掘り込み、 ほぼ平坦である。

壁~:壁は急に立ち上がる。

炉跡：床の中央で焼土がlか所検出された。また、床から5cmほど上位の覆土中で礫と土器で囲った

炉跡がlか所検出されている。

付属ピット ：壁際で15個の柱穴状小ピットを検出した。

遺物出土状況：遺物は3層から出土したものが多い。覆土から出土した土器はⅢ群b－3類の北筒

式土器が圧倒的に多いけれども、 ノダップⅡ式に近縁のものが比較的多くみられる。炉につかわれて

いたいた土器（図Ⅲ－35－48．49） もこの種のものであることから、炉跡の面に関連するものがある

かと思われる。覆土からはこの他に煉瓦台式に近縁のものやⅣ類a類の余市式土器が出土した。煉瓦

台式土器のなかには覆土2層上面で、底部破片（図Ⅲ-35-52）に小型の無文土器（図Ⅲ-35-53）

が入れ子の状態になって出土したものがある。床面から出土した土器は北筒式だけであり、 まとまっ

て出土したものもある （図Ⅲ-34-10)。この土器はH-22床面（図Ⅲ-39-10)、 H-14覆土（図

Ⅲ－41－5）、及び周囲の遺物包含層出土土器と接合し、復元できた（図Ⅲ-140-4)。

時期：床面の出土遺物からⅢ群b－3類の北筒式土器の時期と判断される。

H-13はH-22、 H-17を切って構築されている。 H-13覆土下部には炉跡があり、炉跡の面は

H-13より新しい。土居の堆積状態、遺物の接合関係からH-13はH-14より新しい。覆土上部に

はH－4あるいはH-19の掘り上げ土とみられる土が堆積していてH-13はこれより古い。 H－

13とH-22の関係をみると、双方の床面出土土器が接合すること、 H-13のなかにH-22が入れ子

になっていること、焼土の位置に重複する部分があることから両者は接近した時期のものと考えられ

H-22を拡張してH-13がつくられた可能性がある。 H-13の覆土で検出された炉跡については床

面から5cmほどしか差がないので、 H-13が放棄されてあまり時を隔てずに竪穴が再利用されたと

考えられる。検出された炭化材は炉跡に伴うとみなされる。 （工藤）
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m美々3遺跡第I黒色土居の調査

遺物：土器 1～53はⅢ群b－3類土器、 54．55はⅣ群a類土器である。 1は口縁の外側に隆起帯

を作り出しているもので、口縁部と口唇に細い半裁竹管状工具による押引き文を施すものである。 2

は口縁が断面三角形に肥厚するもので、赤色顔料の付着が認められる。口縁と口唇と器面に押引き文

を施すものである。円形文は断面が円錐形を呈する。 3は薄手のもので、口唇と口縁に半裁竹管状工

具による刺突がある。 4はやや厚手のもので、口唇に半裁竹管状工具により刺突を加えている。 5は

口縁の断面形がほぼ三角形をなすもので、口唇に刺突がある。 6は口縁に押引き文の施されているも

のである。 7は押引き文風の刺突文の施されているものである。 8は口縁部に2段に押引き文風の刺

突文を施している。 9は口縁に沿って縄線文がある。 10はH-22、 H-14のもの及び包含層のもの

と接合する。口縁に5か所の小さな山形隆起部をもち、口縁の少し下に隆起帯がめぐる。器面と口唇
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

表Ⅲ－10 H-13出土遺物一覧

服瑚緬台|ﾉﾀI |i創walj! ;tlml醜鯛総| F IRFIUF|jZIE.C.小計l碓魅|frl戯|鮒l甑|鮒|ホ計礫鮎|総計
職2止 6 1 1 7 7
Wt3I19129329 4481 7 711499171 430954631 1105 1 1108 5 95234
雛3下 4 4 1 4
班 17 17 1 1 2 1 19
緬趾 1 42 43 1 53 121 175 7m 8 226
緬 29 29 8 8 1 1 1 3 i 142
" 28 1 29 2 2 1 1 l 1 4 11 36
Mf 17｢17r 71 24
計|| 26115714231 416101 71 1 1 71 1 l562 181 21 413233148351 1 1 311131 21 21 1 1 1 1 1231 611815592

蓮 4631

田｜４

8

~2

哩一調

と、内面に縄文を施し、結束の回転文を加えている。胎土に礫を多く含む。 11は

器面に赤色を呈する部分があり、ベンガラを胎土に含むものとみられる｡12～18.

21は口縁に肥厚帯をもち縄文の施されたものである。 19は口縁部をなで調整して

無文節を設け、 そこに円形文を配するものである。口唇には縄文がある。 20は口

縁部が無文帯となっているが口唇には縄文がない。22は粗い縄文の地に貼付帯を

施すもので、押引き文が加えられている。23は梯子状の貼付帯を施すもので、地

は結束羽状縄文である。 H-12の2と同一個体に属する。 24～42は縄文の施さ

れた体部である。43は縄文帯の間に撚糸文風の文様の施されているものである。

H-10の16と接合する。 H－6の22と同一個体に属する。 44･45は底部で、 45

の底面には沈線がある。46．47は同一個体とみなされるが、 46は器面の磨滅が著

しい。48は器面に無節の縄文を施し、口唇から内面にかけて磨かれている。胎土

に繊維を含む。49は口唇の断面が角形を呈し、器面の縄文はやや乱れている。胎

土に繊維を含まない。 50は口縁の少し下に薄い隆起帯をめぐらせるもので、斜行

縄文が施されている。胎土には繊維を含まない。内面には指頭による調整痕があ

る。51は細かい縄文の施されているものである。52は整った羽状縄文と縄線文の

施されたもの、 53は無文のミニチュア土器である。53の胎土には繊維を含む。 54

は貼付帯上に斜行縄文の施されているものである。55は縦位施文の縄文の施され

ているものである。

石器 1 ． 2は有茎石鍍。 3～7は石槍またはナイフ。 3は最大幅が上位にあ

り、五角形に近い。 4 ． 5は最大幅が中位にあり、茎部と身の境が明瞭に区別さ

れている。 6は茎部と身の境が不明瞭なもので、主剥離面が大きく残っている。

｡’

○
両
・
寸
画

A+ ＋。
｡｡

○
卜
・
ｍ
Ｎ

ロ許』

」 B+ 十c

－83－



Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

図Ⅲ－34 H-13 出土の土器(1 )
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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図Ⅲ-36 H-13 出土の石器(1 )

7は木葉形で厚みのあるものである。 2はメノウ、 7は珪質頁岩、他は黒曜石製である。 8～10は黒

色片岩製石斧。 8は基端と刃縁のほとんどを欠く。直線と弧状の鎬をもつ。 9は、大型の扁平な石斧

の剥落した主面の一部である。 10は円形に近い断面形、全面を敲打調整し、刃部付近は研磨調整で作

出する。刃線は凸曲線を描く。 11～13は緑色泥岩石斧未製品。 11は扁平で棒状の素材に両側縁と片主

面に敲打調整を加えたもの。 12は側縁に剥離調整を加えている。片側縁の調整剥離が強すぎたためか

刃予定部分を欠失してしまっている。 13はやや扁平な断面をもつ。両側縁と片主面に敲打調整を施す。

刃予定部分には敲打がみられない。 14は薄い転礫を素材としている。両側縁には剥離調整が施される
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

が、基部・刃部の予定部分は未調整。 15は安山岩たたき石。平面形が長卵形の亜角転礫を使用する。

使用端部はそれほど使い込まれておらず曲面をなしている。加熱のために一部が剥落する。 16はカン

ラン岩たたき石。扁平楕円転礫の長軸両端をおもに使用する。 17は流紋岩礫器、棒状の転礫の稜を両

側から交互に剥離して刃部を作出する。 18は極細粒砂岩砥石、粒子はよくそろいよく固結している。

色調は浅黄色で加熱を受けて各所に亀裂が生じており、強く火を受けた部分では黒変している。

H-22 (図Ⅲ－38．39、図版Ⅲ－21 ･25)

位置: G,-63-33、 34標高24mの台地上に位置する。 規模: 3.9m/3.8m×3.4m/3.3mX

0.08m 平面形：略卵形 床面積: 9.18㎡ 長軸方向:N-4。－W

確認・調査・土層:H-13の調査過程で検出された。土層断面からH-13床面の下に別の遺構があ

ることがわかり、H-13の床面を精査した段階でひとまわり小さな黒褐色土の落ち込みが確認された。

床面：床面はほぼ平坦である。 d2を掘り込んでつくられている。

壁：大半がH-13によって切られているためわずかに立ち上がるのが認められる程度である。

炉跡：床の中央部で焼土がlか所検出された。

付属ピット ：柱穴と考えられる小ピットは16個検出された。 HP-16は焼土を切っているのでこの

住居に伴うものではないと考えられる。

遺物出土状況：出土遺物は多くない。床面からⅢ群b－3類ノダッフ．Ⅱ式、北筒式土器が出土した。

床面出土の北筒式土器（図Ⅲ-39-10）はH-13床面、 H-14覆土及び周辺の遺物包含層出土土器

と接合した（図Ⅲ－140-4)。

時期：出土遺物から判断してⅢ群b－3類土器の時期と考えられる。 （工藤）

遺物：土器 1～10はⅢ群b－3類土器である。 1は薄手で、口唇は丁寧に調整されている。口唇

に沿って刺突がめぐらされている。 2は粗い斜行縄文の施されたもので、内面が平滑に調整されてい

る。 1 ． 2はノダップⅡ式とみなされる。 3～6は浅く縄文のつけられているもの。 7には結束羽状

縄文、 8～10は同一個体で結節の回転文が加えられている。なおこれらはH-13出土の資料と同一

個体に属する。

石器 1は石槍またはナイフの破片で、黒曜石製である。

H-14 (図Ⅲ-40～42、図版Ⅲ－26･27)

位置: G1-63－23標高23.7m付近の台地上に位置する。 規模: 3.25m/2.72m×2.94m/

2.43m×0.33m 平面形：卵形 床面積:5.56㎡ 長軸方向:N-8o－W

確認・調査・土層： Ⅱ黒層純腐植黒色土を掘り下げたところで、 d,を多く含む4層とd2を多く含む

5層の広がりを確認したので遺構と判断し、土居観察用のベルトを設定し調査を行なった。覆土は主

にH-19の揚げ土(4層） とH-13の揚げ土(5E)によって構成される。掘り込み面はⅡ黒層を

2回掘り下げた面である。

床面：平坦で、 d2を約3cm掘り込んでつくられている。 壁：内湾しながら外上方向に立ち上がる。

付属ピット ：柱穴状小ピットは壁の立ち上がり際に6個確認できた。深さは平均25cm前後で、 ほぼ垂

表Ⅲ-11 H-22出土遺物一覧
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H1 美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

直に掘られている。

遺物出土状況：遺物は主に2， 3層から出土している。床面からⅢ群b－3類土器が2点出土して

いる。 12 （床面） と同床面出土の1点、 2層出土の2点が同一個体。 15 （2層） と同層出土の1点、

4層出土の1点が同一個体。石器類では1 （5層） とG1-63-89出土のものとが接合する。 5と10

(H-13床面） と6 (H-44床面直上）が同一個体。 13 (5層） と48 (H-13炉跡）が同一個体。

このように複数の覆土に跨って同一個体が存在することは、覆土が比較的短かい期間に堆積したこと

を示している。また遣構間の接合例においては､近隣のグリット ・遺構と接合する。一方で最大約55m

離れた遺構やグリットとも散点的に接合する。

時期： 5層にⅢ群b－3類土器が包含されていることより、縄文時代中期後葉の遺構である。

H-22はH-13に切られていること、 H-13の床面出土遣物がH-14の5層と接合すること、 H

－44の床面直上出土の破片がH-14の3層にあることから、 H-22→H-13→H-44→H-14の

順に新しくなっていると考えられる。 （鈴木）

遺物：土器 1～18はⅢ群b－3類土器、 19はⅣ群a類土器である。 1は口縁に肥厚帯があり、口

唇上に押引き文風の刺突文の施されているものである。 2は口縁部にへう状工具による押引き文があ

る。 3 ． 4も口縁部にへう状工具による刺突文、押引き文の施されたもので、 3の工具は細い。 5は

縄文に結節の回転文を加えるもので、 H-13の10と接合している。 6は粗い縄文の施されたもので、

結束第2種の原体による。 7は口縁に小さな山形隆起帯があり、肥厚帯下をなで調整し、円形文を配

する。内面の突瘤はほとんど認められない。 8 ． 9は口縁が三角形に肥厚するもので、 H-13の15

と同一個体に属し、 8はH-44の6と接合する。 10は貼付帯のあるもので、地の縄文は比較的細かい《
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

12は結束第1種の羽状縄文の施されているもので、空白部には横位と縦位の擦痕が認められ、器面調

整の状況を知ることができる。胎土に礫と繊維を含む。 13は無節の縄文の施されていたもので、口唇

から内面にかけて磨かれている。 H-13の48と同一個体に属する。 14は斜行縄文の地に細い貼付帯

があり、その上に刺突がある。包含層のものと接合し、縦位に貫通孔をもつ耳つき土器の体部である

ことが判明した。 15は薄手の内面が平坦に調整されたものである。縄文は整っている。 16は整った斜

行縄文の施されたものである。 17は浅く縄文の施された底部で、 18は底部の周囲が削り調整されてい

るものである。 19は縦位施文の縄文の施されているもので、内面は磨かれている。 13～15はノダップ

Ⅱ式、 16は煉瓦台式と関連するものかとみられる。

12 H-14出土遺物一覧表Ⅲ
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図Ⅲ－41 H-14出土の土器
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

石器 1は縁色泥岩製石斧で、断面が円形にちかい。両側縁と両主面のほとんどの部分が敲打調整

されている。基部側の破片は、その折面を使用部位としてたたき石に転用されたものである。 2 ． 3

は黒色片岩製石斧。 2は丸のみ状に再成した。 3は石斧の一部をより小形の石斧に再成しようとした

未製品である。

H－15 （図Ⅲ-43～45、図版Ⅲ-28）

位置: G,-64-20･30標高23.5m付近の台地上に位置する。 規模:3.18m/2.76m×2.64m

/2.64m×0.36m 平面形：長楕円形 床面積:4.8㎡ 長軸方向:N-3。－W

確認・調査・土層： Ⅱ黒層純腐植黒色土層を掘り下げたところで、揚げ土（6層）の広がりを確認し

た。覆土は遺物を多く含んだ黒土（2層）が厚く堆積し、主要な覆土を構成する。掘り込みの面はⅡ

黒層を2回掘り下げた面である。

床面：中央部がくぼみ、 En-L上面に床面がある。 壁：内湾しなｶﾖら外上方向へ立ち上がる。

付属ピット ：柱穴状小ピットは壁面に9個検出できた。その深さは平均18cmで、床面に対する角度は

45.である。内側に傾いている。また竪穴北西に階段状の付属ピットが確認できた。

遺物出土状況：遺物は主に2 ． 5層から出土している。床面出土遺物の分布は竪穴東北側に偏る。 6

（5層） と同居出土の5点、 H-13の1層出土の1点、 H-19の1層出土の1点、昨年度調査のP

－7覆土出土の1点､昨年度調査のH－2覆土出土の22点、G,-63-12～16･41～44･10･22･48･

53．85 （計35点）出土の土器とが接合する。これら最大約61m離れたグリッド出土の土器片と接合す

る例であるが、その関係の分布状況は散点的と密集的の中間の様相を呈している。また4 （床面） と

同床面出土の1点が接合、 l層2点が接合するという各覆土層ごとに接合関係があることは、覆土が

比較的短かい期間で堆積したことを示している。

時期：床面からⅢ群b－3類土器が出土していることより、縄文時代中期後葉の遣構である。 6が

包含されている覆土からみた他の遺構との時期差は次のとうりである。 H-15が床面付近、次にH

－2が覆土中位、 H-13･ 19が覆土の上のⅡ黒層中に包含していることからH-13･ 9→H－2→

H-15の順に新しくなる可能性がある。 （鈴木）

遺物：土器 1～7はⅢ群b－3類土器、 8～10はV群b類土器である。 1は口縁の突起部を欠失
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図Ⅲ－42 H－14出土の石器
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Ⅲ美々3遺跡第H黒色土居の調査

したもので、口唇に刺突文を施し、器面に結束第2種の原体による縄文が施されている。縄文施文後

になで調整されたためか文様は不明瞭である。 2はやや薄手の結束第1種の羽状縄文の施されたもの

である。 3は細かい縄文に結節の回転文を加えたものである。胎土に繊維を含む。 4は結束羽状縄文

の施された体部破片、 5は粗い縄文の施されたもの、 6はやや細かい縄文の施されたものである。 7

は昨年出土したH－2の8と同一個体に属す。7～9は鉢形､浅鉢形の口縁部で、 8は亀ヶ岡系、 9 ．

10は在地系の土器とみなされる。

石器 1は石槍またはナイフ。左右非対称である。 2はつまみ付きナイフ。背面右側縁に急角度の

刃部が作り出されている。珪質頁岩製である。 3は緑色泥岩石斧未製品で、側縁調整中に剥落したも

のであろう。 4はカンラン岩たたき石。扁平な亜角転礫のl側縁をたたき石として使用しているもの

である。

H-16 (図Ⅲ－46･48、図版Ⅲ-29)

位置: G】－63-11標高23.8mの平坦地に位置する。 規模:3.53m/3.3m×3.03m/2.83m

×0.24m 平面形：略卵形 床面積:7.64㎡ 長軸方向:N-83o－W

確認・調査・土層: G,-63-11の包含層調査中、 I黒層を約10cm掘り下げたところでドーナツ状に

d,+d2の揚げ土が確認された。土層観察用のベルトを設定し、調査を行う。黒土上．下層を除去し、
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図Ⅲ－43 H-15実測図
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

IB<d,の暗茶褐色土を約20cmほど掘り下げ、 d2を検出し、床面とする。 この上面には炭化物を

多く含む軟質の黒褐色土が薄く認められる。

床面：平坦で、 d2をわずかに掘り込んで構築されている。

壁：全体に急傾斜の立ち上がりで、壁高は22cm～24cmである。

炉跡：焼土などは検出されていない。床面中央部やや南西寄りに炭化物がまとまって検出された。

付属ピット ：柱穴状小ピットは14個検出されている。このうち壁外のものは浅いもので、覆土はdl

+d2である。床面上から2個、壁面で8個検出され、全て直立している。覆土はⅡB>d,である。

ただHP-4， 6の覆土は軟質の黒色土で、非常に深い。南東壁コーナーには段状のものが検出さ

れている。

遺物出土状況：覆土上面でⅢ群b－3類の土器がかたまって出土している。床面直上から石斧フレ

イクが255点出土しているのが注目される。

時期：掘り込み面はⅡ黒層上位で、周辺からⅢ群b～3類土器が出土していることから、縄文時代

中期後葉（北筒式期）の時期と思われる。

H-16の揚げ土の上にH－5の揚げ土がのっている。またH－4の揚げ土を切ってつくられてい

表Ⅲ－13 H-15出土遺物一覧
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

る。 （和泉田）

遺物：土器 1は結束羽状縄文の施された薄手の土器で、口唇と口縁部に押引き文風の刺突文を施し

ている。 2は口縁に幅のせまい肥厚帯を設けるもので、その下の無文部に円形文を施す。 3は口縁部

に棒状工具による浅い円形刺突文を施している。 H－4のものと接合する。 4は口縁の少し下に降

起帯をめぐらせ、その上になで調整を加え無文とするもののようであるが、隆起帯は顕著でなく、口

縁部が薄く調整されている印象を与える。器形には口縁がくの字形にくびれる特色がある。 5は整っ

た斜行縄文の施されたもので、口縁を欠失するが、口縁部の肥厚帯に円形文を施している。内面の突

瘤は顕著ではない。 6はへう状工具による押引き文が沈線化した施文のあるものである。 7は比較的

細かい斜行縄文の施されたもので胎土に繊維を含むものである。 8は粗い斜行縄文の施されたもので
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

煉瓦台式風のものである。 9は体部にふくらみをもつ薄手の土器で、比較的せまい口縁部の無文帯を

画して縄線文が一条めぐらされている。 ノダッフ．Ⅱ式とみなされる。

石器 1は五角形鍼。 2は石槍またはナイフ。最大幅はやや上位にある。 3はスクレイパー。自然

面を残す。 1～3はすべて黒曜石製である。

H-17 (図Ⅲ-49～51、図版Ⅲ－30･31)

位置:G,-63-34標高24mの台地上に位置する。 規模:3.8m×3.5m×0.45m

平面形：不整円形 床面積：5．65㎡

確認・調査・土層:H-13の南北トレンチ調査中にH-13に切られている落ち込みを確認した。住

居跡を想定して南北トレンチを延長し、東西のトレンチを追加して調査を進めた。調査の結果壁の

立ち上がりを明確にとらえることができたのはごく一部であった。東西トレンチ土層断面図（図Ⅲ-

49）の西側部分のように12層を覆土としてとらえれば、 より西側に壁を想定できる部分もあるけれど

も、隣接するサブトレンチの堆積状態を考慮しても判断できなかった。断面形は皿状を呈するものと

思われる。床面には凹凸があり、一部に段が認められる。遺構の重複も想定して調査したが確認でき

なかった。覆土には6層のようにd2を多量に含む土が厚く堆積しており、人為的に埋められた可能

性がある。 6層上面のくぼみには炭化物を含む灰（ 5層）がレンズ状に堆積しているのが認められた。

床面：凹凸があり、段差のある部分がある。

壁：全体に不明瞭である。確認できた部分では緩やかに立ち上がる。

炉跡：炉跡は検出されなかった。

付属ピット ：柱穴状小ピットを3個検出した。

表Ⅲ－14 H-16出土遺物一覧
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図Ⅲ－47 H-16出土の土器
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

遺物出土状況：遺物の多くは覆土の上部から出土した。覆土の上部ではⅢ群b-3類の北筒式、 ノ

ダッフ．Ⅱ式土器が出土し､覆土の下部からは北筒式土器だけが出土した｡覆土10層ではフレイク・チッ

プが20cm×20cmの範囲でまとまって出土した。

時期：出土遺物からⅢ群b－3類の北筒式土器の時期と考えられる。

本遺構は人為的に掘り込まれたものであることは間違いないと思われるが、土層の堆積状態床や

壁の状態から判断すると住居跡とする積極的根拠はない。

覆土の上部にはH-13の掘り上げ土と考えられる覆土1 ･ 3層が堆積している。覆土6層はH-

13構築以前に堆積している。これを他の遺構の掘り上げ土かと考えたが、 どの遺構のものか特定でき

なかった。 （工藤）

遺物：土器 1～16はⅢ群b－3類土器である。 1～8は縄文の施された口縁部で、 1～3 ． 5は

口縁の断面が三角形となるもので、 1には結節の回転文が施されている。 3の口縁はなで調整されて

無文である。 4～7は口唇が角形を呈する。 4は内外面とも赤色を呈する部分が多い。 6は口縁に小

突起のつけられていたもので突起の頂部から深い刺突がなされている。 8は小形の薄手のもので、無

節の縄文が施されている。 9は斜行縄文を地として貼付帯の施されているものである。 10にはやや太

い貼付帯がみられる。この貼付帯の両側縁はなでつけられている。 11は器面に斜行縄文を施し、結節

.’
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黄褐色士(IB+d2>d,
揚げ土） 4．黒褐色土（Ⅱ

B>dl+d2) 5.灰状 6．
黄褐色土(IB+d2) 7.
褐色土(HB+d,) 8.
黒褐色土(HB<d,) 9.
黄褐色土（ⅡB+d2) 10.
黒褐色士(IB>dl+d2)
11．褐色土(IB>d2) 12.
黒褐色土（やわらかい）

24．30 bｑ
’

図Ⅲ－49 H-17実測図
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

の回転文を加え、 さらにへラによる押引き文を施している。昨年度包含層から出土した13と同一個体

に属する。 12は結束第2種の0段多条の縄文と、普通の縄文の併用されたものとみられる。 13は無

節の縄文の施されたもので、原体はRである。 14． 15は外側へ張り出すくせを持つ底部である。 16

は口縁のくびれる鉢形土器とみなされ、口縁部は無文である。体部との境に隆帯がめぐらされ、 さら

にそこから体部へ垂下する隆帯が認められる。隆帯上には縄線文が施されている。 ノダッフ．Ⅱ式に関

連するものかとみられる。 H-19の11と同一個体に属する。

石器 1～3は石鍍。 1は木葉形、 2 ． 3は有茎である。 4～8は石槍またはナイフ。いずれも最

大幅が中位にある。 3は身の側縁がやや湾入している。 6は茎部と身の境が明瞭に区別されており、

身の側縁は丸味をもつ。 7 ． 8は茎部と身の境が不明瞭である。 9～13はスクレイパー類。 8は両側

縁にえぐりがある。 10は左側縁に急角度の刃部が作り出されている。刃部には刃つぶれが認められる。

11～13は厚みのあるもので、周縁に加工が施されている。 1～13は黒曜石製である。 14は黒色片岩製

石斧で、石斧の一部の再成石斧である。片主面に直線的な鎬が入る。 15はカンラン岩たたき石でやや

扁平だけれども球形に近い転礫の周囲をつかっている。

表Ⅲ－15 H-17出土遺物一覧
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H－18 （図Ⅲ-52～54、図版Ⅲ-32～34）

位置: G,-63-05･15･06･16標高24m付近の平坦地に位置する。 規模

4.93m/4.35m×0.2m 平面形：略卵形 床面積: 16．9㎡ 長軸方向:N

確認・調査・土層:H-10の床面下に堅い粘質の黒褐色土が約5cmほど堆積し、

: 5.8m/5.35mX
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Ⅲ美々3遺跡第U黒色土居の調査
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

茶褐色が堆積している。暗茶褐色土はd2上に堆積しており、 これを排土しつつ床面壁の検出を行う。

暗茶褐角十卜而には炭化物、黒曜石のフレイク・チップ．が多数散在し、一時期生活面として利用され

ていたものと思われる。

床面：かなり凹凸があり、 d2を浅く掘り込んで構築されている。

壁：全体にゆるやかな傾斜の立ち上がりである。

炉跡：床面北西側に0.25m×0.3mの範囲に火を受けて赤化した部分が検出されている｡地床炉である。

付属ピット ：柱穴状小ピットは17個検出されている。このうち壁外にある4個は浅く、やや内側に傾

いている。他は直立している。
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

遺物出土状況：床面からはⅢ群b－3類の土器が多数出土している。黒曜石のフレイク、 フレイク・

チップ．も多く、注目される。

時期：掘り込み面はⅡ黒層上位で、床面などからはⅢ群b－3類土器が出土していることから、縄

文時代中期後葉（北筒式期）の時期と思われる。

H-18の揚げ土がH－6に切られている。 （和泉田）

遺物：土器 1～32はⅢ群b－3類土器である。 1～8は口縁に顕著な肥厚帯をもたないものである。

器面の縄文は結束第2種の原体によるものかとみられる。内面には継位に施されている。 2は口縁の

やや強く外反するものである。 3は角形で、縄文が深く施されている。 4は比較的薄手のものである。

5は口縁と口唇に半裁竹管状工具による押引き文風の刺突文のあるものである。 6は口縁に先端の平

たいへラ状工具による押引き文のあるもので器面の縄文は細かい。 7は口唇に押引き文のあるもので

ある。 8は口唇の断面がやや丸味をもつように調整されているものである。 9～15は口縁に肥厚帯が

あり、棒状もしくはへラ状工具により施文されたものである。 9は赤色顔料の付着するもので、口唇

から内面にかけて、平坦に丁寧ななで調整力§なされている。器面にはあらかじめ結束のある羽状縄文

（無節）が施され、口縁部に4段に半裁竹管状工具により押引き文が施されている。フレイク・チッ

プ．集中No. 2の7と同一個体に属する突起部の破片、 H－5より貼付帯に刺突を伴う同一個体の破片

表Ⅲ-16 H-18出土遺物一覧
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が出土している。 10． 11は棒状工具による押引き文の施されたもので、 10は圧痕が深く、 11は浅い。

12は先端に丸味のあるへラ状工具により浅く押引き文風に刺突されているものである。 13は先端がや

や直線的なへラ状工具により押引き文風の刺突が加えられているものである。 14は結束羽状縄文の地

に幅狭く薄い貼付帯のあるもので、貼付帯上には押引き文が施されている。包含層の破片と接合する。

内面にも縄文が施されている。 15は縄文地に浅い沈線を引き、それに沿って細い貼付帯を施し、その

上に刺突を加えている。 16～22は口縁に肥厚帯があり縄文の施されたものである。円形文は概して深

く刺突されているが、 17では浅い。23は無節の縄文、 24は結束第1種の羽状縄文の認められるもので

ある。25には撚糸文が施されている。 26は口縁部が磨かれているもので、 あらかじめ隆起帯を設け、

縄文を施している。 ノダップⅡ式に相当するものとみられる。27～30は底部である。外側へ張り出す

特色がある。29．30は同一個体である。

石器 1は有茎鋏。 2は石錐で、幅のせまい縦長剥片を素材とし、打点側に機能部を作り出してい

る。 3はスクレイパーで、縦長剥片の周縁に加工が施されている。 1～3はいずれも黒曜石製である。

4は緑色片岩製石斧。両主面に礫面を残し、両側縁は剥離調整を残したままである。直線的な鎬があ

る反対の主面側の刃縁に顕著な条痕がみられる。 5は砂岩たたき石で扁平棒状転礫を素材とする。一

部やけている。
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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m美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

H-21 (図Ⅲ-55～57、図版Ⅲ－34･35)

位置: G,-64-50･51標高23.5m付近の台地上に位置する。 規模:2.51m/1.93m×1.34m

/0.87m×0.3m 平面形：長楕円形 床面積:3.56㎡ 長軸方向:N-56o－E

確認・調査・土層： Ⅱ黒層純腐植黒色土層を掘下げたところで確認した。覆土は遺物を多く含む黒土

（2 ． 3層）で主に構成される。掘り込み面はⅡ黒層を2回掘り下げた面である。

床面：中央部がくぼみ、丸味をもつ。 壁：内湾しながら外上方向へ立ち上がる。

付属ピット ：柱穴状小ピットは竪穴肩口付近に2個確認された。柱穴は掘り方を持っており、深さは

確認面から平均23cmで、ほぼ垂直に掘られている。また竪穴南西側には平面形が長方形状の付属ピッ

トが確認された。

遺物出土状況：遺物は主に2 ． 3層より出土する。石皿は床面中央側に傾いて出土した。 1 （2層）

と同層出土の3点とG,-64-20･50 (各1点）出土の土器片と接合。 3 (2層）と3 (H-36 ･覆

土）が接合。

時期： 3層にⅢ群b－3類土器が含まれていることより、縄文時代中期後葉の遺構である。 （鈴木）

遺物：土器 1～3はⅢ群b－3類土器である。 1は口縁部の断面が三角形になるもので、口縁斜

方向からの刺突が加えられている。 2は口縁が薄くなってやや外反するものである。 3は整然とした

斜行縄文の施されているもので、 H-36の3と接合する。

石器 1は安山岩石皿。多孔質で灰白色を呈す。使用面は片面で、やや凸形である。

表Ⅲ－17 H-21出土遺物一覧
Ⅱ■■■■■■■■■

緬台P土器

S石器

蝿孝

10
23．50 fｅ

一

７ |m dlやや褐色が強い） 4.暗橿褐

鱸覧鋪聯撰＆
23.50 －－－且

0．5
1

収ー

O lOcm

1 ： ； ； ： 1

図Ⅲ-56 H-21 出土の土器
図Ⅲ－55 H-21 実測図
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

、

五コ
1

（
Ｕ
ｌ

’0cm５
↑

図Ⅲ－57 H-21 出土の石器

.’H－23（図Ⅲ-58～59、図版Ⅲ－35．36）

位置: G,-63-31標高23.5mの台地

上に位置する。 規模: 2.55m/

2.04m×1.55m/1.47m×0.2m 平

面形：長円形 床面積: 1．97㎡ 長

軸方向:N-71。－W

確認・調査・土層： Ⅱ黒層を2回掘り下

げたところで竪穴う°ランを確認した。覆

土は遺物を多く含む黒土（3層）と付属

ピット側の流れ込み土の4層によって構

成される。また床面中央部には構築面か

ら2cmくらい上方のところに炭化物の薄

い層が見られる。

床面：平坦で、 d2を約12cm掘り込んで

つくられている。 壁：内湾しつつ外上

方向へ立ち上がる

付属ピット ：柱穴状小ピットは竪穴肩口

に3個検出できた。柱穴は平均24.3cmの

深さで、ほぼ垂直に掘られている。また

竪穴北西側に長楕円形状の付属ピットが

確認された。

○
の
．
ｍ
Ｎ

l
m

Oｂ
’23．60ｑ

’ H－23

1 ■位 1 ． ⅡB(純腐植黒色土）
22． ⅡB 3．黒色土（ 1-2m
と大のd2>0.5m大のd】） 4.
暗黄褐色土（ 1-1.5函大の｡】
＞0.2-0.3m大のd2） 5.
暗褐色土（1画大のdlを多く
含む） 6．炭化物層

一 一

図Ⅲ－58 H-23実測図

表Ⅲ－18 H-23出土遺物一覧
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色士層の調査

遺物出土状況：床面中央の深鉢7は、炭化物集中（6層）の下からつぶれた状態で出土した。その他

の床面出土遺物はラインa－bの北側に集中する。 7 （3層）と5層出土の1点が接合。 2 （床面）

と同床面出土の5点が接合。床面出土の6点とG1-63-35 ( 1点）出土の土器片が同一個体。 4 (3

層） と12･ 13 (H-30･覆土)。複数の覆土に跨って接合例が存在することは覆土が比較的短かい期

間に堆積したことを示している。

時期：床面にⅢ群b－3類土器が出土していることより、縄文時代中期後葉の遺構である。 （鈴木）

遺物：土器 1～7はⅢ群b－3類土器、 8はV群b類の土器である。 1は断面三角形をなす肥厚

帯をもつもので、口唇と内面にも縄文が認められる。 2は口縁に肥厚帯をもたず、口唇と口縁に一列

横位の円形の浅い刺突文を施し、口縁部には部分的に2列垂下する施文がみられる。柏木川式の特色
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

を残すものかとみられる。 3は結束第2種の回転文のあるものである。 4は貼瘤の認められるもので、

H-30の12･ 13と同一個体に属する。 5には浅い縄文、 6にはやや深い縄文がみられるが、器壁が

薄く、同一個体に属すものかとみられる。 7は比較的薄手のもので、口唇と口縁部に密に押引き文を

施している。器面には結束のある斜行縄文が施されている。器形には体部のふくらむ特色がある。 8

は文様の不明瞭な小片である。

石器 1は黒色片岩製石斧（平のみ形）で、平坦な主面のところどころに光沢がある。刃部は欠失

している。 2はカンラン岩たたき石で、亜角転礫の一端のみ使われている。

H-24 (図Ⅲ-61～63、図版Ⅲ-37)

位置: G1-63-39, G,-64-30標高23.5mの台地上に位置する。 規模: 2.2m/1.9mX

1.75m/1.45m×0.18m 平面形：長円形 床面積:2. 17㎡ 長軸方向:N-53°－W

確認・調査・土層： Ⅱ黒層調査中に黒色土の落ち込みを検出した。遺構の可能性があると判断したの

でトレンチを掘り調査した。調査の結果、平面が円形の小竪穴であることがわかった。

床面：床面は、 d2をわずかに掘り込んでつくられていて凹凸がある。

壁：壁は急角度で立ち上がる。

炉跡：炉跡は検出されなかった。

付属ピット ：柱穴状小ピットが壁で2個、壁の外側で1個検出された。

遺物出土状況：出土した遺物の点数は少ない。床面直上から北海道式石冠が出土した。覆土からはⅢ

群b－3類の北筒式土器、石斧未製品、たたき石、 フレイク・チップが出土している。

時期：出土遺物から判断してⅢ群b-3類の北筒式土器の時期と思われる。 （工藤）

遺物：土器 1～5はⅢ群b－3類土器である。 1は口縁に突起があり、口縁部に肥厚帯をめくゞらし、

口唇を平坦に調整していて、口縁部と口唇部にへう状工具による押引き文を施している。突起の頂部

には小さく浅い刺突を施している。肥厚帯下縁はなで調整がなされ円形文が配されている。 2は小形

のもので、赤色顔料の付着が認められる。口唇と口縁に押引き文が施されている。 3 ． 4はともに二

次焼成を受けたかと認められるもので、縄文は定かでない。 4には結束第2種の原体が使用されてい

る。 5は底部の角が張り出す特色がある。縄文はLRの原体によるが、施文方向は不規則である。

.'‐
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卜
・
ｍ
Ｎ

m 一
ロ

H－24

d層位~ 1 ． 暗褐色土(IB>

2．黒褐色土(HB>d】
3．暗褐色士(HB>

4．黄褐色土（ⅡB十
5．黄褐色士(d2>HB)

23．70C

１
２

Ｊ
過
ｊ
Ｊ

ｄ
１
ｄ
ｄ己

図Ⅲ－61 H-24実測図
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

表Ⅲ－19 H-24出土遺物一覧

『
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図Ⅲ－62 H-24出土の土器

I

へ
織
州
Ｕ

~ ~

1 J

【つ． 2

5 100 C、

図Ⅲ－63 H-24出土の石器

比較的薄手である。

石器 1は緑色泥岩石斧未製品で棒状のやや扁平な転礫を表材としている。石器 1は緑色泥岩石斧未製品で棒状のやや扁平な転礫を表材としている。 2は安山岩製北海道式

石冠で頂部はやや尖がる。まわりに巡る溝は幅広である。使用面と側面のかどが剥落している。

H-25 (図Ⅲ-64～66、図版Ⅲ-38)

位置: G,-64-45北東から南西へ傾斜する斜面上に位置する。 標高は22.8m～22mである。

規模: 2.35m/2.13m×2.32m/2m×0.32m 平面形：卵形 床面積:3.33㎡ 長軸方向：

N-84｡一E

確認・調査・土層: G,-64-45の包含層調査中、 Ⅱ黒層を10cmほど掘り下げたところでdlまじり

の黒色土が円形状に見られ、 そのまわりにd,>d2の揚げ土の広がりが確認された。土居観察用のベ

ルトに沿って小トレンチを入れ、床面壁を確認する。覆土はd,>d2>IBの混合土が約10cm、

IB>dl+d2の黒茶色土が約10cmほど堆積している。

床面：南西側にゆるやかに傾斜している。凹凸があり、 d2中に構築されている。南東側には炭化物

が多量にみられた。 壁：全体に急傾斜で立ち上がり、壁高は22cm～30cmである。

付属ピット ：柱穴状小ピットは10個検出されている。 HP-9は床面にあり直立している。他は壁

面中にあり、内傾している。覆土はⅡB+d,>d2である。卵形の頂上部にあたる部分には0.72m

X0.54m深さ7cm～10cmの隅丸長方形状の小ピットが検出されている。所謂先端ピットと呼ばれるも

－106－

壯懲

職
緬趾
計

13

13

4

4

2

2

6

6

1

1

2

2

1

1

3

3

1

1

23

1

24

Ir ･E F F､C、 』！ 零雌 H孟 州 J刀？ 総計



2 縄文時代中期の遺構と遺物

のである。

炉跡：焼土などは検出されていない。

遺物出土状況：遺物は覆土中からの出土で、床面からは出土していない。

時期：掘り込み面はⅡ黒層中位である。周辺よりⅢ群b－3類土器が多く出土していることから、

縄文時代中期後葉（北筒式期）の時期と思われる。

H-25の覆土上に見られた揚げ土状の土はH-26かH-30の揚げ土と考えられる。 （和泉田）

遺物：土器 1～9はⅢ群b－3類土器である。 1は内外面ともへラ削り調整され、口縁に粘土帯

表Ⅲ-20 H-25出土遺物一覧

22．23

○
ト
・
囚
“

2208

･

鱸 、

ｂ
’22．70p

H－25

■位 1 . d,>HB(掲げ土) 2. HB>d,+d2 3.
明黄褐色士(d2>dl>UB) 4.黒茶色土（ IIB＋
d,) 5.黒茶色土(HB>d,+d2) 6．茶灰色土
(UB>d2>dl) 8.暗榿色土(d2>5, ) 9.
茶褐色土(UB+dl+d2) 10.黒褐色土(d,>d2+
ⅡB）

図Ⅲ-64 H-25実測図
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査
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図Ⅲ-66 H-25 出土の石器

をかぶせ、口唇の断面を三角形になるように調整したものとみなされる。器面と口縁と、口縁部内面

に縄文を施し、口縁にそって円形文を施す。内面には突瘤が形成されている。 2は口縁に沿って断面

三角形の肥厚帯をもつもので、口縁部は縄文を地として幅せまく、細長い刺突文が2列施されている。

口縁の施文後、口唇から内面にかけて滑らかに調整がなされている。 3は口唇が平坦になで調整され、

器面に粗い斜行縄文の施されているもので、口縁に沿って幅せまく、斜行縄文が施されている。 4は

口縁のやや下に断面が山形をなす隆起帯があり、そこから口唇にかけては無文である。器面には斜行

縄文に結束の回転文が加えられている。内面にもたてに施文されている。 5は口縁に突起部のあるも

ので、口縁に沿って肥厚帯があり、斜行縄文と結束の回転文が加えられている。肥厚帯下に無文部が

あり、そこに円形文を施している。 6は内面にも縄文の施されたもので、円形文がやや突きあげるよ

うに施されているものである。 7は底面がほぼ平坦に調整されたものである。 8はやや薄手で体部の

ふくらむ器形をもち、器面に細かい縄文をやや不規則に施するものである。胎土には繊維を含んでい

る。 9はやはり薄手の土器で、体部のふくらむ器形をもち、体上部の位置に横走する隆帯があり、器

面の縄文を施した後、隆帯上に斜方向からの刺突を加えている。器面の縄文は縦行気味で、施文の特

色はノダップⅡ式の特徴を示している。 8も同様のものと考えられる。

石器 1～3は石槍またはナイフ。 1は最大幅が中位にある菱形にちかい小形のものである。 2 ．

3は厚みのある木葉形のものである。 1～3は黒曜石製である。

H-26 (図Ⅲ-67～69、図版Ⅲ-39)

位置: G1-64-44標高23.1m～22.8mの緩傾斜地に位置する。 規模: 1.66m/1.3m×1.47m

/1.17m×0.3m 平面形：長円形 床面積: 1.23㎡ 長軸方向:N-S

確認・調査・土層: G,-64-44の包含層調査中、 Ⅱ黒層を約10cmほど掘り下げたところで、円形状

に黒色土（粘質）が検出され、その周辺に広がるⅡB<dlの揚げ土を確認する。土層観察用のベル

トを設定し、黒色土を掘り下げる。黒色土の下にはⅡB>d,の黒茶色土が10cm～15cmあり、その下

にⅡB>d,+d2の堅い混合土が10cm～15cm堆積しているのが確認される。

床面：平坦で堅い。 En-L層中に構築されている。構築面上には2cm～3cmほどの厚さのd,+d2

の混合土があり、 この上面が生活面と考えられる。

壁：壁面は非常に堅い。急傾斜の立ち上がりで、壁高は20cm～30cmである。

炉跡：焼土などは検出されていない。

付属ピット ：柱穴状小ピットは6個検出されている。壁外30cm～40cmのところをめぐるようにつくら

れ、覆土は軟質の黒色土で、すべて直立している。
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

遺物出土状況：南東側の覆土（土層3） と壁際（土層5）に流れ込みの状態で土器片、礫片が出土し

ている。

時期：掘り込み面はⅡ黒層

上位である。周辺よりⅢ群

b－3類土器が出土してい

ることから縄文時代中期後

葉（北筒式期）の時期と思

われる。

本遺構は非常に小形のも

ので、住居跡とするには

ちゅう曙されるが、貼床状

の床面と、壁外の小ピット

の検出などから、一応住居

跡として報告する。 （和泉

田）

遺物：土器 1～7はⅢ群

b－3類土器である。 1は

口縁部が大きく外反し、口

唇の断面形は丸味をもって

いる。器面に斜行縄文に結

節の回転文が加えられてい

る。内面にやや凹凸がある。

柏木川式の趣きがある。 2

は口縁部に肥厚帯のあるも

表Ⅲ－21 H-26出土遺物一覧
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

ので、内外面に結束のある縄文が施されている。 3は口縁が肥厚せず、器面に細かい縄文があり、口

唇上に押引き文風の刺突が加えられている。円形文は口唇に近い位置に施されている。 4は斜行縄文

に結節の回転文が施されている。 5には縄文帯の縁に撚糸文風の圧痕がある。 6は整った斜行縄文の

施されているもの、 7は粗い斜行縄文のある底部で、若干外側に張り出している。

石器 1は黒色片岩製石斧で、刃線には細かな刃こぼれがみられる。 2は流紋岩すり石。棒状転礫

を素材とする使用面には遺物の長軸と同じ方向の条痕が多数みられる。

H-27 (図Ⅲ－70･71、図版Ⅲ-40)

位置: G,-64-20･21･30･31標高23.5mの台地上に位置する。 規模: (3.2) m/2.47m

X2.74m/2.12m×0.2m 平面形：長卵形 床面積:4.77㎡ 長軸方向:N-9。－W

確認・調査・土層: G1-64-21･31の包含層調査中、 Ⅱ黒層を2回掘り下げたところで竪穴南縁を

確認し、 G,-64-30ではⅡ黒層を3回掘り下げたところで竪穴西縁の北半を確認した。他はⅡ黒層

を2回掘り下げたところで確認できた。覆土は遺物を多く含む暗褐色土（2層） を主体とする。掘り

込み面はⅡ黒層を2回掘り下げた面より上位と思われる。

床面：平坦で、 d2上面を床面とする。 壁：直線的に外上方向へ立ち立がる。

炉跡：先端から約2/3奥壁側の中央に炭

化物の集積が検出された。 この集積は
表Ⅲ－22 H-27出土遺物一覧

しっかり固まっており、流れ込んだ様子

はみられない。

付属ピット ：柱穴状小ピットは壁面に5

個検出できた。 HP-1 ･ 2は深さが

平均30cmあり、ほぼ垂直に掘られている。

遺物出土状況：遺物はほとんどが2層か

ら出土している。床面からは出土してい

ない。本遺構埋没後、石斧製作の場とし

て利用されていたことを推測させるよう

な、片岩石斧未製品、 フレイクの集中が

2層上面で検出された。 4 （2層） と同

層出土の1点、 2 （3層） と同層出土の

もの1点、 2層出土の1点と3層出土の

2点がそれぞれ同一個体。 3 (1層）他

3点と22 (P-21覆土）が同一個体。

このように複数の覆土に跨って同一個体

が存在することは、覆土が比較的短かい

期間に堆積したことを示している。

時期：覆土中にⅢ群b－3類土器を含

むことより、縄文時代中期後葉の遺構で

ある。 （鈴木）

遺物：土器 1～4はⅢ群b－3類土

器である。 1は浅く施された縄文地に縦

画
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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図Ⅲ－71 H-27 出土の土器と石器

厚手であるが、浅い縄文を地として、横位に三条沈線文となっているが、押引き文の痕跡のある文様

を施している。 3には結束第1種の羽状縄文、 4には結束の回転文が加えられている。

石器 1はスクレイパーである。自然面を残す縦長剥片を素材とし、背面の下縁に加工が施されて

いる。黒曜石製である。

H-28 (図Ⅲ－72･73、図版Ⅲ-40)

位置: G1-64-43標高23m付近の斜面肩口に位置する。 規模: 2. 17m/1.53m×1.91m/

1．31m×0. 1m 平面形：長楕円形 床面積:2.04㎡ 長軸方向:N-43｡-E

確認・調査・土層: dl中の遺構検出作業によって竪穴プランを確認した。覆土はプラン確認が遅れ

たため、一層のみが残ったに過ぎない。掘り込み面は覆土中にd,が混じっていることからdlの上位

と思われる。

床面：平坦で、 d2を約10cm掘り込んでつくられている。 壁：内湾しつつ外上方向へ立ち上がる。

付属ピット ：柱穴状小ピットは壁面に9個検出できた。小ピットは平均18cmの深さで、ほぼ垂直に掘

られている。竪穴南側には付属ピットが確認された。また竪穴中央部の床面から10cm上の覆土中から

黒曜石のフレイク集中が、東側からは焼土が検出された。これらは竪穴がある程度埋った時期に営ま

れた遺構と思われる。

遺物出土状況：床面遺物はラインa－bより北
ロノ

.’
’

側に多く分布する。覆土出土の1点と、 G,-64

－63 （13点)、 G1-64-44 (2点) G1-64-53

( 1点）出土の土器片とが接合する。

時期：床面からⅢ群b－3類土器が出土してい

ることより、縄文時代中期後葉の遺構である。な

お、黒曜フレイク集中、焼土検出面は、 V群b

類の小形鉢形土器の破片が周囲のグリット出土の

同期土器片と接合することから、縄文時代晩期中

葉の時期のものかと思われる。 （鈴木）

遺物：土器 1～4は、群b－3類土器、 5は

Ｏ
｜
両
Ｎ

~ⅡⅡ

~
。

器
器表Ⅲ－23 H-28出士遺物一覧
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土盾の調査
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図Ⅲ－73 H-28出土の土器と石器

V群b類土器である。 1は結束第2種の原体による施文がみられる。 2は斜行縄文のみられる小片

で二次焼成を受けたためか器面が赤変している。 3には結束第1種の羽状縄文があり、内面には器面

調整の際の擦痕が認められる。 4は底部破片で下端がなで調整されて縄文が一部消されている。 5は

小形の浅鉢形土器の口縁部の破片である。同一個体の破片が周辺の包含層に認められる。

石器 1は石槍またはナイフで、最大幅は中位にある。黒曜石製である。

H-29 (図Ⅲ－74･75、図版Ⅲ－41･42)

位置: G1-64-34標高23.1m付近の緩斜面に位置する。 規模:2.76m/2.58m×1.66m/

1.31m×0. 18m 平面形：隅丸長方形 床面積:3.01㎡ 長軸方向:N-48o－E

確認・調査・土層: G,-64-34の包含層調査中、 Ⅱ黒層を10cmほど掘り下げたところで、隅丸方形
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

状の黒色土が確認され、 この東～南東側にd,+d2の揚げ土の広がりが確認された。土層観察用のベ

ルトを設定し、黒色土を掘り下げる。黒茶色土を10cm～15cmほど下げたところで土器が一括出土し、

その周辺にも遺物が散らばっており、黒茶色土の下を床面として調査を行う。

床面：南西側は風倒木痕の影響により、盛り上がっており、全体的に凹凸が見られる。軟質で、 d2
を浅く掘り込んで構築されている。

壁：全体にゆるやかな立ち上がりで、断面は皿状である。北側の壁は不明瞭である。

炉跡：焼土などは検出されていない。

付属ピット ：柱穴状小ピットは、壁外に12個、床面で1個検出されている。全て直立しており、覆土

は黒褐色土か暗褐色土で、やや粘質である。 HP-2， 3は細く、先端がとがり、打ち込んだよう

に深い。 HP-13は主柱穴と考えられる。

遺物出土状況：床面中央部から、内面を上にし、押しつぶされた状態で、土器が一括出土している。

時期：掘り込み面は不明である。ただF-46、 47， 48が覆土上で検出されており、 これらが縄文時

代中期のものであり、また周辺からⅢ群b－3類土器が出土していることから､縄文時代中期後葉(北

筒式期）の時期と思われる。

風倒木痕の浅いくぼ地を利用したものと思われる。 （和泉田）
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Ⅲ美々3遺跡第H黒色土居の調査

(45×10)表Ⅲ－24 H-29出土遺物一覧
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図Ⅲ－76 H-29出土の石器

遺物：土器 1～15はⅢ群b－3類土器である。 1は口縁部、口唇部、体上部に押引き文の施され

るもので、地文は縄文に結束の回転文を加えたものである。器面の押引き文は鋸歯状の文様を構成し、

下部を2列の押引き文で画している。口縁内面にも縄文が施されている。器形は体部の強くふくれる

特色をもっている。 2は口縁に肥厚帯をもち、口縁部と口唇部には押引き文を加えている。 3は口縁

に小突起のあるもので、口縁の肥厚帯に、 2列の押引き文風の刺突文を施している。 4は無節の縄文

の施されたもので口縁部の内面にも施されている。 5は体部の破片で、縄文地に横位2列の押引き文

を施している。 6は体部に隆起帯のあるもので、隆起帯上にも縄文が施されている。 7は粗い斜行縄

文のみられるもので、 8には結束羽状縄文、 9には複節の縄文、 10には細かい斜行縄文、 11には結束
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図Ⅲ－77 H-30実測図
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

の回転文がみられる。 12は細かい縄文の施された薄手の土器で、 H-25の8と同一の個体に属する

ものとみなされる。 13は結束羽状縄文の施された底部破片で、外側へ強く張り出る傾向がある。器面

の縄文はなで調整によりつぶれている。 14は無文の底部破片である。 15は浅く、粗い縄文のつけられ

ていたとみられるもので、二次焼成によるためか表面の剥落の著しいものである。

石器 1は石槍またはナイフで、身の両側縁は丸味を帯びる。最大幅は中位にある。黒曜石製。

H-30 (図Ⅲ-77～79、図版Ⅲ－41･43)

位置: G,-64-34･35･44･45北東から南西にゆるやかに傾斜する斜面に位置する。標高は

23.2m～22.7mである。 規模:3. 18m/2.83m×2.73m/2.48m×0.3m

平面形：隅丸長方形 床面積: 6.21㎡ 長軸方向:N-72°－E

確認・調査・土層:G,-64-35の包含層調査中、 G,-64-45･→35ラインの断面でⅡ黒層中からの

落ち込みを検出する。このためG1-64-34， 44， 45のⅡ黒層を順次掘り下げ、 10cm～15cm掘り下げ

たところで長円形状の黒色土の輪郭を検出する。またこの東～南側に揚げ土の広がりも確認する。土

層観察用のベルトを設定し、黒色土、 ⅡB+d,<d2を除去した時点で、南西側に円形状の落ち込

みがあり、 この中から遺物が多数出土する。覆土上層は堅く、覆土下層は南西側の一段くぼんだとこ

ろにあり、 ⅡB+d,>d2で堅く、 10cmほどの層厚がある。

床面：全体に南西側にゆるやかに傾斜する。凹凸があり、 d2中に構築されている。南西側は1.62m

X2m×0. 1mの長円形状に落ち込んでいる。更に南西コーナーには0.7m×0.7m×0.1mの小ピット

がある。所謂先端ピットと思われる。この壁際には0.8m×0.6mの長方形状の段状部分が検出されて

いる。

壁：西壁は急傾斜の立ち上がりで、南、北壁はゆるやかな立ち上がりである。壁高は0.22m～0.3m

である。

表Ⅲ－25 H-30出土遺物一覧
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図Ⅲ－78 H-30 出土の土器
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Ⅲ美々3遺跡第H黒色土居の調査
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図m-79 H-30出土の石器

炉跡：焼土などは検出されていない。

付属ビット ：柱穴状小ピット29個検I付属ビット ：柱穴状小ピット29個検出されている。 HP-1～10は壁外にあり、覆土はⅡB<d,の

暗灰色土である。 HP-4， 8， 9、 10は内傾しているが、他は浅いくぼみ状である。 HP-11~

21は壁面中にあり、直立している。覆土は軟質の黒茶色土である。 HP-22～26, 29は、径約10cm、

深さ10cmほどの抗状のものである。 HP-27は主柱穴と考えられる。

遺物出土状況：主に南西側の一段低いところ、特に先端ピット中でかたまって出土している。

時期：掘り込み面はⅡ黒層上位である。出土土器はⅢ群b－3類土器であることから、縄文時代中

期後葉（北筒式期）の時期と思われる。 （和泉田）

遺物：土器 1～16はⅢ群b－3類土器である。 1は口縁の肥厚帯に縄文を地として、へラによる

押引き文風の刺突を加えるものである。口唇上にも刺突文が加えられている。 2は口縁に沿う位置と、

やや下の位置に押引き文を加えるものである。 3は口縁部と口唇部に同一の施文具による押引き文の

施されたものである。 4 ． 5 ． 7 ． 10は器面に縄文を施し結束の回転文を加えている。 5の器面には

爪によるかとみられる不規則な圧痕がある。 6には縄端の圧痕とみられる文様がある。 8は横位に押
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

引き文を施すものである。9 ． 11～13はやや薄手のものでノダップⅡ式的である｡14～16は底部で14.

15はやや外側へ張り出す。

石器 1は有茎鍼。主剥離西側は基部と尖端部にのみ加工が施されている。 2～4は石槍またはナ

イフ。いずれも最大幅が中位にあり、茎部と身の境が明瞭に区別されている。 2は身の両側縁が湾入

して細くなっている。 5はスクレイパーで、縦長の剥片を素材とし、背面の周縁に加工が施されてい

る。右側縁の上部にはえぐり込みがある。 1～5はすべて黒曜石製である。 6は黒色片岩製石斧で、
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

主面は敲打調整を経ず研磨調整を行う。 7は黒色片岩石斧素材。扁平な棒状転礫の端部を使用面とし

たたたき石に用いる。 8は細粒砂岩砥石で粒子はそろっていないがよく固結している。色調は灰白色

を呈する。板状の断面形をもつ。

H-31 (図Ⅲ－80･81、図版Ⅲ-44)

位置: G1-63－74， 75， 84， 85標高24mの台地上に位置する。 規模:4.6m/4.1m×3.2m

/2.85m×0.2m 平面形：楕円形 床面積: 8.97㎡ 長軸方向:N-32o－E

確認・調査・土層： Ⅱ黒層上部の調査中黒色土の落ち込みが検出され、その周囲には遺構の掘り上げ

土と考えられるd,が広がっていたため、東西南北の2本のトレンチを掘って調査した。黒色土を掘

り下げるとd,とd2の混じった褐色土があり、その下でd2の面に達し、床面と壁を検出して竪穴で

あることを確認した。掘り込み面はⅡ黒層上部である。

表Ⅲ－26 H-31出土遺物一覧
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図Ⅲ－81 H-31 出土の土器と石器

床面：床はd2をわずかに掘り込んでいて、ほぼ平坦である。

壁：壁は緩やかに立ち上がる。

炉跡：床面の中央からやや北側で焼土がlか所検出された。

付属ピット ：北側の先端部にピットが1基検出された。柱穴状小ピットは竪穴の内側に19個、外側に

2個検出されている。

遺物出土状況：遺物点数は少なく散点的な出土状態であった。床面ではⅢ群b－3類土器が出土し

ている。

時期：出土遺物からⅢ群b－3類の北筒式土器の時期と判断される。 （工藤）

遺物：土器 1～4は、群b－3類土器である。 1は円形文のあるもので、補修孔のあけかけた痕

跡がある。 2は地文の上に斜方向の押引き文の加えられたものである。 3は無節の縄文のあるもので

原体はRとみられる。 4は斜行縄文のみられる小片である。

石器 1は有茎鍍で、黒曜石製である。 2は緑色泥岩製垂飾で主面・側面とも若干凸面状を呈して

いる。

H-32 (図Ⅲ-82、図版Ⅲ-45)

位置: G,-63-22･23･32･33標高23.7mの台地上に位置する。 規模: 1.95m/1.55mX

1.33m/1.33m×0.35m 平面形：隅丸台形状 床面積: 1.23㎡ 長軸方向:N-85o－E

確認・調査・土層:G2-63-23の包含層調査中、 Ⅱ黒層純腐植黒色土居を除去し、遺構検出作業に

２
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

よって竪穴プランの南東部分を確認し、 Ⅱ黒層を2回掘り下げたところで他のう°ランを確認する。覆

土は3～5層と流れ込み土（2層）で構成される。掘り込み面はⅡ黒層を2回掘り下げた面である。

床面：平坦で、 d2を約26cm掘り込んでつくられている。 壁：内湾しつつ上方向に立ち上がる。

表Ⅲ－27 H-32出士遺物一覧
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図Ⅲ-82 H-32実測図
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m美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

数の覆土に跨って同一個体が存在することは、覆土が比較的短かい期間に堆積したことを示している。

時期：覆土下層にⅢ群b－3類土器が含むことより、縄文時代中期後葉の遺構である。 （鈴木）

遺物：土器 1～5はⅢ群b－3類土器、 6はⅣ群a類土器である。 1は結束羽状縄文の施された

ものである。 2 ． 3は斜行縄文のみられるもの、 4 ． 5は結束の回転文の加えられているものである。

6は内面が平坦に調整され、器面にはLRの原体と縦位に施文した縄文がみられる。

石器 1 ． 2は有茎鍍。 1は薄手の剥片を素材とし、背面、主剥離面側ともに周縁にのみ加工が施

されている。 2も剥片の周縁にのみ加工が施されたものである。 1 ． 2は黒曜石製である。

H-33 (図Ⅲ-84、図版Ⅲ-46)

位置: G2-64-04．05 ． 14･ 15北東から南西に傾斜する斜面に位置する。 標高は17.2m~

16.2mである。 規模: 3.23m/2.87m×2.77m/2.46m×0.41m 平面形：卵形 床面積：

5.36㎡ 長軸方向:N-47°－W

確認・調査・土層: G2-64-15周辺の包含層調査中、 Ⅱ黒層を5cm～10cm掘り下げたところで、 Ⅱ

黒にdlの黄灰色土が班点状に混入する土が広がり、円形状にⅡ黒を多く残す部分が確認された。土

居観察用のベルトを設定し、それに沿って小トレンチを入れ、床、壁の検出作業を行う。覆土は厚く、

ほぼ30cm～40cmの層厚のあるd,+d2<IBの混合土である。

床面：西側に傾斜し、やや凹凸がある。 d2中に構築されている。

壁：全体に急傾斜の立ち上がりで、北、東壁高は約40cm、南、西壁高は20cm～30cmである。

炉跡：焼土などは検出されていない。
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H－33

層位 1 ．木根痕 2．暗灰色土（U

Bに黄灰色土が斑点状に混入） 3．
黒士卜層 4．黒土下層 5．黒茶
色士(IB<d､d2) 6.暗灰茶
色土(d,>d2) 7.黒茶色土( I]
B+dl+d2) 8．黒茶色土(d,+
d2) 9． d2>5

図Ⅲ－84 H-33実測図
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

付属ピット ：柱穴状小ピットは ~『2‘

1l個検出されている。壁際と床

面から検出され、全体に浅く、

直立している。覆土はⅡB+

d2<d,で汚れている。東壁際

にある2個はやや内傾している。

遺物出土状況：覆土、床面から

の出土遺物はない。

時期：掘り込み面はⅡ黒層上位

である。周辺よりⅢ群b－3

類土器が出土していることから、

縄文時代中期後葉（北筒式期）

の時期と思われる。

1
ｈ

Ｏ３

９

７

５７Ⅱ

９

④

II-33はH-34を切ってつ ､旧53 ~ ,剛5

盃 T －－． － → ／イー声1 rl 、 O '7．40

O

b l 1 1 ， 1
0．5 lm

l

くられている。 （和泉田） ~一

H-34(図Ⅲ-85、図版Ⅲ-46)

位置: G2-64-04･05北東

から南西へ傾斜する斜面に位置

する。標高17.3m～16.6mであ

る。 規模: (2.3)m/る。 規模: (2.3)m/

H 34

層位 1 ． IIB＞暗灰黄色土（斑点状に混
入） 2．暗褐色土( IIB>d,) 3.黒
褐色土(IB+d,) 4.茶灰色土（｡,十
d2) 5.黄榿色土(d2>dl ) 6.暗茶
褐色土(d,>d2) 7．暗灰色士（ⅡB＜
dl ) 8.黒灰色土 9．茶灰色土（。,＞
d2） 10．暗灰褐色土 11．茶褐色土

図Ⅲ－85 H-34実測図

(1.83) m×1.94m/1.55mX

0.37m 平面形：楕円形 床面積:2.14㎡ 長軸方向:N-42°－W

確認．調査．土層: H-33の調査中、南東壁に落ち込みが確認される。 G2-64-05のⅡ黒居を5cm

~10cmほど掘り下げ、 IB>暗灰黄色士（班点状）のところで長円形状の黒褐色土を検出する。土

層観察用のベルトを設定し、覆土を掘り下げ、床、壁を確認する。覆土はd,+d2の混合土で、厚く

堆積する。

床面：南西側に傾斜し、凹凸がある。 d2中に構築されている。

壁：全体に急傾斜の立ち上がりである。東壁高は約30cm、南、西壁高は約20cmである。

炉跡：焼土などは検出されていない。

付属ピット ：柱穴状小ピットは壁際、壁面中に5個検出されている。覆土はⅡB<d,+d2で汚れ

ている。すべて内側に傾いている。

遺物出土状況：床面、覆土から遺物は出土していない。

時期：時期を決定し得る遺物は出土していない。掘り込み面はⅡ黒層下位である。また周辺よりⅢ群

b－3類土器が出土していることから、縄文時代中期後葉（北筒式期）の時期と思われる。

東壁に、 0.6m×0.15mの長方形状の段状のものが検出されている。また本遺跡はH-33に切られ、

H-37を切って構築されている。 （和泉田）

H-36 (図Ⅲ－86･87、図版Ⅲ-46)

位置: G2-63-02， 12標高23.7mの台地上に位置する。 規模: 1.78m/1.63m×1.25m/

1.21m×0.45m 平面形：卵形 床面積: 1.31㎡ 長軸方向:N-84o－E

－1ワ1－
上白▲



Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

確認・調査・土層: G2－63-12の包含

層調査中、 Ⅱ黒層を2回掘り下げ、遺構

検出作業によってう°ランの北側を確認し、

3回掘り下げたところでう°ランの南側を

確認する。覆土は壁際の流れ込み土が見

られず、大部分は4層の黒色土(1cm~

1.5cm大のdlを非常に多く含む）である。

掘り込み面はⅡ黒層2回目掘り下げより

も上位である。

床面：平坦で、 d2を約15cm掘り込んで

つくられている。 壁：内湾しながら

外上方へ立ち上がる

付属ピット ：柱穴状小ピットは壁面に3

個検出できた。小ピットの深さは平均

37cmで、床面に対する角度は約73°であ

る。内側に傾いている。

遺物出土状況：床面からの遺物出土はな

く、ほとんど3層からの出土である。 1

（3層） と同居出土の2点、 4層出土の

2点は同一個体。 3 （3層） とH-21

覆土上層出土の1点とが接合する。この

1 24．00 1

ｄ
’24．00Ｃ

ｌ O lm

i l | ' !Oi5

H－36

層位 1 . IB(純腐植黒色土) 2.
UB 3.黒色土 4.黒色士(1~
1.5cm大のdlを非常に多く含む）

〃

〃口

図Ⅲ-86 H-36実測図

表Ⅲ－28 H-36出土遺物一覧
一
Ｂ
■
巳
も

（
Ｕ
Ｉ

IOcm l
l

負
）
ユ

図Ⅲ－87 H-36出土の土器と石器

ように複数の覆土に跨って同一個体が存在することは、覆土が比較的短かい期間に堆積したことを示

している。また、接合関係から、 H-21とH-36は煉瓦台式期の頃にほぼ埋っていたことを示して

いる。

時期：覆土下層にⅢ群b－3類土器を含むこと、 H-21と土器の接合関係があることから、縄文時

代中期後葉の遺構である。 （鈴木）

遺物：土器 1～3はⅢ群b－3類土器である。 1は斜行縄文のやや不規則に施されたもの、 2

は結束第2種の回転文の加えられたものとみられる。 3は整った斜行縄文の施されたもので、煉瓦台

式の趣きがある。 H-21の資料と接合する。

石器 1は凝灰岩たたき石（？）。楕円礫を素材とする。風化が著しい。

H-37 (図Ⅲ-88、図版Ⅲ-46)

位置: G2-64-05北東から南西に傾斜する斜面に位置する。標高は17.4m～16.5mである。
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

規模: 2.44m/2.08mX

1.66m/1.4m×0.37m

平面形：略卵形 床面積

： （2.27）㎡

長軸方向: N-37o－E

確認・調査・土層: H-

34の調査中、南東壁に落ち

込みが検出される。 G2-

64-05のⅡ黒層を15cm~

20cmほど掘り下げたところ

で、 H-34に切られてい

るが揚げ土の広がりが確認

される。土層観察用のベル

トを設定し、揚げ土状の土

を掘り下げる。長円形状の

IB+d,+d2の混合土

を検出する。混合土を除去

し、床、壁の検出作業を行

なう。覆土は黒褐色土の混

合土で、 ほぼ床面上まで厚

く堆積している。一度に堆

床面：南側に傾斜している

合土で、 ほぼ床面上まで厚

.’
T58

752

○
叩
・
卜
’

34

｡
０

６

２

５６

ア

０

16‘8416‘26

」
Ｏ

ｂ

|m

l
0．5

1ｑ
’

H－37

層位 1 . IB+d,+d2 2．暗灰褐色土（軟
質）

図Ⅲ-88 H-37実測図

く堆積している。一度に堆積した状況を示している。

床面：南側に傾斜している。平坦である。 En-L中に構築されている。

壁：全体に急傾斜の立ち上がりで、北、北東壁は深い。

炉跡：焼土などは検出されていない。

付属ピット ：柱穴状小ピットは壁面中に7個検出されている。覆土はd,+d2あるいはⅡ B+d,で

汚れた土である。すべて内側に傾い

ている。

遺物出土状況：床面、覆土から遺物

は出土していない、和泉田）

時期：時期を決定し得る遺物は出土

していない。掘り込み面はⅡ黒層下

位(d,直上）である。周辺からⅢ

群b－3類土器が出土しているこ

とから、縄文時代中期後葉（北筒式

期）の時期と思われる。

南西壁に浅い段状のものが検出さ

れている。本遺跡はH-34に切ら

れている。

.’

◎
の
。
ｎ
Ｎ

.’
23．50

一旦H－42C

層位 1 ．黒色土( lcm大のd2
十0.5cm大のdl 締りが弱い）
2．暗褐色土（ l～1.5cm大の
dlを多く含む）認繍 謬溌鯵…

図Ⅲ－89 H-42実測図
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

表Ⅲ－29 H-42出土遺物一覧

H-42 (図Ⅲ-89、図版Ⅲ-47)

位置: G2-63-36･37標高約23.3mの斜面肩口に位置する。 規模:2.05m/1.85m×1.83m

/1.59m×0. 14m 平面形：円形 床面積:2.42nf

確認・調査・土層：Ⅱ黒層を2回掘り下げたところで竪穴プランを確認する。覆土は壁際の流れ込み

土（2層） と遺物を多く含む黒色土( 1層）で構成される。

床面：平坦で、 d2を床面としている。 壁：内湾しながら上方へ立ち上る。

付属ピット ：柱穴状小ピットは壁面に6か所検出できた。小ピットの深さは平均20cmで、床面に対す

る角度は65。で、内側に傾いている。

遺物出土状況：床面遺物は竪穴北東側に多く分布している。 1層出土の3点と2層出土の1点が同一

個体である。このように複数の層に跨って同一個体が存在することは覆土が比較的短い期間に堆積し

たことを示している。

時期：覆土中にⅢ群b－3類土器が含まれることから、縄文時代中期後葉の遺構である。 （鈴木）

H-44 (図Ⅲ－90･91、図版Ⅲ－47･48)

位置: G1－64-73標高約22.5m、台地縁の緩斜面に位置する。 規模:2.5m/2.1m×(2.3)m

／（2.O)m×0.25m 平面形：略円形 床面積:3.42㎡ 長軸方向:N-70°－W

確認・調査．土層: d2まで掘り下げた段階で黒色土の落ち込みを確認した。落ち込みの南側斜面に

はEn-aパミスが多量に認められたことから風倒木痕と考えていたが､調査の結果､風倒木痕を切っ

.’

○
両
・
Ｎ
ＮA

＋

七
~
.’

Ｏ
Ｉ

b H－44

層位 ， 。黒褐色土(IB>

dl+d2) 2.黒色土(IB
>d2炭化物混入）

22. '0q
~

図Ⅲ-90 H-44実測図
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

てつくられた住居跡であることがわかった。

床面：床面は地形にそって南西側に傾斜している。 d2を床面としているが、斜面上方ではEn-L

層まで掘り込んでいる。風倒木痕を切っているためEn-aパミスを床面としている部分もある。

壁：壁は緩やかに立ち上がる。斜面の下方では壁を検出できなかった。

炉跡：焼土‘炭化物等は検出されなかった。

表Ⅲ-30 H-44出土遺物一覧

幾艸弓辨職1

別

M11MUI"
591 11 2聖 缶陛 uKF.c.｣LLiLmi!7 581 189 7158 189

鮎
2~
総副

－
４ ４
’
２

ｍ
－
４

’
２
－
緬

課|sil,|-631I|-21 ,,91汁引蔬愉H211 26;
2

２

ふ
づ
も

’
I

／

図Ⅲ-91 H-44出土の土器

付属ピット ：柱穴は検出されなかった。

遺物出土状況：床面から10cmほどのレベルでⅢ群b－3類の大型破片が出土した（図Ⅲ-90)。

時期：出土遺物からⅢ群b－3類の北筒式土器の時期と思われる。 （工藤）

遺物：土器 1～11はⅢ群b－3類土器である。 1は口縁部がさほど外反せず、口縁部と口唇に押

引き文を施し、内面には縄文を施している。 2は口縁部にのみへラ状工具により押引き文を施す。 3

は先端が三叉に分れた工具により、 2段に押引き文を施したものである。内面は平滑に調整されてい

る。 4は口縁の少し下の肥厚部に貼付帯をめぐらせ、貼付帯上に刺突文を加えたものである。器面に

は結束羽状縄文が施されている。 5は口縁の肥厚帯に縄文を施し、浅い円形文を施すものである。 6

は口縁の肥厚帯部分であるが結節の回転文が認められる。 7は結束羽状縄文の施されたものである。

8は整った斜行縄文の施されたものである。 9は浅く斜行縄文の施されたものである。 10は底部で外

側へ張り出している。 11は内面の磨かれた薄手の土器で、 ノダップⅡ式とみなされる。
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

表Ⅲ－31 H-46出土遺物一覧

.’

○
Ｎ
・
Ｏ
Ｎ

〃;輝蕊u‘域撫
も‘ "･銘､

0 5 10cm
I 合 ： ． ． I
F ･一一､ ■ 畳ﾛ

図Ⅲ－93 H-46出土の土器
.’
Im

l

。20．30C
~

H-46 (図Ⅲ－92･ 93、図版Ⅲ

－48．49）

位置: G2-64-10北東から南

西に傾斜する斜面に位置する。

標高は20.22m～19.23mである。

規模: 1.5m/1.4m×1. 18m/

1.08m×0.3m 平面形：楕円

形 床面積： 1．21㎡

長軸方向:N-43o－W

確認．調査．土層: G2-64-10

形状に検出される。土層観察用の

H－46

層位 1 ．黒茶色士

(d,>IB) 2.

暗茶色士(d,>d2)

3．黒茶色土 4．

暗茶褐色土(d,+d2

>En-L)

P

e 20. 1O ~
~~

図Ⅲ-92 H-46実測図

の包含層調査中、 dl直上でⅡB<d, 、 d,+d2の混合土が長円形状に検出される。土層観察用の

ベルトを設定し、調査を行う。覆土はⅡB<dl 、 d,+d2の土が流れ込んだ状態で堆積し、 この下

には黒茶色土が堆積している。

床面：ゆるやかに南西側に傾斜している。堅く平坦である。 En-L層中に構築されている。

壁：南西側は壁の立ち上がりは認められない。他はほぼ急傾斜で立ち上がり、北東壁高は約30cmであ

る。

炉跡：焼土などは検出されていない。

付属ピット ：壁外20cm～40cmのところに10個の柱穴状小ピットがめぐっている。覆土はEn-L+

d,+d2の汚れた土で、直立している。 HP-5， 6は細い杭状のものである。

遺物出土状況：床面上よりⅢ群b－3類土器が出土している。覆土下層からも同時期の土器や、 フ

レイクなどが出土している。

時期：掘り込み面は不明である。床面、覆土から出土している遺物、 また周辺からも同時期の土器な

どが出土していることから、縄文時代中期後葉（北筒式期）の時期と思われる。 （和泉田）

遺物：土器 1 ． 2はⅢ群b－3類土器である。 1には斜行縄文、 2には結束第1種の羽状縄文が

認められ、 ともにやや厚手である。
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

(2) 土壌（図Ⅲ-94～102、図版Ⅲ-49～54)

検出された33基の土擴には、調査区の①北東部台地上の平坦部で5基(P-8 ･ 9 ･11～13)@

南東部台地から斜面肩口にかけて11基(P-15 ･ 21 ･ 30～33･49･109･110･113･114)③中央部

台地上から斜面肩口にかけて12基(P-73･87～89･92～94･103～105･111)④③の南側の斜面

に5基(P-95 ･ 101 ･ 119～121) と大きく四つのまとまりが見られる。 これは住居跡のまとまりと

ほぼ重なる傾向にある。本土曠はⅡ黒層中、あるいはd1 ， d2上面などで検出されたもので、掘り込

み面は明らかではないが、ほぼⅡ黒層上位であろうと推測される。平面形は楕円形、長円形のものが、

大半であるが、他に卵形のもの(P-15 ･ 95･ 110･ 113)、 あるいは溝状のもの(P-119 ． 121)

などもある。長径は0.4m～0.9mのものが13基、 1.0m～1.8mのものが14基で、他に0.3m以下のも

のが1基(P-33)、 2mを超えるものが4基(P-8 ･ 12･ 13･89)ある。深さは0.1m～0.3m

前後のものが大多数であるが、 P-101ように0.7mと非常に深いものもある。曠底は平垣で壁は急

角度､やや急角度で立ち上がっているもの(P-8 ･ 12･ 15 ･33･49･89･91～93･ 101 ･ 103･ 104･

121） と曠底の中央部がくぼみ、壁・擴底の断面が皿状あるいは半円状のものとがある。覆土は黒色

土が全体に堆積するもの(P-30･31･32･49)､流れ込みの状態を示すもの(P-8･88･93･95 ･

104)、埋め戻し状の様相を見せるものとがある。遺物は覆十卜層から出土しているものがほとんどで、

曠底から遺物が出土しているのはP-8 ･ 109･ 110のみである。覆土上層出土の遺物は曠底中央部

に向って傾いているものが多い。またP-15と33は台石と石皿が立った状態で、 P-49は台石が傾

いた状態で出土している。
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本土擴の性格は余りはっきりしない。ただ、台石・石皿が立った状態で出土しているP-15･33、

またP-49は土曠墓の可能性が考えられる。 P-119 ･ 121は溝状の平面形で、擴底に杭状の小ピッ

トが検出されていることからTピットを想定して構築されたものかとも考えられる。 P-101は他

の土壌に比べて規模が大きく、覆土も揚げ土状の土が一気に入り込んだ状況を示しており、あるいは

H-33との関連性も想定されるが、判然とはしない。本土曠の覆土、擴底から出土する出器片はⅢ

群b－3類に相当するものであり、縄文時代（中期）後葉の時期のものと思われる。 （和泉田）
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査
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図Ⅲ－94土塘（中期） 実測図(1)
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査
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2 縄文時代中期の遺構と遺物
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

遺物：土器P-8 ( 1～6)、 P-ll (7)、 P-13 (8～19)、 P-21 (20～23)、 P-23 (24･

25)、 P-31 (26)、 P-31 (26)、 P-32 (27～29)、 P-33 (30～32)、 P-49 (33)、 P-73 (34

～42)、 P-87 (43～46)、 P-88 (47～49)、 P-91 (50)、 P-92 (51～53)、 P-93 (54～60)、

P-94 (61～65)、 P-95 (66･67)、 P-101 (68～70)、 P-103 (71)、 P－104 (72～74)、 P

－105 （75．76）から出土している。 6 ．39．42はⅣ群a類土器、他はⅢ群b－3類土器である。

1は口縁部に押引き文が3段施されているものである。 2は結束第2種の原体による縄文が施され

ているものである。 H-17の6と同一個体に属する。 3は結束第1種の斜行縄文の施されているも

のである。 4は結束羽状縄文の地にへう状工具による押引き文の施文されたものである。 H-11の

1 、 H-12の1 、 H-29の5と同一個体に属する。 5は結束第2種の斜行縄文の施されているもの

である。内面にも施文されている。 6は縦位施文の縄文の施されているものである。 7は斜行縄文を

施したのち、 なで調整がなされているように見えるものである。一部に結節の回転文がある。 8は口

唇から口縁にかけて、 4段押引き文の施されているものである。縄文に結節の回転文が加えられてい

る。 9は口縁が三角形をなすように肥厚し、口唇に刺突を加えている。 10は結束第2種の原体による

縄文の施されたもので、縄文は粗い。口唇にも施されている。 11は口縁に山形隆起部をもつもので、

半裁竹管状工具による押引き文を施している。 12は粗い縄文の施されているもので、 10と同一個体か

とみられる。 13は浅く粗い縄文の施されているものである。 14は結束第1種の羽状縄文の施されてい

るものである。 15は斜行縄文の施された厚手のもので、縄文は浅い。 16は羽状縄文が浅く施されてい

るもので、結束第2種の原体によるものかとみられる。 17は斜行縄文に結節の回転文の加えられてい

るもので、角の張り出す特色をもつ。 18は無節の縄文の施された山形薄手のものである。 H－6の

19と同一個体とみられる。 19は器面が磨滅しているが、縄文の形跡がある。薄手である。 20は結束第

2種の縄文に結節の回転文を加えたものかとみられる。21は浅く縄文の施されたもの、 22は結束第1

種の羽状縄文の施されたもの、 23は浅く無節とみられる縄文の施されているものである。 24は赤色顔

料を含むもので、斜行縄文が施されている。25は浅く縄文の施されているものである。26は縄文施文

後になで調整のなされているものである。 27は無節の縄文の施されているもので、口縁部にへう状工

具による押引き文が施されている。 28は粗い縄文が深く施されている。 29は斜行縄文が浅く施されて

いる。30は結束第2種の縄文に結節の回転文が加えられている。31には結束第2種の縄文が認められ

る。32は小形でやや薄手の小片である。H-30の13と接合する。33は斜行縄文の施された小片である。

34は薄手の小形の土器とみられる。内外面に縄文が施され、結節の回転文も加えられている。口唇に

押引き文が施されている。口縁には竹管文状の円形文が施されている。35は口縁に肥厚帯のあるもの

で、押引き文風の刺突文が施されている。 36は貼付帯のあるもので、貼付帯は、横位の2帯に重ねて

縦位に施されている。 37は内面が滑かに調整されているもので、浅い縄文が施されている。 38は粗い

縄文が浅く施されているものである。 39は器面に縦位施文、貼付帯上に横位施文の縄文を施すもので

ある。40は内外面とも赤味をもつもので、縄文が浅く施されている。 41は縦行気味の縄文の施された

底部で、角が張ります。42は縦位施文の縄文が認められるもので、底部の角は丸味をもつ。43は口縁

に小突起があり、口縁部に肥厚帯を設け、押引き文を3段に施している。肥厚帯下縁の無文部に円形

文を配する。体部の縄文は特殊な原体によるもので、 H－6の2と同一の原体とみなされる。43は、

内面や口唇の調整が丁寧であるのに対し、 H－6の2は内面に凹凸が認められ、口唇の形態を整っ

ていない。器壁も43に比べて薄くつくられている。別個体ではあるが、同一人か、 もしくは親子で製

作したものかと想われ、時期的な差はないものと考えられる。44は口縁の肥厚帯に2条押引き文を施

すものである。45は口縁部に押引き文風の刺突文を施すものである。46は肥厚帯下縁に貼付帯をめぐ
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

らし、口縁部に押引き文、貼付帯上に斜方向からの刺突文を施している。赤色顔料の付着が認められ

る。47は結束第2種の縄文が施されている。48は浅く縄文の施されているものである。49は浅く施さ

れた縄文に結節の回転文を加えたものである。50は縄文の浅く施された小片である。51は縄文に結節

の回転文を加えている厚手の土器である。52は浅く縄文の施されているものである。53は条の乱れた

縄文の施されているもの、 54は山形隆起部をもち、押引き文を施すものである。55はやや薄手のもの

で、結束羽状縄文が施されている。口縁はへうによりなで調整されている。56は結節の回転文のみら

れるもので、内面は平坦に調整されている。57．58はやや条の乱れる縄文が施されている。59は浅く

斜行縄文の施されているものである。60は内面が滑かに調整されているもので、器面に隆帯があり、

整った縄文が施されている。61は口縁部の幅がせまく、内面にも縄文の施されているものである。 62

は小形のもので、条の乱れた縄文が施されている。63は羽状に縄文の施されているものである。64は

内面が平坦に調整されていて、浅く施された縄文の間に縦位の擦痕が認められる。 65は口縁の山形隆

起部の破片で、 2段に押引き文が施されている。66は浅い縄文の認められるものである。 67は粗い縄

文が浅く施されたものである。68は斜行縄文に結節の回転文を加えるものである。69は口縁の断面形

が三角形に調整されているもので、口縁部は無文である。70は斜行縄文に結節の回転文の施されたよ

うにみえるが定かでない。器壁に凹凸があり、かなり大形の土器の破片とみられる。 71は薄手の土器

であるが、縄文は深く施されている。口唇は平坦に調整され、口唇がわずかに隆起する。口縁部は無

文である。 72は赤味を帯びたもので、縄文が深く施されている。73は器面の一部に擦痕のあるもので、

縄文は浅い。74は底部近くの破片で、結束第1種の斜行縄文が施されている。75は浅く縄文の施され
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m美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

ているものである。76には結節の回転文が認められる。

石器 9 (P-73)は石槍またはナイフ。最大幅は上位にある。身の表面は再加工されている。

身の部分は本来もう少し長かったと思われる。黒曜石製。 10 (P-87)はスクレイパー。幅の均一

な縦長剥片を素材とし、背面の右側縁に急角度の刃部が作り出されている。黒曜石製。 11～18 (P

-91）は石槍またはナイフ。 11～16． 17は木葉形にちかい。最大幅は中位にあるものが多い。 11 ． 12．

15． 16の身の側縁には部分的に刃つぶれが認められる。 7点とも厚みがあり、他の石槍またはナイフ

に比べて、長さ・幅の割に重量がある。また剥離が大きめで全体に荒い印象を受ける。これらは未製

品の可能性がある。すべて黒曜石製である。 19 (P-109)は石鍍。自然面を残す薄手の剥片を素材

とし、剥片の縁辺に加工が施されている。黒曜石製。

1 ． 2はP-15出土のものである。 1は安山岩石皿で、使用面は平坦。 2は砂岩台石で、使用面

は凸面、風化が著しい。 3 (P-32)はカンラン岩敲石、亜角転礫を素材とする。 4 ･ 5はP-21

出土のものである。 4は緑色泥岩石斧未製品。両側縁と刃部予定部分は剥離調整が施される。側縁調

整によって剥落した未製品片である。 5は縁色泥岩石斧素材、断面が偏平な棒状の転礫。 6 ． 7は

P-33出土のものである。 6は安山岩石皿で、使用面は片面で平坦である。 7は安山岩台石。 8 (P

-49）は安山岩台石、片主面に加熱による剥落がみられる。20．21はP-110出土のものである。20

は黒色片岩石斧。両側縁は剥離調整され、主面は未調整である。 21は片麻岩すり石、片方の主面に光

沢がある。22 (P-113)は緑色泥岩石斧未製品。側縁は敲打調整され、主面は一部礫面をのこす。

23 (P-114)は黒色片岩石斧。ほぼ全面にわたって研磨調整を施す。刃縁と直交する方向に条線痕

がみられる。

(3)焼土（図Ⅲ－103～106、図版Ⅲ－55･56)

縄文時代中期後葉として報告した焼土は、 85か所であった。内訳は、焼土中にあり、被熱している

Ⅲ群b－3類土器を含む例が12か所、焼土中にⅢ群b－3類土器を含む例が17か所、付近からⅢ群b

－3類土器が出土している例が56か所であった。焼土の分布は、東側がG,-20ライン、西側がG2

-40ラインの標高22m～23.6mの斜面肩口付近に集中している。また焼土の分布は、 Ⅲ群b－3類

土器の集中域と重複する傾向がみられる。焼土の断面形は動いている例を除くと、焼土上面が凹むも

の19例、焼土上面が凸るもの7例であり、断面凹形の焼土がやや多く存在するといえる。検出面が4

回目以降の焼土は他の遺構と掘り込み面が対応しない。 しかし、土器が出土していることから掘り方

をもった焼土である可能性が高い。

2回目検出面焼土：群を形成せず散点的に分布する。

3回目検出面焼土： 3個の小群が標高23m付近に散在している。 A群(G,-64-43･44)、 B群

(G,-63-89･G,-64-80)はすべて断面凹形の大型焼土で構成される。C群(G2-63-17･26)

は凸断面形焼土を1つ含む中型の焼土で構成される。また、 これらの検出面はH-4 ･30･33の掘

り込み面と対応する。

4回目検出面焼土： 5個の群を形成し、斜面肩口からG2ラインに沿って台地上に分布する。 A群

(G1-64-51 ･61)は中型の焼土で構成される。 B群(G,-63-78)、 C群(G,-63-86･94･

95． 97～99）は4回目検出中の焼土群の中では最つとも広く分布し、小型の焼土で構成される。 D

群(G」-63-92)、 E群(G2-63-15･16)は断面凹形のF-95を含み大型の焼土で構成される。

5回目検出面焼土：これらはG1-63-87･88･96･98に集中し、中期焼土の中で最大の焼土群と

なっている。個々の焼土の規模は中型である。 F-70･78からは炭化したクルミの殻皮片が出土し

ている。
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dl直上付近検出面焼土：斜面肩口と台地北東部

に群を形成する。 この検出面の焼土は、大型で凹断

面をもち、遺物の種類数が多いことが特徴である。

A群(G,-64-25･34･43･51～53)、 F-47 ･

55から炭化したクルミの殻皮片が出土した。 B群

(G,-63-98･99)は小型の焼土で構成される。

C群(G2-63-06･16･17･25･35)は大型で凹

断面の焼土を多く有する。 F-92からは炭化した

クルミの殻皮が、 F-94からは炭化したクルミの

殻皮片と炭化したキハダ属の種子が出土した。 D

群(G,-63-15･23～25･33･36)は中期焼土群

の中では最とも大きな焼土によって構成されている。

F-3 ･ 4からは炭化したクルミの殼皮片が出土

している。

群を構成する焼土の特徴を、断面形ごとに面積・

遺物種類数．遺物点数について比較して説明するこ

とにする。断面凸形焼土の平均面積は0.15㎡、平均

遺物種類数は3.1種、平均遺物点数は43.3個である。

表Ⅲ－33検出面別焼土一覧
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図Ⅲ－104焼土（中期） 実測図

断面凹形焼土のそれは0.28㎡、 3.83種、 54.5個である。二者を比べると凹形焼土は大規模で遺物組成
が豊富であり遺物点数が多い。凸形焼土は凹形焼土と対称的である。以上より、凹形焼土は掘り方の

存在を加味すると、掘り込みをもつ定置的な遺構で屋外炉のようなもの、凸形焼土は焚火のような一

時的な遺構であろう。 （鈴木）

遺物：土器F-3 ( 1 )、 F-36 (2～7)、 F-37 (8)、 F-44 (9)、－48 (10･ 11)、 F－

52 （12)、 F-53 (13)、 F-55 (14･ 15)、 F-60 (16～18)、 F-61 (19･20)、 F－70 (21～23)

F-73 (74)、 F-80 (25～27)、 F-100 (28･29)、 F-103 (30～33)、 F-109 (34)、 F-112

（35)、 F-113 (36)から出土している。すべてⅢ群b－3類土器である。 1は粗い縄文の施され

た小片である。 2は結束羽状縄文の施されているもの、 ’3は器面がなで調整され無文のもの、 4はか

すかに縄文の痕跡のあるもの、 5はやや粗い縄文の施されたもの、 6は器面の磨滅が著しく、縄文の
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＜二＞ 1
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図Ⅲ－106焼土（中期） 出土の石器

形跡がわずかに認められるもの、 7は粗い縄文の施されているものである。 8は斜行気味のやや細か

な縄文の施されているものである。 9は器面の磨滅の著しいもの、 10は薄手で粗い縄文の施されてい

るもの、 11は細かな斜行縄文の施されているものである。 12は薄手のもので、浅く縄文が施されてい

る。他と同様に胎土に繊維を含む。 13は粗い縄文の施されているものである。 14は薄手のもので、縄

文は細かい。 15には結節の回転文力;加えられている。 16は薄手の口縁部で、口唇と内面がなで調整さ

れている。 17は細かな斜行縄文が施されている。 18は不規則な斜行縄文に結節の回転文が加えられて
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いる。 19は斜行縄文がわずかに認められる。20は器面が磨滅していて縄文の形跡が定かでない。21は

粗い斜行縄文の施されたものである。内面に凹凸がある。22は浅く縄文が施されてている。23は結束

の原体による縄文かとみられる。 24は浅い縄文の施されたものである。25は斜行縄文の認められる小

片である。26は薄手の浅い縄文の痕跡のあるものである。27は小形土器の底部であるが、文様が磨滅

している。28は縄文地に結節の回転文が施されている。 29は結束第1種の羽状縄文の施されたもので

ある。30は浅く縄文の施されているもの、 31 ．32は同一個体で粗い縄文の施されているもの、 33は細

い縄文の施されているものである。 34は無文部の小範囲が知られるのみである。35は結束羽状縄文に

結節の回転文を加えたものかとみられる。

石器 1 (F-36)はスクレイパーで、剥片の両側縁に加工が施されている。黒曜石製。 2 ･ 3 (F

-60）は石槍またはナイフで、最大幅は中位にある。黒曜石製。 4 (F-103)は厚みのある石槍ま

たはナイフで、最大幅は下位にある。頁岩製。

表Ⅲ－34焼土（中期）_覧
X細面はⅡ噸ﾘ下l洞雛示す
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

(4) フレイクチツプ集中・集石．Tピット状遺構

調査区の北東部平坦部にあるフレイク・チップ．の集中(No. 1～9)は住居跡周辺にみられる揚げ

十卜面で検出されたものである。他についてはⅡ黒層中で検出されており、縄文時代中期後葉の時期

のものと思われる。 Tピット状遺構は当初小形のTピットと考えていたけれども、深さ、覆土の状

態などが、 これまで美沢川流域の他遺跡で発見されているTピットとはやや異にしていることから、

一応Tピット状遺構として区別した。集石は南側にあるH-35･38の掘り込み面よりも深い処から

検出されていることから縄文時代中期のものとした。 （和泉田）

フレイク・チップ集中（図Ⅲ－107～109、図版Ⅲ－55･57)

縄文時代中期後葉として報告したフレイク・チップ集中（以下、集中と略す｡） とは黒曜石のフレ

イク・チップが著しく集中しており、移植ゴテで土ごとそれらを採取しなければならないような状態

のものを言う。集中の分布は、調査区中央と北東側の台地上に拡がる。この分布は大まかにⅢ群b

－3類土器の分布と重複する。主要な遺物組成は、黒曜石フレイク・チップ．、石槍未製品片（以下、

未製品と略す｡)R－フレイク、土器である。確認面は住居跡群では揚げ土上面で、その他はⅡ層2 ･

3 ． 5回目から検出されている。形態については、一面に散っている様な状態であり集中No.12が円

形の浅い皿状を呈していた以外は、いづれも不整形で特に掘り方は検出できなかった。以下検出面別

に、分類した群ごとに説明する。

A群：住居跡群の北西側に位置する。 6か所の集中が平均3.6m離れて群をなす。揚げ土上面に存

在する。 この群には未製品片が集中No. 2 ･ 3から出土している。

B群：住居跡群の南側に位置する。 3か所の集中が3.5m離れて群をなす。揚げ十卜面に存在する。

この群は3か所で最小の群であるが遺物総点数は最多の5,812点である。また、全ての集中から未製

品片が出土している。集中No. 5からは炭化したクルミの殼皮片が出土した。 d,直上付近の焼土群D

と分布を同じくする。

C群: G,-63-92･94、 G2-63-04･05に所在する。 3か所の集中が平均6.6m離れて群をつく

る。集中No.12は径約30cm、深さ4cmの浅いくぼみにチップ°とパウダーがまとめられていた。 Ⅱ黒2

回目に存在する。

D群: G,-63-97に所在する。 3か所の集中が平均2.6m離れて群をつくる。この群の組成は土

器・未製品を含まず単純であり、遺物点数はA～D群最小の230点である。 5回目検出焼土と分布

を同じくする。

各集中の特徴をフレイク・チップ．と石槍の石質によって説明する。石質については肉眼による分類

内容を下記に示す。なお、産地同定を意図していないので、分類した石質と原産地の石質の間に必ず

しも対応関係は生じない。

1 ）穎球なし：顎がなく強いガラス光沢を持ち真黒色のもの。同様で墨流し状になるもの。また、

墨流し状の薄い部分に赤褐色になるもの。2）小穎球縞： ＃約0.5mm以下の穎球が少量あり､褐色がかっ

た色調で縞状を呈する。 3）小穎球濃淡： 2）に似ているが色調が曇りの濃淡力㎡ある。 4）穎球大：

‘約1.0mm前後の発達した穎球を多量にもつ。

図Ⅲ－108･109のグラフから特徴を述べる。なお、 このグラフは層位のはっきりしていない集中、

未製品の出土していないD群は対象から外した。0.19以下のチップがグラフのピークとなる例が集

中No. 1を除いた13例であった。石質については小穎球縞が最多を占るのが11例、大顎球が占るのが

2例、他の石質が各1例であった。 したがって、小穎球縞の石質で0． 19以下のチップが集中の主体

を構成している。
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図Ⅲ－107 フレイク・チップ集中出土の土器
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

表Ⅲ－36検出面別の集中一覧
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図Ⅲ－108黒曜石フレイクの重量分布(1)
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図Ⅲ－109黒曜石フレイクの重量分布(2)
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2 縄文時代中期の遺構と遺物

また、 0．19以上の重量パターンについては次のとおりである。量が多く、広い重量分布を示す例

が6例（集中No. 5 ･ 10･ 11 ･ 19 ･20)。少量で狭い重量分布をもつ例が3例（集中No.4･ 8･ 9)。

量は多くなく、広い重量分布をもつが明瞭なピークを持たない例が3例（集中No. 2 ･ 7 ･ 15)。量が

多く広い重量分布をもち、0．29以外にピークをもつ例が2例（集中No. 3 ･ 6)。以上4種類のパター

ンがある。 1番目は大きな素材から剥片剥離まで、 2番目は剥片から細部調整を、 3番目はlと2番

目を合わしたもの、 4番目は1番目と同じ、 というような過程を表わしているのだろうか。

また、グラフと表Ⅲ-37を合わせて見ると、未製品片とR－フレイクの石質がその集中内で最多

を占める石質と一致するものは集中No. 6、上記で2～3番目の石質を占るものは集中No. 5 ･ 3、未

製品片の石質がその集中内で最多を占める石質と一致するものは集中No. 4，その一方で未製品片の

石質が集中内に存在しないものは集中No.11である。以上より、集中No. 6は石槍製作に関わり、集中

No. 3 ･ 5は石槍以外の剥片石器製作に関わるものであろうと考え得る。 （鈴木）

遺物：土器フレイク・チップ．集中No2 ( 1～13)、同No. 5 (14)、同No. 6 (15)、同No. 9 (16)、

同No.11 (17･ 18)、同No. 15 (19･20)、同No.20 (21 )、同No.21 (22)から出土している。 10はⅢ群

a類土器で、他はすべてⅢ群b－3類土器である。 1は口縁の外反して羽状縄文の施されたもの、 2

は結束第2種の回転文の加えられたものである。 3は赤色顔料の塗布されたもので、口縁に小突起が

あり、口縁部に幅のせまい半裁竹管状工具により横位の押引き文を3段に施されている。丁寧な作り

である。 4は口縁が肥厚せず、口唇と口縁部に押引き文の施されたものである。 5は小形の土器で口

唇と、口縁部から体部にかけて押引き文の施されているものである。 6は口縁部が無文のもので、口

唇に斜方向からの刺突が加えられている。 7は口縁の断面形が尖るもので、無節の条が交差していて、

あるいは付加条の原体によるものかとみられる。 8は口縁の外反するもので、器面と口唇に縄文が施

されている。体部には結束羽状縄文が認められる。 9 ． 11は結束第2種の回転文の認められるもので

ある。 10は縄文の間に縄端によるかとみられる刺突が加えられている。 12は結束のある斜行縄文の施

されているものである。この土器片の面には細線が認められ、その線に沿って破損している。土器片

を何らかに転用するため、土器片に細線で必要な位置を示し、その線に沿って注意深く打ち欠いたも

のとみられる。 13は薄手で斜行縄文の認められるものである。 14は結束の回転文の加えられているも

のである。 15は無節の縄文の施されたものである。 16は厚手で、口縁部に刺突が加えられている。

H-19より同一個体の破片が出土している。 17は二次焼成によるためか、器面の剥落が多い。 18は

斜行縄文の施されたやや薄手のものである。 19は内面が平坦に調整されている。 ノダップⅡ式に近い

ものかとみられる。 20は粗い斜行縄文の施されたものである。 21は薄手で横走縄文の施されているも

ので、内面も一部磨かれている。 ノダップⅡ式に近いものとみなされる。22は赤変した底部付近の小

片である。

集石(S-1 ) (図Ⅲ－110、図版Ⅲ-55)

位置: G2-64-44 Ⅱ黒層を10cm～15cm掘り下げたところで礫の集中を検出する。 Ⅱ黒眉中位に

あり、 0.4m×0.9mの範囲に13個の礫がかたまって出土する。余り重なり合っていない。遺構に伴な

うものかどうか検出作業を行なったが、遺構は検出されなかった。礫は偏平なものが多く、楕円形が

棒状の細長いものである。重さは409～809で、長さは5cm～7cmである。No. 4のようにやや大き

く重いものもある。材質は泥岩や砂岩製のものが大半である。出土層位、周辺の出土遺物などからみ

て、縄文時代中期後葉の時期のものと思われる。 （和泉田）

Tピット状遺構(T-1 ) (図Ⅲ－111、図版Ⅲ-55)

位置: H1-63-04 規模: 1.8m×0.46m×0.38m 平面形：溝状 長軸方向: N-21°一
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Ⅲ美々3遺跡第I黒色土居の調査

W

d2層上面で検出された。台地の縁辺部に位置し、長軸の方向は等高線に対して直交している。曠

底面はEn-L層を30cmほど掘り込んでつくられ、北西から南東に向ってわずかに傾斜する。横断

面は上部の崩落によりV字状になっている。南東壁際には杭状の小ピットが2個検出されている。小

ピットの覆土はボソポソした黒色土である。遺物は覆土の上層からⅢ群b－1類の土器片14点、下

層上位からⅢ群b－3類の土器片が1点出土した。縄文時代中期の時期かと思われる。 （中田）
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3 縄文時代後期の遺構と遺物

3縄文時代後期の遺構と遺物

(1)住居跡 6軒の住居跡は、調査区の南西部で、斜面から緩斜面へ移行するゆるやかな斜面上に位

置している。 6軒のうちのH-41と43はH-39に大きく切られており、全体像は不明である。ただ

壁の立ち上がりから推測すると、浅い皿状のものかと思われる。他は掘り込みをもつ竪穴住居跡であ

る。遺構の出現状況から判断すると、調査区外の南側斜面に遺跡は続いていくものと考えられる。住

居跡内および、周辺から出土しているのはⅣ群a類の土器であり、縄文時代後期初頭（余市式期）の

時期と思われる。 （和泉田）
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査
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3 縄文時代後期の遺構と遺物

H-35 (図Ⅲ-113～115、図版Ⅲ-58)

位置:G2-64-45,55北東から南西へゆるやかに傾斜する斜面に位置する。 標高は12.8m～12m

である。 規模:4.96m/4.6m×(4.4)m/(4.0)m×0.3m 平面形：卵形

床面積： 15.28㎡ 長軸方向:N-76°－W

確認・調査・土層：試掘溝の断面によって、住居跡の存在が確認される。 Ⅱ黒層の上面で若干くぼ地

になっているのも確認され、土層観察用のベルトを設定し、土層を観察しつつ順次掘り下げ床、壁の

検出作業を行う。黒土上、下層が15cm～20cm堆積し、それを除去したところで、炭化物の散在してい

る面を検出する。北壁側にはⅡB>d,+d2の汚れた土が流れ込んだ状況で堆積しているのが確認

される。

床面：南西方向にゆるやかに傾斜している。 d2中に構築されている。中央部分が1.5m×1.3mのほ

ぼ長円形状にわずかにくぼんでいる。

壁：南壁は調査区外にある。北、東、西壁はやや急傾斜で立ち上がる。北壁高は30cm、東壁高は27cm、

西壁高は17cmである。

炉跡：焼土などは検出されていない。

付属ピット ：壁面中に内側に傾く柱穴状小ピットが10個検出される。覆土はd,>IBである。また

床面東側から検出された4個(HP-11～14)の柱穴状小ピットはすべて内側に傾いている。覆土

はd,+d2である。これらは本遺跡の床面を若干掘り下げたところで検出されたもので、 H-35の

柱穴状小ピットの傾きから考えると、 H－35のものと考えるよりもH-38に伴うものと考える方が

適当かと思われる。

表Ⅲ－39 H-35出土遺物一覧

出土鋤MI筒mj,計IEEl.此IF.C.UEij悶悶|雌l餅|岨|函閲|総計
Wt1 1 1 . 1 1 2 1 51-g
215 1 16 ; 1 16

駈 1 11 12 1 1 1 1 3 1 15
緬 4 1a_1 1 1 1 i ~ 7
計llZ@|131 3311 1 1 1 1 11 31 1 1 11 11 1 1 31-引11-16

駈~

遺物出土状況：床面上から散在的に遺物が出土している｡またHP-6の覆土中からⅣ群a類土器(図

Ⅲ－114-3)が壁に接するように出土している。

時期：掘り込み面はⅡ黒層上位である。 HP-6出土の土器や床面直下からⅣ群a類土器が出土し

ていることから縄文時代後期初頭（余市式期）の時期と思われる。

北東壁外には0.7m×0.4mの長方形状の段状のものが検出されている。 （和泉田）

遺物：土器 1～4はⅣ群a類土器5～10はⅢ群b－3類土器である。 1 ． 2は薄手のもので、

1は器壁にわずかにふくらみをもち､ ~ 2は直線的である。内面は丁寧になで調整されている。縦位に

回転施文された縄文がみられる。 1の左端側にかすかに縦位の圧痕が認められる。 3は厚手のほぼ器

形の知られるものである。口縁部に幅広く無文部を設け、体部に整った羽状縄文を施したのち、口縁

に沿う幅の広い貼付帯と、口縁部の無文部、体部の羽状縄文のかわり目に付された貼付帯上にLR

の原体による斜行縄文を施している。口唇から内面は丁寧になで調整されている。器面の縄文の内、

RLの原体による施文に重ねてLRの原体による施文の認められる部分がある。貼付帯上への施文と
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図Ⅲ－114 H-35出土の土器

Ｏ 0cm5

図Ⅲ-115 H-35 出土の石器

一緒に重ねられたものかとみられる。 4は無節の斜行縄文の認められるもので、煉瓦台式の特色を示

している。 H-40の資料と同一個体に属する。器壁が薄く、便宜的にⅣ群a類としておく。 5 ･ 6

には斜行縄文が認められる。 7は厚手の、胎土に雲母を含むものである。 8 ． 9は結束のある斜行縄

文の施されたものである。 10は羽状縄文の施されているものである。

石器 1は黒色片岩たたき石。球形転礫を素材とし、ほぼ全面に剥離調整を施してさらに丸味を出

している。 2は中粒砂岩砥石。粒子はそろわない。非常によく固結している。色調は灰白色である。

H-38 (図Ⅲ－116･ 117、図版Ⅲ-59)

位置: G2-64-45， 55北東から南西へ傾斜する緩斜面に位置する。 規模:4.04m/3.66mX

3.6m/3.25m×0.22m 平面形：卵形 床面積: 9.87㎡ 長軸方向: N-67o－W

確認・調査・土層：試掘溝の断面土層観察で、 H-35に上半を削平された遺構が確認される。土層

を確認しつつ、 H-35床面下のd」 、 d2、 ⅡBの混合土を掘り下げ、床、壁の検出作業を行う。積

1Fの

10乙一



3 縄文時代後期の遺構と遺物
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図Ⅲ－116 H-38実測図
表Ⅲ－40 H-38出土遺物一覧

土はd,+IB、 d2+IBで約20cmの層厚

がある。

床面：やや凹凸があるが、 ほぼ平坦で、南西

側にゆるやかに傾斜している。 En-L層

を若干掘り込んで構築されている。床面直上

には炭化物が散在し、木の枝を思わせる棒状

の炭化材がややまとまって検出されている。

南側壁付近ではEn-L+mBの粘質土が

貼床状に見られる。

壁：全体的にほぼ垂直的な立ち上がりである。

炉跡：焼土などは検出されていない。

付属ピット ：柱穴状小ピットは全部で34個検

出されている。壁面中の16個は、覆土がd2
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図Ⅲ-117 H-38出土の土器
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

+IB>d,でやわらかく、内傾している。床面上の18個は、覆土がd,>IBで、直立している。

遺物出土状況：床面から土器片、石器などが数点出土している。他は覆土中からの出土である。 H

-35床面下で覆土最上層からⅣ群a類土器がかたまって出土している。

時期：掘り込み面は不明である。覆土中からⅣ群a類土器が出土していることから、縄文時代後期初

頭（余市式期）の時期と思われる。

H-35の床面下で検出された柱穴状小ピットは、本遺構に伴うものと考えられる。ピット内覆土

から考えると、壁外をめぐる小ピットから壁面中の小ピットへと、建て換えが行なわれたことも推測

される。 （和泉田）

遺物：土器 1 ． 2はⅣ群a類土器である。 3 ． 4はⅢ群b－3類土器である。 1は体下半の破片で、

LRとRLの原体による羽状縄文の他に貼付帯を施し、 その上に縄文を施している。 H-35の3と

同一個体に属するとみられる。 2はLRの原体による斜行縄文の地に貼付帯を施しさらに縄文をつ

けるものでH-39の7と同一個体に属する。 3は斜行縄文の浅く施されたもの、 4は僅かに縄文の

施されたもので器面に擦痕があり、内面の凹凸は著しい。

H－39 （図Ⅲ-118～120､図版Ⅲ-60～64)

位置: G2-64-64， 74， 75北から南へ傾斜する緩斜面に位置する。 標高は12.35m～11.95mで

ある。 規模:5.67m/5.4m×5.0m/4.6m×0.45m 平面形：丸味のある台形

床面積：21.11㎡ 長軸方向:N-84o－W

確認・調査・土層： Ⅱ黒層上面でG2-64-74周辺において大きくくぼ地になっているのが確認され

る。また試掘溝の断面観察によって遺構があることも確認された。土居観察用のベルトを設定し、 Ⅱ

黒層を掘り下げる。 Ⅱ黒層を10cm～15cm掘り下げたところで、長円形状の黒色土の堆積が検出される。

黒土上・下層を除去し、 ⅡB+d,+d2の混合土の上面で焼土が検出される。一時期生活の場とし

て利用されていた可能性がある。この混合土は20cm～30cmの層厚があり、 この下に炭化物の混入する

黒茶色土が薄く堆積する。覆土は、中央部分にⅡB>d2の軟質の土が堆積し、西南側にはⅡB+

d,>+d2の堅い土が厚く堆積している。また北、東側にはⅡB+d,<d2の赤っぽい土がやはり厚

く堆積している。床面直上の黒茶色土、およびⅡB+d,<d2の土には炭化物が多量に混在している。

床面：平坦で、 d2中に構築されている。床面直上3cm～5cmにはd,>d2の汚れた土があり、炭化

物が多い。中央部南側にはd2上にEn-Lが5cmほど堆積しており、貼り床と思われる。

壁：全体に急傾斜の立ち上がりである。北壁は深く、壁高は40cm～45cmである。他は25cm～30cmであ

る。壁面にはⅡ黒の軟質の土が全体にみられた。

炉跡：焼土などは検出されていない。ただ南壁付近床面上に10cm+20cmの範囲にd2の焼けた痕跡が

認められている。

付属ピット ：柱穴状小ピットは25個検出されている。このうち20個は壁際から壁面中にあり、直立し

(45×10)表Ⅲ－41 H-39出土遺物一覧
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3 縄文時代後期の遺構と遺物

ている。 HP-1， 20は軟質の黒色土が入り、 きわめて丁寧につくられている。床面上には5個の

小ピットがあり、覆土はd,+d2>mbで、直立している。主柱穴の一部分と思われる。

遺物出土状況：北東壁際の床面直上で、器面を上にし、押しつぶされた状態で土器片が出土している。

また北東壁では、流れ込んだ状態で土器が一括出土している。

時期：掘り込み面はⅡ黒層上位である。床面床面直上、壁、覆土から出土している土器はⅣ群a類

土器であることから縄文時代後期初頭（余市式期）の時期と思われる。

H-40， 41， 43を切ってつくられている。 H-40と同様に炭化物、炭化材状のものなどが床面直

上から多数検出されており、焼失家屋跡かとも考えられたが、それを裏付ける明瞭な状況は確認され

なかった。 （和泉田）

遺物：土器 1～10． 13はⅣ群a類土器、 11 ． 12はⅢ群b－3類土器である。 1は器面に縦位、貼

付帯上に横位の回転施文のあるもので、 H-43の1と接合する。 2も器面に縦位、貼付帯上に横位

の施文がある。胎土に海綿骨針を含む。包含層に接合する資料がある。 3は薄い貼付帯の施されたも

ので、器面の縄文原体はLR、貼付帯上のものはRLである。 4は口縁部に薄い貼付帯のあるもので、

器面にLRの原体による縄文を施したのち、貼付帯上にRLの原体による縄文を施し、口唇から内

面を磨き調整している。胎土に海綿骨針を含む。 5は4と同一個体で接合する。薄い貼付帯のところ

に、羽状縄文の境をおいていて、煉瓦台式の特色を示している。 4と接合することから便宜的にⅣ群

a類とする。 H-40の資料と同一個体である。 6はあらかじめ口縁に無文部を設け、体部に羽状縄

文を施したのち、貼付帯上に縄文を加えたもので、 H-40の底部と包含層の破片を介して接合する。

7は皿状に加工されたかとみられる大形土器片であるが、薄いけれども明瞭な貼付帯が三条認められ

＜

6

1

1

119 H-39出土の土器図Ⅲ
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図Ⅲ-118　H-39　実測図

i墓　園　菖蓮田
i6

0　　　　　　　　　　　　　　　　50cm

H-39

8位1.OB+dl(揚げ土)　2.黒土上層　3.黒土下層　4,

時黄褐色土(ⅡB+d2+En-L)　5. 2　>d2　6,黒茶色土(Ⅱ

B+d2>dl)　7. ⅡB+dl<d2 (混合土で汚れている｡炭化物

を含む)　8, -10 (10　よりd2が少7まい)　9.d2>dl 10.

暗黒褐色土(HB>d2) ll.恩茶色土(16　よりd2が少なく､

汚れている) 12, 13　≫d2 13.黒茶色土(堅い) 14.明褐

色土(dl+d2) 15.黒茶色土(16と同質であるがd2が少ない) 16.

黒茶色土(6　よりd2が多く､全体に粒子が粗い) 17.時茶褐

色土(dl<d2　堅く､汚れている) 18. 19　と同質であるがd2

が少ない) 19.時茶褐色土(dl<d2　炭化物を多く含む) 20.

時茶褐色土(19　よりd2が多い)　21.時茶褐色土(やわらかく

ボツボツしている｡)
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図Ⅲ－120 H-39 出土の石器

る。この他、上と中の貼付帯間に貼付帯状のわずかに高まる部分がある。文様は細かいLRの原体

による斜行縄文地に貼付帯を施し、 Rの原体による縄文を施している。 H-38･40に同一個体に属

する資料がある。 8は薄手のもので、縦位施文の縄文が認められる。 9はLRの原体による縄文地

に貼付帯を施するものである。貼付帯は欠損している。 10はLRとRLの原体による羽状縄文の地に、

貼付帯を施し、貼付帯上にはRLの原体による縄文を施したのち、縄端によるかとみられる刺突を

加えている。 H-40に同一個体に属するものがある。 11は撚糸文の施された胴部破片である。内面

調整は平坦になされている。 12は縄文施文後になで調整されたものとみなされる。 13は口縁がゆるや

かな波状を呈するとみなされるもので、浅く施された縄文を地として沈線文が施されている。内面は

磨かれている。

石器 1は有茎鍼。 2は石槍またはナイフ。最大幅は中位にある。 1 ． 2は黒曜石製である。 3は

緑色泥岩石斧未製品。両主面は転礫面両側縁は一部敲打調整が施されている。基端部は火を受けて

黒変している。 4は中粒砂岩砥石で、粒子はそろう。固結はよくない。使用面はくぼんでいる。 5は

細粒砂岩有溝砥石で粒子はそろう。よく固結する。有溝砥石として使用したあとくぼみ石に転用して

いる。

H-40 (図Ⅲ－121～123、図版Ⅲ-60～63･65 ･ 66)

位置:G2-64-64， 74， 75北から南へ傾斜する緩斜面に位置する。 標高は12.2m～11．9mであ

る。 規模: (5.88) m/(5.25) m×4.73m/4. 1m×0.4m 平面形：卵形

床面積： 17.02㎡ 長軸方向:N-67.-W
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H-593 9 白�"ﾂS｢�
図Ⅲ-121 H-40　実測図

I2 20　　　9′

9　　　0､5　　　r

H-40

椅位　上黒土上層　2.黒土下層　3.時黒褐色土(OB>d2　粘質)　4.時黄茶色土　5.時茶褐色土(汚れている)　6. ⅡB≪dl+d2(橙色
に近い)　7.時茶褐色土(dl<d2　汚れている)　8.黒茶色土(ⅡB+d2>dl)　9.暗茶褐色土(d2≫dl　汚れている) 10,暗褐色土(軟質､

ポッボツしている) ll. dl+d2(軌ナ土) 15.橙黄色土(焼土､軟質) 16,暗灰色土17.黒褐色土18.黄橙色土(焼土　粘質)
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3 縄文時代後期の遺構と遺物

確認・調査・土層： Ⅱ黒層上面のG2-64-75周辺で浅いくぼ地を確認す~る。土居観察用のベルトを

設定し、 Ⅱ黒を掘り下げる。 Ⅱ黒層を10cm～15cm掘り下げたところで、ほぼ半円形状の黒色土を検出

する。 この周辺にはd,+d2の揚げ土が広がっているのも検出する。 この検出面で西側がH-39に

切られていることも確認される。黒土上・下層を除去し、 ⅡB+d,+d2の汚れた混合土を順次掘

り下げ、床、壁を検出する。覆土は全体にd2を多く含み、赤っぽい色調を呈している。 H-39と同

じように壁際10cm程軟質のボソボソした土が認められた。

床面：若干凹凸があり、ゆるやかに南へ傾斜している。d2中に構築されている｡床面直上に3cm～5cm

ほど、軟質で汚れた土が堆積している。この層からは多量の炭化材が検出されている。

壁：全体に急傾斜の立ち上がりで、壁際にも炭化材が多く見られた。

炉跡：中央部西側に0.88m×0.75mの土器囲い炉が検出される。北、西側はH-39に削平されたた

表m－42 H-40出土遺物一覧

鶏|瞳
薗士 3

扇辻層 3
砺13

緬睡4

緬 3

頚壼

函一蝿緬

礫II総計
1 1

1 27

1 1 23

46

40

1 42

5 275
8 454

竺妬

walJl31mil百値| F IEF皿" F.C. |小計｣#F闇温血
i l
14 17 5 1 1 7 3 3

14 171 3 3 1 1 2
7 20 14 1 11 26

31 35 1 1 1 3 1 5!
381 41 2 1
41 1 266 2661

10411341 11 1 1 291 1 1 1 1 121 3071 21 41 5

５－３

妬｜３’７

めか、土器はない。土器内面を内側に丁寧なつくりである。焼土は15cmほどの層厚がある。そのほぼ

中ほどにⅡB+d,の黒褐色土が認められることから、 2時期にわたって使用されていたものと推測
される。

付属ピット ：柱穴状小ピットは壁面に9個、壁際に10個、床面に10個検出されている。壁面の小ピッ

トは内傾し、覆土はⅡB+d1である。壁際の小ピットは直立し、覆土はⅢB+d2+d,である。ま

た床面の10個は直立し、覆土はⅢB+d2+d,である。

遺物出土状況：南壁際で内面を上にした一括土器が出土している。北壁には流れ込んだ状態で一個体
分の土器が出土している。

時期：掘り込み面はⅡ黒層上位である。床面、床面直上、炉跡出土の土器はⅣ群a類土器であること

から、縄文時代後期初頭（余市式期）の時期と思われる。本遺跡出土の土器は余市式の最も古い様相

を示すものである。

H-39に切られている。床面

直上から多量の炭化材が出土して

おり、 これらに関連するものと思

われる焼土も2か所で検出されて

いる。また東壁では柱穴状小ピッ

トをふさぐように炭化材と焼土が

検出されている。これらから判断

すると、本遺構は焼失家屋跡の可 一

能性が強いと思われる。 （和泉田）

遺物：土器 1～7はⅢ群b一 ！ , J ， ~ 弓c、

3類土器の施文の特色を示すが、
図Ⅲ

｡1

鞠
罰1割
振泌
; 』‘令℃､

鰯〔#戦一 5

皇鑿蕊毒 ｡」

－122 H-40出土の石器

1戸1

－LO上一



Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

123 H-40出土の土器
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3 縄文時代後期の遺構と遺物

Ⅳ群a類の初頭のものと考えておきたい。 8～12はⅣ群a類土器である。 13はⅢ群b－3類土器で

ある。 1は典型的な煉瓦台式の口縁の特色を示すものである。口縁に沿って断面が三角形をなす貼付

帯があり、貼付帯の上半はRL、下半はLRの原体による羽状の縄文を施し、 さらに横長の短刻文

を施している。ただしこの口縁の貼付帯の貼付のし方は、本来の煉瓦台式の手法とは異なる。口縁部

では器面にあらかじめLRの原体による縄文を施し、 その上に貼付帯を加え、 さらに縄文を施すと

いう手法を示している。口唇から内面の調整はなで調整で、磨かれてはいない。体部には､ LRの

原体とRLの原体による羽状縄文の接点にⅣ群a類と同様の貼付帯をつけ、 その上に縄文と短刻文

を加えている。 H-39の10は同一個体である。 2 ･ 3は同一個体である。口縁に沿って断面に丸味

のある貼付帯がつけられている。 LRの縄文地に貼付されていて貼付帯上にRの原体による縄文が

施されている。口唇の断面は角に丸味をもつが、平坦に調整され、内面に続いている。 H-39の7，

H-38の2は同一個体である。 4は器面に縦位に施文された縄文のあるもので、 H－43の1と同一

個体に属するとみなされる。 5は薄手のもので、器面にごく薄い貼付帯を施し、 そこにLRとRL

の原体による羽状縄文の接点をおいている。 H－35の4と同一個体である。 6は底面にも縄文の施

された小形の土器で、粗いけれども斜行縄文が施されている。 7はあらかじめLRの原体による斜

行縄文を施したのち、口縁に沿って薄い貼付帯を施し、 その上にRLの原体による斜行縄文を施し

たもので、 口唇から内面にかけて磨き調整がされている。体部のRLの原体による斜行縄文との境

にはあらかじめ隆起帯が形成されていて、口縁部との接点をなすように施文されている。縄文施文後、

隆起帯上をなでつけた形跡がある。同様の隆起部は体下半の底部に近い位置にも認められ、底部付近

はLRの原体による斜行縄文が施されていたようである。同一個体に属するものが、 H-39にもあ

る （4 ． 5)。胎土に海綿骨針（白色針状物質） を多く含む。道南地方からの搬入品とみなされる。

8は7と似た器形のもので、口縁

部と頚部下縁もしくは肩部の位置

とに貼付帯を施し、器面に縦位、

貼付帯上に横位施文のRLの原

体による縄文を施すもので、包含

層出土の接合破片からは底部との

境にも貼付帯がめぐらされている。

口唇から内面にかけて、貼付帯上

に縄文を施したのち、丁寧になで

調整されている。 9～12は同一個

体で、 H-39の6と包含層出土

の破片を介して接合する。全形で

は貼付帯が体上部に2条、下部に

2条配されているものである。

11 ． 12では羽状縄文の各々の縄文

帯の境に僅かなすき間を設けるか

のように調整がなされた形跡が認

表Ⅲ-43 H-43出土遺物一覧

｜繍鴎’
0 50cm Ｏ

‐
lm

l
0．5

1

図Ⅲ－124 H-41･43実測図
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

められる° 13は器面が凹凸の著しいもので、複節の

縄文が施されている。胎土に繊維を含む。

石器 1は石槍またはナイフで、最大幅は中位に’

ある。黒曜石製。 2は砂岩敲石。扁平楕円礫の端部

を使用する。火を受けて赤変している。

H-41 ･43 (図Ⅲ－124． 125、図版m-67)

位置: G2-64-74

確認・調査・土層: H-39の調査中、北西壁～西

四
一
ｈ
．

僻
・
曄
舜
味
一
芋
溌
《
》

1

＝…ﾝ承〕参号§§;、

壁に落ち込みのあるのが確認される。両遺構とも

H-39に大きく削平されているため、全体像は不 ！ ； ； ： ： ？

明である。
図Ⅲ－125 H-43 出土の土器

付属ピット : H-41 ･43とも壁面中に内傾する柱

穴状小ピットが検出されている。覆土はH-41の小ピットがⅡB+d!で深い。 H-43穴状小ビットが検出されている。覆土はH-41の小ピットがⅡB+d」で深い。 H-43

'0cm

の小ピット

はd」＞ⅡBで浅いものである。

遺物出土状況: H-41では遺物は出土していない。 H-43では、床面より10cm～15cm上方に、流れ

込んだ状態で土器が一括出土している。

時期：出土遺物、切り合い関係などから、Ⅳ群a類土器期に相当する縄文時代後期初頭（余市式期）

の時期と思われる。

H-43はH-41に切られている。 H-41 ･43はH-39に切られている。

遺物：土器 1はⅣ群a類土器である。口縁に沿う位置と、体部に幅のせまい平たい貼付帯をめぐら

し、器面には縦位、貼付帯上には横位に縄文を施したものである。口唇から内面にかけて丁寧になで

調整されている。

(2) 土壌検出された3基の土壌は散在的であり、 まったくまとまりはない。平面形は楕円形および

長円形で、 P-23， 38は非常に深く掘られている。覆土はd2、 En-L、 En-P力§混入し、汚れ

た埋め戻し状の土である。時期を決定し得る遺物は出土していないが、覆土の状況が中期、晩期の土

曠のものとは異なり、 また周辺遺跡発見の縄文時代後期の土曠との類似が強いことから縄文時代後期

の土曠とした。P-23では糊状の骨残片が出土していることから、他の土擴も土擴墓の可能性が強い。

235｡ ｡|J(和泉田）

恐妻凝議
○
ト

祠

則

｡’
遺体腐植土

土は同居が厚く堆積し、埋め戻し状の土で、同様の堆積状況

暗褐色土(dl>d2) 2. を示している。曠底は平坦で、 En-P層中につくられて
士 （粘膜ⅢB＜En－L＜

23 55

７

王

３

．

３

職

23

1

c 23､60 d歸灰掌
d2) 3 .暗茶灰色土(ﾎｿﾎｿし いる。壁はほぼ垂直的に立がっている。曠底直上には、長軸ている。En－L＞d2＞ⅡB） 4．

茶褐色土（ボソポソしている。En

L撰浮粘罰晴灌趣方向に遺体腐植土居と思われる褐色土が5cm～10cmほど認め
!W'7?嶌監(鳥嬬謙や罵 られ、南西壁際には約10cm×10cmの範囲に糊状に腐植した状
黄灰色土（En－L＞En－P＞d2 帖
質で堅い） 態のものが確認された。 また糊状の腐植土から歯の断片が発

3 実測図 見されている。頭位を南西側にする土擴墓と思われる。壁外

笏

蕊
”

五

図Ⅲ－126 P-23
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3 縄文時代後期の遺構と遺物

10cm～20cmのところに12個（径1Ocm～15cm、深さ10cm~

15cm)の小ピットがめぐっている｡本遺構に付属する小ピッ

トの可能性がある。中期、晩期の土曠内覆土と異なり、 ま

たこれまでの周辺遺跡の調査結果などからみて、縄文時代

後期の時期のものと思われる。 （和泉田）

P-38 (図Ⅲ-127、図版Ⅲ-68)

位置: G】－64-42 規模: 0.9m/0.4m×0.9m/

0.38m×0.7m

Ⅱ黒層を3回掘り下げたところで検出する。上面の平面

.

○
寸
・
ｍ
Ｎ

’0 23．40 b
~I Q

P－38

層位 1 ．黒色土（0,2～0.5cm
大のdlを多く含む） 2．黒色
土 3． 暗褐色土 4．暗黄灰
褐色土（d2＞En－P） 5．暗
榿色土（d2） 6．暗黄灰褐色
土（4 に近い） 7．暗黄灰
褐色土（0.5～1函大のd2を多く
含む） 8．黄灰褐色土（En－

形は円形、擴底の平面形は隅丸方形である。断面は直線的 W | ' | |Oi5
躯．節』ノ ｡、興醒函ローL （Ln－

|m Pを多く含む）

に外上方向に立ち上がる壁と若干丸い曠底で構成される。

図Ⅲ－127 P-38実測図
掘り込みはⅡ黒層中（3回目） より始まり、 En-Lを

約30cm掘り込んで終る。覆土は全体にしまりがなく、黒色土が混在するため色調は暗色を呈す~る。ま

た、土壌肩口付近には揚げ土は検出されなかった。遺物は第3層に頁岩、黒曜石、石斧未製のブレー

クが4点包含されていた。 （和泉田）

P-38が位置するG,-64-42において、 この土曠の掘り込み面が想定されるⅡ黒層3回目より上

位層からはⅢ群b－3類土器（49点)、Ⅳ群a類土器（2点)、 V群b類土器（241点）が出土してお

り、またⅢ群b－3類土器の出土量ピーク（26点)がⅡ黒層2回目、V群b類土器の出土量ピーク（186

点）がⅡ黒層1回目、Ⅳ群a類土器の出土量ピーク （2点）がⅡ黒層3回目であることから、おそら

く縄文時代後期初頭の遺構と思われる。 （鈴木）

P-122 (図Ⅲ-128、図版Ⅲ-68)

位置: G2-63-57 規模:0．92m×0.69m×0. 18m 平面形：

楕円形 長軸方向: N-38°－E

d2上面で検出された。擴底はEn-L層を15cmほど掘り込んでつ

くられ、北東から南西に向って傾斜している。壁はゆるやかに立ち上

がる。覆土はEn-Lが主体となっている。遺物は出土していない。

時期は覆土の状況からみて縄文時代後期のものと思われる。 （中田）

b

拳:■
~~l~~ 寸

剥

o ol
P－l22

i獺
0．5

渋γ}‐
〆

▲

○ 22.40 b

、 '

O C
l 1 1 1

蕊篭撫
ている.木根痕
黄褐色土(En-L）

｜、

図Ⅲ－128 P-122実測図
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

4縄文時代晩期の遺構と遺物

(1)住居跡検出された4軒の住居跡のうち、 3軒が調査区の北東部台地上の平坦部(H-7 ･ 8 ･

20)、 1軒が同北西部台地上の平坦部(H-45)に位置している。 H-45は浅い皿状の住居跡で、

H-7 ･ 8 ･20はⅡ黒上面で構築されている掘立て柱状の平地住居跡である。伴出遺物はV群b類

に相当する土器であり、縄文時代晩期中葉～後葉にかけての時期のものと思われる。 （和泉田）
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4 縄文時代晩期の遺構と遺物

H-7 (図Ⅲ－130、図版Ⅲ-69)

位置:G,-63-10調査区の北東隅、標高23.85m付近の平坦地に位置する。

確認・調査： Ⅱ黒層上面で、径40cm～50cmの隅丸方形状の小ピットを4個検出する。小ピットの壁は

ほぼ垂直に立ち上がっており、擴底は平坦である。 d2を掘り込んでつくられている。HP-1 ･ 2 ･

3の擴底には柱痕と思われる浅いくぼみが確認される。覆土はⅡB、 d1 ， d2の混合土で、全体に

d2が多く混入している。小ピットの東西間は約1.14m、南北間は1.9mである。長軸方向をN－S

とする掘立て柱跡と思われる。

小ピットの規模: HP-1～0.28m/0.17m×0.28m/0.17m×0.62m HP-2～0.3m/0.18m

X0.3m/0. 18m×0.59mHP-3～0.28m/0.17m×0.28m/0.17m×0.47mHP-4~

0.34m/0.24m×0.4m/0.2m×0.42m

時期： Ⅱ黒層上面からの掘り込みである。この面でV群b類土器が多く出土していることから、縄

文時代晩期中葉～後葉の時期と思われる。 （和泉田）

H-8 (図Ⅲ－131、図版Ⅲ-69)

2386 2388 2386 2386

c 24Co d

韓溌"… 壷
G 24､oo b

蕊"~
HP－I

2389 2386 2385

HP－I

向p－ﾜ

層位 1 . .1>IIB>d2 ( [IBがlⅢ
状に堆積する） 2． IlB 3. d］
+DB>d2 IIP-1

層位 1 . dl+d2 2
UB 3. dl>HE>d,

23，89 ･2388

9 24,oo h

~~~~ミノ~~~
､ " ~~~~l~~~

蕊⑮

23．87 2388 2387

e 24.OO f

E

鰯・2386
1 rn HP－3

HP－3

■位 1 ．.】>d2>ⅡB 2
．．’十ⅡB>d2 3. IIB＞
〔1 1+d2

車
23，87HP－3

0．5
1 ， 1 1

HP－4 。l

HP－4

．23，89 .23.B6

HP 4

眉位 1 . .1>d2 2． 1]B 3.
.1 4. UB>d2(皿状に。lが入る）

Ｏ
‐

図Ⅲ－130 H-7 実測図

位置:G,-63-11 H-7の南側標高23.9m付近の平坦地に位置する。

確認・調査：Ⅱ黒層上面でTa-c力§円形状に堆積する小ピットを4個検確認・調査：Ⅱ黒層上面でTa-c力§円形状に堆積する小ピットを4個検出する。平面形はHP-5

が隅丸長方形、 HP-6 ･ 7 ･ 8は隅丸方形である。壁はほぼ垂直に立ち上力§っている。曠底はHP

－5 ． 7が平坦で、 HP-6 ･ 8は中央部がくぼんでいる。 HP-7には径約10cmの浅いくぼみが

あり柱痕と思われる。 d2を掘り込んでつくられている。 HP-6 ･ 8の西側に2個、 HP-7の東

側に1個浅い小ピットがあり、本遺構に伴うものかと推測される。小ピットの東西間は約lm、南北

間は1.74mである。長軸方向をN－Sとする掘立て柱跡と思われる。覆土はH－7と同じように

ⅡB、 dl 、 d2の混合土である。

小ピットの規模: HP-5～0.48m/0.38m×0.32m/0.28m×0.53mHP-6～0.3m/0.19m
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

X0.33m/0.2m×0.51m HP-7～0．28m/0. 19m×0.28m/0.17m×0.48mHP-8~

0.28m/0. 15m×0.3m/0. 13m×0.47m

HP-7の覆土上層から黒曜石のフレイク・チップ．が1点、最下層から炭化物が少量出土している。

時期：掘り込み面はⅡ黒層上面である。この面でV群b類土器が多く出土していることから縄文時
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図Ⅲ－131 H-8 実測図

23．96239823．97 23．99

代晩期中葉～後葉の時期と思われる。 （和泉田）

H-20 (図Ⅲ－132･133、図版Ⅲ-70)

位置: G,-63-46， 56， 47， 57標高23.75m付近の平坦地に位置する。

確認・調査: G,-63-57の包含層調査中、 Ⅱ黒層を3cm～5cm掘り下げたところで確認・調査: G,-63-57の包含層調査中、 Ⅱ黒層を3cm～5cm掘り下げたところで、 1.5m×2m

の範囲で土器片が集中して出土し、 また土器片集中地の北側に焼土(F-1 ･ 2) を検出する。焼

土の周辺を精査し、遺構検出作業を行なったところ、焼土をはさんで6個の小ピットを検出する。焼

土の北、東側約2mの付近はd,を多量に混入する揚げ土状の土で若干高くなっている。

床面：ほぼ平坦でⅡ黒層中につくられている。壁の立ち上がりはなく、平地住居跡かと思われる。

炉跡：焼土が2か所検出されており、地床炉である。 F－1は1m×0.65mの広がりをもち浅い掘

り込みをもつ。 F－2は二次堆積のものである。

付属ピット ：柱穴状小ピットが6個検出されている。 HP-1 ･ 5は直立している。他は焼土側に

傾いている。全体に細く、杭状のものである。

遺物出土状況：焼土上面からも少量の土器片が出土している。焼土の南側で検出された遺物の集中は、

ほとんどが細片で、散らばっている状態である。またHP-6の覆土からも土器片が出土している。

時期：Ⅱ黒層上面より3cm～5cm下層を床面としており、縄文時代晩期の生活面上にある。周辺およ
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4 縄文時代晩期の遺構と遺物

表Ⅲ－44 H-20出土遺物一覧
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Ⅲ美々3遺跡第1黒色土層の調査

OfHP-6出土の土器はV群b類相当のものであることから、縄文時代晩期中葉～後葉の時期と思

われる。 （和泉田）

遺物：土器 1は薄手のかすかに縄文の認められる小片である。 2は鉢形土器の体部で、粗い斜行縄

文が浅く施されている。 3は少し厚手の鉢形土器で、やや細かい縄文が浅く施されている。 4は3と

同一個体かとみられるが、体上部の破片である。 5は鉢形土器の口縁の突起部分で、細い縄の圧痕が

認められる。 6は小形の浅鉢形土器とみなされ、器壁は薄く、底部にくびれがある。口唇には棒状工

具による刻みがつけられている。体部の縄文は縦行している。 7は亀ケ岡式系のもので、大形鉢形土

蕊鯵"‘
~~’ 篭鯛．

陣鍵嘩

謬鱸ロ．

-込又目E1．仏君

-基i蛾
4

墨I蕊v舞馬融殖＝画i……塗'0cm

一」

8、
）
Ｉ

5

図Ⅲ－133 H-20出土の土器

器の肩部である。幅の広い凹線をめぐらし、その間にA突起を配している。 8も亀ケ岡式系の鉢形

土器の肩部の小片とみなされる。

H-45 (図Ⅲ－134･135、図版Ⅲ-71)

位置:G2-62-66， 67， 76， 77標高23.85m付近の平坦地に位置する。 規模:9. 16m/8.52m

X5.88m/5.28m×0.24m 平面形：小判形 床面積: 39.38㎡ 長軸方向:N-20o－E

確認・調査： Ⅱ黒層上面で長楕円形のくぼみが認められたため、 くぼみの長軸方向とそれに直交する

方向に3本のトレンチを入れ、 d2の上面まで掘り下げを行った。 トレンチの内部では壁の立ち上が

りが不明瞭だったため、土層観察用のベルトを残して周囲を2回掘り下げたところ、 d,がドーナツ

状に広がるのをかすかに確認することができた。そこで内部の黒色土や黒色土にd,がまじった土を

除去すると、緩やかな立ち上がりがあらわれてきたが、 その検出は困難であった。

床面: d2上面につくられており、ほぼ平坦である。

壁：断面形は皿状である。

炉跡：床面中央よりやや南側に焼土の痕跡を検出する。地床炉と思われるb

付属ピット ：柱穴状小ピットが9個検出されている。配置には明確な規則性はみられない。いずれも

直立し、先端が丸味を帯びている。

遺物出土状況：出土遺物は少ない。覆土上位からⅢ群b－3類土器の胴部破片が1点出土している。

また覆土中から有茎の石鎌1点、黒曜石のフレイク4点が出土
表Ⅲ－45 H-45出土遺物一覧

している。南壁近くの床面から有茎の石錬が1点出土している。

炉の焼土内からは水洗選別によって黒曜石のフレイク・チップ

が105点得られた。本遺構の北側では覆土下位に炭化物が散在

していた。
計1 71 2

－170－

出土適物

ﾛ土上面
圃土
~~

緬
焼土

Vb

7

石蚤

1

1

F

1

3

F、C、

105

小計

1

4

総計
1

8

4

105

4 105 5 118
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4　縄文時代晩期の遺構と遺物

H-45

格位1.黒色土(粘質)　2.黒褐色土(ⅡB+
dl)　3.黒色土(粘質､ⅡB≫dl)　4.黒色土(粘

貨､ ⅡB+dl)　5.黒色土(OB≫dl､③よりも

黒味が強い)　6.褐色土(ⅡB+dl)　7.暗茶

褐色土(nB>d2)　8.暗褐色土(ⅡB+dl+d2)

9.暗褐色土(ⅢB+dl+d2､汚れている) 10.

時茶褐色土(粘賃､ OB<dl+d2) ll.黄褐色土(En
-し､炭化物がまじる) 12.焼土(灰褐色土と暗赤

褐色土のまじり) 13.暗褐色土(ⅡB+dl) 14.

橙褐色土(d2>dl) 15.黒色土(ポロポロしてい

る) 16.暗褐色土(粘賃､ HB+d2)

HP-1掃位1.黒色土(HB>d2)

HP-2　掃位1.黒色土(HB≧d2)

HP-3　置位1.黒褐色土(ⅡB>d2)

HP-4　着位1.暗褐色土(ⅡB+d2)

HP-5　柑位1.時茶褐色土
HP-6　〇位1.時茶掲色土

HB<dZ)
HB<d2)

HP-7　〃位1.黒褐色土(ⅡB>d2)　2.暗

茶褐色土( HB<dZ)
HP-8　倍位1.暗茶褐色土(HB<d2)

HP-9　照位1.黒色土(uB≧d2)　2.無色

土(HB>d2)
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4 縄文時代晩期の遺構と遺物

時期：検出状況や床面出土の石鍼の形態などから縄文時代晩期中葉の時期

等等
と思われる。 （和泉田）

灘遺物：石器 1 ． 2は黒曜石製の有茎鍍である。

(2) 土塘（図Ⅲ-136～140、図版Ⅲ-71～78)
‐ ↑ ． 2

検出された23基の土壌は、調査区の南東部台地上から斜面肩口にかけて

のところに位置している。ただP-102は調査区の南西側の緩斜面上で検

出されたものである。本土壌はほとんどがd,直上、 あるいはd2上面で検 o scm
l I l l l l

出されており、掘り込み面は明らかでない。平面形は円形、楕円形が主体

である。長径は0.5m前後で､深さは検出面から0.2m～0.3mのものが多い｡図Ⅲ－135 H-45 出土の石器
曠底は平坦で壁も急傾斜での立ち上がりのものが多い。覆土はⅡB+d,の混り合った土で埋め戻し

状のものである。遣物は覆土中（検出面）で多く発見されており、土壌埋め戻し後置かれたものでは

ないかと推測される。 P-42･43･45･48の曠底では、長軸方向の両端部に浅い小ピットが検出さ

れている。出土土器はV群b類に相当するもので、縄文時代晩期中葉～後葉の時期のものと思われる。

また本土壌の性格、用途を明確に示すものはないが、遺物の出土状況、覆土の状態などから土曠墓の

可能性が強い。 （和泉田）

P-16: G｣－64-01の包含眉調査中、 d2上面で検出する。曠底は中央部がくぼむ半円状で、 En-

L層中につくられている。壁は垂直的に立ち上がっている。覆土はⅡB、 dl 、 d2の混合土である。

覆土からV群b類土器が出土している。 P-17を切っている。

P-17:曠底は平坦でd2中につくられている。覆土はⅡB、 dl 、 d2、 En-Lの混合土で汚れて

いる。覆土中からV群b類土器が出土しており、南壁際からは貼り付いた状態で土器片が出土して

いる。 P-16、 P-19に切られている。覆土出土の土器片と同一個体の土器片がP-42から出土し

ている。

p-18: d2上面で検出する。擴底は中央部がくぼみ皿状で、 d2中につくられている。覆土はd2>

dlの混合土で埋め戻し状である。覆土上面で内面を上に向けた一括土器(V群b類）が出土している。

P-16、 17， 19同様土曠墓の可能性が強い。

P-19:曠底は平坦でd2中につくられている。壁は垂直的に立ち上がっている。覆土はⅡB+d,

+d2の混合土である。覆土上層から円球のすり石が出土している。また覆土中からV群b類土器が

表Ⅲ－46士曠（晩期）一覧
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

出土している。

P-20: Ⅱ黒層を3cm～5cm掘り下げたところで土器の集中が確認された。曠底は平坦で、壁は急傾

斜で立ち上がっている。覆土は、土器内の黒色土（第’層)、焼土層（第2層)、遺物を含まない暗褐

色土（第3層）である。第2 ． 3層は埋め戻し状の土である。土器は底部を斜め下に向け、焼土で固

定されていた。焼土中から少量の炭化物と、炭化したクルミが検出された。

P-22: dl上面で検出される。擴底は断面が半円状で、 d2中につくられている。覆土はd,+d2>

ⅡBの混合土で、汚れている。検出面、覆土上層に土器片がちらばって出土する。 G,-64-25の晩

期の生活面出土の土器片と接合する。

P－29： Ⅱ黒層を2回掘り下げたところで検出される。擴底は中央部がくぼみ、 d2中につくられて

いる。壁は垂直的に立ち上がっている。覆土はl ･ 2層ともに上面がくぼんだ状態で堆積している。

遺物を含まない。 1層上面で出土している土器片と同一個体の土器片がG」－64－24．33．34．40．

41 ．43．52の広範囲に散らばっている。

P-34: Ⅱ黒層上部の調査中に黒色土の落ち込みを検出する。曠底は部分的にd2を少し掘り込んで

つくられている。断面は半円形である。覆土はやわらかい黒色土である。覆土からⅢ群b－3類土

器とフレイクが出土している。

P-35: d,上面で検出する。擴底は丸くくぼみ、壁は外上方へ内湾しつつ立ち上がっている。覆土

下層には炭化物を多く混入する。土器は第1層上面と第2層上面の間から出土している。

P-37: Ⅱ黒層調査中石皿が出土し、 その面で精査し黒褐色土の落ち込みを検出する。曠底はd2中

を掘り込んでつくられている。断面は半円形である。覆土中から石皿のほかⅢ群b－3類土器V

群b類土器、 フレイクが出土している。

P－39: d,上面で検出する。曠底はほぼ平坦で、 d2中につくられている。壁は内湾しながら外上方

に立ち上がる。壁面で、直立する小ピットが1個検出されている。覆土は一層で、 V群b類の土器

片が出土している。

p-40: d2上面で検出する。擴底は中央部がくぼみ、 En-L中につくられている。壁は外上方向

へ内湾しつつ立ち上がる。覆土は一層で覆土上面から水平の状態でV群b類の土器片が出土している。

P－41 : d2上面で検出する。擴底はやや丸味をもち、 En-L中につくられている。壁は急傾斜で

立ち上がる。覆土には炭化物が多く含み、覆土上面で、 ほぼ水平の状態でV群b類の土器が出土し

ている。

P-42: d,上面で検出する。擴底はほぼ平坦で、 d2中につくられている。壁はほぼ垂直的に立ち上

がっている。北西、南東壁際に径約10cm、深さ約1Ocmの浅いくぼみがある。覆土はd,+IBの混合

土で、汚れている。検出面で押しつぶされた状態で土器が出土している。V群b類土器である。

P-48: d,上面で検出する。曠底は平坦で、 d2中につくられている。北東、南西壁際に径約15cm、

深さ約5cmの浅いくぼみが検出されている。覆土はⅡB>d,の黒茶色土で汚れている。検出面でV

群b類土器がややかたまって出土している。

P-44: d,上面で検出する。擴底は断面が半円形状で、 d2中につくられている。覆土はⅡB、 dl 、

d2の混合土で汚れている。検出面で内面を上にした状態で土器片が一括出土している。V群b類土

器である。 P-45覆土出土の土器片と接合するものがある。

P－45: d,上面で検出する。曠底は、断面が皿状である。北、南壁際に径15cm～20m、深さ約5cm

の浅いくぼみがある。覆土はⅡB+d,の黒茶色土で、汚れた土である。検出面で内面を上にした土

器片が44点出土している。V群b類土器である。また覆土中から石皿が1点出土している。
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4 縄文時代晩期の遺構と遺物

p-46: d2上面で検出する。曠底は丸味をもち、 d2中につくられている。壁は急傾斜で立ち上がっ

ている。覆土には炭化物が多く混入する。遺物は覆土上面でV群b類の土器片が出土している。

P-48: d,上面で検出する。曠底は平坦で、 d2中につくられている。壁は急傾斜の立ち上がりであ

る。覆土には炭化物が多く混入している。覆土中からV群b類土器が出土している。

P－50: d,直上のⅡ黒層中で検出する。擴底は凹凸があり、 d2中につくられている。北壁側には

d,+IB>En-Lの黒茶色土が堆積し、南側には焼土を多量に混入する暗褐色土が厚く堆積して

いる。検出面で、内面を上にした多くの土器片が出土する。また焼土まじりの覆土中にも多量の土器

片が混入していた。V群b類土器である。

P－51 : d,直上のⅡ黒層中で検出する。擴底は中央部がくぼみ、断面が皿状である。 d2中につくら

れている。覆土はⅡB+dlの黒茶色土である。覆土中からV群b類土器が出土している。

P－102: Ⅱ黒層上面から5cm程掘り下げたところで検出する。擴底は平坦で、 dl中につくられてい

る。壁は急傾斜で立ち上がっている。壁・曠底とも堅く、丁寧につくられている。覆土はやや砂質の

黒茶色土である。擴底直上から土器片やたたき石片が出土している。

遺物：土器P-16 ( 1～3)、 P-17 (4～8)、 P-18 (9 ･ 10)、 P-19 (11)、 P-20 (12)、

P-22 (13･ 14)、 P-29 (15)、 P-34 (16)、 P-35 (17･ 18)、 P-37 (19～21 )、 P-39 (22

～24)、 P-40 (25･26)、 P-41 (27･28)、 P-42 (29～32)、 P-44 (33～38)、 P-45 (39~

42)、 P-46 (43･44)、 P-48 (45･46)、 P-50 (47～53)、 P-51 (54)、 P-52 (55)、 P－

60 （56)、 P-79 (57～59)、 P-102 (60)から出土している。 10･ 16･21 ･46･50．53･55･56･

58．59はⅢ群b－3類土器とみられるものであり、 57はⅣ群a類土器で、他はV群b類土器である。

1は粗い縄文の施された小片で、 8と接合する。 2は薄手で斜行縄文の施されたもの、 3はやや厚手

で縦行縄文の施されたもので、 ともに深鉢もしくは鉢形と呈するものとみられる。 4は深鉢形土器の

口縁部で、縦行縄文を地として、口縁部に5条の沈線文をめくゞらしている。沈線施文後に口縁をなで

調整している。口唇の断面形は切出し形を呈する。 5は薄手で比較的細かい縄文の施されているもの

で、 2と同一個体に属する。 6は厚手の縦行縄文の施されたもので、 3 ．32と接合する。 4 ．32とも

同一個体に属する。 7は薄手で細かい斜行縄文の施されたものである。 8は粗い縄文の施されている

もので、 1と接合する。 9は口縁の断面がやや切出し形を呈するもので、鉢形もしくは深鉢形を呈す

るものとみられる。器面には斜行縄文が施されている。 10は粗い縄文の施されたものがある。 11は比

較的薄手のもので、斜行縄文が施されている。 2 ． 5と同一個体に属するかとみられる。 12は深鉢形

土器の底部で、体部には縦行する縄文が間ばらに認められる。底面にも同様な縄文が施されている。

13は深鉢形を呈するとみられ、体部に斜行縄文を施し、口縁部には無文帯に縄線文を4条めぐらせて

いる。口唇にも縄文を施す。 14は浅鉢形を呈すとみられるもので、体部に斜行縄文を施し、口縁付近

になで調整を加え無文としている。口唇も無文である。内面は滑らかに磨かれている。 15は器面に縦

行気味の縄文を施し、口縁に沿って下から突き上げるような刺突文を一条めぐらし、所々に、 3列3

段に垂下させる文様をl単位として、配置しているものとみられる。器形は深鉢形を呈するものとみ

られる。口唇に縄文を施し、内面は磨かれている。 16は口縁の小片で内外面に縄文が施されている。

17は浅鉢形土器の底部破片で、底面にも複節の縄文を施している。 18は深鉢形土器の体部で上半では

縦行気味に縄文が施され、底部付近では斜行縄文となっている。底部と体部の境に擦痕が認められる。

この擦痕は2 ． 11に認められるものと共通し、それらと同一個体に属する。 19は深鉢形を呈するもの

で、口唇をあらかじめ角形に調整し、口縁の表面側の角を斜めに指頭で押し下げている。 F-19の

35も同一個体に属するかとみられる。器面には浅く縄文が施されている。20は縄線文の施された小片

－1ワ貝一
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Ⅲ美々3遺跡第U黒色土層の調査

である。深鉢形を呈するものとみられる。21は斜行縄文の施されているものである。 22は浅く斜行縄

文の施されている比較的薄手のものである。深鉢形を呈すとみられる。23は細かい斜行縄文の施され

ているもので、亀ケ岡式系のものとみられる。24は複節の縄文の施されているもので、 17の底部と接

合する。25．26はともに細かい縄文の施された薄手のもので、 25は浅鉢、 26は深鉢形を呈するとみら

れる。27は口縁の断面形が切出し形を呈するもので、浅く斜行縄文が施されている。浅鉢形を呈する

とみられる。縄文施文後に口縁をへうでなで、調整している。 28は深鉢形を呈すとみられるが、器面

に横走気味の縄文を施し、口唇にも施文している。口縁部には棒状工具で斜め下方から刺突を加えて

いる。29は口縁部にくびれのある鉢形を呈するもので、体部の縄文は磨消されているようである。 33

と接合する。30は深鉢形を呈するもので、体部に縦行縄文が施されている。31はやや縦行気味の細か

い縄文の施されたもので、深鉢形を呈するものとみられる。22と同一個体に属する。 32は3 ． 4 ． 6

と同一個体である。なおH-20の3 ･ 4と接合する。 33は鉢形土器の肩部に2個の突起のつけられ

たものである。29と同一個体である。34．35は浅鉢形土器の口縁部で、 35は部分的に口唇に刻みのつ

けられたものである。 36は口唇に密に縄による刻み目を施し、口縁に棒状工具で斜め下方から刺突し

た刺突文をめぐらすものである。器面には細かい縄文が施されている。37は31と同一個体である。38

は器面にかすかに縄文の認められるものである。39は口縁に刻み目を施し、縦行気味の縄文地に三条

の沈線をめぐらすもので、小形の鉢形を呈するものかとみられる。40は浅い縄文の認められるもので、

34．35．41 ．42と同一個体である。これらは接合して大形の浅鉢形を呈する。43は口縁部の少しすぼ

まる深鉢形を呈するもので、口唇の断面は尖る。頸部に幅の広い沈線を3段施し、口縁の部分は磨か

れている。体部には浅い縄文が認められる。44は深鉢形土器の体部とみなされ、縦行する縄文が施さ

れている。45は44と同一の個体である。46は粗い縄文の施されているものである。 47は縦行気味の縄

文の施されたもので、浅鉢形土器の口縁部とみられる。 48は口縁の断面形が切り出し形を呈し、口唇

には細かい撚り紐による刻み目を密に施している。口縁の表面側に棒状工具で刻み目をつけている。

器面は口縁付近が幅広く無文となり、体下部に細かい縄文が施されている。49は浅鉢形土器の口縁部

で、中央のくぼむ小突起があり、突起部には細い縄による刻み目がある。器面の縄文は縦行気味で、

それに重ねて口縁部に4条の細く浅い沈線をめぐらせている。 50は無文の小片である。51は薄手の浅

鉢形もしくは皿形を呈するもので、口縁近くを無文としている。体下部には整った細かい縄文が施さ

れている。52は亀ケ岡式系のもので、口頸部に幅の広い凹帯とA突起を配する。体部には細かい斜

行縄文が施されている。 53は縄文の施された小片である。54は浅鉢形土器かとみられるが、縄文が粗

い。55は口縁の肥厚するもので、口縁部には単節、体部には無節の縄文が施されている。あるいは両

者が結束された1本の原体によるものかもしれない。56は粗い縄文の施されたものである。57は縦位

施文の縄文、 58．59は粗い縄文が認められる。60は深鉢形を呈するものとみられる。やや縦行気味の

縄文が施されている。

石器 1 (P-16)はラウンドスクレイパー。下縁に急角度の刃部が作り出されている。黒曜石製。

2 (P-19)は安山岩すり石で、球形素材である。全面が弱く磨耗している。 3 (P-39)は細粒

砂岩砥石で、扁平転礫を素材とする。粒子はそろってよく固結している。 4 (P-37)は片麻岩石
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

皿で、若干凸面状を呈する主面を使用する。 5 (P-45)は片麻岩石皿。若干凸面状を呈する主面

を使用する。長軸の両端を欠いている。 6 ． 7はP-48出土のものである。 6は緑色泥岩石斧未製品。

片側縁のみに剥離調整を加える。また折面を使用するたたき石に転用されている。 7は片麻岩石皿で、

使用面は若干凹んでいる。 8 (P-102)は安山岩礫器、断面三角形、両側から刃をつける。

(3)焼土（図Ⅲ－141～143、図版Ⅲ－79･80)

縄文時代晩期中葉として報告した焼土は、 34か所であった。これらの焼土の検出面はすべてⅡ黒層

一回目であった。内訳は、焼土中にあり、被熱しているV群b類土器を含む例が14か所、焼土中に

Ⅳ群b類土器を含む例が12か所、付近からV群b類土器が出土している例が8か所である。

焼土の分布は、 G,-64区の標高23.3mの台地上から標高23mの斜面肩口にかけて北東～南西方向

に長く帯状に分布している。また焼土の分布と晩期土壌とⅣ群b類土器との集中域は、重複する傾

向にある。また、単独で存在しているF-59については同様なことが言える。

焼土の形態的特徴は晩期焼土の場合断面にある。動いている例を除くと、焼土上面が凹むもの（6

例） と凸るもの(14例） とがあり、凸形断面のものが一般的である。また平面形についても、凸形断

面を持つものは不整形が多く、凹形断面をもつものは楕円・円形の整った形態が多いようである。

A群: G,-64-02に所在する。 2か所の焼土が平均約1.1m離れて群をつくる。焼土の平均面積

は0.35㎡で晩期焼土の中では1番目に大きい焼土で構成される。最も近くにある土擴は0.8m～3.6m

離れて群両端に分布する。 F-16は晩期焼土の中で3番目に土器を多く包含し (33点)、 その内97%

が被熱しており、最高の被熱率を示している。

B群: G1-64-21 ･22･ 31 ･40･41に所在する。 11か所の焼土が平均1.5m離れて帯状の群をつ

くる。焼土の平均面積は0.22㎡で平均的な大きさの焼土が集っている力:、凸形が小さく凹形が大きい

傾向がある。最も近くにある土曠は0.7～3.0m離れて群の東端に主に分布する。 F-17からは炭化

したキハダ属の実が検出されている。またこの焼土は、石鍍･R－フレイク他7種類の遺物を含み、

晩期焼土中2番目に遺物種類数が多い。 F-14の土器(16)はG1-64-40･41･50･51 (各1点）

と接合関係を有する。この接合例は、他の列が焼土の所在するグリット内に収まるのに対して、広域

的な接合関係を有する。 F-7 ･ 14には被熱遺物がなかった。

C群: G,-64-31･41に所在する。 2か所の焼土が平均約1.3m離れて群をつくる。焼土の平均

面積は0. 15㎡で晩期焼土の中では最小の面積である。近くに土墳はない。

D群:V群b類土器集中域から外れたG,-64-52に所在する。 2つの焼土が平均約0.9m離れて

群をつくる。 これらはいづれも動いており、 F-38

には被熱した遺物は含まれていなかった。廃棄された 表Ⅲ－47焼土群（晩期）一覧

蝿
耐
平
く

#上髄§胴
じ擬mO"

焼土であろうか。

E群: G,-64-33･43･53に所在する。 9か所の

焼土が平均約1.6m離れ帯状の群をつくる。焼土の平

均面積は0.28㎡で晩期焼土群中2番目に大きい焼土で

構成される。最も近い土曠は1.5m～2.2m離れて主に

群の東端に分布する。 F-18からは炭化したクルミ

の殻皮片が出土している。 F-23からは焼骨細片が

少量出土しているほか被熱した黒曜石フレイクを再利

用したU一フレイクも出土している。また、 F-23

は晩期焼土中最も大きくかつ遺物種類数も13種と最多

群 遺構番号 駛髄刷肚＃

~A 18,19,35
39

40~43,45

鍛蝋札
当謝嚇↓
37,48,50
51

鋪t戦し

34

102

16,17

20

29,44

当謝戦し
当謝嗽し

46

0.3515,16

5～11,14,17

31,45

12,13

38,39

18～23,29

33,43

51,54,96,108

118,119
41

59

0.22

0.15

Ｂ
－
Ｃ
岬
Ｄ
Ｅ

0.28

単
独
土
塘

当謝職L 0.17

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~0.16
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Ⅲ美々3遺跡第H黒色土層の調査

を示している。 F-29･33は被熱した遺物を含まない。

F-18 (33)はGⅢ－64-43 ( 1点)、 F-29 (56)はG1-64-53 ( 1点)、 F-43 (61)はG1

－64－53 （ 1点）出土の土器片と接合する。これらはいづれも焼土の所在するグリット内が隣接した

1グリットと接合する。

群を形成しない焼土：これらの平均面積は0.16㎡で小型の焼土の範ちゅうに入る。断面形は凸形の

ものがやや多い。これらはV群b類土器の集中域と重複しない例(F-41 ･ 51 ･54･ 108･ 118･ 119)

が多い。また、 これらの中には被熱した遺物をふくまない焼土が4例(F-51 ･96･ 108･ 119)、遺

物のない例(F-118)がある。

群を構成する晩期焼土の特徴を、断面形ごとに面積・遺物種類数・遺物点数について比較して説明

することとする。断面凸形焼土の平均面積は0.21㎡、平均遺物種類数は3.72種平均遺物点数は4.18

点である。断面凹形焼土のそれは1.36㎡、 5. 17種、 140点である。二者を比べると、凹形焼土は大規

模で遺物組成が豊富であり遺物点数が多い。凸形焼土は凹形焼土と対称的である。 さらに凸形焼土の

中には動いたもの、被熱した遺物を含まないものがある。凹形焼土については中期焼土で述べた様に

掘り込みをもっている可能性がある。以上より、凹形焼土は掘り込みをもつ定置的な遺構で屋外炉の

ようなもの。凸形焼土は焚火のような一時的なもの。凸形で被熱遺物のないものや動いたようなもの

は焼土と遺物の廃棄土のようなものということを示している。 （鈴木）

遺物：土器F-6 ( 1 ･ 2)、 F-7 (3～5)、 F-8 (6～8)、 F-9 (9 ･ 10)、 F-10 (11

～13)、 F-11 (14･ 15)、 F-14 (16)、 F-15 (17)、 F-16 (18～22)、 F-17 (23～26)、 F

-18 (27～34)、 F-19 (35～37)、 F-20 (38～42)、 F-21 (43)、 F-22 (44～46)、 F-23 (47

～55)、 F-29 (56)、 F-31 (57･58)、 F-33 (59)、 F-43 (60～61 )、 F-45 (62)、 F-59

（63)、 F-63 (64～67)から出土している。 2 ･ 4 ･ 5 ･34･37･42･46･59はⅢ群b－3類土器

であり、他はV群b類土器である。 1は鉢形土器の口縁部で、器面と口唇に縄文を施し、口縁部に

棒状工具により下側から斜めに刺突文が施されている。口縁へ向って器壁が薄くなっている。 2は赤

味を帯びた無節の縄文のある小片である。 3は鉢形土器の口縁部で器面と口唇に斜行縄文を施す。器

壁は口縁へ向って厚味を増す。 4 ． 5は斜行縄文の施されているもので、底部の角が張り出す。 6～

8は鉢形土器の体部で、浅く縄文が施されている。 9は底部、 10は体部の破片で、浅く縄文が施され

ている。 11は縄線文の施されているもので、浅い沈線も認められる。 12は鉢形土器の口縁部で、口唇

上に刻みがある。 13は浅鉢形もしくは皿状土器かとみられる。器面に縦行する浅い縄文を施し、口縁

部をなで調整している。 14は口唇に部分的に刻み目を施すものかとみられる。 15は文様の認められな

い底部とみられるものである。 16は円形刺突文を施すもので、小形鉢形土器の体上部の破片である。

17は底部の角にくびれをもつものである。 18は鉢形土器の口縁部で、口縁はやや厚い。 19は浅鉢形の

口縁かとみなされるもので、口唇の幅は広い。 20は薄手のもので、器面にかすかに縄文の痕跡が認め

られる。 21は浅鉢形土器の突起部の破片であるが、山形に作り出された頂部に二つの刻み目を付す。

22は亀ケ岡式系の壺形土器の肩部である。縄文は細かく、頚部の沈線にA突起を配している。 23は

薄手の土器で、亀ケ岡式系のものかとみられる。細かい縄文が施されている。 24は浅く縄文の施され

たもので、内面の一部に擦痕が認められる。 25は浅鉢形土器の体部の破片とみられるもので、沈線文

の間に円形刺突文を配している。26は内面に沈線があり、鉢形土器の頚部とみなされる。27は口唇に

しっかりした刻み目のあるもので、口縁部に縄線文が施されている。28～32は鉢形もしくは浅鉢形の

破片で、浅く縄文の施されているものである。33は小形の丸底土器で、口唇に密に刻み目を施し、体

部には縄文の代りか、雑な沈線の施されているものである。 34は粗い斜行縄文の施されたものである。
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

35は口唇の幅がやや広く口唇に指頭によるかとみられるくぼみがある。36は細かい縄文の施されてい

るものである。 37は器面にかすかに縄文の施されているものである。38～41は浅く縄文の施されたも

のである。 42には無節の縄文が施されている。43は浅鉢形土器の底部の破片かとみられるもので、

LRの原体による縄文が施されている。 44はわずかに縄文の認められるものである。 45は口唇に縄文

があり、口縁に下方向からの刺突文が施されている。46は粗い縄文の施されているものである。47は

口縁部に2条の縄線文をめぐらし、口唇に刻み目をつけるものである。48は口縁の山形の突起に縄で

2列の刻み目をつけている。口縁には縄線文を施している。49は口縁の内面に段がある。50は口唇に

も縄文を施す。51は器面に縦行気味の浅い縄文を施すものである。52は若干彫り込み気味の磨消縄文

のあるものである。 53．54は縄線文の認められるものである。55は浅鉢形土器の口縁部で、内面に2

紳鍵拳鍵●拳
- 2 3 － 4 －5

=溌拳●●●鍵
図Ⅲ－143焼土（晩期） 出土の石器

0
１
－

表Ⅲ－48焼土（晩期）一覧~ B掘り下げ回数を示す※検出面

検出
g(cm)

0.68 0.11 1B1回目

0．35 0.04 IB1p目

0．39 0.06IB1p目

0_46 0.06IB1回目

0.42 10.08 IB1回目
(0.50） 0．061B1回目
O.57 0.05 IB1EH
0.38 0.04HB1回目

0.35 0．06IB1回目

0.12 1 －ⅡB1回目
0.35 10.03HB1回目
0.45 0.02 IB1p目

0.63 0.09 IB1回目

0.50 0.09IIB1回目
Ob37 0．03IB1回目

検出

IB1回目
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4 縄文時代晩期の遺構と遺物
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図Ⅲ－144動物の足跡(A)

条の浅い沈線をもち、口縁にはかすかな凸帯が

あり、口縁部の下縁の隆起帯に沿って縄線文が

一条めく．らされている。体部には磨消縄文が認

められる。56は小形の丸底の浅鉢形土器で、無

文地に弧線で文様を施している。57は縄線文の

施されたもので、口縁は無文となっている。58

は浅く施された縄文の認められるもの、 59はか

すかに斜行縄文の認められるものである。60と

56は同一個体に属する。 61はかすかに縄文の認

められるものである。62は薄手で細かい縄文の

2坐一一一4浬l ‘2418 ､24.21

l .
lH1-62-36
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図Ⅲ－145動物の足跡(B)
施されているものである。 63はやや整った斜行

縄文の認められるものである。64は口縁の小片で薄い、口唇の調整を内側へ向けて行っている。 65に

は横走気味の浅い縄文が認められる。66は整った細かい斜行縄文の施されているもので、内面調整も

なめらかである。亀ケ岡式系のものとみられる。縄文の原体はRLである。 67は浅鉢形土器で器面

には口縁から2列に縦の隆起帯をつけている。口唇は隆起帯の位置を含めて平坦に調整され、口唇上

には細い縄で刻み目を密につけている。 さらに口唇の表面側の角に、断面円形をなす棒状工具を押し

つけて刻みをつくり、口唇の少し下に、下側から斜めに突き上げた刺突文を施す。同様の刺突文は破

片の下端の、底への移行部分にも施されている。器面に縄文が認められない。

石器 1 (F-8)はスクレイパーで、縦長剥片を素材とし、背面の側縁に加工が施されている。

鑑
L ､､ ▲ ‘｡. ヤー ‘ P

Ocm O 5cm

！ . : : ! ’ ･ ･ ･ ． '

図Ⅲ－146 SP-6出土の土器とP-75出土の石器
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

黒曜石製。 2～4 (F-17)は有茎の石鍼で、いずれも黒曜石製である。 5 (F-18)は有茎鍼、

6･ 7 (F-22)は有茎石鍍、 8 ･ 9は有茎の石鍼で、いずれも黒曜石製である。

(4) 動物の足跡（図Ⅲ－144･145、図版Ⅲ-81)

調査区の南東側(A) と北西側(B)で、各々1列づつの動物の足跡が検出される。 Ta-cを

除去し、 Ⅱ黒層上面で確認される。径15cm～20cm、深さ2cm～3cmの楕円形状の浅いくぼみで、 25cm

~30cmほどの間隔で続いている。動物の足跡(A)は、南東一南西へ弧状に伸びている。浅いくぼ
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図Ⅲ－147時期不明の遺構位置図
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5 時期不明の遺構と遺物

みであるが若干南西側が深くなっていることからみて、南東から南西の斜面に向っての歩行が推測さ

れる。動物の足跡(B)は北一南の方向に伸びている。これまでの調査で確認されている動物の足

跡と同様、足跡の大きさ、歩幅、並び方などからキツネのものと思われる。 （和泉田）

5 時期不明の遺構と遺物

(1) 土壌

本土壌のほとんどがdl上面かd2上面で検出されたものであり、覆土および擴底から時期を推測し

得る遺物が出土していないため、時期不明の土擴としたものである。 P-123･ 124は長径が1mを

超えるけれども他は0.5m～0.9mである。平面形は長円形、長楕円形のものが多い。 29基の土曠のう

ち、 P-25 ．27･68･69･70･71･72･74･75･83･84･85･115･123の14基は、 ⅡB+d2の黒茶

色土が斜めに堆積し、一方の壁がなかなかはっきりしないという状態などから考えると、風倒木痕の

可能性が強い。他については一応ⅡB+d,の混り合った土が入っているものが多いけれども性格．

用途なども明らかではない。 （和泉田）

(2)小ピット群

G,-63-26･36のd2上面で検出する。掘立て柱状のものかとも思われるが、明瞭な配列関係は認

められない。径20cm～30cm、深さ20cm～30cmで、平面形は円形、楕円形である。覆土はおおむねⅡ

B+d,の黒茶色土である。 SP－2 ･ 7 ･ 9の覆土中からはフレイク、 フレイク・チップ°が数点出

土しており、 SP-6の曠底からはⅢ群b－3類土器が出土しているが、時期は明確ではない。 （和

泉田）

遺物：土器 1は結束羽状縄文の施されている体部である。内面上部は滑かに調整されている。1は結束羽状縄文の施されている体部である。 内面上部は滑かに調整されている。

1は、欠損した砂岩製のたたき石である。石器
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6 包合層出土の遺物

(1) 土器（図Ⅲ－148～174、図版Ⅲ-82～92)

包合層から出土した土器にはⅡ群～V群に属するものがある。そのうちⅢ群b－3類とV群b類

に属するものが特に多い。

Ⅱ群a－1類（図Ⅲ－148-1 )

体部の小片である。胎土に繊維を含み、節の明瞭でない、条の横走する縄文が認められる。

Ⅱ群a－2類（図Ⅲ－148-2)

体部のやや大きい破片である。器面にはLRの原体を横位と縦位に施している。規則的な羽状縄

文で構成するものではない。なお接合面から破損していて、断面が丸味をもつ擬口縁が、内面寄りに

位置している。

Ⅲ群a類（図Ⅲ－148－3～6）

3は大形の土器で、口縁部に鋸歯状もしくは貼付帯がある。器面には結束羽状縄文が施されている。

4～6は小形の土器で、 4は口縁の凸起部に近い破片で、器面には無文地に瘤状の貼瘤と細い貼付帯、

幅の狭いへラ状工具による横方向から斜めに施された刺突文が認められる。貼付帯上に細い撚紐の圧

痕がある。 5は縄文地に細い貼付帯の施されているもので、貼付帯は口唇に沿って施されているほか、
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1

0 5 10に、

図Ⅲ－149包含層出土の土器：Ⅲ群b 3類(1)
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図Ⅲ_151 包含層出土の土器：Ⅲ群b－3類(3)

-193-



Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

体上半部にゆるやかな波状をなして施されるものとみられる。貼付帯上には細い撚紐の圧痕がある。

6は口縁にそって器体に太い粘土帯が加えられ、外反する口縁の肥厚する形態をもつもので、口縁に

太い貼付帯を波状に施すものかとみられる。貼付帯上と口縁に縦位に細い撚紐の圧痕を施している。

これらのⅢ群a類土器は円筒土器上層b式の末から次のサイベ沢Ⅶ式に相当するものとみなされる。

Ⅲ群b－1類土器（図Ⅲ－148-7～10)

7は口縁の突起部分で、突起は極端に大きい。突起には貼付帯がめぐらされ、先端が弧状をなす。

半裁竹管状工具の先端による刺突が加えられている。 8 ． 9は同一個体で細い半裁竹管状工具により

貼付帯上に刺突文及び綾杉状の刺み目を施すもので、地文は結束のある羽状縄文である。 10はH－

18などの遺構出土のものと包含層のものとが接合したもので、体部上半に横走気味の斜行縄文が施さ

れ、半裁竹管状工具による平行沈線を2列めぐらせ、それにそって貼付帯を施し、貼付帯上に押引き

文を加えている。体下半には複節斜行縄文が施されている。

Ⅲ群b－3類土器（図Ⅲ－149～165)

Ⅲ群b－3類土器は出土土器の内で最も多く、多様なものがある。昨年度にならってA類からH

類に区分し記載することにする。昨年度報告資料と接合したもの、同一個体に属するものも記載の便

宜上掲載した場合がある。なお用語は昨年度と同様、頚部にめぐらされた円形刺突文は円形文と略す

る。

A類（8～42）は器面に貼付帯の施されているものである。 8～14は他のものとは若干趣きを異に

するもので、柏木川式のなごりをとどめているものかと思われる。 8 ． 9 ． 12には内面にも縄文、撚

糸文が施されている。 8は口唇にそう位置と、わずかにくびれる頚部に貼付帯をめぐらしその間に円

形文を配するもので、貼付帯上には横方向から斜めに棒状工具による刺突が加えられている。地の縄

文には結節の回転文が加えられている。 9 ． 10は同一個体で、口唇と口縁部の貼付帯及び体部の器面

にへう状工具による刺突文を施している。地文は細かい撚糸文で、口縁の貼付帯の上縁にそって円形

文が施されている。 11は体部に貼付帯の認められるもので、貼付帯の上と上・下縁に幅の狭い押引き

文が施されている。地の縄文は無節で、結節の回転文が加えられている。 12は口縁を欠失するが横位

の貼付帯と円形文が認められる。貼付帯状にはへう状工具を押捺して刻み目をつけている。地の縄文

は結束のある斜行縄文とみられる。 13はやや太い貼付帯があり、棒状工具による斜めの刻み目がつけ

られている。より古い時期のものかと思われるが、便宜的に含めておく。 14は底部下端に貼付帯のあ

るもので、へラ状工具による押引き文風の刺突文がつけられている。器面の縄文は無節である。 15は

昨年度報告の7と同一で、口縁部文様帯が、器壁を肥厚させることで強調された北筒式に一般的な器

形の特色を示すもので、体部には縦位の貼付帯に横位の貼付帯を重ねて格子状の文様を構成するもの

である。上位の貼付帯の左右には剥落痕がある。地の縄文は口縁部と体部にあらかじめ施され、結節

の回転文を加えている。内面には指頭による調整痕が残る。

16は口縁部と、体部と内面に結束第2種の原体によるとみられる縄文が施され、それに重ねて、体

部に貼付帯を垂下させている。口唇と口縁部と貼付帯上に押引き文を施している。 17も口縁部と、体

部と内面に縄文を施し、口唇と、口縁部と貼付帯上に押引き文風の刺突文を施している。口縁の縄文

は浅く施されている。 18． 19は同一個体で、昨年度報告資料（11 ）に接合した例である。口縁部と体

部と、口唇と内面に結節第2種の原体による羽状縄文を施し、体部に太い貼付帯を、口縁の突起に対

応する位置に八の字形に貼付し、体部を横環する貼付帯の接点に円形の刺突文を施している。口縁に
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6 包含層出土の遺物

はへうによる押引き文と突起の左右に刺突文を加えている。20は体部と内面に結束第2種の原体によ

る羽状縄文を施し、口縁部と、口唇はへうによるなで調整がなされている。体部に環状に貼付された

かとみられる細い貼付帯があり、口縁部から垂下する貼付帯とつながる。 さらに環から突出すように

短かい貼付帯がつけられている。口縁部には幅の広いへラ状工具、貼付帯上には狭いへラ状工具によ

り、 ともに押引き文が加えられている。 21は口縁部、体部、口唇、内面に結束第1種の原体による羽

状縄文が施され、体部にはY字状の太い貼付帯が、口縁の突起の位置に対応して施されていた痕跡

がある。体部を横環する貼付帯との接点には円形の刺突文が加えられている。口縁部にはへう状工具

により、沈線化した押引き文が施され、貼付帯上には縄文が施されている。器面に赤色顔料が付着し

ている。

22．23は同一個体で、口縁部と体部と口唇と内面に縄文が施されている。体部には横環する貼付帯

に斜め方向からの貼付帯を重ね交点に円形の刺突文を施している。口縁の山形隆起部に対応して八の

字形の貼付帯が認められ、体部に鋸歯状を重ねる文様を構成するのかもしれない。口縁部には半裁竹

管状工具による斜方向からの刺突文を施している。 24．25は同一個体で、口縁部と体部と内面に結束

第1種の細かい羽状縄文が施されている。口唇は指頭によるなで調整がなされている。体部に薄い貼

付帯を八の字形に配し、横環する2条の貼付との交点に刺突を加えている。頚部無文帯に施された円

形文は浅く突瘤を形成していない。26は口縁と体部に結束第1種の羽状縄文を施し、口唇から内面に

かけてへラによるなで調整がなされていて突瘤はない。口縁部には左上方から斜めに、半裁竹管状工

具の丸味のある端部を器面にあてるようにして刺突した刺突文が2段にめくゞらされている。体部の貼

付帯は縦の貼付帯の間に横位の貼付帯を加えた梯子状の文様を構成するかとみられる。貼付帯上には

幅の狭いへラ状工具により、押引き文風の刺突が加えられている。27は口縁部と体部と口唇の一部に

結束第1種の羽状縄文を施し、口縁部に沈線化あるいはなで調整化したとも言えるへラ状工具による

押引き文を施し、体部に薄い貼付帯を口縁の隆起部に対応して八の字形に貼付しているように見える。

この薄い貼付帯は器面の溝に埋めこまれていて、器面に出ている部分が薄く見える状態である。貼付

帯上にはへう状工具による押引き文が施されているけれども、貼付帯が薄く埋めこまれている所では

器面に押し引き文を施したように見える。口唇の大部分と内面は指頭によるなで調整がなされている。

器面は赤味をもつが、胎土自体が赤い。28は昨年度報告の8と同一個体である。口縁と体部に結束第

1種の羽状縄文を施し、口唇と内面はへうにより調整されている。口縁部には半裁竹管状工具による

斜方向からの刺突文を施し、体部には梯子状に細い貼付帯を施して、狭いへラ状工具によりその上に

押引き文を加えている。貼付帯により円形文の埋められた所があり、 また内面に突瘤はない。

29はH-13出土の体部と同一個体に属する口縁部の小片である。地の文様は定かではないが、体

部には結束第1種の羽状縄文が施されていて、口縁部にも浅く施されているようである。口唇と内面

はへうにより平坦に、かるく磨かれたように調整されている。体部には梯子状の細い貼付帯を施し、

口縁部と貼付帯上に、先端力;2又になった工具による押引き文が施されている。内面に突瘤はない。

30は昨年H－lから出土した資料（11 ）に接合したもので、器壁にくびれはなく、口縁の少し下

に埋めこまれた状態の貼付帯があり、口縁部を区画しているようである。この区画された口縁部には

へう状工具による押引き文が施されている。口縁を画する貼付帯から下に、口縁の突起に対応して縦

位の貼付帯があり、 また体部に横位の貼付帯がある。貼付帯上には細い半裁竹管状工具による斜方向

からの刺突文が施されている。突瘤はない。 31 ．33は同一個体で、口縁部から体部にかけて貼付帯の

施されたものである。あらかじめ縄文の施された器面に、粘土帯を貼付して、口縁部下縁の段差を形

成し、 さらに口唇近くにもう－条粘土帯を貼付して、口縁部に2条のへラ状工具による押引き文風の
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6 包含層出土の遺物

刺突文をめぐらせている。この口縁部の貼付帯上から体部にかけて、 さらに口縁の突起に対応する位

置に八の字形の貼付帯を施し、その上に押引き文を施している。 30．31は体部の破片で、 これからみ

ると鋸歯状に貼付されていたかのようである。体部をめぐる貼付帯との接点には刺突が加えられてい

る。口唇と内面には縄文が施されず、へラによりなで調整されている。突瘤はない。 34はH-18出

土資料（9） と同一個体で、結束羽状縄文地に施された押引き文のある貼付帯の交点に円形刺突文を

施すものである。35は全形が不明であるが、縦位の貼付帯下に横位の押引き文が施されている。36は

器面の斜行縄文がなで消されたものかとみなされたが、口唇直下に一条と円形文をはさみその下に一

条の、横環する2条の貼付帯の施されていたもので、上位の貼付帯の一部に押引き文風の刺突文が施

されている。口唇にそう部分と断面が丸味をもつ口唇さらに内面もなで調整されている。上位の貼

付帯の欠損部は溝状のくぼみとなっているが、 この溝の底に半裁竹管状工具による押引き文風の刺突

が加えられている。 37は口縁に肥厚体をもつようにみえるが、肥厚帯の頂部は粘土紐の貼付によるも

のであることが知られる。貼付帯上には押引き文風の刺突があり、貼付帯上縁から口唇にかけてはな

で調整されている。器面にはあらかじめ縄文が施されている。 38．39は同一個体で、薄手で小形の土

器とみなされるが、粗い縄文の施された器面に、細い貼付帯があり、梯子状の文様を構成するかとみ

られる。口唇直下と、円形文の下と、体部に一条横環するようである。口唇と内面は指頭によるなで

調整がなされている。40．41は同一個体で、昨年度報告資料（5 ． 6）と同一個体である。口縁部を

画する貼付帯があり、口縁部と丸味をもつ口唇と内面は無文で、突瘤はない。体部の縄文は整った斜

行縄文で、貼付帯は縄文地に施され、斜方向からの刺突が加えられている。42は内面が平坦にへうに

より調整されたもので、煉瓦台式と似ている。器面にはあらかじめ結束羽状縄文が施されている。そ

の縄文地に幅が2cm弱ほどの、中くぼみの貼付帯があり、所々長さl.5cm前後の縄の圧痕が深く施文

されている。 28．34～40は特に異例のものとみられる。

B類（2 ． 5 ．43～67）は体部に押引き文の施文されるもので、その類縁のものを含めている。43．

44は押引き文とは異なる施文のあるもので、柏木川式に近いものかともみられる。口縁に粘土帯を貼

付して、肥厚帯を形成するもので、口唇に1列刻み目があり、肥厚帯にも2段に刺突が加えられてい

る。体部と内面にはあらかじめ縄文が施されているが、口縁部と口唇は明らかではない。体部には棒

状工具によるかとみられる放射状の刺突列が認められる。口縁の突起部に対応するものかとみられる。

突瘤はほとんど認められない。44は横走する撚糸文の施されているもので、上部には斜行縄文が重ね

られている。棒状工具により縦位と横位に押引き文風の刺突文が施されている。43は縦位と横位の押

引き文風の刺突文の施されたものであるが、その接点には貼付文があった形跡がある。器面にはあら

かじめ無節の縄文が施されている。46～49は口縁が肥大していないものである。46は口縁がやや強く

外反するもので、施文の上で、口縁部と体部が分けられている。円形文が頚部に施されている。口縁

部から体部にかけてあらかじめ無節の縄文が施され、内面にも施文されている。口唇と口縁部には幅

3mm、体部には幅が5mmほどのへラによる押引き文が認められる。47は赤味のあるもので、器面には

全面に縄文が施されているが、口唇と内面にはない。口唇と口縁には幅4mm、体部には5mm幅の押引

き文が施されている。文様構成は体部に鋸歯状、口縁部から体上部にかけてY字状に施されている。

48は口縁小突起があり、口唇と口縁部と体部と内面にも押引き文を施している。文様構成は口縁部と

体部の横位の区画の間に縦位にやや密に施されている。49は昨年の報告資料（12） と同一個体に属す

るものである。縄文は口唇と内面には認められない。文様は口縁部に横環する押引き文を施し、口唇

から縦に「L」の字状に押引き文を施し、その端部と、かこまれた中に円形刺突文を施す。似た文

様は805にみられる。50も口縁近くから垂下する押引き文の認められるもので同様の文様を構成する

-197-



Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

ものかとみられる。51 ．52は薄手の口縁がやや肥厚するものである。49は口唇と体部に押引き文をめ

ぐらせている。体部にはあらかじめ縄文が施されている。50は縄文がなく、円形文も認められていな

い。口唇と口縁に刺突を施し、体部には縦と横に押引き文を施している。フレイク・チップ．集中No.

2出土のものと同一個体に属する。 5 ．53～58は口縁に肥厚帯があり、口唇に押引き文を施すもので

ある。 5は口縁と体部と底部が接合せず、器形を想定して復元した赤味のある土器である。昨年度報

告資料（37） と同一個体である。口縁部と体部と内面に縄文を施している。口縁部に2条、体部に1

条の押引き文をめぐらし、その間に鋸歯状に押引き文を配している。53．54は同一個体で、口縁部と

体部に縄文を施している。口縁の突起部から押引き文を縦に垂下し、体部では八字形に施文する。ま

た口縁の肥厚帯上に1条押引き文をめぐらしている。54は体部の押引き文の端部に円形刺突文の施さ

れているものである。55．56は同一個体のもので、昨年度報告資料（17） と同一個体である。 55は体

部に縄文が施されている。口縁の隆起部から縦に押引き文を垂下し、体部では左右に広がる押引き文

を加えている。口縁部には2条の押し引き文をめぐらせている。57はH-11の1と同一個体である。

体部にのみ縄文が施されている。58は幅3mmほどの押引き文を口唇に1条、口縁部に2条めぐらす。

体部は縄文地に、口縁の隆起部に対応して、交差する押引き文を施し、横位の押引き文で画している。

赤味をもつ土器である。 2 ．59～63は口唇の施文のないものである。 2は体部上半と下半が接合せず

想定復元したものである。器形は口縁部が強く張り出し、胴部にふくらみをもつもので、底部は直線

的にすぼまっている。口縁部と体部に縄文を施し、口唇と内面は指頭による調整痕をのこす。口縁部

には1条の押引き文をめぐらす。頚部に1条と胴部2条の押引き文を横環し、口縁部の突起に対応す

る位置にY字状の押引き文を加え各押引き文の接点に円形刺突文を配す。円形文は頚部の押引き文

に重ねて施されている。 59は体部に縄文を施し、口縁の突起から縦に押引き文を垂下している。口縁

部には無文の地に2条押引き文がめくゞらされる。60は昨年度報告資料（13） と同一個体である。体部

と内面に縄文が施され、体部に八の字形に押引き文が施されている。61 ．62は同一個体で、口縁部と

体部に縄文を施し、口唇から体部にまで縦位の半裁竹管状工具による沈線を引き、体部を横環する押

引き文で画している。 63は口唇をへうでなで調整している。口縁部と体部と内面に縄文を施し､、口

縁部と体部に各2条の押引き文をめぐらせている。64は口唇と内面をへうによりなで調整している。

口縁部と体部に縄文を施し、口縁の突起に対応して体部に押引き文風の刺突文を垂下している。突瘤

はない。 65～67は口縁部を欠失するもので、 65は内面にも縄文が施されている。

C類（3 ． 6 ．68～181）は口唇と口縁に施文されるものである。 6は昨年度報告資料（19）が接

合したもので小形の底部から直線的に開く器形のもので、筒形と称するにはやや口が広い。底部の角

はやや外側へ張り出す。体部にはオオバコのとうを回転施文した文様がある。この種のオオバコ文の

土器は、やや大形のものが、昨年H－1から出土していて（3）、それには円形文が認められる。こ

の例には円形文がないけれども、他の特徴が共通することから、一応本類に含めておく。口縁部はや

や外側へふくらみをもたせて形成されていて、口唇の断面は尖り気味である。口唇上とそれに接する

口縁に半裁竹管状工具による押引き文を施している。口唇への施文後に口縁に施文している。また内

面調整も口唇施文後になされている。 3は口縁に肥厚帯をもつ筒形に近い器形を呈すもので、口縁部

の肥厚帯から体部にかけて全面に結束第1種の羽状縄文が施されている。縄文は口唇や内面には施さ

れていない。半裁竹管状工具による施文は口縁部の上端、口唇直下に1条めぐらされ、所により2条

となり、口縁部に広がって施文されている。口唇への施文は全周せず、部分的で押引き文のくずれた

刺突文となっている。口唇と内面には指頭によるとみられる調整痕がのこる。

C類土器の施文には3 ． 6のように口縁部文様帯を形成しているとは言い難いような口唇と連接
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6 包含層出土の遺物
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6 包含層出土の遺物
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6 包含層出土の遺物

した施文や、口縁部を画す隆起帯の頂部へ意識的に施文するものなどがある。それらについてもまず

記載することとしたい。また便宜的に内面に縄文の施文されているものと、施文されていないものと

に区分しておきたい。

68～123は内面にも縄文を施すものである。 68～82は口縁の外反するもので、口唇は丸味をもつか

尖り気味である。68は口唇施文にへう、口縁部施文に棒状工具を用いている。69．70．72．75．77．

78．80．82には半裁竹管状工具､71 ．73．74．76はへう状工具､79は棒状工具､81は先端が二又になっ

た工具を使用している。69は昨年度報告資料（20）と同一個体である。83～92は口縁に肥厚帯があり、

外反気味で、口唇は角ばるか丸味をもつ。 83～85は口縁部を画する隆起帯上に半裁竹管状工具による

押引き文を施している。86は口唇、口縁の施文とも縄端を使用している。 87．93は半裁竹管状工具、

88．90．91はへう状工具､89．92は先端が二又に分かれた工具を使用している｡83は昨年度報告の(23)、

87は同じく （56)、 92は同じく （32．33）と同一個体が接合した資料である。 94～107は口縁が内湾気

味に立ち上がるもので、 94．95．99． 101 ． 104はへう、 96．98． 100． 103． 105． 107は半裁竹管状工

具、 97は口唇に半裁竹管状工具、隆起帯上には先端が二つに分れた工具、 102は先端が二つに分れた

工具により施されている。これらの内106は昨年度報告資料（35） と接合したものである。 107～122

はやや幅の広いへラ状工具による押引き文の施されたものである。 103は内面が剥落しているが、昨

年度報告資料（61）と同一個体である。特に幅の広いへラによる刺突文が施されている。

124～181は内面に縄文の施されていないものである。 124～145は口縁の外反する傾向をもつもので

ある。 124～126． 129． 130は体部の器壁が薄く、口縁部で厚くなっている。 124は結束のある無節の

縄文の施されているもので、口縁と口唇に棒状工具による刺突を加えている。 125にも細い無節の縄

文が施されているらしい。器面が風化している。 126は浅く縄文が施されている。 122は半裁竹管状工

具による押引き文が施されている。 129． 130は同一個体で、細い棒状工具により押引き文風の刺突文

を施している。 131 ． 132は無文地にへう状工具による刺突文の施されているものである。 133． 134は

浅く縄文の施されているもので、口唇と口縁にそって、半裁竹管状工具の丸味のある面を器面にあて

て斜めに刺突を加えている。 135～137は口唇と口縁に半裁竹管状工具による押引き文風の刺突文を施

している。 135には径の小さい円形文が不規則に認められる。 138は内面をへうで調整しているもので

突瘤はほとんど認められない。口唇と口縁に押引き文風の刺突文を施している。 139は半裁竹管状工

具で、押引き文風の刺突文を施しているものである。 140は口唇と口縁に細い棒状工具による押引き

文を施すものである。縄線文程度の太さである。内面は指頭による調整痕をのこしている。口径16cm

内外のものである。 141はへう状工具による押引き文風の刺突文が認められる。器面の円形文の位置

は不ぞろいである。 142は先端の細くなったへラ状工具による押引き文風の刺突文力古施されている。

143はやや密にへう状工具による押引き文風の刺突文が施されている。 144は口唇と口縁に大きいへラ

状工具による刺突文がまばらに施されている。

145～160は口縁のやや内反気味に立ち上るものである。 145は断面円形の棒状工具で斜方向から刺

突した刺突文が口唇に1列、口縁部に2列施されている。内面に指頭調整痕がある。 146は横位に斜

方向から器面を深く刺突しているので、 146よりも深い。 147は口唇と口縁に半裁竹管状工具による刺

突を加えている。地は無節の縄文である。 148は口唇と口縁の内外に棒状工具による斜方向からの刺

突文が施されている。円形文は小さく密に施され、突瘤は顕著ではない。 149は口縁部と体部に縄文

を施し、口唇と口縁部肥厚帯の頂部に細い半裁竹管状工具により押引き文風の刺突文を施している。

150は口唇と口縁に細い半裁竹管状工具による押引き文風の刺突文を施している。 151は口唇と口縁に

へう状工具で刺突文を加えている。 152は口唇上と口縁に半裁竹管状工具による押引き文風刺突文を

－203－
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6 包含層出土の遺物

加えている。 153は平坦に調整された口唇と、上下縁になで調整を加えて浮き出させた口縁部隆起帯

上とに、八の字形の先端をもつへラ状工具による刺突が加えられている。昨年度報告資料（31）と同

一個体である。 154は153と似るが円形文が認められない。なで調整による隆帯を2条口縁にめぐらせ、

口縁の突起部から縦に隆帯を形成している。横位の隆帯と口唇に半裁竹管状の工具による刺突を加え

ている。昨年度出土資料（30）に接合したものである。 155は口縁の少し下に粘土紐を貼付し隆起帯

とし先端が二又に分れた工具により刺突を加えたもので、口唇にも斜方向からの刺突を加えている。

156は内面が平坦になで調整されているもので、口唇と口縁に幅の狭いへラによる押引き文を加えて

いる。突瘤はほとんど認められない。 157は口唇と口縁部に細い棒状工具による押引き文が施されて

いる。内面の口唇直下に竹管文状の痕跡が一つある。 158～161は口唇が丸味をもつもので、 158は口

唇と口縁に押引きと刻み目を施している。 159は昨年度報告資料（45）に接合したもので、半載竹管

状工具による押引き文を施している。 160は159と同一個体である。 161は口唇と口縁に先の尖るへラ

状工具による押引き文が施されている。 162は口縁部に棒状工具による刺突文のあるもので、口唇の

断面形は丸味をもつ。 163． 164は口縁部が比較的薄いもので、 163は先が二つに分れた工具による押

引き文を施す。 164はへう状工具による押引き文を施している。口唇はともに尖り気味である。 165～

170は押引き文が密に施されているもので、口縁部の幅の狭いものである。 165． 168～170はやや厚手

のもので、 166． 167は薄手の小形のものである。 171～179は口縁部の幅が広く、 2.5cm前後のもので

ある。 171は幅の広い半裁竹管状工具を使用しているもので、昨年度報告資料（53）と同一個体である。

173の口唇には口縁の施文と同様､押引きの形跡は不明瞭でヘラナデ状となっている。口縁部と口唇は、

このへラなで状押引き文の後に施された縄文が部分的に認められる。 174は口唇、口縁ともに粗く押

引き文の施されているものである。 175は胎土に礫を含み、ヘラによる押引き文を施すものである。

176は内面が平坦に調整されていて、突瘤は認められない。 177は口唇と口縁部下端にへう状工具によ

る押引き文を施している。縄文は細く、整っている。 178は口縁部の肥厚帯の顕著ではないもので、

浅く施された押引き文が認められる。 179は体部に網目状撚糸文の施されたものである。 180． 181は

口縁部の幅が狭いもので、そこへ2列の幅の狭い押引き文を施している。ともに内面は平坦に調整さ

れていて突瘤はない。 182． 183は口縁部の肥厚帯が顕著でないけれども、幅の広いへラ状工具による

押引き文が施されている。

D類（184～226）は口唇に施文されるものである。口縁部の肥厚帯のあるものとないものとがあり、

肥厚帯のあるものは最後に一括して記載する。

184～217は薄手のものから厚手のもの、口縁の外反するものから内反気味のものまで認められるが、

口縁部の定形的な肥厚帯のないものがある。薄手で外反する器形のものが多い。 184は口唇の幅の広

いもので、内面にも縄文が施され、口唇には縄線文がめぐらされている。 185は口唇に棒状工具によ

る刺突文を加えるものである。 186は口縁とすべきかもしれないが、口唇を広げて幅の広いへラによ

り押引き文もしくは刺突文を施している。内面に縄文が施されやや厚手である。 187は口縁に山形隆

起部をもつ薄手のもので、口唇に半裁竹管状工具による刺突文を施している。 188は口唇にへう状工

具による押引き文風の刺突文を施している。 189は口唇のふくらむもので、半裁竹管状工具による刺

突文を施している。 190は口縁に突起があり、口縁に棒状工具による押引き文風の刺突文を加えている。

191は口唇が平坦で、半裁竹管状工具による押引き文風の施文がある。 192は口縁に無文帯があり、口

唇の幅を広げてへラ状工具による押引き文風の刺突文を加えている｡193は直線的な器壁をもつもので、

半裁竹管状工具による押引き文風の刺突を加えている。 194． 195は同一個体で口縁が強く外反し、口

唇と内面に半裁竹管状工具による押引き文風の刺突を加えている。 196は薄手の山形土器で口唇に半
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6 包含層出土の遺物
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

蔵竹管状工具による押引き文を施している。 197～200はやや厚手のものである。 197は半裁竹管状工

具によりまばらに刺突文を施している。 198はへう状工具により押引き文を深く施している。 199は押

引き文を浅く施している。 200はへう状工具により押引き文風の刺突を施している。内面にも縄文が

施されている。 201は口縁の欠失部に突起をもつと思われる。縦横の貼付帯と縄文の施文に先立って

貼付しているようである。口唇に押引き文風の刺突を施す。内面にも縄文を施している。 202は薄手

で内面にも縄文を施す。口唇に半裁竹管状工具による押引き文風の刺突を加えている。器面の口縁付

近は円形文の施文に先立ってなで調整されている。 203は口唇に半裁竹管状工具による施文があるよ

うに見えるが定かではない。204は口唇に押引き文がある。内面の口縁に縄文が施されている。 205は

口唇に半裁竹管状工具による押引き文が施されている。 206は口唇に浅く押引き文が施されている。

207にも口唇に押引き文がある。口縁の突起を欠失しているらしい。208はやや外傾する器形とみられ

るが、小片のため定かでない。口唇に幅の狭い工具による押引き文が施されている。209は二次焼成

のため器面があれているが、口唇に押引き文の痕跡が認められる。 210は口縁がわずかに外反するも

ので、押引き文がある。 211は器壁が厚く、口唇は断面が丸味をもつ。押引き文がある。212にはへう

状工具による押引き文がある。 213～217は内面にも縄文の施されるもので、 213ではへラ状工具によ

る押引き文、 214では口唇と内面にも縄文を施し、 さらに口唇に刺突を加えている。215には押引き文、

216には縄による刻み目が施されている。217～226は口縁部と体部が肥厚帯で区分されるものである。

217は口縁部の肥厚帯がやや下にあるもので、口唇上に押引き文がある。内面にも縄文が施されている。

218は尖り気味の口唇に刺突を加えている。内面にも縄文がある。219～226は内面に縄文が施されて

いない。 219は口縁の少し下に隆起帯のあるもので、それより上の口縁部では縄文が不明瞭である。

内面はへう調整され、口唇に押引き文を施す。220は口唇が上向きの特色をもつもので、半裁竹管状

工具による押引き文が施されている。赤味のある土器である。 221は口縁と内面が無文で、口唇に押

引き文がある。222には棒状工具による刺突文が認められる。223は口唇に浅く刺突を施すものである。

224は口唇に刺突文が施されている。225は頚部が広く無文となっている。口縁に縄文を施し、口唇に

押引き文をつけている。226は内面が広く剥落しているため縄文が施文されていたか否か知りえない。

口唇に細い棒状工具による刺突文が施されている。

E類（227～266）は口縁に施文されるものである。特殊な施文のあるものをまずとり上げることと

する。227は口唇と内面に深く縄文を施し、口縁部に左斜方向から刺突を施している。押引き文風で

ある。228は口唇直下に右斜方向からの刺突文の認められるものである。229は口縁にへうによる刺突

が施されている。内面にも施されている。 230は口縁下縁に隆起帯のあるもので口縁部と隆起帯上に

は刺突が密に施されている。231は口縁部に棒状工具による刺突を施している。232は内面に縄文を施

すもので、口縁に幅の狭いへラにより2条押引き文を施している。233は口縁が三角形に肥厚するも

ので、内面に縄文がある。口縁部に幅の狭いへラ状工具で2条、やや深い押引き文を施している。

234は口唇直下に縄線文のみられるものである。 235は口縁部に浅い刺突を施すものである。 236は口

唇と口縁部と体部に縄文を施し、口縁部に刺突文をめぐらす。フレイク・チップ集中No. 9の資料と

接合する。内面に赤色顔料が付着する。 237は口縁の断面形が尖るもので、口縁に2条、浅い押引き

文が施されている｡238は口縁部に幅の広いへﾗ状工具による飼い押引き文の施されているものである。
239は内面と口唇と、口縁部、体部に縄文を施し、口縁部に2条の浅い押引き文をめぐらしている。

240は内面と体部に縄文を施し、口縁部に幅の広いへラ状工具でやや浅く押引き文を施している。241

は口唇と内面がへうで調整されていて突瘤はない。口縁部に幅の広いへラを刺突している。242～246

は内面に縄文の施されているもので、口縁部には押引き文が施されている。242は口唇にも縄文が施
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査
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6 包含層出土の遺物
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査
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6 包含層出土の遺物

されている。243は頚部に1条押引き文をめぐらしている。247～266は、 263を除き、内面に縄文が施

されていないものである。247はへう状工具、 248は先が三又の櫛状工具、 249は半裁竹管状工具、 250

は幅の狭いへラ状工具、 251はへう状工具かとみられる施文具で押引き文を施している。 252～254は

口縁部に幅の狭いへラ状工具により押引き文風の刺突文を施すものである。255は半裁竹管状工具、

256が先の二つに分れたへラ状工具かとみられるもので刺突文を施している。 257は棒状工具、 258.

259はへう状工具、 260．261は半裁竹管状工具により押引きや刺突文を施している。262．263．265．

266は口縁部に押引き文や刺突文を施すもので、施文具のへラは幅が広い。264は口唇が平らにへうに

よりなで調整され、肥厚帯は角形で、縄文は整った斜行縄文となっていて、Ⅵ群a類に近いⅢ群b

－3類の末頃に置かれるものかと考えられる。口縁部は無文地に刺突文が施されている。なお、 248

はこの種の土器では異例なことであるが、内面が磨かれている。突瘤はない。

F類（4 ． 7 ．267～401 ）は縄文のみのものである。 7 ．267～277は全面に縄文が施されていて、

円形文の認められないものである。267～269.271には結束第1種の羽状縄文が施されている。 7 ．

274．275は口縁部が作り出されている。 276．277は肥厚帯をもつ。 278～281は異形のもので、 278は

縦に貫通孔のある耳を器体につけている。 279は頚部の強くくびれるもので、円形文は甚だ小さい。

280.279は頚部の強くくびれるもので、円形文は甚だ小さい。 280．281は同一個体とみられるが、

281には隆起帯がある。282～297は器面に羽状縄文を施し、内面が無文のものである。結束羽状縄文

が多く認められ、内面が広くへうで調整されるもの（282.283）がある。口唇をへうでなで調整する

もの、口唇に縄文の認められるもの（289.290)、内面力§へラと指頭とで調整されるものがみられる。

298は内面に縄文を施したのち、ヘラ調整を加えているものである。299～305は器面に羽状縄文があり、

口唇と内面にも縄文が施されているものである。306～311は器面に羽状縄文があり、内面にも縄文を

施すものである。 312．313は結束のある斜行縄文の施されているもので、内面に施文のないものであ

る。314．315は内面にも施文のあるものである。 4 ．316～319は斜行縄文に結節の回転文の加えられ

ているもの、口唇と内面とに施文されているものである。320～325は口唇になく内面に施文されてい

るものである。326～335は内面と口唇に施文のないものである。 336～353は斜行縄文の施されている

もので、口唇、内面に縄文のないものである。 354．355は口唇に縄文の施されているものである。

356～376は内面に縄文の施されているものである。377～389は口唇と内面に縄文の施されているもの

である。 379は複節斜行縄文である。390は異条縄文の施されたもので、内面にも施されている。391

~401は口縁になで調整を加えていて、無文とするものである。

G類（402～409）は無文のもので、 402は円形文が認められる。403～405も若干口縁部を肥厚させ

る傾向をもつ。

H類（410～488）はノダッフ°Ⅱ式、煉瓦台式に近縁のものと考えられるものであるが、今年度の

調査によって資料が増加している。充分検討する間がないので若干目にふれた特色を略記しておきた

い。

410は口唇が平らに調整され、口縁部から体部にかけてLRの縄文を施文したのち、貼付帯を施し、

刺突を加えてから､軽く縄文を上側にのみ施しているようである｡411の資料は昨年度出土の資料(170）

と同一個体で、径16cm弱の深鉢形を呈し、口縁の少し下の貼付帯から4cmほど下にもう1条貼付帯を

めくゞらし、器面の相対する位置に上下の貼付帯の所に縦長の瘤を貼付して、それに縦位の貫通孔をあ

けている。上位の貼付帯から「L」字形に半載竹管状工具で押引き文を施し、 L字の縦軸にそって

2個径2mmほどの刺突文を加えている。上位の貼付帯より上は横位にへう調整され無文で、体部には

複節の縄文が施されている。貼付帯上には右斜横から半載竹管状工具でえぐるような刺突を加えてい
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

11
，~亀

Y

4

I

１輪

掬

刷

黙

熟

議

》
必
ず
》
《

一
ｒ
Ｇ
も
。

Ｌ
「
ヴ
ヰ
や
旦

蕊

’捗詫;~.-J~‘,U古･=-4

. .苛む!更更‘:~,唖』~ ;勺振，
Q q d ,
二 ヴ ウ o ･

~ ~ ~ ~ご " . . 今 .〃ア
モ学､ ．／・ ‘ｿ<F′ ~
，、 . ､ ｡' . ' ！ . ．.['『

・ ・ ・ 戸 ； ．． ．
ﾛ』 西

■ -.. 吋･耳- , ,

r ･ ざ"。 , ‘ . ,

.；ず f 品

4765

図Ⅲ－164包含層出土の土器：Ⅲ群b－3類(16）

－214



6 包含層出土の遺物
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Ⅲ美々3遺跡第1黒色土層の調査

る。 412は411と厚味がほぼ等しいもので、縄文地に貼付帯を施している。 413は薄手の土器で、器面

に横気味の縄文（原体LR) を施し、細い貼付帯を施すものが、貼付帯上には半載竹管状工具で刺

突を加えている。414はやや厚味のあるもので、内面は指頭で調整され、口縁部肥厚帯の下線に縄線

文を1条めぐらせている。 415は遺構からも同一個体の破片が出土している。広口壺形あるいは鉢形

を呈するかとみられる。口縁部を無文とし、体部の縄文地に縦位に貼付帯を垂下させるもので、縄線

文が施されている。416は内面が磨かれたもので、器形は明らかになし難い。417は隆起帯が2条施さ

れ、縄線文をめぐらせている。器面の縄文の原体と同一とみられる。 418は器面の隆起帯に所謂短刻

線文が施されているものである。内面は磨かれている。 419は無節の縄文の施されているもので、口

唇にも施文されている。口唇の角を口縁を水平として20°くらいの角度でえぐっているものである。

420は口縁の直下に2列えぐり込む状態で刺突文を施している。421は口唇と口唇直下に短刻文を施し

ている。 422も口唇の直下くらいに刺突するものである。423は体部に竹管文状の刺突文を施している。

内面は磨かれている。424は内面の磨かれた土器で半裁竹管状工具で刺突文を施している。425は内面

の磨かれた上器で底部近くとみなされるが、縦位の沈線が加えられている。426は雑な交差する刻線

の引かれているもので、胎土に繊維を含む。427は内面が磨かれている。428は折返し口縁となってい

る。429は内外面に細かい縄文の施されているものである。430～613は縄文の施されているものである。

435は器形を明らかになし難いものである。 436は耳つき土器で、口縁部が無文となっている。 437は

口唇から内面にかけて磨かれていて、口縁部に隆起帯があり隆起帯状とその下縁に2条縄線文が施さ

れている。438は広口壷のような器形をなし、肩に隆起帯があり、縄線がめくゞらされている。439は円

盤形に加工されたものかもしれない。 440は深鉢形を呈するものかとみられるが、横位の隆帯より上

は無文である。縦位に隆帯を垂下し縄線をそわせている。 441 ．442は広口壺のような形態をなすもの

で、縄線文が施されている。443は薄手のもので、短刻文がある。444は隆起帯上に半載竹管によって

施されたかとみられる2列の短刻文が施されている。445．446は同一個体で、口縁と体部とに短刻文

がめぐらされているものとみられる。 447は横走気味の縄文の施されたもので、横位に短刻文が施さ

れている。448は体部のまがり角の部分の破片とみられるが、二本の短刻線が施されている。449は口

縁部にそって縄端圧痕がめぐらされている。450は口唇から内面にかけて磨かれているもので口縁部

にそってわずかな隆起帯が形成されている。 451 ．452は斜行縄文、 453～455は横走縄文が施されてい

る。 456はH-13出土の資料と同一個体で、口唇は角ばる部分がある。縄文は比較的整った斜行縄文

で、胎土に繊維を含んである。466は底部の角が張り出すもの、 461は体部の途中に稜をもつものであ

る。410～461はほぼノダップⅡ式頃のものと考えている。462．463．465．466は羽状縄文の施された

もので、 464は口縁部と体部とに斜行縄文を施している。465には羽状縄文の軸部に刺突文を施してい

る。 467は北筒式とみられるが、内面が磨かれ口唇は無文で口縁にそって貼付帯をめぐらす手法は余

市式を想わせるものである。便宜的にここに記載したものである。473は口縁に断面形がやや丸味を

もつ貼付帯の施されているもので、器面に縦位、貼付帯上を横位に施文する手法は余市式と同様であ

る。本遺跡出土の他の余市式初期の資料に比べて器壁が薄く、便宜的にここに記載したものである。

468は壺形土器様のもので、口縁に角張る貼付帯がつけられている。体部は段差のある作りとなって

いる。470は短刻文の施されているもの。472は底部の周囲を一周する貼付帯に縦位の貼付帯が接して

いて、貼付帯上に刺突の施されているものである。横環する貼付帯の一部は欠失している。器面の縄

文は縦位施文と横位施文で構成されている。474．475は同一個体で、隆帯上に小さな刺突が加えられ

ている。479は昨年度出土資料（182）に接合したもので、口縁部をめぐる隆起帯に、中央に刺突のあ

る瘤を貼付し、 そこから隆起帯を垂下しV字形となるように配置されている。 このような貼付文は
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167包含層出土の土器：Ⅳ群a類、 b類、 c類図Ⅲ
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

北筒式の突起の下にも認められるものがある。481は器壁の一部が縦位の隆起帯となっているもので、

煉瓦台式の特色とみなされてきた施文である。以上略述したが、従来未見の資料も多く、今後に検討

すべき課題は多い。

Ⅳ群土器（図Ⅲ－166･167)

Ⅳ群土器にはa類からc類のものが認められている。この内a類のものがG2-64区にまとまって

出土した。

Ⅳ群a類土器（ 1～20）

1 ． 3～9はⅢ群b-3類土器のなごりを示すものとみなされる。 1はH-40などの遺構出土の

ものに包含層の資料が接合したものである。 3もH-40のものと接合する。 4はH-40出土のもの

と同一個体である。 5～9は口縁と体部に薄い貼付帯を施し、羽状の縄文を施すもので、施文技法は

煉瓦台式の特色を示すものである。 10～12は口縁と体部に薄い貼付帯を施し、器面には縦位、貼付帯

上には横位に縄文を施文している。 13は広口壺の形態をもつもので底部を欠失する。器壁が薄く、浅

い沈線による区画に縄文を施している。 さらに赤色顔料を塗布していたものらしく、所々に残存して

いる。文様構成は波状の沈線で体部下半を画す手法は大木10式と共通するが、頚部を画す横位の縄文

帯は、やや遅れるものであることを示すようである。Ⅳ群a類の初頭の湧元I式に属するものと考え

ておきたい。 2 ． 14は口縁部にやや幅の広い貼付帯をもつもので、貼付帯の下縁に円形刺突文を施し

内面に突瘤を形成する。 2はH-39･40出土のものが包含層の資料を介して接合したものである。

15は口唇がなで調整されたもので、口縁に貼付帯が施されている。 16． 17は同一個体に属するとみら

れ、口唇にも縄文を施している。幅の狭い貼付帯を多数めぐらせている。 18はやや器壁が薄く、口縁

が内反する。口縁に幅の狭い貼付帯をめぐらし、縄線文を加えている。 19は縄文地に太い沈線を描く

ようであるが、縄文が部分的であるようにもみられ、縄文を縁取る沈線かもしれない。20は細い条線

を太い沈線で縁取りし、 また縄文地に太い沈線文を施すものである。 16． 17は入江式（大津式）の古

い段階に相当するものとみなされる。

Ⅳ群b類土器（21～24）

21は横走する沈線に蛇行する沈線を重ねている。地の縄文は2段Rの原体とみられるが、 より戻

しのものである。 22は細かい斜行縄文を地にして沈線文の施されたものである。23は頚部の直立する

壺形の器形をもつものとみられるが、肩に穴があり注口部としては位置が高いので、窓があったもの

かと思われるものである。24は口縁に刻み列を2段めく‐らす口縁の内反する鉢形か、無頸壺のような

形態を呈するものとみられる。 21～23は手稲式、 24は「鯲澗」式である。

Ⅳ群c類土器（25～31）

25は口唇の断面が切出し形を呈し、口縁に縄文を施した後、沈線をめぐらし、内面から刺突して器

面に突瘤文を施したのち、 2段に刻み列を加えているものである。26は頚部に無文帯をもつ深鉢形、

27は細かい縄文の施された鉢形土器の破片である。これらは堂林式に相当するものとみなされる。28

～31は後期終末頃のものと考えられるもので、 28は細かい縄文地に沈線文を施している。29は縄文の

施された体部で、条の方向が変化している。30は突瘤文のあるもの、 31は方向を変えて縄文を施して

いるものである。30はかろうじて器形の復元されるもので、口縁部には縄文地に沈線を加え、肩部に
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6 包含層出土の遺物

は無文地に沈線で文様を描くものである。低い台のつく壺形土器である。これらは御殿山式に相当す

るものかと考えられる。

V群土器（図Ⅲ－168～174)

V群土器はb類に属するもので、その内に比較的古い特色をもつものと新しい特色を示すものと

がある。古い特色をもつものをまず区分し、他のものを深鉢形もしくは鉢形、鉢形もしくは浅鉢形あ

るいは皿形、壺形の三者に分け、外来系の亀ケ岡式の特色をもつものと最後に一括して記載する。

19～27は口唇に斜方向の刻みを付すもので、鋸歯状や交差するように施されるものである。これら

は比較的古い特色を示すものとみなされる。 19は器面にRLの原体でやや条の横走する斜行縄文の

施されたもので、内面は横位になで調整がなされている。その後に口唇に整った刻み目を方向を変え

て施している。口縁の少し下に1個の貫通孔が認められる。 20は19より薄手のもので、 LRの原体

より、条が縦行気味の縄文を施している。 21はRLの原体で条の縦走する縄文を施したものである。

22は二次焼成を受けている。口縁に無文部分がある。 23は口唇に深く鋸歯状に刻み目を付すものであ

る。24は口縁の頂部にくぼみをもつ突起を付すもので、突起に対応して2個の貫通孔を設けている。

器面にはRLの原体による斜行縄文を施し、口縁に沿って、 2条の細線の区画に斜方向からの刺突

文を加えた文様を施している。これらの施文工具は、口唇の刻み目と同様、細い棒状工具によるもの

とみなされる。25は薄手で、細かい縄文の施されているものである。26は底径が6cm程の小形の鉢形

を呈するもので、底部は揚げ底である。器壁は薄手でLRの原体によるやや粗い縄文が施されている。

27はほぼ器形の知りうる浅鉢形土器である。底面は径12cm程の円形をなすが、器壁は体部から口縁に

かけて内反気味に立ち上がり、口縁には半円状の大突起と小突起を付す。大突起には左右2個の小突

起を加えている。この大突起の配置は口縁の相対する位置にもう1個置かれていたものとみなされ、

その間に小突起が2個づつ配されていたものかと考えられる。ただしその小突起は等間隔ではなく、

大突起寄りに、大突起を中心に置くと、左右に少し離れて小突起が位置するように配されているよう

である。このような形態のものとしてみると、上面観は大突起を結ぶ線を中心線とした21×19cmほど

の楕円形を呈するものと考えられる。文様は口縁に沿って沈線をめぐ､らし、大突起には弧線を加え、

口唇には交差する刻み目を施す。その後器面にLRの原体による斜行縄文を施し、内面に横位のな

で調整を行い、 さらに大突起に付された小突起の間と小突起の頂部には器壁に対して縦の刻み目をつ

けている。28は器面が無文のもので、口唇に刻み目がつけられている。

1～4 ．29～76は小片のため器形の定かでないものもあるけれども概して深鉢形もしくは鉢形を呈

するものとみなされる。これらの鉢形土器の内、 4と34は他のものに比べて器壁が厚く、やや新しい

時期に属するものかとみられる。 34はP-42の資料と接合する。 4は口縁部に指頭でなでたような

凹線をめく‐らすもので、口縁の断面形態は指頭でつまみ上げた突起部では尖るけれども、概して丸味

をもつ切出し形で、内面に縄文を施していて、 I黒層出土のものと近い印象を受ける。他のものは概

ね均一の特色を示している。 3はP-20出土の体部下半の資料と接合し全形の知られるものである。

高さと口径がほぼ等しく、 29cm前後と測られる。 2も接合しないが体下半の資料があり、やはり口径

と高さがほぼ等しく28cm前後のものである。底部は76になすような角の丸いもので、底面にも縄文が

施されている。器壁にわずかにふくらみをもつ。装飾文様は口縁部に3cm～4cmの幅で施されるもの

が多い。 1は器面に縦行気味の縄文を施したのち、幅3cm前後なで調整を行い、口縁は無文となって

いる。棒状工具で下側から突き上げる手法による刺突文がめぐらされている。口唇には浅く縄文が施

されていて、 F-22の45と同一個体である。 45～51にも同様な刺突文が施されている。 48は3列3
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土層の調査

段程度の刺突文を一単位として口縁部の5か所程に配置しているようである。45は口縁にわずかに無

文部を残し、口唇無文の薄手のもので浅鉢形を呈する可能性がある。46．47は口唇に刻み目があり、

同一個体とみなされるものである。46にみるように刺突により内面に突瘤の形成される部分がある。

45～47の刺突は小さい。49は1と似るものであるが、口縁に突起の形成されるものらしい。50．51は

口唇にも刻み目の施されるものであるが、 51では器面側に傾斜している。 2 ． 3は口縁部に縄線文を

めくゞらすものである。 3では、 あらかじめ口縁部に無文部を形成し、細い2段RLの原体を5条押

捺し、体部に縦行気味の縄文を浅く施している。口唇の調整は部分的に断面が角形もしくは切出し形

に調整されている。 2も口縁部に無文帯を設けやや太い2段RLの原体を3条押捺している。器面

には斜行縄文が浅く施されている。口唇にも縄文が施されていて、そのためか幅の広くなっている所

がある。 35～44も口縁部に縄線文のめぐらされているもので、 35．37．38．42は比較的細い縄線文の

施されているもので、 36．39．40．41 ．43．44は太い縄線文の施されているものである。 35は器壁が

薄く、口唇が角形に調整され、整った縄文が施されている。37は3と似たものであるが、口唇の調整

がやや整っている。器形は口縁が内反するものとみられる。37は小形のもので口唇に小さい刻み目が

つけられている。42は横気味の縄文が施されているもので、口縁部の縄文はなで消されている。縄線

文の原体はLRで、口唇にも縦に押捺されている。 36は5条ほど縄線文の施されたもので、文様帯

の下部には地の縄文が認められる。39は口唇に指頭による刻み目を付し、器面に縦行する縄文を施し

たのち、縄文を地として口縁部に縄線文を4， 5条施すものである。内面調整は口唇施文後に丁寧に

磨かれている。40は口縁に太い棒状工具で刻み目を施すものである。44は口縁部の縄文をかるくなで

消してLRの太い原体を4段ほど施しているものである。口唇には内面調整後に施文されている。

43は縄文地にRLの太い原体より縄線文を施すもので、口唇に縄文を強く施しているためか幅広く

なっている。41は口縁に突起をつけられたもので、突起部から2列の貼付帯を垂下し、突起部と貼付

帯の両側に縄線文を施すものである。突起部には内面側からの刺突があり、口唇上にも縄の圧痕が加

えられている。29～34は沈線文の施されたものである。29は器壁の薄いもので、縦行縄文を地文とし

て、幅3cmほどの間に6条の沈線をめぐらし文様帯としている。文様帯の下部に径3cm～4cmの範囲

に密集する径lmm内外の刺突文が認められる。口唇断面は角形かもしくは丸味をもってふくらむ。30

は口縁の突起部の破片で、突起の頂部と口唇には縦に細い縄の圧痕がある。口縁部には縄文を地とし

て沈線文が施されている。 31は口縁の断面が切出し形に調整されているもので、口縁部には縦行縄文

を地として5条の沈線を引き、その下縁に鋸歯線を加え、交互に円形刺突文を配する。口唇には表面

側に傾斜する刻み目が施されている。32．33は同一個体とみられる。器面に斜行縄文を施し口縁部の

縄文をなで消して3条の沈線をめぐらせている。 34は前述のものである。52～54は縄端の圧痕文の施

されているものである。52は口縁が山形に隆起するもので、頂部に指頭を押しつけ、その後に内面の

調整を行っている。器面と口唇にはあらかじめRLの原体による縄文が施され、口縁部に縄端圧痕

文を施したのち器面をかるくなで調整している。 53．54は同一個体とみなされ、器面にLRの原体

による縄文を施し、 53は2段、 54では1段の縄端圧痕文を施している。縄文施文後になで調整されて

いる。55～57は縄文の施された口縁部と底部の破片である。55は薄手のもので、縦行縄文が施されて

いて、口唇は断面が丸味をもち、無文であるけれども古い特色を示すものと同一群を構成するものと

みなされる。56は口縁に山形隆起帯をもつもので口唇はなで調整されている。57は口縁がやや内反す

るもので、太い原体により浅く縄文が施されている。 58も同様の施文があり、口唇に刻み目を付す。

59はやや厚手のもので、細かい斜行縄文が施されている。口唇には刻み目を施している。 60．61は浅

くRLの原体による縄文の施されているもので、口唇に刻み目がある。 62･63は口唇に指頭の圧痕
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のあるもので、 62はあらかじめ厚く、角形に調整された口唇の器面側角を押しつぶしているものであ

る。63は口唇の断面が丸味をもつもので、特に厚く調整されてはいない。器面側に傾斜するように施

されている。64～70は口唇に縄文の施されたものである。64の口唇断面は丸味をもつ。65の口唇はや

や内面にふくらむ。66は口縁がやや外反気味である。67は器面側に口唇形成時の粘土紐のつぎ目を残

すものである。67は口唇がつぶれて内外面にはみ出すものである。69は口唇施文後に内面調整がなさ

れているものである。70は縄文施文後に口唇から器面にかけてなで調整されて無文帯を形成するもの

である。 7～76は体部、底部破片で、 71は方向を変えた縄文の施されているもの、 72．75は縦行縄文、

73．76は斜行縄文である。 74は自縄自巻きとなった原体による縄文の施されているもので、 これまで

道北地方の晩期の土器に認められていたが、意図的なものであるとすれば、関連するものかもしれな

い。一見東釧路Ⅳ式や赤穴式系の弥生式土器の文様と似ている。75は薄手で角をもつ。

5～15．77～177は浅鉢形もしくは皿形を主とするもので、異形鉢形など形態不明のものを含めて

いる。 5は口縁がすぼまり、体部に沈線で画し円形刺突文を施した凸帯をめぐらせる資料で、口縁と

凸帯近くに刺突文をめぐらせている。断面が丸味をもつ口唇の所々に縄による刻み目を付す。縄文は

体上半が縦行､体下部には斜行で縦行の縄文が認められる。 157は同一個体で体下半の様子が知られる。

6は器体が楕円形をなす船形土器様のもので、口縁部は欠失している。細かい縄文が施されている。

8は口縁に円形刺突文を1列めぐらし、所々にV字形の刺突文を加えている。口唇に刻み目がある。

9は口縁の一か所に台形状の突起をつけ、 その上に3か所指頭で押捺を加え、 4つの山をつくり、そ

の頂部と、そこから続く口唇の一部、台形突起の下部の器面に縄端圧痕文を施している。口唇及び器

面には無節の縄文が施されている。台形突起の下の縄端圧痕文の部分に2個の貫通孔を設けている。

10は口径22cm、高さ13cmほどの丸底に近い浅鉢形土器で、口縁の一部に台形突起を設けている。器面

にRLの原体による斜行縄文を施し、口唇にも縄による刻み目を付す。器壁は厚い。 7はF-18出

土のものに包含層出土資料が接合した、 ミニチュアの土器とみられる。丸底で口唇にへうによる刻み

目があり、器面には縄文の代用かとみられる粗い斜線が引かれている。 11は小形の浅鉢形をなすもの

とみられ、ヘラによる爪形文がめぐらされている。口唇にもへうによる刻み目がある。 12はH-29

出土のものに包含層の資料が接合したもので、器壁の薄い丸底のもので、器面には棒状工具による弧

線文、口唇には同一工具による刻み目が施されている。 13は口縁に小突起をもち、口縁部に縄線文の

施された薄手のものである。原体は太くはない。口唇は無文である。 14は底部の角が丸味をもつ斜行

縄文の施された浅鉢形土器で、口縁は内反気味である。口縁の近くに一か所貫通孔が施されている。

口唇断面は切出し形を呈する。 15は大形の浅鉢形土器で、左半分は器形不明である｡ P-45から出

土した資料と包含層出土資料が接合したもので、左右に長い楕円形の口となるものとみなされ、その

両側縁の中央部の口唇が外側へ張り出し刻みがつけられている。 148はこの土器の口縁の一部とみら

れる。77は口縁部が内面へ向って押し曲げられているもので刺突文が2段に施されている。口唇には

縄文があるようであるが定かではない。61も77と同様の口唇形態をもつもので、口唇には縄端による

かとみられる刺突が加えられている。78．80．83～85は沈線文の施されているもので、浅鉢形を呈す

るとみられるが、全体の形は明らかになし難い。 78は大形の皿形土器の口縁部とみなされ、口唇には

内側に細縄線文2条をめくゞらし、口縁に細かい刻みを加えその後に刻みの間の口唇の表面側の部分に

小突起を加えている。器面には沈線文の区画の間に径3mmの円形の小刺突を施している。口唇の刺突

は同一原体の先端部の角を利用してさらに小さい刺突を加えたものとみなされる。体下部の同一個体

の破片には浅く縄文が施されている。 79は体下半を画する段があり、口頚部に4mm間隔の細い横線を

めぐらせていたものとみなされる。未貫通の補修孔の痕跡がある。80は口頚部と体部の境に凸帯の形
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成されているもので、縄による刻み目がつけられている。口頚部には縦位の沈線が施されている。 83

は87と同一個体とみなされるが、皿形土器の端部に付けられた装飾文のある部分で、内面側では突起

部に細縄線で渦文などを施し、中心に1個もしくは2個の刺突を加えている。外面には突起部から垂

下する貼付帯に縄で刻み目をつけ、突起部には弧状の沈線を加えている。貼付帯には縄による刻み目

がつけられている。 89には縄の刻みのある貼付帯と、円形の貼付文上に縄線文と刺突文を加えている。

84は船形もしくは角のある皿形を呈するものとみなされ、突起部には口唇に細い縄による刻み目をつ

け縦に3か所刺突を加えている。また突起部の下の肥厚部に貫通孔があり、その両側に細い縄による

刻み目をつけその下にV字形の沈線と、 さらにそれを大きくとり囲む沈線を加えている。突起部の

左右の口縁部にも小刺突文を加えているものとみられる。85は時期の新しいものとみられ、口縁の断

面形が尖るもので、器面には縄文を地として斜めに交差する沈線文、口縁の内面にはやや太い縄線文

をめぐらし、表面側の角を棒状工具で内側へ押込んでいる。81 ．82．88．91は器面に縄線文の認めら

れるもので、 81 ．82では突起部から太い縄線文を斜めに押捺施文している。81の突起部は縄の3条の

押捺がなされ、 82は口唇に棒状工具によるかとみられる刻み目を付す。 88は細い縄線文を突起部から

2条口縁に沿ってめぐらしている。突起部には渦文、口唇には刻み目を縄で施している。 81 ．82の縄

線文も突起部から左右に施された縄線文の一部とみることができる。なお86は口唇に縄端による刺突

文の加えられているものである。 91は平縁の浅鉢形を呈するもので、口縁部に1条の太い縄線文をめ

く．らし、口唇には棒状工具による刻み目を施している。 89は口縁に二山の突起のあるもので、口唇に

棒状工具による刻み目を施したのち内面調整がなされる。なお、 90は口唇に円形の刺突文を施すのみ

で器面が無文のものである。93は台形状突起の上面が楕円形の平坦面を形成するもので、円形刺突文

2個と、内面へ傾斜する大きい刻み目がある。この平坦部の周囲には細かい刻み目が付され、 また平

坦面上には刺突に先だって細い縄線文が施されている。口唇には縄による刻み目、口縁の角には棒状

工具による刻み目、口縁部に斜下方からの刺突文をめぐらせている。器面は無文である。 84～107.

109～111 ． 115～119は器面に縄文を施し、口唇に縄線文または縄による刻み目の施されているもので

ある。 108はあるいは106と同一個体に属すかとみられるものである。 112は器が剥落しているもので、

縄文の施されていたものと考えられる。 113は口唇に指頭による押捺を加えるもの、 114． 120～123は

口唇に縄文を施すもの、 124～134は口唇が無文のものである。大形浅鉢もしくはⅢ形土器の形態には

多様なものがあるけれども、器壁の形態には口縁部から底部へなだらかに曲線を描く103. 119のよう

なものと、体部と底部の境に稜の形成される94．99． 126のような形態の二者がある。 126と同一個体

に属する破片には稜線に沿って部分的に爪形の刺突文を施すものがある。また器面の縄文の施文の状

態をみると、口縁部に幅広く無文部を形成する96． 106． 119． 124のようなものと、 なで調整を加え

る94． 126． 129． 133． 134のようなものなどがある。口唇の施文などから出土地点にかなりの差があ

るけれども96と119,98と104などは同一個体に属する可能性がある｡なお突起部につづく隆起帯が94．

95． 104に認められる。円形の貼付文が103に存在する突起には縄線文による渦文もしくは同心円文が

認められる。 110． 111は同一個体とみなされるが渦文を施し、中央に刺突を加えている。 110は2個

もしくは3個連結するもので、 111は単独の突起である。主要な突起を中心に左右に縄線文を施す口

唇が続き、単独の突起を境にして無文の口唇となり、境が段をなす例が一般的かとみられる。 112の

口唇には縄線に重ねて沈線を施している。やや後出の施文法とみられる。 135～137は異形なもの、特

殊な施文のあるものなどを示している。 135～140は沈線文の施されているもので、 135～137は同一個

体とみられる。口唇に刻み目を付し、 136の突起部には円形の刺突文を加えている。突起部の下には

器面に円形刺突文を施し、 また口縁に沿って縄端圧痕文を配している。沈線文の状態から12と近似の
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時期のものとみられる。 138は口縁部に横位の沈線と波状の沈線を施し、それに沿って刻み目を施し

たものである。体部に凹突があり、口縁部と体部を画する段があるわけではない。 139は細沈線に沿っ

て縄端圧痕文が施されている。 140は口縁に小突をものかとみられる。縄文地に細沈線で波状線を描き、

その空白部や下縁に径1mm内外の刺突文を施している。 141は口唇に棒状工具で刻み目を施し、口縁

には細い縄線文を施すものである。 142． 143はミニチュアのものかとみられる。 142には沈線2条、

143は縄端圧痕文がある。 144と155は耳付土器で、 144は薄手で、耳には縦に縄線文と棒状工具による

横の刻み目をつけ、口縁に沿って縄線文を施し、それに沿って棒状工具で下から突き上げる刺突文を

配している。耳の穴は左から右へ貫通している。 155は耳が口縁の隆起部につけられ、耳の上部には

口唇の刻み目と同様縄による横位の刻み目がつけられ~ また縦に指頭によりくぼみがつけられている。

口縁部には棒状工具により下から突き上げる刺突文をめぐらしている。耳の貫通孔は右から左へ突い

て開けられている。 145は口縁の突起と口唇の表面側に刻み目を施している。 146は口縁部に縄の圧痕

があり、口唇も縄で刻んでいる。 147は口縁の山形の隆起部のあるもので、口縁部と口唇に縄端の圧

痕がある。 148は15の口縁部とみなされるが、口唇の内面側と表面側とに刺突文を加えている。 149～

151は同一個体とみなされる。体部に2段の屈曲する稜があり、縄端による刺突を加えている。縄を

弧状に曲げて、あたかも半裁竹管状工具による刺突に似せているものかとみられる。器面には細かい

縄文が施されている。口縁部と口唇には縄の圧痕文がある。 152． 153は棒状工具による刺突のあるも

ので、 152は口唇に刻み目、 153は指頭による押捺を加えている。 154は縄線文と縄端の圧痕のある

ものである。 156は縄文地に太い沈線文の認められるもので、 U字形の沈線と、その下の剥落部のさ

らに下に横方向の沈線が認められる。 157は5と同一個体である。 158は細かい斜行縄文の施された薄

手のもので口縁の内面に半裁竹管状工具による刺突文が施されている。 159は口が方形をなすように

角ばる部分の破片で、棒状工具による刺突文がめぐらされている。 160は縄文を地として口縁部に縄

端圧痕を2段にめぐらすもので、口唇には指頭による押捺が加えられている。 161～165は器面に縄文

があり、 161の口唇には刻み目が施されている。いずれも薄手小形のものである。 166は薄手小形の指

頭調整痕のあるものである。 167は棒状工具による刺突をめぐらすものである。 168． 169は同一個体

とみなされ、口唇直下と底部との境に横線を施し、大柄な3本の弧線で区画を設け円形刺突文をそわ

せている。地に浅い縄文が施されている。 170は頚部にくびれをもち、口唇に指頭による押捺の加え

られた無文のものである。 171は無文地にほぼ等間隔に沈線の引かれているものである。 172には口縁

近くの破片で垂下する貼付帯のあるものである。 173は小形の土器の底部で縄端の圧痕文がめぐらさ

れている。 174は異形土器で、口の角張る浅鉢形を呈するものかとも思われるが定かでない。上下の

横走沈線帯の間に弧線を配している。 175は亀ケ岡式系の浅鉢を模倣して製作されたものとみなされ、

口縁部に短刻線のある凸帯を上下2条めぐらし、その間に2個一単位の円形の貼瘤をつけている。体

部との境に縄線文を1条めぐらし、横走縄文の器面を彫り込んで文様を施している。口縁の内面に2

条の凹線をめぐらせている。器壁は薄い。 176は底面と体部に細い沈線文のあるもの、 177は縄文の施

された体部破片である。

16はミニチュアの壺形土器で、底部が比較的大きい。肩部から体下半にかけて縄文が施されている。

178は無文の壺形土器で、口径は6cm前後とみられる。 179は小形の壺形土器で、口頚部は無文、体部

には縦行縄文が施されている。口縁に突起があり、貫通孔が設けられている。突起の上部を欠失する。

頚部の下端に縄端圧痕文がめぐらされている。

17． 18． 180～205は亀ケ岡式系のものである。 17は大形の鉢形土器で、体部最大径は40cmほどにな

る。口縁に突起を設け、肩部から体上部に幅の広い凹線をめくゞらせている。 196は体部の破片である。
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6 包含層出土の遺物
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6 包含眉出土の遺物
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6 包含層出土の遺物
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図Ⅲ－174包含層出土の土器:V群b類(7)
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6 包含層出土の遺物

肩部凹線にはA突起とB突起を交互に配置している。口縁の内面にも凹線を2条めぐらし凸帯を形

成している｡ 18は口径が15.5cmほどの浅鉢形土器で、口縁に2個一対の小突起を配し、口縁部には粘

土帯を貼付してほぼ等間隔にA突起を形成し、連鎖状の文様帯が形成されている。体部には沈線に

より三単位で一周する大柄な工字文が描かれ、彫刻的な文様を形成している。底の周囲には磨きが加

えられ沈線状の凹線を形成している。口縁内面には2条の沈線がめぐらされ、上側の沈線には、口縁

の突起の裏面へのびる彫込みが加えられている。地の縄文はLRの原体により全面に施文されている。

180は口縁に幅の広い凹線を設ける浅鉢形土器で、口縁に突起があるらしい。 181は口縁にそってわず

かに厚味があり、列点状の文様を配す。体部には彫刻的な手法による文様が施されているが、構成は

明らかではない。縄文はない。 182． 183は同一個体の口縁部と体部にかかるものがある。口縁には小

突起があり、浅い凹線をめぐらし文様としている。 184は口縁部にくぎれのある浅鉢形を呈するとみ

なされるものが、口縁内面と口縁部の下の稜をなす部分に列点状のくぼみを配する。体部には浅く凹

線をめぐらせている。 185は鉢形土器の把手で、下面に沈線文が施されている。 186は鉢形土器の口縁

部で、口縁に2山に分かれる低い突起のある器面に、 A突起を貼付したものがある。器面の縄文は

細かい。 187は口縁部の内面の肥厚部に列点文の施されているものとみられる。 188は口頚部の磨かれ

ている浅鉢形土器で、口縁に小突起がある。 189は浅い凹線の施された浅鉢形土器で、口縁の内面に

凹線がめぐらされている。 190は小形の鉢形土器で、口縁部と、肩部に2個一対に突起が配されている。

191は口縁の内面に凹線をめぐらし頸部の無文帯に浅い沈線を施している。 192は口唇がやや平坦なも

ので、内面に凹線を2条めぐらす。口縁には縄文地に凹線を3条施している。 193は口縁にそって隆

起帯のめぐらされていたものであるが、剥落したものとみられる。口頚部は甚だ薄く、体部の境に段

が形成されている。肩部に凸起がつけられていたようである。 194は口縁にそって貼付されたA突起

の部分から、その下の凹線の施された部分の破片である。27は浅鉢形土器の底部かとみられるもので、

底部付近は磨かれている。 197は高さ10cm、口経17cm前後の浅鉢形土器で、体上部に貼付された2個

の突起があり、口縁にも2個の突起がある。口縁の突起と体部の突起は円周上に交互に配置されてい

る。体部には縄文を磨消した形跡がある。 198は、器壁が直線的に開く浅鉢形土器である。底径は8cm

程度で、底面は、わずかに丸味をもつ。破片から知られる文様は、口縁部に凹線を2条めぐらすのみ

である。 199は鉢形土器の肩部から体部の破片である。肩部に貼付帯の剥れた形跡がある。200はやや

揚げ底風の底部で、細かい縄文が施されている。 201は少し厚味のある深鉢形土器とみられる。口縁

に凸帯があり、その下に凹線が2条めぐらされている。口径は15cm程度である。202は壺形土器の口

縁部かとみられるもので、口唇上に指部による押捺を加えている。口縁には突起とくぼみがめぐらさ

れている。203．204は同一個体の壺形土器とみなされ、肩部から体上半にかけて磨消縄文が認められ

る。文様構成は定かではない。 205は壺形土器の底面、 206は浅鉢形土器の底面とみなされるものであ

る。 （大沼）
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

(2)石器等（図Ⅲ－175～180、図版Ⅲ-93～98)

Ⅱ黒層から出土した石器等は171,901点である。内訳は表Ⅲ-50のとおりである。今年度は代表的

なものを図示し、詳細は来年度報告する。石質は特に記載しないかぎり黒曜石である。

細石刃核（ 1 ）

1はⅡ黒層から出土したものである。角礫もしくは亜角礫を素材としている。製作の順序はつぎの

ように考えられる。①a面･ b面を大きく剥離して荒く形態を整える。②d面でc面の方向からス

ポールをとる。③d面を打面として形態の細部調整のためa面を剥離する。④c面で細石刃を剥離

する。 Ⅱ黒層には本来、旧石器時代の遺物は認められないので他の場所から持ち込まれたものと考え

られる｡

石錐（2～26）

2は側縁にふくらみのある木葉形の鍼である。 I群b－3類の中茶路式土器に伴うとみなされて

いる。 3は整った剥離のみられる長身錐である。凹基で基部近くがややくびれる。 I群土器の頃のも

のかとみられる。珪質頁岩製。 4～9は三角形の鍼である。側縁が直線的なものやまるみをもつもの

がある。 4～6は平基、 7～9は凹基である。これらはI群b－4類からⅡ群b類土器の頃にみられ

るものである。 10～26は有茎の鍼である。 10～19のような中形のものと20～26のような小形のものが

ある。 10～13は最大幅が下位にある。 14は細身で茎部と鍍身の境が不明瞭なものである。 10～14はⅣ

群a類の余市式土器の頃にみられる。 15． 16は菱形。 17は剥片の周縁を加工しただけの五角形のもの

である。 15～17は石槍またはナイフに分類したもののなかにそれぞれ類似する形態のものがあり、 Ⅲ

群b－3類に伴うとみなされる。 18～19はⅣ群土器の頃のものと思われる。 20は細身である。 21～

26は小形の鍼。主剥離面の残るものが多い。短い茎部に特色がある。これらはV群b類土器に伴う

とみなされる。

石槍またはナイフ （27～50）

長さ4cmを大きく越えない小形のもの(27･28･35･36･38～43)、 4cm以上10cm未満の中形のも

の（29～32, 44～46， 49．50)、長さが10cmを越える大形のもの(34･47)がある。27～34は茎部と

身の境が明瞭に区別されているもの。27～32は最大幅が中位にある。 33は最大幅が上位にあるけれど

も、身が再加工されていて、本来、中位に最大幅をもつものとみられる。34は大形のもので、最大幅

は下位にあり、幅広でまるみのある茎部をもつ。35～37は茎部と身の境が不明瞭なもの。38．39は茎

部と身の境の位置が左右異なり、左右非対称のもの。40．41は菱形を呈するもの。 42．43は五角形の

もの｡44は縦長剥片の周縁に加工が施されたもので珪質頁岩製｡46は厚みのある細身のもの｡47．49．

50は木葉形のもの。49．50は厚みがある。49．50は珪質頁岩製。48は大型品の破損したもので、最大

幅は上位にある。27～48はⅢ群b－3類の北筒式土器に伴うとみなされる。

石錐（51～55）

51 ．52は棒状のもので、 52の機能部は磨滅が顕著である。 53は幅広の剥片の先端に機能部を作り出

したもの。54．55は複数の機能部をもつものである。

つまみ付ナイフ（56～59）

56は縦長の剥片を素材としてバルブの側につまみ部を作り出すもので肩が張っている。主剥離面の

右側縁に細加工を行ない、背面の右側縁にやや急角度の刃部の調整を施している。背面の左側縁は磨

滅している。 I群b類土器の頃とみなされる。 57は厚みのある剥片を素材とした両面加工のもので

ある。背面の左肩が張り、右側縁に急角度の刃部が作り出されている。56．57は珪質頁岩製。58は縦

長の剥片を素材とし、主剥離面の左側縁に細加工が施され、背面の左側縁にやや急角度の刃部の調整
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6 包含層出土の遺物

が施される。56とは逆の加工法である。57は背面の周縁にのみ加工が施されるもので、剥片の末端に

つまみが作り出されている。

スクレイバー類（60～74）

60は木葉形のものである。厚みのある縦長剥片を素材として背面に急角度の刃部が作り出されてい

る。横断面は半円形を呈する。61は肩の張るもので、背面の周縁に急角度の刃部を作り出している。

60．61は珪質頁岩製。62は細身で両面加工のものである。 63．64は幅の整った縦長剥片を素材とし、

側縁に加工が施されたものである。Ⅲ群b－3類土器に伴うとみなされる。 64～70は不定形剥片の

側縁あるいは周縁に加工が施されたものである。68は珪質頁岩製。71は厚みのある縦長の剥片を素材

とし、背面の両側縁に急角度の刃部が作り出されている。刃部には刃つぶれが認められる。72はラウ

ンドスクレイパー。73．74は玄武岩製の大形スクレイパー。剥片の両側縁に加工が施されている。72

～74はV群b類土器に伴うとみなされる。 （工藤）

磨製石斧

A:刃部巾が胴部最大巾より狭い平面形

Al断面形が円形に近く、主面・側縁が敲打調整を受け、曲刃で鎬なし。 (H-13の10、 H－

14の1 ）

A2断面形が半円形に近く、主面・側縁が研磨調整を受け、曲刃で鎬なし。75･76．

A3断面形が長方形で、主面・側面が研磨調整を受け、曲刃で鎬なし。78．

B :刃部巾が胴部最大巾より広い平面形

Bl断面形が長楕円形で、主面・側縁が研磨調整を受け、曲刃で鎬なし。77．

B2断面形が長方形で、主面・側縁が研磨調整を受け、直刃か直刃に近く鎬なし。80･81 ･82．

B3断面形は扁平で、主面は研磨調整、側縁が剥離調整を受け、直刃で鎬あり。 (H-18の4)

C :刃部巾が胴部最大巾と同じ平面形

Cl断面形が半円形に近く、主面・側縁は研磨調整を受け、曲刃で鎬あり。79°

C2断面形が方形で、主面・側面は研磨調整を受け、直刃で鎬なし。 (H-23の1 )

石斧未製品刃部に研摩調整を受けていないもの

A:転礫を素材とするもの

Al断面形が円形に近い。 A2断面形が長楕円形。 A3断面形が隅丸長方形。 A4断面が紡錘

形。

B:剥片を素材とするもの

I :剥離調整a刃部、 b側縁（面)、 c主面、 。基部。 Ⅱ ：敲打調整部位は剥離調整に準ずる。

83はA2-BIa･b・d｡84はA2-BIb｡ 85はAl-BIa･b･cIb・co

くぼみ石敲打痕が集中しているものを仮りに敲石から分離した。

86は砂岩 2か所以上の集中が片面にみられる。87は片麻岩、 1～2か所の集中力古両面にみられ

る。

たたき石石質と形態との間にある程度の相関関係がみられることから、石質で大別し形態で細分

した。

Aカンラン岩・泥岩の形態

Al球形転礫。 A2半球形転礫。A3扁平円転礫。 A4扁平亜角礫。A5多面体亜角礫

B片麻岩・砂岩・安山岩の形態

Bl扁平転礫。 B2扁平楕円転礫。 B3扁平長楕円転礫。 B4棒状亜角礫
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Ⅲ美々3遺跡第Ⅱ黒色土居の調査

88～92は、 カンラン岩。 88はAl全面使用。 89はA2周縁使用。 90はA3周面使用。 91はA

4各稜を使用。92はA5両端使用。 93･94は、緑色泥岩。93はA3｡94はA4．

95～98は、片麻岩。 95はB2、周縁の一端を使う。96～98はB3長軸の一端を使用。99～101

は砂岩。 99はB3長軸の両端を使用。 100はB5一端を使用。 101はB3－側縁を長く使用する。

すり石石質と形態について分類した。

A :紡錘形、棒形の形態をもち、使用痕が条痕の長軸方向につく。 A1 :断面が4つの平面に整

形され、側面形は紡錘形。石質は安山岩質・流紋岩質凝灰岩。 A2 :側断面が2つの凸曲面に

整形され、側面形は長楕円形。石質は流紋岩、流紋岩質安山岩。A3 :断面が凸曲面で構成され、

側面形は棒形。石質は流紋岩。 A4 :形態はA3と同じ、使用面は平坦で条痕がない。石質は

流紋岩・疑灰岩。

B :断面は薄く平面形は円盤状で、石質は安山岩。

C :板状の断面形をもち、その巾の狭い面を使用する。剥離調整によって狭い面を作出する例も

ある。

D :亜角礫の稜を使用するもの。

102． 103はAl｡104はA2、両端各面に敲打痕。105はA3｡ 106． 107はA4｡ 108はB｡ 109･

110はC｡

石鋸側面形は半円形を呈す。石質は凝灰岩。 111の上端面は未調整。

石錘 2ケ所にノッチのあるもののみが出土した。形態について分類する。

A:長軸端部にノッチがあるもの。Al :両面からノッチを施すもの。A2 :片面からノッチを

施すもの。

B :短軸側にノッチがあるもの。 B1 :両面からノッチを施すもの。 B2 :片面からノッチを施

すもの。

112はB2、片麻岩で風化が著しい。

砥石使用面が平滑のものと有溝のものがある。

形態A:四面柱状 Al :断面正方形 A2 :断面長方形

B :盤状 B1 :平面方形 B2 :平面不整形

C :板状 Cl :平面方形 C2 :平面不整形

D :塊状 D1 :Ⅱ方体に近い D2 :不整形

石質イ）粒径(wentworth式) :極細粒・細粒・中粒・粗粒・極粗粒ロ）固結度：風化・加

熱が加わった表面の観察について。 l :あまり固結していない（触ると剥落する｡) 2 :や

や固結する （爪で掻くと剥落する｡） 3 ：よく固結する（爪で掻いても剥落しない｡）以上は

砂岩について。

113はA1 ･中粒．よく固結。 114はA2 ･極細粒．よく固結。 115はB1 ･中粒．あまり

固結せず。 116はB2 ･極細粒。やや固結。 117はC2 ･細粒．よく固結。 119はDl ･極

細粒．よく固結。 118は軽石製有溝砥石。

石製品(120～133)

120～122は蛇紋岩製管玉、 120は面取を施す。 123． 124は蛇紋岩製平玉、 123はV字状溝が側面に

廻る。 124は風化が著しい。 125～128は垂飾。 125． 127． 128は礫の形状をのこす。 126は平坦な面に

1条の溝が走る｡129～131は石斧ミニチュア。くさびのような機能も想定されるが現時点ではミニチュ

アとして報告した。 132～133は垂飾未製品礫の形状をのこす。 （鈴木）
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6 包含層出土の遺物
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6 包含眉出土の遺物
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第Ⅱ黒色土層一覧表

表Ⅲ－50包含層の出土遺物一覧
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表Ⅲ－51 遺構の出土遺物一覧
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表Ⅲ－54遺構の掲載石器一覧
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画蕃 庖位l 大き さ （■） 腫さ(8） ~分頻~名 称図番|名 称旧位｜ 大き さ (■） 凶さ(1)|材質|分鼠
H－3

1 石斧 田6 （88.0)x52．2 x234 230 G『-Sch A3

2 路石 鼎土 712 x568X5L3 355 P2『 A3

3 口 団土 152.6x94．4 x31 ．2 7I7 SQ B3
4 石侭 黒土 （92.6)x 79.4 x lｲ.9 (134） IU
H－4

1 石値 圃士 (Z4.5)x 12･5x イ.0 （4.0) Ob3
2 石桧・ナイフ ” ↓0.0x 18．0x 6.0 3．7 q

3 F 〃 50.0 x 26．0 x 5．0 4．9 m

4 " " 57 ‘Ox 25.0 x 5.0 6．5 "

5 〃 〃 （31,5)x26.0 x 6．3 （3.4） 〃
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６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８

I

I

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

３
４

5
~~

~

1

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０

１

１

１

１

１

１

１

｜
’I

6

I

1’ I

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

1

1

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
５
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

７
８
９
０
１
２
３
４

０
０
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

t

I

l

~~~’
1

115０
１
２
２

６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
２
２

１
１
１
１
１
１

1

1
1

２
３
４
５

２
２
２
２

D

､

Ⅱ
~~~

－248－



第Ⅱ黒色土居一覧表

番号 発掘区 番号 番号 発掘区 番号 番号発掘区 発掘区 番号 発掘区発掘区 番号 発掘区

~

~

０
１
２
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

９
３
４
８
９
３
５
６
６
１
４
２
４
１
４
８
４
３
１
６
０
３
５
１
６

１
９
６
２
２
４
１
３
９
６
３
６
２
６
１
３
４
６
８
８
２
４
２
６
１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

３
３
４
３
３
４
４
３
３
４
３
３
３
４
３
３
４
４
４
３
４
４
３
４
３

毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛

■

１

１

忠

１

１

正

Ｅ

１

１

１

１

１

１

１

匁

且

■

１

１

３

３

１

Ｉ

Ｅ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

3弱

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374
375

376

377

378

379

１３

１
７
３
４
５
８
３
２
３
１
２
４
８
１
４
１
３
２
３
１
５
５
３
６
５

４
６
４
２
１
９
２
２
６
２
７
５
８
５
４
３
６
６
５
０
１
２
１
１
０

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

３
３
３
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
３
４
３
４
４
３
３
４
３
３

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

韮

５

２

１

１

孟

窟

■

１

１

１

Ⅱ

ａ

ｌ

Ⅷ

１

１

ｌ

Ｚ

１

１

２

■

象

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

髄

◆

泌
加
叫
師
刑
卯
陀
駝
禍
卵
肥
馳
泌
卵
駈
泌
闘
馴
馴
鋼
“
網
蛎
錨
銅

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

３
４
４
３
４
４
４
３
２
３
３
４
３
３
４
３
４
４
４
３
４
４
３
３
３

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

１

２

１

１

１

Ｅ

■

２

１

１

１

１

１

１

■

８

１

１

１

１

１

１

１

ｌ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

く
く
く
ｔ
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
ｔ
ｔ
く
ｔ
ｔ
く
く

８
７
８
０
２
５
２
５
５
４
５
４
４
５
７
１
０
２
８

４
１
８
７
０
１
１
１
９
９
２
５
４
３
２
６
８
４
９

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

３
３
３
４
４
３
３
４
３
４
３
４
３
４
３
４
４
３
３

℃
巳
″
■
』
Ｊ
■
や
Ｊ
守
宅
夕
町
込
夕
ｂ
む
３
℃
も
〃
■
巳
〃
い
い
ひ
ｂ
』
Ｂ
毎
、
も
り
、
も
り
ｂ
も
り
町
屯
夕
Ｕ
Ｌ
ｊ
Ｄ
も
〃
』
も
〃
■
姑
〃
町
も
９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

旧
旧
咽
蝿
旧
旧
旧
旧
咽
喝
旧
旧
旧
Ｂ
Ｂ
Ｂ
間
日

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

５
６
７
７
４
４ ６

７

１

３

２

２

２

７

９

１

３

４

一

い

む

ｂ

ｅ

●

●

５

７

２

２

７

１

８

２

５

０

８

６

９

５

４

６

６

９

８

５

０

９

２

１

７

３

０

２

４

８

０

６

５

２

１

７

８

９

－

二

一

一

一

一

一

一

●

■

ウ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

４
３
３
３
３
３
２
３
０
９
３
１
２
３
３
４
４
３
３
３
３

６
６
６
６
６
６
６
６
２
３
７
２
６
６
６
６
６
６
６
６
６

一

一

一

一

一

一

・

一

．

二

・

毎

．

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

嘩
唾
“
ｑ
ｑ
ｑ
Ｑ
即
建
鯛
吐
叩
調
花
畑
ｑ
唾
Ｇ
吐
吐
嘩
此
Ｇ
ｑ

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

蛇
犯
輻
偲
娼
偲
個
個
網
網
“
“
“
“
“
“
“
“
“
“
“
“
幅
鍋

４
３
７
７
５
３
３
８
９
９
０
７
１
０
１
４
２
６
９
１
２
３
０
２
５

５
４
８
８
３
４
７
９
７
０
９
９
９
８
９
６
２
９
７
７
７
１
９
４
３

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

４
４
３
３
４
４
４
３
３
３
４
３
４
４
４
４
２
３
３
４
３
３
４
３
４

６
６
６
６
６
６
６
６
６
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

盆

１

１

１

１

１

１

１

Ｊ

茸

且

１

Ｊ

１

１

１

堂

１

１

Ⅱ

江

盆

Ⅱ

念

ｌ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

４６

●

４
９
９
１
９
４
２
４
３
５
８
２
３
８
１
４
３
８
２
３
５
３
８
５
５

３
７
５
５
５
２
５
５
５
５
７
１
１
４
４
２
３
３
２
２
０
４
１
５
５

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

４
３
３
３
３
４
３
４
４
４
３
４
３
３
４
３
３
３
３
３
４
４
３
４
４

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
５
６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

１

１

１

Ⅱ

Ⅱ

１

１

Ⅱ

■

１

０

■

■

１

■

１

１

ｚ

ｉ

■

Ｉ

ｚ

８

丘

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
６
６
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

幅
轤
媚
媚
幅
絹
絹
媚
妬
繩
妬
総
妬
妬
妬
拓
妬
幡
幻
鞭
禰
鞭
柳

477

８
９
７
７
４
４

０
１
１
３
４
５
６
７
８

８
８
８
８
８
８
８
８
８

４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
６
７
４
５
５

０
１
９
６
５
１

~
~
~
~
~
~

４
３
３
４
４
４

６
６
６
６
６
６

一
一
一
一
一
一

Ｚ

丘

１

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

８
９
０
１
２

９
９
０
０
０

３
３
４
４
４I

Ⅳ群a類、 b類、 c類

発掘区 番号 発掘区番号 番号 発掘区 番号 発掘区 番号番号 発掘区 発掘区番号 発掘区
h

８

８

８

９

０

１

●

●

寺

６
２
８
７
７
３

３
２
８
０
１
２

一

’

一

一

℃

申

３
４
３
３
２
２

６
６
６
６
１
２

一

一

一

一

・

・

■

２

１

丘

ｑ

》

Ｑ

〕

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
ｌ

２０

３
７
９
０
６
４

６
０
８
０
０
３

~
~
~
~
~
~

４
３
３
４
３
４

６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~

Ｅ
１
１
Ｈ
１
ｚ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

０
１
２
３
４
５

２
２
２
２
２
２

３
５
３
５
５
５

５
１
２
９
９
９

~
~
~
~
~
~

４
３
４
４
４
４

６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~

２

ｌ

■

酋

星

盆

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

６
７
８
９
０
１

２
２
２
２
３
３

４
２
１
５
３
４

０
１
２
９
７
２

~
~
~
~
~
~

４
４
４
４
４
３

６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~

１
丘
盆
孟
垂
ｌ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

32 ３
５
１

５
５
２

~
~
~

３
４
３

６
６
６

~
~
~

ｚ
Ｚ
１

Ｇ
Ｇ
Ｈ

４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１

１

２

３

４

■
己
咽
〃
〃
ｅ
Ｇ
ｎ
８
〃

５
０
５
０
５
４

６
４
６
４
６
４

－

■

一

●

一

『

４
９
４
９
４
４

６
３
６
３
６
６

~
~
~
~
~
~

此
帆
ら
佃
嘩
住

５
６
７
８
９
０
１

４
４
６
０
３
８

７
５
２
７
７
８

~
~
~
~
~
~

４
４
３
４
４
３

６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~

ま

■

垂

ｚ

産

１

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

１
２
３

１
１
１ ~

~
~
~
~

P

V群b類
ヤ

オ

1 番号 発掘区番号 番号 発掘区 番号 発掘区 番号 発掘区発掘区 発掘区番号 番号発溢区

1

1

３

４

２

４

４

３

４

４

●

毎

●

■

鯛
露
顕
洞
犯
網
型
旧
叩
佃
叩
判
訓
弱
Ｍ
弧
狐
調
叩
訓
Ⅲ
加
泌
細
川
網
“
網
馳
釧
皿
桝

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

４
４
４
３
４
４
４
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

ｑ
Ｇ
ｑ
ｑ
Ｇ
Ｑ
ｑ
Ｇ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｑ
ｑ
Ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
料
ｑ
網
ｑ
ｑ
Ｑ
ｑ
Ｇ
ｑ
ｑ
Ｇ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
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２
２
２
３
３
３
３

９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ニチュ

フ

ー

ロ

函

可

や

斧

製

石

右

”
し
〃
〃
”
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
石
”
〃
〃
〃
〃
〃
〃
未
〃
〃
雲
〃
敵
”
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

鋤

ク

斧

く

つ

ス

石

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
割
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９

④
③
Ｂ
Ｂ
０
Ｈ

Ｄ
肥
叩
肥
肥
叩
肥
肥
肥
叩
叩
肥
叩
叩
叩
肥
叩
叩
叩
肥
叩
叩
叩
肥
叩
叩
肥
肥
肥
叩
叩
肥
肥
Ⅱ

’”
〃
ｕ
〃
Ｍ
Ｈ
Ｍ
ｍ
ａ
ｊ
，
，
ｊ
ｕ
ａ
ｅ
，
Ｊ

ｒ

Ｒ

Ｔ

Ａ

Ｓ

Ａ

Ｇ

Ｓ

Ｔ

Ｓ

Ｓ

○

ｄ

ｈ

ｐ

ｄ

・

ｈ

ｈ

ｕ

亡

ｕ

ｃ

《

ひ

叫

凶

伝

ご

山

■

毎

コ

一

Ｓ

Ｆ

ｊ

Ｊ

＃

一

一

一

一

ａ

ｌ

Ｄ

ｊ

ｊ

ｆ

８

Ｊ

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

《

ｕ

ｎ

Ｕ

ｎ

回

《

し

毎

回

《

し

田

凪

○

ｄ

０

ｈ

○

ｄ

０

ｎ

０

ｄ

○

ｄ

ｕ

Ｃ

ｕ

Ｅ

ｕ

ｕ

』

Ｈ

Ｐ

勘

岫

酬

《

Ｄ

亜

Ｈ

Ｈ

一

一

一

一

－

０

１

ｒ

ｆ

ｆ

ｒ

ｆ

一

Ｊ

・

ｌ

ｒ

ｒ

ｒ

Ｔ

７

ａ

ｎ

Ｇ

Ｊ

Ｊ

ｅ

ｆ

ｒ

ｊ

Ⅲ

Ｇ

Ｂ

《

し

侭

脳

Ｇ

《

ご

〔

し

Ｐ

。

ｐ

日

Ｇ

《

し

口

ｈ

ｐ

ｄ

ｃ

ｕ

Ｆ

ｂ

叩

間

口

．

Ｔ

８

一

Ｊ

一

日

ｅ

ワ

．

ｏ

ｕ

日

了

，

Ｔ

Ｊ

Ｓ

Ｑ

Ｓ

８

０

‐
Ｊ
刑

９

Ｚ

９

５

５

０

１
３
７
１
８
２
２
６

~
~
~
~
~
~
~
~

３
３
３
４
３
４
３
４

６
６
６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~
~
~
~

。

ｊ

・

日

１

●

－

１

ｑ

凸

３

１

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

１
２
１
３
５

１
５
８
６
４
５

~
~
~
~
~
~

３
３
４
４
４
４

６
６
６
６
６
６

~
~
~
~
~
~

Ｚ

１

１

Ｊ

１

１

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

ア

表Ⅲ－57遺構一覧（住居跡および類似遺構）

薪認皇糾蔑獅「
床曲梢
1㎡）

傭長軸方向
聿

与位 慣 平面形遺構番号

3.21/2.91x2. 39/2. 11
6.66/5.42x6, 19/4,90
6.32/4,62X5.36/4, 28
4.6/4.4x4.32/4.0
5.72/4.85x4. 4/3. 66；

形角一
二

形

形

形

丸

卵

卵

形

円

８

８

３

４
２
２
３
４

０
０
０
０
０

４
２
４
３
２

１
２
７
３
６

４
６
０
３
４

３

２

１

１

Ｆ

上

山

、

画

叩

↑
ト
レ
。
》

《
、
Ｕ
ｎ
、
Ｕ

毎

１

１

Ｊ

。

ｎ

ノ

山

一

Ｐ

院

Ｕ

Ⅱ

二

Ｎ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

２

２

３

４

３

３

１

１

１

１

２

３

３

３

１

１

１
２
２
３
４

３
２
２
０
０

，
６
ｄ
ｏ
●

ｎ
Ⅱ
ｖ
も
■
１
４
１
１
凸
、
″
Ｊ
〕
ｎ
１
Ｕ

ｎ
４
ｕ
ｎ
ノ
』
、
ノ
凸
ｈ
Ⅱ
Ｕ
角
Ⅱ
Ｕ

~
~
~
~
~

ａ
●
、
ｖ
ｎ
４
Ｕ
ｎ
４
Ｕ
ｎ
ｌ
Ｕ
ｎ
４
Ｕ

Ｆ
ｈ
Ｕ
Ｐ
ｈ
Ｕ
Ｐ
ｈ
Ｕ
Ｐ
ｈ
ｖ
Ｆ
ｈ
Ｕ

~
~
~
~
~

６
６
６
６
６

３
４
９
５
６

１

~
~
~
~
~

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

繍溌5M所1，聯!か所) 先端ﾋｯﾄ H-4と重複
炉跡(焼土lか所） 先端ピット 階段状付属ビット H－4と重複

1蕊‘
炉跡(焼土lか所）

ａ
Ｏ
。

８

５

４

２

４
~
~
~

Ⅱ

１

１灘。
’

4.52 X4､36
4. 6 X5.2

4.3/3.8X3.3/2.9
3.6 x3,3

5.2/4. 8x4, 8/4.5

８

４

４

３

２
１
４
２
４

０
０
０
０
０

１
４
４
４
９

８
６
３
９
１

５
８
９
８
６

１

１

１

１

１

１

~
~
~

４
６
５
４

ｌ
１
４
２

Ｕ
０
■
０

３
６
４
４
４

ｌ
０
４
１
４

ｑ
６
０
ｂ
９

４
６
５
３
３

０
１
３
２
４

６
６
０
９
９

３
５
４
３
３

０
０
３
１
３

~
~
~
~
~

３
３
３
３
３

６
６
６
６
６

~
~
~
~
~

６
６
６
６
６

９
０
１
２
３

１

１

１

１

~
~
~
~
~

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ H-22･ 17 と重複

3.9/3,8x3, 4/3,3
3.25/2.72x2,94/2.43
3, 18/2､76x2,64/2.22
3.53/3.3x3.03/2.83
(3. 8) x13.5)

○
０
６
。

４
８
３
３
８

~
~
~
~

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｉ

炉跡(焼土lか所）

聯職ﾘﾄ：複H－l3と

H-13と重複
騨

購§不
８
３
６
４
５

０
３
３
２
４

０
０
０
０
０

、
Ｒ
ｕ
八
田
Ｕ
・
４
斗
○
Ｆ
Ｈ
Ｊ

４
１
ｊ
Ｐ
ｈ
Ｊ
ｎ
Ｘ
Ｕ
代
ｈ
Ｕ
Ｒ
ｈ
ｕ

ｎ
ｕ
Ｕ
Ｐ
ｈ
Ｊ
△
β
蛤
即
Ｉ
０
Ｐ
ｈ
Ｊ

ｖ
ｌ
ｆ
ｌ

~
~
~
~

４

０

３

３

０
合

の
斗
凹
ｎ
ｆ
Ｕ
Ａ
Ⅱ
Ｕ
１
Ｉ
ｌ
Ａ
ｎ
部

ｎ
４
Ｕ
ｎ
ノ
ｈ
、
〃
し
１
１
凸
、
く
り

~
~
~
~
~

⑥
旬
哩
ｎ
４
Ｕ
Ｊ
Ａ
卦
・
的
１
Ｕ
⑤
ｑ
Ｕ

Ｆ
ｈ
Ｕ
Ｒ
慣
Ｕ
傍
ｐ
Ｒ
Ｕ
声
ｐ
ｈ
Ｕ
於
侭
Ｕ

~
~
~
~
~

１

１

１

１

１

６

６

６

６

６

２
４
５
６
７

２
１
１
１
１

~
~
~
~
~

刑
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

H-IOと重複

|職；I
炉跡(焼土lか所）

灘”
5.8/5.35X4.93/4.35
2.51/1,93x1.34/0.87
2.55/2.04x1.55/1 .47

；脇協:慨|‘

１
６
７
７
３

９
５
９
１
３

６
３
１
２
３
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○
○
○
。

４
０
１
３
４

５
５
７
５
８

~
~
~
~
~

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｉ
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２

２
３
２
１
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０
０
０
０
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Ｉ
Ｅ
１
１
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~
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１

４
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６
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１
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Ｕ
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向
日
Ｕ
ｒ
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~
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内
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ｎ
ｑ
Ｕ
ｄ
月
叫
Ｇ
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ｈ
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野
辰
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隅
Ｕ
供
偽
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~
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~
~
~

６

６

６

６

６

８
１
３
４
５

１
２
２
２
２

~
~
~
~
~

１
１
１
１
１

ト
ト
ー
１
１ 先端ピット

1. 66/l' 3X1.47/1. 17
(3.2)/2,47X2" 74/2, 12
2, 17/1,53x1.91/1.31
2.76/2.58x1.66/l.31
3.18/2.83x2.73/2.48蕊‘

回
り
。
。

６
９
３
８
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－
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７

Ｎ

一

・

一

』
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Ｎ
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３
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１
１
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０
０
０
０
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４
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２
７
０
０
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６
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■
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Ｒ
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１
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Ｒ
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ｈ
Ｕ
Ａ
●
ｈ
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ

~
~
~
~
~

０

６

６

６

６

６
７
８
９
０

２
２
２
２
３

~
~
~
~
~

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

P-21と重複

先端ビット

１
Ｅ
Ｅ
Ｅ

~
~
~
~

○
○
○
○
○

、
〃
Ｌ
ｒ
ｈ
Ｊ
”
〃
１
句
〃
し
ｊ
４
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ｑ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｕ
ｊ
月
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月
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Ｒ
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~
~
~
~

Ⅷ
Ⅳ
ｍ
ｗ
ｍ
Ⅲ
ｗ
Ｎ
加
軸
陀
川
Ⅷ
Ⅳ
肌

卿榊か所）
側騨重複霧．

|脇柵蜘燃
3.23/2.87X2.77/2.46
(2. 3)/(1.83)x1 . 94/1. 55
1 .78/1.63x1,25/1, 21
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Ｐ
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１

２

２
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６

６

１
２
３
４
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３
３
３
３
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~
~
~

Ｈ
Ｈ
Ｈ
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階段状ビット

H-34と重複階段状ピット

：
紗
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○
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０

３

３

７

４

~
~
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Ⅳ

Ｎ

Ｉ
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２
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２
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ｕ
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１
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日
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２
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床面椙
（㎡）
長軸方向 傭 考位 置 平面形遺構番号

M=繼§
H-40‘41 .43と

H-39と重複 §
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たてかえ

状ビット炉跡(土器囲い炉）

１
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８
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Ｎ
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６
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５
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１
３

３
３
３
４
４
４

~
~
~
~
~
~

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

’厩諏
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一
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ lか所）9. 16/8.52x5.88/5.28小判形 0.24 39.38
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7 まとめ

7 まとめ

(1 )遺構第Ⅱ黒色土層からの検出遺構は、住居跡44軒、土曠86基、焼土120か所、 フレイク・チップ°

集中21か所、集石lか所、 Tピット状遺構lか所、動物の足跡2か所、小ピット群lか所である。

時期は縄文時代中期、後期、晩期に跨っており、なかでも中期（後葉）の遺構が遺跡の中心をなして

いる。住居跡として報告したものには、明瞭な掘り込みをもつ堅穴住居跡、浅いくぼ地を利用したと

考えられるものの、平地上に掘立て柱跡の認められるもの、 という三つの形態上の違いがある。また

長経が2mにも満たない小形のものも住居跡として報告している。これらは一応柱穴状の小ピットが

検出されたり、床面、壁などが明確でしっかりしていることなど、生活の痕跡が認められるものであ

ることから住居跡として報告している。住居跡の規模はかなりバラつきがある。平面形はほぼ卵形の

ものが多く、長軸方向はおおむねN－S、 NW-SE、 NE-SWという三つの方向性が認められ

る。このうちN－Sを長軸方向とするものは長楕円形状のもので、他は卵形、楕円形、長円形のも

のである。土壌は、土擴墓と認定できるもの(P-23) と、土壌墓の可能性の強いもの（後期と晩

期の土擴） と、性格、用途などが不明のもの（中期、時期不明の土曠）があり、規模・平面形・長軸

方向など一定していない。焼土は、屋外炉的なもの、一時的な焚火的なもの、二次堆積状のものとい

う三つの違いが認められる。遺構の分布状況を見ると、住居跡、土擴、焼土がほぼ重なるように、四

つほどのまとまりがある。これらに囲まれた台地上の中央部分は、三時期にわたって遺構の空白部分

になっており、広場的な性格があったのかも知れない。以下住居跡について、時期別に概括し、問題

点、課題を列記し、 まとめとしたい。

縄文時代中期：検出された住居跡（34軒）はいずれもⅢ群b－3類土器を伴うもので、 なかでも

北筒式土器が圧倒的に多い。 34軒のうちH-9 ･ 10･ 12は浅いくぼ地を利用したものである。平面

的な卵形が多く、他に長円形、楕円形、円形、長楕円形などがある。長軸方向はN-S、 NW-

SE、 NE-SWである。床面積は大小さまさまで、最小はH-26･32の1.23㎡、最大はH－4の

36.22㎡である。 2㎡～4㎡のものが14軒、 5㎡～16㎡のものが13軒である。炉跡があるものは6軒で、

このうちH-13･ 19は石組みの炉であり、他(H-6 ･ 18･22･ 31)は地床炉である。柱穴のない

のはH-12･44の2軒で、他は柱穴状小ピットが検出されている。 H-4 ･ 6 ･19は長軸線を対称

軸とし、 10個、 8個、 10個の小ピットがある。他は余り規則性が見られず、床面、壁際壁面壁外

に直立、 あるいは内傾する小ピットがめぐっている。先端ピットと呼称されるものが12軒で検出され、

ほぼ長軸方向の先端部に認められる。またそれに伴うと思われる段状の張り出し部をもつものもある。

重複関係にあるものが4か所、 8軒あり、 また掘り揚げ土の重複、切り合い関係の確認されたのが5

か所ある。 これらの状況と土器の接合関係から、一部例外も認められるが、 おおよそ長軸方向NE

-SW→NW-SE→N－Sという順に構築されていることが推測される。なお同方向内において

も新旧関係が認められている。

縄文時代後期：検出された住居跡（6軒）はいずれもⅣ群a類土器を伴うもので、後期初頭のもの

である。調査区南西部の緩斜面上に位置し、地形的にみると同時期の遺跡の中心部は調査区外の美沢

川寄りにあるのではないかと予測される。 H-41 ･43はH-39に大きく削平されて全体は不明であ

る。浅い皿状のものと推測される。他は堅穴住居跡で、平面形はほぼ卵形であるが、 H-39は丸味

をもつ台形状のものである。長軸方向はほぼNW-SEである。床面積は10㎡～21㎡で、 H-40は

土器囲い炉である。柱穴は壁面に内傾する小ピットがめぐる。 H-35･40の先端部には段状の張り

出し部がある。なおH-39･40で検出された資料の放射性炭素による年代測定結果はつぎの通りで

ある。
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Nu-323木炭H-39床面出土3680±90 Nu-325木炭H-40覆土下層出土3990±90

（日本大学年代測定室）

縄文時代晩期：検出された住居跡（4軒）はいずれもV群b類土器を伴うもので、晩期中葉から

後葉にかけてのものである。 H-45は浅い皿状の断面をもつ大形住居跡である。他は平地上を床面

とする掘立て柱を伴うものである。 H-20は地床炉が検出されており、 H-45では火熱を受け赤化

している部分が検出されている。

調査区の南・西側が未調査であり、美々3遺跡の全体像は明らかでない。 しかし、縄文時代中期後

葉から後期初頭、更に晩期中葉から後葉にと、断続的に生活の場として利用されていたことは検出さ

れた遺構、出土した遺物によって明らかである。ただ未解明の問題点が多く残ったようである。即ち

①遺構の検出されなかった空白部分が、遺跡の中でどのような意味をもっているのか。②炉跡を伴な

わない住居跡が多くを占めているが、 このことと周辺で検出された多くの焼土とはどのような関連性

があるのか。③先端ピットと段状の張り出し部は出入口部と考えてよいのかどうか。④各時期の住居

跡などの具体的な新旧関係はどうなのか。同時期の生活単位は何軒だったのか。⑤周辺遺跡との関係

と美沢川流域における美々3遺跡の歴史的な位置付けはどのようなものであるのか。また他地域との

関連性は、等々多くの問題点が残されている。次年度以降の調査の成果が期待されるとともに、今年

度までの調査結果を踏えた総合的な検討がなされなければならないだろう。 （和泉田）

(2)土器美々3遺跡からⅢ群b－3類を中心として多量の土器が出土した。遺構包含層の出土遺

物の項で記載してきたが、 ここで概括しておくこととする。

Ⅲ群b－3類以前の資料は、昨年のものと合わせても極めてわずかで、 Ⅱ群a－1類、 Ⅱ群a－

2類、 Ⅲ群a類、 Ⅲ群b－1類Ⅲ群b－2類に属するものが認められる。これらの時期の住居跡

並びに集落跡は、 Ⅲ群b－1類の時期のものを除き、美沢1遺跡、美々5遺跡など、美沢川流域の

他の遺跡（道教委1977, 1978, 1979)で認められ、出土資料もそれらとほぼ共通している。 Ⅱ群a

－1類は綱文土器であるが、美沢3式（北埋調報58， 62)、美々7式の時期よりは新しく、美々5

遺跡（北埋調報 3）の石川野式に伴うかとみられるものと似ている。 Ⅱ群a－2類は中野式の類で

あるが、縦位の羽状縄文を構成するようにもみえ、やはり美々5遺跡の例と似ている。Ⅲ群a類土器

は、昨年度出土したものは、円筒上層式に属するものであり、本年度のものは、サイベ沢Ⅶ式に相当

するものを含んでいる。類例は美々4遺跡などにある。Ⅲ群b－1類は、体部の資料が出土していて~

原体を異にする縄文の施文がみられる。なお地文に結束羽状縄文の施されたものは萩ケ岡2式とみな

されるが便宜的に本類に含めてある。Ⅲ群b－2類に属する土器は美々4遺跡、美々5遺跡からも

出土している。

Ⅲ群b－3類土器は、隣接の美々4遺跡出土資料（北埋調報24） と同一個体に属するものもあり、

本遺跡がこの時期には美々4遺跡と一連のものであったことが知られ、 また、美々5遺跡から類例が

出土していて、美々4遺跡と美々5遺跡も連続していることから、台地上に、広範囲に遺跡の形成さ

れた時期とみなすことができる。本類土器には道南系とみなされるノダッフ．Ⅱ式、煉瓦台式を含めて

いて、それらの資料からみて、 3～4期の変遷のあることは想定されている。北筒式に属する文様の

あるものを、 A～Fの6類に区分して記載してきたが、半裁竹管状工具もしくはへラ状工具などに

よる施文の位置によってC～Fの4者に区分し、主に胴部に貼付帯のあるものをA類、押引き文の

あるものをB類としておいた。 これらは相互に関連をもつものとみなされる。特にA類土器の存在

は道央部の特色とみなされ、石狩地方から後志、胆振地方にかけて認められるものである。道北地方

の名寄市智東出土のいわば智東式（畠山 1960)は、貼付帯の施されたもので、 A類と似ているが、
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円形文が施されていない。道東地方では貼付帯の施されたものは稀で、貼付帯の形状もあまり似てい

ないようである。

本遺跡のA類自体にも多様なものがあり、道央部の内でもやや地域差の窺えるものがある。幅広

の貼付帯を施し、押引き文の施されるものは一般的であるが、横走する撚糸文の施されるものは登別

市千歳5遺跡（北埋調報12， 21)にあり、胆振地方に認められるもので、細い貼付帯による施文も

同様なものかとみられる。また本遺跡では明らかでないが、体部に横環する一条の貼付帯をもつもの

が白老町虎杖浜4遺跡（北埋調報 l )で出土していて、他の地方には認められない特色をもつもの

とみられる。江別市西野幌12遺跡（北埋調報54)、札|幌市S267･S268遺跡（札幌市教委1977)

からは口縁部に縄線文の施されたものや、貼付帯上に縄線文を施するものが認められ、柏木川式末葉

のものに円形文の施された趣がある。道央部での成立期の北筒式と考えられるものである。

さて、 これらの北筒式の時期については、大まかに、道南のノダッフ．Ⅱ式から煉瓦台式（静狩式）

に相当する時期のものと考えられていた（大沼 1981）が、登別市千歳6遺跡（登別市教委1982)

で煉瓦台式（静狩式）の単純遺跡とみてよい出土状態が確認され、 また厚真7遺跡（苫小牧市教委

1987)や、日高地方の門別町エサンヌッフ｡4遺跡（門別町教委1987)でこの種の資料がややまとまっ

た出土状態を示し、本遺跡でもやや多く認められ、単に搬入品ばかりとは思われない状態であった。

これらを考え合わせると、少くとも道央部の太平洋岸の胆振地方においては、北筒式の次に少くとも

末期の煉瓦台式（静狩式）が成立する、 もしくは受け入れられていると判断せざるを得ないこととな

る。そうして、 これらの煉瓦台式（静狩式） を母体として所謂余市式が成立したことも確かなようで

ある。本遺跡の低位部においては、細片の北筒式は認められるけれども、主体となるものは余市式的

な土器であり、それらは少かからず煉瓦台式的な特色が認められる。この状況をみると、 この地方で

は北筒式から余市式へつながるのではなく、北筒式から煉瓦台式を経て、余市式が成立するものとみ

られるのである。煉瓦台式末葉もしくは最初頭の「余市式」とみられる資料には胎土に海綿骨針を含

むものがあり、道南地方から搬入されたことを示している。その後において在地的な余市式が一般化

してゆくとみなされる。このように考えられることからすれば、本遺跡の北筒式は、 ノダッフ・Ⅱ式の

時期を主体とするもので、やや煉瓦台式に及ぶものがあるかとみられることとなる。今のところ北筒

式の詳細な検討をなし得る暇はないのであるが、住居の重複状況からも、少くとも2～3期の変遷を

想定し得る。初期の住居を柏木川式に近い特色をもつもの、新しい方を煉瓦台式に近い特色をもつも

のとし､その中間のノダップⅡ式と関連するものを考えることはできそうである｡札幌市M67遺跡(札

幌市教委 1988)の図42の3の資料はノダッフ．Ⅱ式的な特色をもつ土器に円形文の施されているもの

である。なお、静川8遺跡（苫小牧市教委1990)では北筒式の一般的な、本遺跡でC類としたも

のの他に、 より新しそうな煉瓦台式的な北筒式が出土している。また静川8遺跡の報告書の包層出土

の土器の内141, 142として掲載されたものは、隆帯上の刺突が、煉瓦台式の浅い短刻線文とは異なり

狭く深い刺突となっているようで、柏木川式の末頃のものとみなされる。また本遺跡のB類の49に

は「L」字状の押引き文が施されているが、 これはH類の411にみられるL字状の押引き文と関連

するものとみなされる。 このようなL字状の押引き文は江別市元江別10遺跡（江別市教委1990図

Ⅱ－6）でも出土している。 これらの詳細な吟味が必要であり、今後の課題となる。

Ⅳ群a類土器は、口縁部に幅のせまい貼付帯のあるものが、低位地区の住居跡から出土していて、

その覆土に口縁部の貼付帯の幅のより広い土器が出土した。その後に口唇に縄文の施された貼付帯の

多数施されるものと、口縁部に一条の貼付帯のみのものなどが位置づけられ、所謂タプコプ式へと変

遷してゆくとみなされる。これらの余市式系の土器群の次に、道南の大津式や、入江式の類が出現す
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る。なお涌元式（涌元Ⅱ式） とみなされる広口壺形の土器に類するものは江別市からも破片が出土し

ている。なお西野幌12遺跡で出土した破片には、磨消文部分に粘土のヒレのつく土器が認められ（北

埋調報54 P280-143)、大木10式に相当するものかと考えられる。

Ⅳ群b、 c類土器は少量の出土がある。これらの土器群は、美々4遺跡に多く出土し、遺構に伴っ

ていた。本遺跡は当時周辺部になっていたものとみられる。

V群b類土器はⅢ群b－3類土器に次いで多く出土した。在地系の土器を主体とし、道南の亀ケ

岡式系の土器を少量伴っている。大洞Cl式系のものと、 C2～A式頃のものとがある。亀ケ岡式系

のものには、鉢形や浅鉢形、壺形などがある。大洞Cl式相当の土器は苫小牧市共和遺跡（苫小牧市

教委1987）で良好な資料が出土している。白老町社台l遺跡（北埋調報 1 ） と同時期頃のものと

みなされるが、縄線文の施されるものが多く、幣舞式の古い段階かそれ以前のものとなる。美々3遺

跡ではこの時期のものが、低位地区から出土している。大洞C,式相当の資料は苫小牧市遠浅1遺跡

（苫小牧市教委1987)で出土している。幣舞式に伴うものとみなされる。本遺跡のV群b類の主

体をなすのはこの遠浅l遺跡の資料に類するものである。 これらの資料は美沢川流域では従来あまり

出土していなかったものである。 （大沼）

(3)石器遺物の出土状況から、出土した石器の多くは北筒式土器に伴うと考えられる。また、まとまっ

て出土したV群b類土器に伴うとみなされる石鍼もやや多く出土している。 このほか、旧石器時代

の細石刃核が1点、縄文時代早期、前期、後期の特徴的な石器が少しずつみられる。器種別にみると、

石槍またはナイフ、 スクレイパー類が多い。礫石器では石斧、石斧末製品、たたき石が多く出土して

いる。昨年度にはみられなかったすり石も出土している。このほかの遺物では、昨年度と同様、黒曜

石のフレイク・チップ．、緑色泥岩の剥片が多量に出土している。黒曜石のコアも出土量が多い。

今年度は、器種ごとに代表的なものを図示するにとどまり、北筒式土器に伴う石器群について充分

は検討はできなかった。黒曜石のコアは分類中なので掲載していない。次年度の報告で責を果たした

い。黒曜石のフレイク・チップが大量に出土していることは、昨年度の報告で指摘されているとおり

当遺跡で石器の製作が行なわれていた可能性が強いことを示しているけれども、遺物の分析は途につ
いたばかりである。次年度の課題としたい。 （工藤）

礫石器については、形態による分類のみ呈示することにとどまった。石斧については、未製品の接

合による製作過程の復元、敲石については、重量・使用部位等の属性分析、砥石については粒径と形

態の関係の追求が残されている。加えて大型の礫石器（石皿・台石）の接合復元、搬入礫の石質分類

などが整理中であり、今回の報告で述べることができなかった。これらのことについて次年度の課題
としたい。 （鈴木）
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Ⅳ美々3遺跡第1黒色土層の調査

1 調査の概要

I黒層の調査は、平成元年度調査区の南側、 2900㎡についておこなった。調査区は美々4遺跡の西

側に隣接する標高12. 1m～23.4mの美沢川左岸の斜面上に位置している。

調査の結果、遺構は土壌25基、焼土lか所、一括遺物の出土3か所が検出され、遺物は土器、石器

など3,597点出土している。

遺構は､ I黒層の下位~ Ta-c (最上層部は腐植化して暗褐色細砂となっている）直上付近で検

出されている。 P-10を除く他の土曠はⅡ黒上面で検出された。当初Ⅱ黒上面を掘り込み面とする

ものと思われたが、以下の観察結果からI黒層中を掘り込み面とする土壌と判断した。

①覆土は、 Ta-cに暗褐色細砂が混入し、曠底とその付近の壁に暗褐色細砂が薄く堆積している。

②P-67出土の遺物はⅡ黒層上面より上方で検出されている。

覆土および擴底、擴底付近の形状などから、 P-10とあまり時期差はないと考えられ、遺構の性

格も同様のものと思われる。遺物の出土状況、埋め戻し状の覆土、 またP-67出土土器の内面にベ

ンガラ痕が認められることなどから、 これらの土壌は土曠墓と推測される。時期は縄文時代晩期(V

群C類土器）のものと考えられる。焼土(F-121)はI黒層の上位で検出された。径約1Ocm、層

厚約2cmで、周辺に炭化材が見られることから、 Ta-b降灰時頃に焼けたものと思われる。一括出

土の遺物は、人為的な廃棄によるものかどうかは判然と
H1

しない。

出土遺物のうち、土器は3,500点、石器などは95点で

ある。土器は、 Ⅲ群b－3類のものが微量出土してい

るが、他はV群C類のものである。石器は石鍍、石斧片、

砥石、 たたき石、台石、スクレイパーなどが出土してい

る。 （和泉田）
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図Ⅳ－1 発掘調査地区と遺構付置図
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2 遺構および遺構出土の遺物

2 遺構および遺構出土の遺物

(1) 土塘

P-10 (図Ⅳ－2 ･ 3､図版Ⅳ－3)位置: G2

－64－25標高15.20m～15.60mの緩斜面上に位
／

置する。 規模:0.85m/0.53m× (0.90m)/ ,/
(0.53m) ×0.98m平面形：円形 試掘調査

d

で確認されたものである。掘り込み面はTa-c

置する。 規模:0.85m/0.53m× (0.90m)/

(0.53m) ×0.98m平面形：円形 試掘調査

で確認されたものである。掘り込み面はTa-c

P－lO

■位 1 ． 1B 2･暗褐色細砂(Ta

－c） 3. 2 +灰白色粗砂（Ta
-c､多量の炭化物混入) 4．淡

黒褐色土（砂質2-3m大の軽石

を多量に混入） 5. 4 に灰白色

租砂が互層に堆積（埋め戻し状の土

で､炭化物混入） 6.黄茶色細砂

（Ta－c) >灰白色粗砂（壁崩落

土） 7.黒茶色土（IB>Ta

c） 8. Ta-c 9. ⅡB 10．

Ta－dI

P S

c l5､60 ．

直上である。覆土は、 Ta-cの混り合った埋め

戻し状の汚れた土である。覆土全体に炭化物が混

入しているが、特に最上層に多い。曠底は皿状で、

d2中につくられている。覆土最上層から土器片、

黒曜石のコアが出土し、上層から土器片が出土し

ている。時期は掘り込み面、周辺出土の遺物など

＼々

15．70 ｂ
’

～再亘

i ! , , , ｡i5ている。時期は掘り込み向、周辺出土の直物なと 。 ’銅

から縄文時代晩期(V群c類土器）のものと思 図Ⅳ-2 P-10実測図

われる。覆土の状態などから土墳墓の可能性が考えられる。

図Ⅳ-,はⅢ鱗b-3頬上誌幽口縁部…｡雛形はﾛ縁に小突起をもつ深鉢薙汐
形を呈するもので､口唇面は無文､口縁部のせまい肥厚帯に斜行縄文を施し、下縁哩u ﾂ?”
になで調整を加え、円形刺突文を配する。 Ⅱ黒層に類例があり、本遺構がⅡ黒層を

図Ⅳ－3 P-10
掘り抜いているため、遺構形成時に混入したものとみなされる。

P-67 (図Ⅳ－4 ･ 5、図版Ⅳ－3)位置: G2－64-33規模: 0.52m/0.35m

X0.50m/0.35m×0.33m平面形：円形

Ⅱ黒層直上のTa-c層除去中に細片化した土器片が出土する。 Ⅱ黒層上面を精査してほぼ円形のう．

ランを確認する。覆土はTa-cであるが、 Ta-c最上層の暗褐色細砂が混入している。曠底は皿

状で、 Ⅱ黒層中につくられている。曠底の約15cm上方から、壺形土器（図Ⅳ－4 ･ 5)が横だおしの

状態で出土している。土器内面の底部付近にはベンガラ痕が認められる。土器の出土位置、覆土など

出土の土器
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図Ⅳ－5 P-67 出土の土器
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Ⅳ美々3遺跡第1黒色土居の調査
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2 遺構および遺構出土の遺物
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図Ⅳ－7 土壌実測図(2)

からみて掘り込み面はTa-c直上と考えられる。土器の出土状態や埋め戻し状の覆土などから考え

ると土壌墓の可能性が考えられる。時期は縄文時代晩期(V群C類土器）のものと思われる。

図Ⅳ－5の壺形土器は、頚部以上と肩部の半ばを欠失している。器形には肩のふくらみが直線的で

体部と丸底をなす底面との境にくびれをもつ特色がある。文様は頚部下端に貼瘤文を8か所につけ、

その間をつなぐ沈線を引き、 その下縁を2条の沈線で画している。器面の縄文はRLの原体による

もので、沈線文施文後に浅く施されている。
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Ⅳ美々3遺跡第1黒色土層の調査

(2) 一括遺物の出土状況（図Ⅳ－8～12、図版Ⅳ－4）

Ta-c直上で一括遺物が3か所で出土している。縄文時代晩期(V群C類土器）の土器片である。

(A) : G2-64-62･63標高14.25m～14.52mの緩斜面上に位置する。 1. 1m×0.7mの範囲で、層厚

約12cmの淡黒色細砂(Ta-C直上）中に混入している。出土土器の総点数は973点で、非常に細か

く割れている。風倒木痕の影響によるものか、浅い皿状の凹地にたまっている状態である。深鉢形土

器2個体分の土器片である。

(B) : G2-64-63 (A)の南約lmのところにあり、標高

13.9m～14. 1mの緩斜面上に位置する。 0.6m×0.45mX

0.1mの隅丸長方形の浅い落ち込みの中にあり、淡黒色細砂

中に混入している。出土土器の総点数は535点で、 スクレイ

パーも2点出土している。

浅鉢形土器1個体分の土

器片である。

(C) : H2-64-00･ 01

標高16mの斜面上に位置
一

する。約1m四方の範囲

I
から、 ほとんど内面を上

にして、平面的に散布し ‐

ている。出土土器の総点

数は285点で、浅鉢形土－ 2

器l個体分の土器片であ O 5cm
l l l l l I

る。
図Ⅳ－10－括遺柳B)出土の石器
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図Ⅳ 12一括遺物(A)、 (c)出土の土器
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3 包含層出土の遺物

これらが人為的に廃棄されたものかどうかは不明である。ただ(c)は平面的な散布状態からみて原位

置からは動いているものと推測される。

土器1 ． 2は一括遺物(A)である。 1は口径35cmの大形の深鉢形とみられるもので、口縁がやや外反

する傾向をもち、口唇の断面形は尖り気味で、丸味をもつ部分もある。文様は器面にRLの原体に

よる斜行縄文を施したのち、口縁部に比較的幅の広い沈線を3条めぐらし、口縁の内外面に縦位に縄

の圧痕を並列している。この縄の圧痕は器面の縄文の原体と同一のものとみなされる。 2は口唇の断

面が切出し形を呈し、口唇と器面にLRのやや細い原体による斜行縄文を施し、口縁には指頭によ

ぐ押捺を加える。器形は深鉢形とみなされるが、 1よりも薄く、施文の特色から1よりはやや古い時

期のものとみなされる。一括遺物(A)の主体をなすものは1の資料とみなされる。

3は一括遺物(B)に属するものである。器面に剥落の多いもので、上面観は楕円形をなし、一端に突

起を付すものかとみられる。口唇と器面に縄文を施し、内面は平滑に調整されている。両側縁に小突

起を設け、その中央を深くくぼませている。器壁はやや厚く、出土位置が(A)と近いことから、 1と同

時期頃のものと考えられる。

4 ． 5は同一個体で、一括遺物(c)である。口唇の断面形は概して切出し形を呈し、突起部に指頭に

よるかとみられる深いくぼみがつけられている。器面には浅く斜行縄文が施されている。口唇には縄

による刻み目があり、口縁部の内面には縄線文がめぐらされている。 1 ． 3と近い時期のものとみな

される。

石器 1 ． 2は黒曜石製のスクレイパーである。 1は自然面を残す縦長剥片を素材としており、背

面の両側縁に加工が施されている。 2は剥片の周縁に加工が施されている。

3 包含層出土の遺物

(1) 土器（図Ⅳ-13）

土器はすべてV群C類に属するものである。在地の特色を示すものの外に少量の亀ケ岡式系統の

特色を示すものがある。在地系のものの器形には深鉢形もしくは鉢形を呈するものと、浅鉢形、壺形

を呈するものがある。

1～7は深鉢形もしくは鉢形を呈するものである。 1は口縁部に無文帯の形成されているもので、

口縁は外反気味で端部がやや立ち上がる傾向があり、そこに棒状工具によるハの字形の刻み目がつけ

られている。口縁部の無文帯の上下には斜方向からの刺突文が加えられ、その下に二条の沈線を引き、

さらに刺突文を加えている。 2は口唇に棒状工具による刻み目を施すもので、 さらに指頭の圧痕が加

えられている。器面には横走する沈線文が施されている。 3 ． 4は口縁に指頭による押捺のあるもの

である。口唇と器面にLRの原体による縄文を施している。 5は口縁に縄の圧痕による刻み目を施

し口縁部に4条の沈線をめぐらすものである。 6は5と同一個体である。 7は鉢形土器の底部で、体

部との境に稜があり、底面は丸味をもつ。 8は浅鉢形土器の底部破片で、体部との境にくびれをもち、

底面には縄文痕跡を認める程度である。体部の縄文は細かく整っている。 9は壺形土器の肩部から体

部にかけての破片で、浅く斜行縄文が施されている。 10． 11は亀ケ岡式系統の特色をもつ土器である。

10は細かい縄文の施された薄手の土器で、浅鉢形土器の体部破片かとみられる。

(2) 石器（図Ⅳ-14)

I黒層から出土した石器は11点、剥片を含めて71点である。出土した石器には石鍼、 スクレイパー、

石斧片、砥石片等があるけれども、石斧片、砥石片は細片であるため、石鍍とスクレイパーのみ図示
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1は凹基の石鍍。やや肉厚である。

2はスクレイパー。大形で厚みのあ

る縦長剥片を素材とし、左右両側縁
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第1黒色土居一覧表

表Ⅳ－1 遺構一覧
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営擁号
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Ⅳ美々3遺跡第1黒色土居の調査

表Ⅳ－5 遺構の掲載土器一覧 表Ⅳ－7 遺構の掲載石器一覧

画

愚

表Ⅳ－8 包含層の掲載石器一覧

表Ⅳ－6 包含層の掲載土器一覧

4 まとめ

I黒層では、南向きの斜面上で26基の土曠が検出された。掘り込み面はTa-c直上(P-10以

外はⅡ黒上面での検出であるが、覆土の堆積状況から、 Ta-c直上からの掘り込みであると判断し

た）である。これらの土壌には、①標高22m～22.5mの台地縁辺、②標高15m～18.5mの斜面、③標

高12.5m～13.5mの緩斜面の三つのまとまりが認められる。 P-10以外の全体像は不明であるが、

覆土、検出面での状態から判断すると、 P-10と同様の規模、形状などが推測される。また構築時

期も大きな隔たりはないものと思われる。平面形は円形か楕円形、径約lm、深さ約0.9mほどで、

曠底はⅡ黒居中につくられている。覆土はTa-cをベースにした混合土で、土擴墓と考えられる。

時期は縄文時代晩期(V群C類土器）のものである。平成元年度調査では台地縁辺部のI黒層中位

から焼土がlか所検出され、 また台地上では同時期（今年度の出土土器よりもやや古い様相が認めら

れる）の土器、石器などが出土している。美沢川流域（用地内）のI黒層では、 これまで縄文時代晩

期(V群C類土器）の住居跡が2遺跡で、土壌（墓）が6遺跡で発見されている。最も上流に位置

する美々2遺跡')では、川沿い低地部で住居跡が34軒、 その周辺から斜面にかけて土曠（墓）など

295基発見されている。美々3遺跡の東に隣接する美々4遺跡2)では、低地緩斜面から斜面にかけて

土壌（墓）などが245基発見されている。また美々5遺跡3)では、低地部で住居跡が1軒、その周辺

と斜面にかけて土曠（墓）が4基発見されている。美沢川右岸で美々4遺跡の対岸にある美沢l遺

跡4)､5)では、低地部で土曠墓が7基発見されている。台地上では同時期の土器、石器などが出土して

いるが、遺構は土壌力;2基発見されているにすぎない。このように住居跡は川沿いの低地平坦部から

緩斜面（標高7m～12m)につくられ、その周辺から斜面上にかけて土擴（墓）がつくられていると

いう立地の違いが顕著に認められる。美々3遺跡も、土曠（墓）についてはこの傾向内にあるといえ

るだろう。美々3遺跡は遺構の検出状況から、調査区外の南側、川沿いに遺跡が広がることは明らか

であり、あるいは川沿いの低地部に住居跡を含む遣跡の中心部がある可能性は大きいといえるだろう。

－264－

遺構者

一撒器(A）
一悩蝿(A）
一M淵(B）
一組淵(c）
一職；
P－67

;(c）

寺号 r9r』ロ

1

2

3

4

5

~1

苛自■里

Vc

Vc

Vc

Vc

Vc
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4 まとめ

美沢川流域で発見されている土曠（墓）の規模形状などに大差は見られない。

美沢川流域のI黒層では川沿いの低地部から斜面、 さらに台地上に縄文時代晩期(V群c類）の

土器、石器などが多く出土している。ところが斜面上からの出土遺物より台地上からの出土遺物の方

がやや古い様相が認められる。川沿いから斜面にかけての各遺跡間には、出土遺物から判断すると、

新旧の差異が余り認められないという傾向が伺える。 このような諸状況を考え合わせると、 Ta-c

降灰以後台地上がまず生活の場として利用され、その後余り時期を隔てずに川沿い低地部に移動し

て、美々2遺跡周辺と、美々3， 4， 5遺跡周辺という二つの大きなまとまりをもって集落が営まれ

ていたことが推測される。そして縄文時代後期から晩期にかけてのように、死者を葬るのに周提墓や

盛土墓などを構築することなく、住居の周辺あるいは斜面上に土壌を掘って埋葬したのであろう。

I黒層出土の土器には深鉢形もしくは鉢形、浅鉢形、壺形の土器と亀ケ岡式系統のものが認められ

るが、 これらを昨年度出土した資料などと比較すると、その間に若干特色を異にするものがある。

昨年度出土した資料では、口縁に指頭の押捺を加えるものがまとまって出土しているが、本年度出

土資料ではわずかである。また皿形土器の口唇の施文も本年度の浅鉢形土器のものよりも整ったもの

が認められる。本年度出土資料には口縁に縄を押捺するものが認められ、昨年度のものとは趣きを異

にしている。

これらをⅡ黒層出土の資料と比較すると、昨年度の出土資料の方が、 Ⅱ黒層の資料に近似していて、

本年度のものよりも古い段階のものと認められそうである。これらのことから、 I黒層出土資料には

器形の面で、口唇の断面が切出し形を呈するものから尖り気味のものへ、口縁に指頭痕のあるものか

ら縄の圧痕のあるものへと変遷する傾向をもつと考えられる。

註

l)財北海道埋蔵文化財センター

2）北海道教育委員会

㈱北海道埋蔵文化財センター

㈱北海道埋蔵文化財センター

（財)北海道埋蔵文化財センター

3）助北海道埋蔵文化財センター

4）北海道教育委員会

5）財北海道埋蔵文化財センター

『美沢川流域の遺跡群jⅨ

『美沢川流域の遺跡群」 Ⅱ

｢美沢川流域の遺跡群」Ⅶ

｢美沢川流域の遺跡群」Ⅷ

｢美沢川流域の遺跡群」Ⅸ
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－265－



V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）

1 調査の概要

この報告は、平成元年度に北海道教育委員会文化課が行った重機（バックホウ）による美々8遺跡

低湿地部分の遺物包含層とその範囲確認のための試掘調査結果を取りまとめたものである。

平成元年度の試掘調査において、本発掘調査計画策定にあたっての安全対策上の問題層位・包含

層の内容、遺物取上げ等の調査方法、遺物の保管・保存処理方法など数々の問題点が判明した。その

ため、詳細な各種データ収集を目的に、平成元年度調査時（1989北埋調報62）に確認された道跡、

杭跡群の続きが低地部からも検出されると考えられる斜面の裾の部分215㎡（低湿地性遺物包含層は

約40㎡程）について予備的発掘調査（手掘り） を平成2年度に行った。 （口絵3， 4)

平成2年度調査分については、現在整理作業中であるためその一部紹介するにとどめる。ここでは、

平成元年度調査結果を中心にその概要を記述する。 （図V－1， 2， 3， 4）

（1） 調査要項

試掘調査は、以下の日程で行われ、テストピット （以下TPと略す） を28カ所を掘開した。

・第1回試掘調査（平成元年6月21日）

平成元年度の発掘調査で、道跡・杭跡群・焼土が調査区外の低湿地部に続いていることが判明した

ため、遺跡の範囲確認のために重機（バックホウ）によりTP-A･Bを掘開した。その結果、杭

などの加工木が検出され、遺跡が低湿地部に広がり、多量の有機性遺物を包蔵することが予想された。

．第2回試掘調査（平成元年6月29日～7月7日）

第1回試掘結果をもとに、 さらにTP-1～16を掘開し、範囲確認を急いだ。調査は、平成元年

度発掘調査区の押土・排土を利用し、重機（バックホウ）により湾入部の埋立てと転圧を繰り返しな

がら美沢川に向かって行われた。その結果杭のほかに、箸、串、 シロシの刻まれた花矢や擢受部、

アツシ織りのぺう、漆器片等の木製品が多量に検出され、遺跡がさらに美沢川に向かって広がること

が確認された。また、斜面縁辺部の約250㎡をTa-a層まで除去し、縁辺部では手掘り調査が可能

であることを確認した。 しかし、現状のままでは埋土（盛土）量がたりず、 これより先の試掘調査が

困難であることから、美々8遺跡斜面部分の発掘調査の終了を待って、調査体制・計画を編成し再調

査することにした。

・第3回調査（平成元年7月24日～8月5日）

表V－1 美々8遺跡調査の推移（表土～I黒層）
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l 調査の概要
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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1 調査の概要

美沢川の河道寄り部分と前回の試掘箇所の補足調査を行い、 TP-17～26を掘開した。試掘調査は、

斜面の発掘調査終了後、湿地用バツクホウとブルトーザーで斜面をTa-d2層まで掘削し、美沢3

遺跡に向って埋立て転圧した。土量の不足分は、包蔵地外の美々7，美々8遺跡下の斜面・崖部分を

削平し補充した。現状では機材や採取した多量の脆弱遺物を台地上へ運ぶことが困難であるため、調

査用道路を斜面部分に造成した。また、斜面からの湧水が埋立部分に侵入し重機の走行を妨げるため、

斜面の裾に排水用の側溝を廻らした。美沢川の現河道付近では、土量を補充し埋土を転圧する度に軟

弱土壌がヘドロ状に河道に向かって流出し、埋立てに限界を生じた。このため、遺跡がさらに広がる

可能性はあるが、これより先への埋立ては現状では困難であると判断し、美々8遺跡湾入部約3,000m2

と美々7裾の約700㎡を埋立てた段階で、バックホウの安全のために鋼鉄板を敷き、 TP掘削を実施

した。埋土作業に日数を費やしてしまったことからやや粗い遺物採取作業とならさるをえなかった。

調査の結果、現河道付近では前回より包含層のレベルが低く、層厚が厚いため、包含層の上部しか採

集出来ない場合も多かったｶﾐ、前回同様に多量の木製品が検出された。数地点において繊維製品や微

細遺物の検出に努めた結果、背負い縄が完全な形で検出でき、土壌ごと取上げた。

・遺物整理1 (平成元年8月7日～平成2年3月27日）

整理体制が整わないため現場段階での遺物選別・集計作業のみ行った。遺物はコンテナとセンター

屋外水槽で水漬保管した。一部の脆弱遺物については保存処理を開始した。

・遺物整理2 （平成2年5月7日～平成3年3月27日）

各TPごとに接合作業を行ったのち、再度分類し、製品ごとにコンテナ・シール容器に分別した。

観察カードに必要事項を記録したものから、実測、写真撮影、樹種同定を行い、随時、保存処理を行っ

ている。保存処理は平成3年度以降も継続して行う。

（2） 調査の経緯

調査地点は、美沢川左岸のふたつの舌状に張出した台地に挾まれた湾入部分に位置する低湿地（現

状）である。西側は美々7遺跡に、中央部と東側は美々8遺跡下の斜面あるいは崖部分に接する。こ

の地点は、松浦武四郎の「再航蝦夷日誌』に描かれた「ビピ小休所」とみられる建物跡が確認された

地点から舌状の台地を挾んで約100m程上流である。周辺の調査では､昭和56年度(1981北埋調報7)

に台地上で家屋とみられる柱穴群と道跡が発見されている。平成元年度の調査によってその道跡が斜

表V－2 試掘調査出土遺物一覧
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TP-2付近の拡張区からの出土である篭鉈は
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）

面を下り調査区外の美沢川の水面下に没していることが判明した。建物跡や焼土群も確認されており、

無数の杭跡群も水面下に分布範囲が拡大すると予想された。 しかし、低湿地部分は発掘調査予定区外

であることや建設中のカルバート （函渠）工事終了後は直ちに盛土工事を行う予定であったことなど

から、急邊、北海道教育委員会と北海道開発局札幌開発建設部との間で数次にわたる協議を重ねた。

その結果、包含層の内容確認とその範囲確認のための試掘調査を早急に行うことになった。試掘地点

は低湿地のため地盤が軟弱で調査者の歩行も困難な状況にあったため、埋土・転圧を繰り返しながら

重機（バックホウ）により遣物包含層を土壌ごとに採取し調査することにした。採取した土壌からは、

人力により遺物を抽出し精査した。調査の結果、水面下（現水面標高5.2m)約3～4mに杭をはじ

め木製遺物や繊維製品を多量に包蔵する層の存在が確認された。包含層はさらに美沢川向かって広が

ると予想されたが、 これ以上の分布調査は困難であることから、美々8遺跡低湿地部では4,375㎡を

包蔵地として新たに取り込んだ。なお、 この付近の地下には被圧地下水があるとされている。 （美々

4遺跡呑口の報告では､地下7mと9mに被圧地下水があり、それらの圧力はそれぞれ+1m、+3m

である｡）調査計画の策定に当たっては充分なデータ収集と安全対策が必要である。

（3） 調査の概要（表V-2)

今回の調査において、 28カ所中、 TP-B、 14， 23を除いた25カ所のTPから多量の木製遺物、

土器、石器製品、金属製品、 自然遺物どが11,568点検出された。木製遺物がその90%を占める。表中

の各TPにおいての遺物点数の差は遺物密度を反映したものではなく、バックホウのバケットが包

含層までに充分に達していなかった場合や遺物採取・選別段階での調査精度の差である。

木製品の包含層は0黒層とI黒層であり美沢川に向かって層厚が増す。 0層厚については、 Ta-

a層（1739年降灰） とTa-b層(1667年降灰）に挾まれており時代を特定できる。 I黒層中にも

Us-b2 (1663年降灰）やTMに相当する火山灰が存在し、分層及び時代の特定が可能である。

遺物は、 アイヌ文様の彫刻、飾り板、花矢状、中柄状、ヤス、 シロシの刻まれた擢受部、ぺう、木

槌、曲げ物の把手、底、桶の側板、盆状の割物、漆器、ホゾ穴のある建材、薄柾目板、板材、角材、

杭状、箸状、串状の木製品、木端切片、切痕のある枝などの加工木が多量に出土した。土器は縄文

時代早期、晩期、擦文土器時代の破片が出土し、石製品は砥石、火打石、錘石と思われる棒状の礫も

多数出土した。金属製品には、鉈、鉄鍋片、薬莱などがある。また、樹皮、 力ワシンジュガイ殼皮、

堅果類、木葉、昆虫などの自然遺物も多数出土している。平成2年度の調査では、上記に加えて、 ヒ

キリ板、擢、 シロシのある擢受部、板綴舟の側板、マキリの柄、マレック台、種々のヤス、弓、 アイ

ヌ文様の彫刻部材、杓子、団子箆、炉鉤、チセの柱材、模の打ち込まれた木組、完形の漆塗椀、根付、

縄などが検出された。また、 TM火山灰の上下から擦文土器が出土したほか、 Ta-c層を掘り込

んで出土した続縄文時代の倒立した完形の壺も検出されている。金属製品では、煙管の雁首、鉄鍋片、

カスガイ、洪武通宝などが出土した。他に、透明な緑色のガラス玉や琉珀玉が検出されている。出土

した木製遺物などの多くはTa-a降下(1739年）以前の江戸時代のものである。

各包含層の年代を遺跡周辺の遺物を含めて検討すると、 Ⅱ黒層は不明部分が多いが美沢3遺跡の状

況から縄文時代早期～後期、 I黒層は縄文時代晩期～続縄文時代～擦文文化期～（アイヌ期）～江戸

時代(1667年まで)、 0黒居は江戸時代(1667年～1739年まで)、表土層は、江戸時代(1739年から）

～幕末～明治～大正～現代までの時代幅と考えられる。 しかし、表土層も、低地部分では数枚に分層

可能であり、今後、現代の地表面と新旧を区別する必要がある。

2年の調査を総合すると、擦文土器の分布は少なくてもTP-26まで確認でき、台地上では1軒

しか確認されていない住居跡などが集落として低地部分から確認される可能性もある。木製品などの
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l 調査の概要

一部もこれらに伴うものかも知れない。低湿地部は単なる遺物のみの包蔵地ではなく、舟の部材、漁

携具、建材、多種多様な生活用具の出土や立並ぶ杭列などから舟着場などの施設と共に家屋等の遺構

が存在すると予想される。遺物は多種多様であり、内容は地点ごとに変化に富んでいる。上記の構築

物を始め、当時の生活に必要な道具・用具類等のすべてが埋蔵されている可能性が強い。

遺物からはアイヌと和人の両要素がうかがわれ、現状では次のような二つの状況が想定される。ひ

とつは、 0黒層～I黒層上面では「ユウフツ越」以前の内陸交通の中継地点として舟着場などが存在

し、 アイヌの人々が道先案内や荷役を行っていたとの想定である。板綴舟などを和人のために訓えて

いた可能性もある。出土した和産物の一部は、 ここを訪れた和人からアイヌへの交易品であったのか

もしれないということである。もう一つの考え方は、交通路の存在は否定できないが、多量のアイヌ

の民具の出土から、 アイヌの集落がここに存在し、漁携や造舟などの作業空間あるいは生活用品など

の送り場的空間であった可能性である。その場合の和産物は既に交易品として入手したアイヌ自身の

所有物であったとも考えられないであろうか。いずれにしても、考古学上だけではなく民具研究、交

通史にとっても時間と場所を特定できる数少ない貴重な遺跡であることは間違いない。今後の層位的

調査が期待される。

（4） 調査の方法（図V-5)

ここでは、調査方法とともに重機調査における問題点および留意点を含めて記述する。

調査地点は現低湿地部及び美沢川の河道部分に位置する。調査の対象となる0黒層やI黒層は厚く

堆積したTa-a層およびTa-b層に埋もれており、現水面下（標高5.2m)に存在することから

人力での試掘調査はまったく不可能であると判断した。検討の結果、対象土壌をクラムシェルあるい

はバックホウで掘削し、 O黒層やI黒層を土塊として取上げ、それを人力により砕きながら遺物を採

取する方法がとられた。地盤が軟弱で不安定なためクラムシェルなどの大型重機は走行が不可能であ

るばかりか、土壌採取時に脆弱な木製遺物を粉々に破損してしまう可能性が考えられたため、走破性、

運動性から判断してバケット容量0.7㎡のバックホウによる土壌採取法が採用された。 TPの壁面が

あざやかになるよう、バケットに爪を隠すアタッチメント付けた。当初のTP掘削は現状のままで

走行可能な箇所のみで行っていた。しかし、包含層が対岸に向かって広がることが判明したため､バッ

クホウの走行が可能なようにできる限り低湿地部を埋立ててTPを掘開することにした。 TPの掘

削地点は予め検討されていたが､地盤の状況が必ずしも一定でなかったためと時間の制約から埋土(盛

土）の安定した部分を随時選択しながら、約10～20m間隔にTPを掘削した。土壌の層位は、掘削

力所が湧水や浸透水の浸入により、すぐにヘドロ状となり土層断面として確認できなかったため、や

むをえず、掘上げ土の土性（特に火山灰）を確認しながら、沈んだアームの深度で対象土壌の層位及

び位置を判断した。以下に重機調査の工程を説明する。図V－5参照。

調査工程

1 . 掘削開始。 （埋土転圧後、掘削を開始する。周辺に細かな亀裂力ざ入り、一部に崩落力ざ始まる。）

2． 周辺に亀裂拡大。 （崩落土を除去しながら掘削を進める。浸透水のためTP内がヘドロ状とな

る。植物繊維層を破るとさらに水が墳き出る。泥水で水面下が見えなくなる。 Ta-a層を確認

し、掘上げ土壌を土性ごとに分別する。バックホウおよび水面の振動で亀裂が拡大する｡）

3． 崩落を繰り返す。 （壁が地滑り状にバタバタと大きく崩落する。亀裂に注意しながら、出来る

かぎり水面を波立たせないように崩落土を除去する。包含層が近くなると、 アーム長でおよその

深度つかみ、土性を確認しながら作業を進める｡）

4． 土壌の採取。 （ヘドロで水中がまったく見えないため、深度および土性の変化で包含層の位置

一ワワ1－
~~14



ご 洲 、 酌 廊 雲 障 前 苦 Ｓ 剴 剛 （ 剴 罰 ）

■ Ⅷ 鰯 鬮 □ □

ｌ 喝 画 １

、

図
V
－
4
調
査
後
の
現
況
と
試
掘
位
置
(
T
P
)



1 調査の概要

を判断する。目的層に達したところで、重機のアーム長の限界までバケットを下げ、一気に土壌

を採取する。バケットによりほとんどの遺物が分断、折損・圧損する。水面下からの掘上げ時に

一部の遺物はヘドロとともに流れ落ちる｡）

5． 土壌（包含層）の移設。 （土壌をTPから離れた場所へ移設する。バケットから土壌を降ろす

段階でさらに遺物は分断・折損される。土壌はコア部分以外はヘドロ状に流れ広がる｡）

6. TPは、必ず埋戻し、バケットで転圧。 （掘削箇所にテープ張りを視認できるようにする。

TP周辺は、掘上げ土とヘドロで泥沼状となり、重機の走行や人の歩行が困難となる｡）

7． 移設した土壌から遺物を採取。 （ヘドロ状となっている場合は手さぐりの作業となる。土塊の

場合は包含層の上下が不明となる場合があるので、火山灰層などから土居の先後を確認し、検出

位置を記録しながら遺物を採集する。採集された遺物はTPおよび層位ごとに分別し、水を張っ

たコンテナに漬けておく。ただし、脆弱なものや重要遺物は当て木や不織布で養生し、別の容器

に保管する。繊維製品などは土壌ごと取上げ、崩壊や乾燥を避けるため直ちに梱包する。

8． 採集された遺物を選別・分類。 (TP、遺物の種類形状、保存状態に合わせて保管する｡）

調査での問題点・留意点

①調査地点全体を整地し、平坦面を確保していないと一定の深度で土壌を採取できないため対象土

壌の位置が想定できない。

②軟弱な埋土（盛土）が厚く、 アームを最大限に伸ばしてもバケットが包含層まで到達しない。

③作業指示および土層観察を担当するものとTP周辺やバックホウ周辺の崩落や亀裂を常時

チェックする者が必要である。

④埋土や火山灰の崩落が著しいためトレンチ調査は台地縁返部のわずかな地区に限られる。

⑤地盤が軟弱な場合は、バケットを引き上げるときにバックホウ自体が沈降してしまう。あるいは

鋼鉄板ごとずれることがあるので地盤の安定を待って調査を開始すること。

⑥バケット1杯分の径1～2m程の掘削地点が崩落の繰返しにより径4～6m程に広がる。 TP

周辺には近寄らないこと。バックホウの走行に支障のないように掘開地点を検討すること。

⑦土壌からは早急に遺物を採取することが望ましいが、時間を置く可能性がある場合は、乾燥を避

けるため充分に土壌を湿らせブルーシートなどで包んでおくこと。また、直接地面に移設すると、

盛土中のものが混入する場合があるので充分注意すること。鋼鉄板やコンパネの上に土壌を移設し

ておくと遺物採集が容易に行え、混入を避けることができる。

③バックホウによる調査は、遺物の切断・分断が著しいので遺物量が増え、保管スペースも増大す

る。クラムシェル使用した場合は、それらがさらに増加する。

⑨バックホウによる調査での最大の問題点は、大型遺物や遺構の存在を確認できないことであり、

舟や構築物としての屋根や壁などが存在しても、部材の一部だけしか採集できないことである。木

組や桁・梁のように組まれたものが存在してもその構造は知ることができない。

⑩同-TP内の遺物であれば接合率も非常に高いので、できるかぎり割れ口の新鮮なうちに接合

作業を行うこと。選別・分類作業が容易となり実測図作成・写真撮影時に混乱が起きない。

⑪自然木と思われるものでも充分な水洗・選別・分類が終了するまでには安易に廃棄しないこと。

加工木と接合する場合が多く、保存処理のテストピース、樹種試料や環境復元の参考試料となる。

⑫遺物の取上げの段階で保存処理方法や保管方法をある程度検討しておく必要がある。

⑬当センターの現有の施設には限界があるので、水に浸漬した多量の遺物整理作業スペースおよび

保存処理・収蔵・保管施設を早急に確保することが必要である。
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2 土層の状態

2 土層の状態

平成元年度の試掘調査時の状況に平成2年度の予備調査の状況を加えて記載する。標準土層につい

ては図1－2を参照のこと。想定図は図V－5に模式化している。

低湿地部の土居は、表土層上部、 Ta-a層上部、 O黒層上部に植物繊維層カメ認められるのみで、

台地上と大きく変わるものではない。各層とも美沢川に向かってしだいに層厚が厚くなる傾向がある‘

Ⅱ黒層、 Ta-d層、 En-a層は斜面縁辺では確認できたが、美沢川よりの遺跡中央では確認でき

ていない。現在の水面標高は5.2mである。埋土（盛土）面標高は約6.5～7.0m、厚さは約2.5～3.5m

である。埋土には腐植土、火山灰、伐採した枝が混在している。埋土は平成元年8月から平成2年7

月の1年間に約0.5～0.6mほどの沈下が認められた。遺物包含層は、水面下約1.5m～3.5mに位置し、

その標高約2.0～4.0mである。木製品などの有機質遺物の包含層は、 0黒層とI層である。表土層に

も若干遺物を包含していると思われる。 0黒層は台地上では層厚が極薄く、粒径の大きいTa-b層

の隙間に沈降していて分層が困難な層である。 しかし、低湿地部では美沢川に向かって厚くなり、約

20～40cmの層厚を持つ。出土した木製遺物のほとんどはO黒層出土のものである。周辺の地形図や試

掘時の包含層の深度変化から、美々8遺跡斜面のd-66区から美沢川に向かって沢跡が認められ、

沢地形の凹地部分は、独木舟や板綴舟などの停泊しやすい入江状の沼であったと想定される。 0黒層

は1739年(Ta-a降灰）から1667年(Ta-b降灰）までの時間幅を与えることができ、今回の調

査で良好な包含層として確認できたことは成果の一つである。 Ta-b層は台地上から斜面縁辺にか

けては約3～5cmと層厚が薄いが、美沢川に向かってしだいに厚くなり約10～20cmの安定した堆積と

なる。 Ta-b層はO黒層を確認するための重要な層であり、低湿地部の調査では堆積状況とその範

囲を早急に押さえることが急務である。今後は台地上においても0黒層を丹念に精査し、低地の遺構

遺物との関係を検討することが重要である。 I黒層は美沢川に向かって急激に厚くなり、 0．5～1.5m

の堆積となる。 I黒居はTa-b降灰により美沢川の水位が上昇するまでのあいだは安定した微高地

であったと考えられる。 I黒層中にも0黒層と同様に入江状の沼が存在したと考えられる。 I黒層自

体はこれまでの調査から縄文時代晩期、続縄文時代、擦文土器時代～江戸時代初期の包含層とされて

いる。試掘時の数カ所のTPからUs-b (1663年降灰）やTMと考えられる火山灰が検出され、

平成2年度の調査では斜面縁辺に沿って広がるTMを挾んでその上下から擦文土器が多数出土した。

以上から今後はI黒層もUs-bやTM層によって数層に分層することが可能である。木製遺物は

TMより上層に多く包含されてはいるが、 さらに美沢川によった部分で擦文時代の木製遺物が確認

できるかも知れない。平成元年度の調査で確認された杭跡群は低湿地部でも確認され、 TMの面に

も多数の杭跡が認められた。 Ta-c層を貫いて、 Ⅱ黒層に達しているものもある。杭跡や木製遺物

は擦文土器時代～江戸時代初期の可能性があり、 その多くはI黒層上面の江戸時代初期のものであろ

う。 I黒居下位はTa-cとI黒層が混在しており二次堆積の土壌と考えられる。これまで擦文時代

の遺物については、斜面部分や低地部からはほとんど出土がみられなかった。また、台地上では多量

の土器、石器焼土、集石等が検出されるにも関わらず、良好な住居は確認されていない。住居跡力§

検出されないことがこの遺跡の特徴であり、疑問点でもあった。今後の調査において低湿地部から擦

文時代の堅穴住居や江戸時代の舟着場、建物などの構築物の検出が期待される。 Ⅱ黒層については

TP-9から早期の土器が検出されたのみであり、バックホーのバケットが包含層まで届かなかった

ため不明である。しかし､対岸の美沢3遺跡のⅡ黒層中の遺物が低湿地に続いていたことや上流の美々

4遺跡呑口部分（1979年北海道教育委員会）にⅡ黒層の低湿地遺跡が存在することから、同様の状

況が想定できる。
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）

3 出土遺物の概要

本調査の目的は、遺物包含層の存在とその範囲を確認することが目的であった。従って、先に述べ

たように調査方法も本来の発掘調査とは大きく異なるものであり、ヘドロの中からの手さぐりの遺物

採集という状況に加え、期間が限定されていたこと等、通常の分布調査によって得られるデータに比

較しても不備な点を多く残すものであったことは否めない。また、既に平成2年度に予備的調査が行

われ、 1万点を越える木製品、繊維製品、擦文時代の土器、金属製品、陶磁器、ガラス玉等が出土し

ている。 しかし、現在整理作業中であるため、補足的に一部平成2年度の概要をつけ加える程度し、

ここでは、 あくまでも平成元年度の試掘時の状況について簡単にまとめ、それぞれの遺物の概略につ

いて述べる。細かな分類については、次年度以降の調査報告時に行うものとする。掲載遺物の出土位

置､法量などの属性は一覧表に記している。今回使用したアイヌ名は萱野茂「アイヌの民具」 （1978）

によるが、今後検討を要するものが多々ある。皆様のご指導、ご助言に期待するのである。

（1） 土器（図V-6-1～6) (図版V－4－1～6) (表V－3－1～6)

縄文時代早期1点、縄文時代晩期1点、擦文時代の土器が4点出土した。平成2年度の調査では

Ta-cを掘り込んだ続縄文時代の倒立した完形の壺形土器が1点、擦文土器がTMを挾んでその上

と下からが出土した。 0黒層からは磁器が1点出土している。

1はI群b－4類の胴部破片である。自縄自巻LRとRLの原体で羽状に文様が構成されている。

Ⅱ黒層出土である。 2はV群c類の胴部破片である。 RLの原体で斜行縄文が施されている。内面

に炭化物が付着している。 I黒層出土である。 3～6はⅦ群で、 I黒層出土である。 3は甕形土器の

口縁部破片である。表面が一部剥落している。口縁はやや外反し、沈線と短刻が認められる。内面は

へうみがきが施され黒色である。 4は甕形土器の口縁部破片である。表面が一部剥落している。口縁

は外反し上部で立ち上がる。口縁直下に2条の短刻がめぐり、垂下する短刻が施されている。内面は

へうみがきが施されている。 5は甕形土器の胴部破片である。外面はハケ目調整されている。内面は

へうみがきが施され、黒色である。 6は椀形土器の底部破片である。底部からわずかに内湾ぎみに立

上がる。ロクロ整形され、底部は回転へラ切りされている。胎土には海綿骨針が多く認められる。

（2）石器・石製品等（図V－6～10） （図版V－4-10～16、図版V-5) (表V-3)

砥石（ルイ） 1点、黒曜石剥片1点、大小の礫1080点、火打石と考えられるものl0点、軽石170点

が出土した。礫の中には火打石（カラスマ)、ゴザなどを編む錘石（ピッ） と考えるものも含まれる。

出土層位は0黒～I黒層である。すべてのTPから満遍なく採取したものではなく、盛土中の礫と

区別が付かなくなったものや極細礫及び細礫については、その一部しか採取してない。平成2年度の

調査では、 I黒～0黒層から砥石、珪岩の火打石、多数の大小の礫のほか、透明な縁色のガラス玉、

琉珀製の玉が出土した。また、台地上の調査でみられるような礫の集中がI黒層で確認された。

10は板状の砥石である。表裏は片減りし、擦りくぼんでいる。上部、下部もわずかに擦られている。

材質は凝灰岩である。 11は黒曜石製のフレイクである。

礫は90％以上が角の無い転礫である。総重量は25.7k9である。表V－7～10に各TPごとの重量

分布、長径短径比のグラフを掲載した。最大長で細分すると次のようになる。極細礫（0～10mm)、

細礫(10～20mm)、小礫(20～30mm)、中礫(30～100mm)、大礫(100mm以上）などがある （図版V－

5－5）。最大重量は12609、最小重量は0.49、平均重量は82.169である。小礫中礫には扁平な

ものと棒状のものがおおい。各TPとも顕著なまとまりを示すものは無く、細礫、小礫に相当する

重量0～309 、長径10～30mm、短径8～20mmのものカガ多ぃ。中礫のうち長径50～70mm、短径30～50mm、

重量40～709のものは台地上で確認されるような集中礫であった可能性がある。錘石（ピッ） して使
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3 出土遺物の概要

用されたものかもしれない。今後、面的調査を行えば台地の調査と同形態の集中礫として出土すると

考えられる。材質は台地上でえられた礫集中と同様に砂岩、泥岩、片麻岩が多い。珪岩やチャートは

火打石の素材の可能性がある。角礫には図版V－4-12～16などがある。 12は泥岩。 15． 16は珪化し

た凝灰岩である。 13． 14には部分的に打痕が認められる。火打ち石として用された可能性が強い。材

質はチャートである。

（3） 金属製品等（図V－6－7～9） （図版V－4－7～9） （表v－3－7～9）

鉈、鉄鍋片、薬莱、弾丸が各1点出土した。鉈が0黒～表土層鉄鍋片はI黒～o黒層出土の可能

性が強い。薬莱、弾丸は表土層の出土である。平成二年度の調査では、 I黒～0黒層から煙管雁首、

多数の鉄鍋片、 カスガイ、洪武通宝等が出土した。

7は鉄鍋の胴部破片である。厚さは2.5mmである。 8は鉈である。いわゆる「腰鉈」と呼ばれる形

態である。刃部には使い減りがみられ、棟は打ち敲かれてつぶれている。茎の一部には柄の木質が残

り、 目釘孔が認められる。茎尻は欠損している。 9は薬莱である。朝鮮戦争時に駐留米軍が演習に使

用したものであろう。 7 ． 8はう．ライマルMV-1で保存処理し、 9にはインクララックを塗布した。

表V－3 掲載土器・石器．金属器一覧
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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3 出土遺物の概要
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3 出土遺物の概要
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）

（4） 木製品・繊維製品等（口絵l～4） （図V-11～28) (図版V－6～20) (表V－5～7)

製品・加工木1,879点と自然木或いは加工部分を欠損したと考えられるもの8,276点が出土した。他

に炭化材94点、破損や腐食等著しい不明品が17点出土した。木製遺物は出土遺物の90%を占める。す

べて0黒層からI黒層の出土である。木製品には、 アイヌ文様の彫刻、飾板、 シロシのある花矢（ヘ

ペライ）状、中柄状、ヤス状、表裏にシロシのある擢受部（タカマ)、模（センピ）の打ち込まれた

縦槌（ トゥチ)、漆器片、曲げものの把手、桶などの側板・底板、盆状の割物（ニマ)、箕状の割物（ム

イ）、 アツシ等を織るときのぺう、敲棒、箸（イペパスイ）、串（イマニッ)、杭、棒板材、角材、

割材、ホゾ穴のある建材、短部にコケシ状の挟りのある部材、股木材、焼けた木、薪の燃え尻（アペ

ケシ)、切痕のある枝木端､切片､完形の背負い縄（タラ)、巻いた樺の皮（タッニカプ・チノイェタッ)、

その他の樹皮、焼けた樹皮等が多量に出土している。

平成2年度の調査では、上記の遺物のほか、斜面の杭跡群に関係すると考えられる多数の立ち杭及

び杭跡に残った杭尖端部、板綴舟（イタオマチプ）の孔のあいた側板、擢（アッサプ)、擢などの握

り部、彫刻のある擢受部（タカマ）と考えられるもの、ほぼ完形のヒキリ板、飾り板に精巧なアイヌ

彫刻を施したもの、各種のヤス、根付、木組のホゾ穴に模の刺さった建材、桁材が乗るように加工さ

れたチセの柱のような建材、 自在鉤台（マレプニピヒ）団子箆（シトペラ)、杓子（カスプ)、完形の

漆塗椀（イタンキ)、小刀（マキリ）の柄、炉鉤（スワッ)、股木を利用した縦槌、桜の皮で編んだ曲

げもの片、弓（7）、側面に彫刻のある板材、結束した樹皮製の紐、撚り紐等の多量の遺物がわずか

40～50㎡ほどの範囲から出土した。

アイヌ文様彫刻（ 1 ） ：ウレン・モレウが透し彫りされ、中央に角孔があけられている。表裏とも

文様を縁取るように沈線が彫られている。下部、左右のウレン・モレウは欠損している。

有孔飾板（2） ：柾目板に左右対称の突起、角孔、波状の挟りが作出されてる。

花矢状木製品（3） ：先端に特徴となる削りかけは無いが、花矢に良く似る。器面は丹念な面取り

調整がなされ、片面にシロシが刻まれている。茎は細く作出され、装着痕が認められる。

中柄状木製品（4） ：尖端はつぶれ、器面は丹念な面取り調整がなされている。基部には隆帯が巡

り、短い茎が作出されている。茎には装着痕が認められる。

ヤス状木製品（5 ． 6） ：尖端はぶれ、面取り調整がなされている。茎は最大径からすぼまり、装

着痕が認められる。茎尻は欠損している。材の芯（髄）が腐植し、裏面が溝状となっている。

擢受部材（7～10） ：板綴舟の両舷に縛り付け、車擢を受ける部分である。断面は隅丸三角形で、

両端部に向かってわずかにすぼまり、端部に装着のため快りが作出されている。舷との接合面は平坦

である。中心からわずかにずれた部分に擢受軸が付く、軸は2タイプあり、差込み式（7）と枝を利

用した軸直接作出式（8）がある。 7は差込み孔の裏側周縁が盛り上がっている。 （口絵2－1 ）。片

側の表裏にシロシが刻まれている。 8は軸が途中で折れている。 7より肉厚で一回り大きい。上面の

両側にシロシが刻まれている。 9 ． 10は同一個体と思われる。両端部、軸を欠損している。

有孔部材（11） ： 2つの孔があり、面端を欠損している。舟材の一部であろうか。

縦槌（12． 13） ： 12の頭部は樹皮付きの円箇形で角孔に模の打ち込まれた柄が刺さっている。使用

面に敲打痕が顕著である。 13は股木を利用したもので、頭部は樹皮付きの幹である。柄は枝の樹皮を

剥き、わずかに面取りしている。使用面に敲打痕カメ顕著である。

横槌（14） ：股木を利用し、幹を頭部、枝を柄としている。頭部は切裁痕が顕著で、下部に繊維な

どを敲いた痕跡わずかに認められる。柄は握りやすく面取り調整がなされている。

敲打棒（15） ：打撃痕かすかに残り、打撃部はやや太く、全体が緩くカーブしている。非常に硬い
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3 出土遺物の概要

表V－4 出＋木製品等一覧
十十ト lOOi肚 什100鯛T ＋50肌下
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）

木である。サケ等を敲いたものであろうか。

ベラ（16） ：先端に向ってやや幅広となる両刃剣状をなし、茎尻は欠損している断面レンズ状で両

側縁に細かな刻目列がまれている。擢を再加工したものとも考えられる。

漆器（17～19） ： 17． 18は椀の胴部砂片である。 17の内面には朱漆外面には黒漆地に朱漆で文様が

描かれる。 18の内面は漆膜が剥がれ、外面は黒漆地に朱漆を重ねている。 19は椀底部である。内面に

は朱漆外面には黒漆地に朱漆で文字？が書かれている。

曲物把手（20） ：曲物の口縁と接合部には挟入部があり、その一端は欠損している。

桶（21～23） ：21 ．22は側板である。角溝と角孔が彫られている。 22の下部には篭の装着痕が残る。

盆状木製品（割物） （24．25） ：24は底がほぼ平で、側縁が立ち上がる。図上、下側縁は非常に厚く、

その形態から舟の垢汲み（ワッカケプ） とも考えられる。

木箱（26） ：側面に木釘孔が並ぶ、箱等の底板であろう。

箸状木製品（27～42） ：胴径がl.5cm以下で、全面に調整加工がなされ、端部に向かって徐々に細

くなるものを箸状として取りまとめた。34．35．42などは、先端部が幅広く串として使用された可能

性もある。 35．39～42は基部が欠損しているものである。形態からは5タイプに分けられる。 A類

は胴部を太くしてその両端を細く丸く削ったもの（27．38)、 Bl類は基部が太く先端のみ細く削り、

基端が尖るもの（28)、 B2類は基部が太く先端のみ細く削り、基端が平らなもの(30･31 )、 B3類

は基部が太く先端のみ細く削り、基端が丸いもの（33．34)、 C類は胴部が同じ太さで両端部のみ尖

るもの（36． 37）に分類される。今後の調査では、胴部、両端部とも同径の寸胴型のD類も出土す

るかもしれない。胴部断面の形態についてみると、長方形（34．35．37．39)、正方形（42)、八角形

（27．30．32)、多角形（28．29．31 ．33．36．40．41 ）の4種に分けられる。 29は基部が炭化して

いる。41は折れ口が炭化している。

串状木製品（43～58） ：胴径が2cm以下で顕著な面取り調整がなされていないものをとりまとめた。

基部を欠損しているものがほとんどである。杭として使用された可能性もある。43は先端は2面削り

されたへラ状である。上端にも5面削りの尖端部がある。44～48．50～53丸い棒の尖端が片側1面削

りのものである。51 ．54は胴部が長楕円形または長方形で幅広のものである。55は胴部が長方形で先

端部のみ削られている。57．58は分割されたササ製のものである。47は胴部が一部炭化している。 49

は胴部から尖端にかけ炭化している。56は尖端部が炭化している。 51の欠損部には貫通孔ある。

ヒキリギネ？ ：29．49．56などは箸状・串状としたが径もほどよく、 ヒキリギネの可能性もあるの

で注意が必要である。特に樹種がスギ属・アジサイ属のものは、着火率も良くその可能性が高い。

薄柾目板材（59～68） ：59．63は端部が残っている。59～65は厚さがほぼ均一である。曲げ物、折

敷、屋根を葺いた柾材等の可能性がある。66～67は断面がカマボコ形である。樹種が違うことや文様

の有無など異なる点もあるが､短冊状で断面形がカマボコ型の形状だけみると捧酒箸（ トゥキパスイ）

に似ている。 68は断面が三角形である。62～68などのような薄い材は尻拭木（ホヤイケニ）の可能性

も考えておく必要があろう。

有孔板材（69．70．74） ：69には2つの孔があり、そこから折れている。70は孔と孔の間隔が少し

狭いが下駄に似ている。 74は楕円の孔が2個あけられている。板綴舟の側板であろうか。

扶入板材（71～73） ：71～72は側面に弧状の快りが認められる。

板材（75～83） ：75の図右下側に溝状のくぼみがある。 77．78は断面が厚く、弧状となっている。

80は器面下部が炭化している。83は断面凸レンズ状で、下部側縁が削られている。

端部挟入付部材（84～87．89．91） ：挟入部をコケシ状に加工しているのは、マレプ台、ヤス、棹
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3 出土遺物の概要

等と縄や樹皮でしっかりと連結するための加工であり、連結部の裏面は接着面を安定させるために平

坦面が作出されている。重複した部分が極端に厚くならないように斜位に平坦面を作出している。

端部鉤付部材（88） ：断面は多角形で、鉤部分は端が折れている。

挟入付棒（90） ：孔等に差し込むための加工である。

ホゾ穴付部分（93） ：組合せ式の建築部材である。

丸棒状木製品（92．94～100） ：92は裏に平坦面があり、結合時の縄目が深く残っている。 94は器

面に途中でやめた削り痕が残る。 95～97は先端が丸く、端部に向かかってやや太くなる。96．97は擢

受部の軸のような形態である。 98．99は先端部が欠損し、基部は丸い。 100は先端部がやや細くなる

よう面取りしている。

角材（101～112） ： 101は裏に平坦面があり、先端部は薄い。 102は先端部のみ一面削りしている。

103． 106． 108． 109． 111は短身の角材、 104は長身の角材である。 105は先端部が4面削りでやや細い。

107は先端部がやや細い多角形である。 105． 107は角杭の可能性がある。

杭状木製品（113～151) : 1面削りあるいは2面削りのものは、尖端部が鋭角となるものが多く、

4面削り以上の場合は尖端の角度が開く傾向がある。 113～121 . 125は1面削りのものである。 122は

半割材であり両側縁が2面削りされている。 123～130． 136． 144． 146． 147は削り面が切りあった2

面削りのものである。断面は底辺の丸い三角形となる。 131 ． 132～141 . 150は4面削りのものである。

142. 143は5面削りである。 148は角杭である。 149． 151は板杭である。 114． 116． 138を除いてほと

んどが端部を欠損するか腐食・炭化している。端部の加工は尖端部より角度が開く場合が多い。120．

131 ． 143． 145の端部は炭化している｡121 . 150の尖端部は炭化している｡115． 126． 130． 132． 133．

137. 144の端部は腐食している。腐食していない部分は当時から地中に刺さっていた部分と考えられ、

その深さはおよそ30cm前後である。

枝切痕（152～161） ：切痕のある股木などで、枝部分が残るものである。 152は枝部分を尖らせて

おり、木鍬（ニシッタプ）の可能性がある。 154は中央に中途の削り痕がある。

木端（162～168） ：当初の形態が想定できる肉厚で大型の木片である6 162～163･ 167･ 168は丸木

材、 165． 166は角材片である。 168は炭化している。

切片（169～180） ：各種の木材加工による薄い剥片である。 178～180は炭化している。

繊維製品（181） ：背負い縄（タラ）である。頭に当てる部分（タリペ）は羽状に編み込まれ、部

分的にその羽状が一列置きに極薄く黒色化して見える。赤外線写真撮影などの分析が必要である。

樹皮（182～185） ：シラカンバ属などの樹皮で、切痕がある。 182･ 184･185は端部が炭化している。

たきつけ、燈火用（チノイェタッ）のほか敷物、容器、結束具として使用された可能性がある。

（5） 自然遺物（図版V－4－1－1～6、口絵2－3）

土壌中には、木葉、種子、貝皮、昆虫遺体が多量に認められたが、ほとんど採集しなかった。平成

2年度の調査では、 カワシンジュガイ殻皮などは左右に開いた状況で折り重なるように多量に出土し

た。今後の調査ではうローテーション、 ウォーターセパレーションを行う予定である。動物遺体や骨

角器は台地上や斜面の調査時に多量に出土しているので今後検出される可能性が強い。 l～3はスモ

モ？、 4～6はオニグルミ、 7はサルのコシカケ科に属する硬質菌類である。火口（カラパシ）とし

て使用された可能性がある。 8はタニシ？の蓋、 9 ． 10力ワシンジュガイの殼皮、 力ワシンジュガイ

の存在からピパの出土も予想される。 11は昆虫の肢、鞘翅等である。

－285－



V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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3 出土遺物の概要
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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3 出土遺物の概要
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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3 出土遺物の概要
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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3 出土遺物の概要
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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3 出土遺物の概要
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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3 出土遺物の概要
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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3 出土遺物の概要
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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3 出土遺物の概要
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）
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3 出土遺物の概要

Ｅ
○
○
一

、

~~

､

塁

『

ノ

／

○

～～

夏
１
Ｌ
ｌ
ｆ
ｌ
■
０
４

~~

Y,P

181

、

、

、

、

~
た
く

、

、

、
、

、

詮
溌
溌
謹

岬
瀞

82

183

18584

Ｍ心
《
ざ
０
１
』

図V-28繊維製品．樹皮

－303－



V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）

表V-5 掲載木製品一覧(1)

§脈号 舶鵺 TP#号 名 礎x帽x暁(田) ()HI炊協鮠称 "1(9) 蝿(剛） 考柵り 備

アイヌ文様彫刻 ( 3@8)X( 4.8)X 1 .01 17 TP－lO ｳﾚﾝ･ﾓﾚｳ紙ﾜ‘下､､姉燗‘ｶｴﾃﾞ 朔7

有孔飾板２ 33 TP－26 10．0 X 4.9 X 0.8 ｽｷ？ 棚 妨雌の蝿､剛，38

ｼﾛｼ蝿hてい6‘鋪師ﾙ6，花 矢 状 ( 9.8)x 1 .3 x 1 ．2３ 9 TP－8 ｻｸﾗ？8 淋

中 柄 状4 ２ TP－4 20.5 x 1 .3 X 1 ．3 鯛k鰯b<'5‘舗郁ﾙ6．23 可＋弓
一ノノ 棚

ヤ ス 状 (17. 1)x 1 .9 x 1 .6430 IP－26５ ｱｼｻｲ 棚 緬献祁畑‘端緋ﾙ6，
句n

J4

ヤ ス 状
百
Ｊ 429 TP－26 15.9 x 1 ,6 X 1 . 1 ｱｼｻｲ 剛 蛎献・卵燗.鏥餓j6‘16

師剛昌鯲｡M凱城,片W鋼kｼﾛｼ雛hIい6,欄受部材 (62,6)x 5.5 x 2.8７ 7 TP－8 ﾔﾅｷ？ 師472

擢受部材TP－8 輌勵三剛,陛N肌榊醗側式‘ｼﾛｼ雛hてい6，8 8 74. 7 X 5.6 x 5.2 1123 棚
幸、

tミ

栖受部材？ (12. 1)X( 3.8)X 3. 1333b9 TP－lO 鵡燗．棚62 可＋弓
一~ノノ

欄受部材？ (10.0)x( 4.8)x 2.8333a TP-lO 棚10 鵡順100 －
７
＋
ノゴ

有孔部材 (12. 1)x 8.5 x 3.2 12師. 2点齢，1 1 21 TP－l3 糟146 ｻｸﾗ

縦 槌 11 .O x( 5.9)x 5.6 醐畑‘燗鰕6‘剛|と即輔う蜥力噺,伽郁ﾙ6，
19
lL 29 TP-26 鮴218 ｸワ

縦 槌 (24.6)x 14.6 x 4. 1 綴&‘淵峨5.雛M,M州け6‘13 30 TP-26 ｻｸﾗ 鮴360

横 槌14 19 TP－lO 33.2 x 9. l x 5.6 i,ノイ？
ノザー. #躯､腱附け6,剛餓ﾙ6‘鮴632

敲 打 棒438 TP-26 bfか版っt鮒で鮒噸い' II鮪ｶ“15 70．0 X 5．5 X 4．8 ﾄｳﾋ 鮴1040

(66.9)x 7.2 x 2．2 錦燗.同M駄湘ｶib6，16 12 TP-lO 梱
一
フ 484 －

７
ナコ

へ

漆塗椀片 鮴17 1002 TP-22 2,0 X 2.8 X 0.6 ？ 醐鮴緬継､緬黙腓継‘２

漆塗椀片18 1001 TP－4 ？ Mホ 鯛鮴順雛M伽,緬鯲耽継，1 ．9 X 1 ．4 X 0．5 1

漆塗椀底19 1000 TP－4 ？ 鮴 "MH･.内面縦､緬難眺燃5，3 x 5．5 x 2． 1 35

曲物把手部 (25. 1)X 14.0 X 1 .820 13 TP-lO ｽギ 棚 ⅢA帥一鰍M,248

桶 側 板 (20.9)X 3.3 X 1 . 1433 TP-26 鯛上剛力;“2点齢

師上飢ﾙﾘ, タガkよ5つ帥ｶ“7点齢.

21 棚60 〃、
ノノ

桶 側 板３ TP-4 26.9 x( 6.5)x 1.5
りり
Lム ｶｴﾃﾞ 棚143

桶 底 板24 TP－24り，
＆』 8.0 x 8.0 x 1 .0 棚 柵齢ル46 ｽギ

状 (14.5)x 11 .0 x 2.524 10 TP－9 盆 鮴 "'M鼬吐“ルの秘"の唯僻“161 ｸルミ

状 (17.6)x(12.3)x( 3.0)盆ウ目
しり 11 TP－9 鮴 洲‘脈蛇1蝿鰍，234 ｶﾂﾗ

(15.9)x( 1 .6)x l . l木 箱26 435 TP-26 期ｽギ 純加醗,Mmk脈ｶﾙ6,16

箸 状りフ
ムI TP－ 6 (22.9)X 0．9 x O.7 棚127 箙ｶ側いA胤師8鯲‘ｽギ9

鵡|と嶋剛iﾙﾘ､郷､雌いBlW,卵鍬ﾙ‘箸 状28 25 TP-24 23．4 X 0．9 X 0.8 ｱｼｻｲ 棚10

箸 状90
ムリ 198 IP－8 29.0 X 1 .0 X 0.9 棚 緬鮒ﾙ,郷＃靴してい6．ｱｼｻｲ13

箸 状30
｡｡

ムム TP-l3 (33. 1)x 12.2 x 0.8 ｽギ 期 郷駄〈､焼のみW<"B2M.Mm8".22

状箸 (34.3)x 1 .0 x 0.931 196 TP－8 ｱｼｻｲ 郷駄く､鯛の綱<"B2m,輌鏥ﾙ。梱18

箸18 状 ｱｼｻｲ32 IP-lO 38.3 X 1 . 2 X O.9 郷湫<､鳩艸m<"603M,Mm8#W，24 棚

箸
4坐

4人 獅湫<､甥の細<t6B3M.師鍬W,33 14 ｢P－lO ｱｼｻｲ28.0 x 1 .0 x 0.9 棚14

箸 状217 TP－8 (25.4)X 1 ．3 x 0.634 ﾂｹ？ 棚 郷駄く､鳩"M<"B3m,師勵〃，12

状箸 (26.4)x 1 .3 x 1 . 1
句F

JO 431 TP－26 緬勘＃,鞠畑，ｱｼｻｲ 棚24

箸 状218 開ｶ同駄さ禰靴鯛雛もｿ)Cm.師鏥W，36 TP－8 21 .O x O.5 x 0.5 ｱｼｻｲ？５ 鮴

箸26 TP-24 状 ｱｼｻｲq7
UI 18．9 X 0．7 X 0.5 醐胴上蛇で鵡峨鯛をいC鼠師勘＃‘4 棚

箸 状38 TP-26 ｱｼｻｲ38 開駄くその爾鞠<MったA蘭17.3 x 0.7 X 0.6 棚4

箸 状 (18.3)x l . l x 0.539 34 TP-26 ｽｷ？ 棚 翻飢’輌勘W’鮒畑，6

箸 状 (12.6)x 0.9 x 0.940 )7 TP－26 ﾄｳﾋ 師 師鍬〃‘駒燗．6

箸 状149 ( 6.8)x 0. 7 x 6.241 TP－7 輌納〃,鞠焔.W加飢‘ｽギ 棚２

箸 状42 423 TP－26 (12. 1)x( 1 .4)x 1 .4 剛 鵡畑.緬正ｶﾙ.鞠畑，14 ｲﾁｲ

串 状43 181 rP－ 7 36．5 X 2 ．0 X 1 ．9 2耐ﾘに妬献削ﾙﾋ鳩雛もつ，ﾄﾈﾘｺ 淋68

串 状44 395 rP-21 (35.7)x 1 .6 x 1 .7 ？ ｶﾈ 鰐帥楜l卵リ70

串 状 (31 .2)x 1 .9 x 1 .945 178 TP－ 7 ｳﾙｼ 鮴67 娚那H･ml耐ﾘ，

46 串 状 (17.8)X 1 .0 X 1 .040 TP-26 ？ 鮴 蝿馴附Ml耐ﾘ，11

串 状 (21 . 1)X 1 . l X I ､ l47 75 TP－3 ？ 淋 鴻師鮴Ml耐ﾘ.2点齢14

串 状48 (21 .7)X l ､ l X 1 .3205 TP－8 ｲﾇｴﾝｼﾕ 娚繩州l耐り，14 鮴
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3 出土遺物の概要

表V-6 掲載木製品一覧(2)

考長さx傷x恥(田) ()#|炊脇鮠 蝿(邸） 備MM(8) 糊リ称図齢号 鮴器 TP#: 名

醐力'6燭誹力､|↑て肌している(22.4)x 1 .2 x 1 .3 ｱｼｻｲ 棚
りり
ムム状串49 q員

JJ TP-26

ｻｸﾗ？ 焔鮒IWIWIIW,( 7.0)x q8 x 0.9 鮴状 4串50 89 TP－4

師祁＃師い‘( 8.7)X 1 .0 X O.5 師３ ｶﾂﾗ状串134 TP-651

鰐帥楜l耐ﾘ，ﾌﾅ？ ｶホ( 6.0)X 0.8 X 0.8状串 752 156 TP－7

袖 川l耐ﾘ峨甑

師帽卿彬．

ｶﾏｽﾐ？（ 4.3)x 1.l x 0.8状 ２串222 TP－853

棚ｽギ状 (13. 1)X 1 .4 X 0,5 7串54 278 TP－9

師幅伽ｶﾙ,蝿は細削り噸い。ｽギ 棚状 (13.4)x 1 .6 x O.8 11串45 TP－A55

駒飢

ｻｻを燗し､嶋鞘〈肌．

ｱｼｻｲ 淋状 12.9 x l .4 x 1 ．2串 1128 TP-2456

l/4Mｻサ状 11 .5 X 1 .3 X 0.6 6串154 IP－757

鵡蝋‘l/4M( 7.4)x 1 .3 x 0.5状 2 ｻサ串58 153 TP－7

fMKMI"6,畑薄柾目板材 ｽギ(41 .4)x 5.0 x 0.6 76兵q
UJ TP－8り1R

ムムJ

lO'点齢，(42.6)x( 4.9)x 0.4 ｽギ 棚薄柾目板材 1860 374 TP-l6

13点齢，(51 . 1)x( 4.7)x 0.4 棚薄柾目板材 50 ｽギ61 373 ｢P－l6

ﾄｳﾋ？ 閥纈畑，( 6.5)x 2.0 x 0.5 棚薄柾目板材 562 427 TP-26

ｽｷ？ 棚 脚k帥っ輔く“薄柾目板材 ( 8.5)X( 1 .8)X 0.4 563 66 TP－3

鵡部順。期薄柾目板材 ( 9.4)X( 2.8)X 0.590
手、

tミ64 IP－4 8

2鰕合,卵やや凸ﾚﾝｽM,(194)X( 3.5)X 0.8 棚薄柾目板材86 TP－4 34
手、

tミ65

(17.2)X( 3.1)X 1 . 1 期 師凸ﾚﾝｽM，薄柾目板材 ｽギ4066 400 TP-24

師凸ﾚﾝｽM'(10.6)X 27 X 0.8 棚薄柾目板材 ｽギ
戸句

Ol 155 TP-7 15

梱薄柾目板材 ( 8.2)x 1 .4 x 0.7 ｲﾇｴﾝｼｭ 師皇鯏，468
ワ1

i』 TP－3

2つ､畑》か蜥岨麺k備榊“(9. 1)x 4.8 x 1 .0 佃有孔板材 14 ﾓｸﾚﾝ69 TP－7５

′|“下鮒剛ｶﾙ5‘有孔板材 (11 .3)x( 5.8)x 1 .9 棚69 ｶﾂﾗ70 4 TP－ 7

( 9.1)X 3.2 X 1 .3 棚 燗磯峨ﾘｶ;ﾙ6，快入板材 〃Ⅱ
ノノ19TP-2471 405

(13.8)x( 3.9)x 0.8 Wい鰍で鵬鴫、楜力ij6．挟入板材 棚
ウ0
44 ﾓｸﾚﾝ

可n

jL 354 TP－ll

朏鵬け)f力蠅ﾘｶ;ある，挟入板材 (28.0)x 19.l x 1 .9 棚ﾊリギリ61473 20 TP－lO

有孔板材 (44. 1)x(12.5)x 1 .9 2,鰕合. 2伽鋤力､ら肺6．ハリギリ 棚54874 TP-2641

(29.5)X(1q7)X 1 .6 5点齢‘麺Iこ剛0<|瑚力;“材板 354 ハリギリ 師75 43 TP-26

(18.8)x 14.0 x 1 .9材 棚 鮒|蛸力i上倣い．板 328 ハリギリ141 IP-2676

材 (27. 1)X(15.5)X 3.2 2繊合,順岫醜師，板 棚77
~ロ『 58 554TP－ l ハンノキ

材 (43.4)x(21 .3)x 7.7 燗した棚#で順岫圃雛6，板 棚78 3168 ﾊﾝﾉｷ57 TP－ l

材 上帥↑隊碗剛‘板 23．5 x 3．8 x 1 ．7 棚79 240 TP－8 84 ｺﾅﾗ

材 (25.5)x( 5.8)x 2.0 開雛化,馳加雛力'？板 棚80 286 TP-9 51 ﾊﾝﾉｷ

状 (26.9)x 6.4 x 1.4 師凸ﾚﾝｽ旅鵬倣い，板
－
７
妙

梱81 139qRq
UUu TP－ll

材 (29.9)X( 7.6)X 1 .6 下帥ﾅ隊碗剛，板 棚146 ﾊリギリ82 TP－7 195

(35.5)X( 7.7)X( 3.3) 師凸ﾚﾝｽM,板 材 棚83 TP－8
、n可

JJイ195 ニレ

端部快入付部材 ( 7.3)X L4 X 1 .0 ｺｹｼ帆眼螂拙師測．ﾔﾅｷﾞ 袖84 15 TP-lO 7

ｺｹｼ胱眼AM#M.顛測．蟷剖一耐ﾘ‘端部快入付部材 ﾌナ85 TP－8 36．5 x 1 ．4 x 1 ．4 41 ｶネ213

(33.7)x 2. l x 2.2 4点飴ｺｹｼ伽椰部朏‘脇|炊堀曲‘端部快入付部材 92 ﾔﾅｷﾞ 鮴86 437 rP-26

端付快入付部材 (18.0)X 3．4 X 2．4 師ﾘさht鮴伽翻|[快鳰紬l/4M87 239 TP－8 86 ｶﾂﾗ

(29.8)x( 2.8)x 2.7 耐りさhMWMの開k似排出,翻順端部鉤付部材 ﾘﾝｺ？ 淋88 H 118TP－7

辮

一
ﾔﾅｷ゙端付快入付部材 ( 7.5)X 1 .8 X l .6 ｺｹｼ如快鳩朏.緬靭，淋89 16 14TP-lO

快入付捧 (19.5)x 2.2 x 1 .8 ﾅﾅｶﾏﾄ？ 淋 「誹り＄”“卯
一
別

TP-6 44142

端部快入付部材 ｺｹｼ如椰緋出,躯平坦, 3繊合．ﾄﾈﾘｺ9分
LJ TP-22 92．7 X 4．2 X 4．0 969 淋

(12.0)X 3．2 X( 2.6)丸 捧 状 ¥M W鋤ぐる‘48 ｺﾅﾗ92 356 TP－ll

ホゾ穴付部材 (43.4)x 6.2 x 4.5 上雛I'酔肛力iﾙﾘ､四角いﾎｿｽｶib<,鮒と勘h5，期93 42 TP-26 687 ﾓクレン

(27.5)x 5.2 x 2.7丸 棒 状 断酬HW0鮒‘閂餡畑，168 ﾄﾈﾘｺ 棚94 330 TP-lO

丸 棒 状 ﾘﾝｺ？ 鯛0つ馳噸い鰍，q貝
哩U 436 28．0 X 4．7 X 4．5 282 淋TP-26

丸 捧 状 棚 曙駄く力い，凱込州の紬？15． 1 X 1 ．6 X 1 ．4 ｱｼｻｲ96 275 TP－9 ２
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）

表V－7 掲載木製品一覧(3)

服謡 鮴鵲 TP#: 名 艶x骨x恥(田） （)ﾄ|肱開鮒 考称 蝿(剛） 柵リ 備"i(8)

丸 棒 状 (17.2)x 1 .9 x 1 .5 ｱｼｻｲ 躯削噸ﾘ,鮒，97 82 TP-4 鮴32

丸 捧 状 (16.8)X 1 ．9 x 1 .8 翻九<､麺呼耽削り＃謝ら“TP－4 ﾄﾈﾘｺ？ 鮴98 83 41

丸 棒 状 (35,0)X 3.7 x 3, 2 淵帥f力､k力い、淋99 145 TP－6
句｡

04
－
７

クサ

丸 捧 状 (18,4)x 1 .9 x 2.0 Rい削りにより,鯛撫噸〈柵‘抑可縦“鮴100 95 TP－4 ﾄﾈﾘｺ42

３ＬＸｊｌ２ｌＸ２

）
２１材 2点齢麺緬､り誠､躯岬､で》5，角 袖94 TP－4 ﾄﾈﾘｺ101 17

材角 棚 鴻胴一耐り‘TP-24 13.0 x 1 .4 x 1 .2 16 ﾊリギリ102 407

材 麺k刷り鯵紬6．角328 TP-lO 16．2 x 1 ．7 x 1 ．2 26 棚モミ103

角 材 (59.3)X 2. 1 X 2.3 ｽギ 棚 綿緋肛ある，TP－8皿
一
繩

237 190

材 (25.3)X 3.9 X 2.6角 甥#""<ｳ蛸撒‘棚143 TP－6 140 モクレン

角 材 鯰k耐ﾘさhてい6,鵡帥い‘14.9 x 2.7 x 2. 1 棚331 TP-lO 66106
ザ、

tミ

材 (16.9)X 1 .5 X 1 .6 鯛やや､鵠k向力､っ咽<nﾘ輌円ﾙﾋ栂‘角 ｸﾘ？ 師
、ラ

ムイ107 138 TP－6

角 材 ？ ﾊリギリ 棚 聡k醜ﾘさhている，TP－8 12． l x 3． l x 2．4108 ウリ1
しし上

｜
剛
一

剛 m頂礁k鰯‘鵬0－鰍M'角 材 (17.2)X( 2.2)X 2.2 ﾊｺﾔﾅｷﾞIP-6
Fn

DJ109 115

雌k耐ﾘさltTM!鯛の跡艇hてい6,材 (23.0)X (3.2)X 2. 1角 棚124110 216 TP－8 ｶﾂﾗ

材 (27. 1)x 2.0 x 3.7 3鰕合,皿鯛軟あ6‘角 ｶｴﾃﾞ 棚TP－26 137434111

材 (29.8)X 4.2 X 2.6 肋ﾋは砺順力1M靴郎角 棚182 ｺﾅﾃ
~′~’

TP－lO112 332

状 2点飴娚版l耐ﾘ，杭 (47.0)X 2 .0 X 2,8 鮴TP-24 109 ｺﾅﾗ415113

2点飴嬬州l耐り,鯛k棚頗ﾙ6‘
J心
ｲ人

ジ
イ
ノ

エ
力

杭 36．5 x 3．5 x 3．5 鮴293りり7
ムム『 TP－8114

状 (33. 1)x 4.4 x 4.4 鴻片W1耐ﾘ．杭 ﾘﾝｺ？ 淋98 TP-4 352115

4鰕合,蟷片Ml耐ﾘ,崎誹棚噸“状杭 (36.7)X 3.3 X 3.2 ｶｴﾃﾞ 鮴240116 226 TP－8

状 (39.2)X 3. 1 X 3.4 嶋州l耐ﾘ，杭 ﾆｶｷ？ 鮴215117 379 TP－l7

3点飴娚iMIIMI杭 状 (30.8)x 2.2 x 2.0 ﾔﾅｷﾞ 淋369 TP-13 88118

(30.4)X 5.0 X 3.9状 ｶｴﾃﾞ "HMl踊り杭 206 淋TP-24417119

状 ｷﾊﾀﾞ 娩片M1耐ﾘ,鯛飢，杭 (35. 1)x 3．7 x 3，7 鮴274344 TP-10120

鯆訓朋一耐り‘甥雛化‘杭 状 ﾘﾝｺ？(22.9)X 3.5 X 4.3 淋1月7
エリ0140 TP－6121

状 ¥M 娚帥湘剛2叩り杭 (21 .1)X 3.5 X 1 .5
俗n

o乙
－
７
ナコ

54 TP－A122

娚那2耐ﾘﾙIWW,状 ｷﾊﾀ？杭 (41 .7)x 3. l x 3． 1 268 淋123 336 TP-lO

(41 .8)x 3.8 x 3.9 娚那2面切り》い則り,＃1ﾘ面帳く#い、杭 状 鮴338 ｡ﾅラ124 365 TP-l3

(29.6)x 3.9 x 3.6 娚帥2剛ﾜﾙい削り,削り面脹く#い‘杭 状 鮴1qワ
ュゾ四 ｶﾂﾗ125 347 TP-10

状 鴻鮒2m切り&い削り,鯛敵，杭 (30. 1)x 3.4 x 3. 1 ｻｸﾗ 鮴219387 TP-l9126

状 鳩剛2面Wﾘﾙい則り，杭 (33.3)X 7. 1 X 5.9 ﾄﾈﾘｺ 鮴TP-24 705127 414

杭 状 燐帥2mWりﾙい削り，(13.8)X 3.1 X 3.0 ｻｸﾗ 鮴128 383 TP-18 79

回歴

７再

１７

コ

2点齢,娚瓢2耐ﾜﾙいW|1,杭 状 (39.6)x 4,8 X 4.8rP－4 淋96 514129

鱗帥2耐ﾘﾙい削り,鏑献｡上馳も帥M,杭 状 (56.5)X 7．9 x 7．3 ｶホ59 IP－ l 1748 ｺﾅﾗ130

……
杭 状 鯛訓4醐ﾘ.翻靴‘(52.2)X 5.6 X 5,6 鮴338 TP-lO 1074 ｺﾅﾗ131

2点飴蝋帥4耐ﾘ,鯛敵，杭 状 (38.7)X 4.5 X 4.7 ｺﾅﾗ 淋132 343 TP－lO 396

3点齢，鯛帥4叩り,淵舩，杭 状 鮴133 392 TP-20 36．5 X 2．7 X 2．3 143 ﾓｸﾚﾝ

杭 状 (34.8)x 4.8 x 5.4 鯛馴4甜|ﾘ，淋134 ウウ員
色色』 rP－8 ﾔﾅｷﾞi2o

杭 状 (30.0)X 3. l x 2~9 3鰕合,"MM4醜ﾘ．ﾔﾅｷﾞ 淋135 351 TP-lO 188

杭 状 ( 9.4)X 2.7 x 2.3 蝉師2翻りあい削り，
1，か

160 182 TP－7 ﾊｺﾔﾅｷﾞ ｶホqウ
JL

杭 状 螂舶甥那4踊り‘翻餓‘(33.1)X 2.9 X 2.7 ﾄﾈﾘｺ137 188 TP－ 7 130 鮴

杭 状 ｷﾊﾀ？ 鵡鰄4剛り．138 ｗ
一
伽

TP－6 49．3 x 5． l x 5． 1 872 鮴

杭 状 (44.7)X 2. 7 X 2．6 ｷﾊﾀﾞ 燭那4剛ﾘ．139 TP－lO 205 鮴

3点齢(MMl#),鯛帥4面削り．杭 状 (48.2)x 3. 1 x 3.2140 334 TP－lO 244 ﾄﾈﾘｺ 淋

杭 状 (39.2)x 2.6 x 3.2 2鰕合.鴻馴i4鯏ﾘ‘141 352 TP－lO ﾊﾝﾉｷ 鮴204

杭 状 (38.0)X 4.0 X 2.9 "W5耐ﾘ，142 342 TP－lO 199 淋ﾆレ

状杭 (23.4)x 6.9 x 4.2 鮴 鯛35耐ﾘ‘螂靴143 179 TP－7 q91
リム」 ｺﾅﾗ

状 (62.8)x 4.4 x 4.2杭 娚制li2耐りぁい則り,鯛献．97 TP－4 478 ｺﾅﾗ 鮴144
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3 出土遺物の概要

表V－8 掲載木製品・繊維製品．樹皮．自然遺物一覧

考備舳器 礎x幅x暁(田） （)ﾄ|畝棚雛 "1(8) 蝿(剛） 柳り図勝号 TP#: 名 称

;'21＃醐靴杭 79.3 X( 5. 1)X 3.9 鮴状 916 ｺﾅﾗ145 370 TP-l3

蝿鮒2翻りあいMﾘ，杭 状 (79.7)X 6.4 x 6.9 ﾄﾈﾘｺ 鮴1895146 413 TP-24

3鰕合.蝦帥2翻りあい削り，(157.7)X 9.3 X 9.0 ｶホ杭 状 6565 端
一
群

147 442 TP－26

脈,蝿細面W1W,甑杭 状 (53.0)x4.7 x 3,5 568148 236 TP－8

剛 鰍雌開，杭 (12.0)x 4.5 x 1 ,6 ｺﾅﾗ状 34149 52 TP－A

甥帥4耐ﾘ‘蟠雛化。(15.1)X( 6. 1)X( 5.0) ｷﾊﾀﾞ 淋杭 状 182150 432 TP-26

ﾛ■ 鰍杭’綿k向かって鮮噸く樋。状 (34.7)X 4. 1 X 3.0 ｽギ 卵杭151 362 TP－l3 172

鮒剛,燭緬ﾘﾘ肌kより側い‘枝 切 痕 (16.3)X( 9.2)X 2.7 ｻｸﾗ 鮴152 TP-2644 66

棚ﾙｰ齢り#し．鮴枝 切 痕 26.4X 6.9 X 4.2 ハンノキ321153 187 TP－7

2点齢,H帥帷0賑ある,W鯛ﾀｶ噺“枝 切 痕 (18.9)X 2．8 x 2.4 鮴67 ｶﾊﾉｷ293 IP－9154

脇ﾙｰ醜り肌，枝 切 痕 (10.3)x 3.4 x 3.0 ？ 鮴76155 230 TP－8

棚カー醜ﾜ飢．枝 切 痕 (15.9)x 3.6 x 2.9 鮴58 ﾊﾝﾉｷ156 229 TP－8

卿ｻｰ醜ﾘ#し，

ﾈ伽切り肌，

鮴枝 切 痕 30.7 X 5.5 X 4．5
、寺旬

dイイ ｺﾅﾗ411 TP-24157

枝 切 痕 (22.6)x( 6.0)X( 4.9) ﾔﾅｷﾞ 鮴302TP-13158 366

ﾆｶｷ？ 鮴 "<W<M*･賊翻2耐ﾘ‘枝 切 痕 (27"2)x 3．6 X 4. 1 288381 TP－l7159

舶

一
16 棚ﾙｰ醜ﾘ#し,脇9から剛てい6，枝 切 痕 (39.7)X 6.0 X 2. 1 ニレ？ 鮴1290 348 TP-10

ｱｼｻｲ 賊献W一耐り‘枝 切 痕 (54.5)x 1 ,4 X 1 .6 鮴70161 376 TP-l6

淋 鮴#岫耐6，( 7.8)X 6.0 X 4.5木 端 110 ﾊﾝﾉｷ162 148 TP－7

ｶﾈ#岫面郷，鮴端 9.0X 6.4 X 3.8 78 ﾊﾝﾉｷ木163 212 TP－8

棚端
句n

o凸 ｺﾅﾗ( 4.7)x 6.0 x 3．0164 162 TP－7 木

棚 鰯い'蛸#片‘端 ( 7.7)X( 3.4)X 2. 1 ﾊリギリ木 35165 169 TP－7

棚 鮒’ｽギ端 4.5 x 4.3 x 1 .4木 21166 72 TP－3

ﾆｼｷｷﾞ i"W鮴( 9.4)X( 2.0)X( 2. 1) 鮴端木 13167 399 TP-24

l/4M( 9.3)x( 1 .8)x( 1 .9) 淵雛化，ﾔﾅｷﾞ端 16木168 242 TP－8

( 8.6)x( 4.7)x 1 . 1 MH 鮴岫砺6。切 片
ウリ
ムム

マ、

tミTP－4169 1

鮴0加郎‘髄1",

淋岫､郷‘砺而¥棚い，

棚( 6.7)x( 3.3)x 1.3 ﾊﾘｷﾘ切 片 17170 160 TP－7

描片 ( 5.8)X 3.0 x 1 .3切 12 ﾓｸﾚﾝ171 117 TP－6

淋岫面郎.賑削り切片，ｶｴﾃﾞ 髄片 (12.8)x 4.5 x 1 .5切
句作

JO172 161 TP－7

ｶﾎ岫耐6．片 (11 .9)x 4.4 x 2.6 鮴切 53 ﾊﾝﾉｷ173 163 TP－7

棚 MRI1IW#,

噺研棚い，

(13.6)x( 5.4)x 0.8 ﾊリギリ切 片 38174 48 TP－A

棚片 ( 7.9)x 4.0 x 0.8 ｶｴﾃﾞ切 14173 TP－7175

雛目榊鮴（ 8.0)X( 3.5)X( 0.6) ｽギ 棚片切 5TP-6176 118

肋I伽I恥珊。棚ｽギ切 片 96.7 X 2.5 X 1 .0TP－7177 150

脱 上W肌．期切 片 （ 7.7)x 5,4 x 1 .8 42178 61 TP－2

棚 緬靴，( 8.4)x( 4.7)x( 2.3)切 片
－
７
ナゴ40179 256 TP－8

順銚砺酔棚い，(15.2)x( 4.6)x 1 .5 髄片 ﾊﾝﾉｷ切 51180 168 TP－

猟kﾙﾙ舷h,鋤的k艶化して誠6,背 負 紐 ﾀﾘﾍ鴫7.5cm・紐幅1,2cm181 TP－221003

W赫嚇,顯靴，樹皮板状 6.8 X 3.3 X 0.4 2． 1 ｼﾗｶﾊ182 685 TP－l3

切郁ﾙ6‘巻樹 皮 巻 3.4 X 2．3 X 1 ．8 〕､4 ｼﾗｶﾊﾞ183 685 TP-l3

噸ｶ醜,醐飢‘巻樹 皮 巻 6.7 X 5.2 X 4. 1 ｼﾗｶﾊﾞ184 685 IP－l3 17．5

噸力鴨，鯛飢．巻樹 皮 巻 ｼﾗｶﾊ4.9 X 4． 1 X 3．3 9．0185 685 TP-l3

名 TP#号称
ロ
百
〃

卒
（
官

Ｄ
ｌ
Ｔ
Ｌ 箙器 名§肪号 称TP#: ､酪号 称 TP#:箙鵲 名 称

〃・
ﾁロ

TP-3カヮシンジュガイサルノコシカケI 1-1-10TP-8スモモ ？ オニグル~ミTP-24 TP-7 4－1－74－1－44-1-1

昆虫の肢・鞘翅等 TP-3タニシ？の蓋スモモ ヮ オーニグルミ~ TP-3 4－1－11TP-6 4－1－84－1－2 TP-24 4－1－5

スモモ ？ オニグルミ 4-1-9 カヮシンジュガイ TP－7TP-34－1－3 TP-24 4－1－6
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）

（6） 木製遺物の樹種同定

平成元年度美々8遺跡試掘調査出土の加工木444点、加工部欠損材及び自然木458点について樹種同

定を行った。木製品については平川泰彦氏が、加工部欠損材及び自然木については平川氏の直接指導

のもとで調査スタッフが同定を行った。

樹種同定は、平成元年度試掘調査の試料をもとに、今後多量に出土する木製遺物の本格調査に向け

ての参考資料作成と遺跡内の大まかな傾向をつかむことを目的としている。今後さらに同定試料数を

増加させ、製品ごとの樹種選択、移入品状況、 自然環境の復元など期待する部分は大きい。

ここでは、同定方法と概要のみ述べ、同定根拠の記載など詳細は本調査報告と合わせて報告するこ

ととする。同定結果は、樹種一覧（表V－8～11)、顕微鏡写真（写真図版V-21～32)、掲載遺物

一覧（表V－5～7）を御参照いただきたい。

同定の方法は、サクシュコトニ川遺跡(1986) と同様に光学顕微鏡を用い、水に浸漬した検体から、

約5×5mmの木口、板目、柾目の極薄切片を3枚以上片刃（両刃） カミソリで切り取り、無染色のま

まで検鏡し、鑑定を行った。製品については実測図作成と写真撮影の終了したものから随時同定した。

加工部欠損材及び自然木については、時間の制約から全TP出土品の同定は不可能と判断されたので、

製品・自然木とも試料数の豊富なTP-3、 6， 7， 8， 10， 12， 17， 26を選定した。また、顕微

鏡写真撮影用と参考試料保存のため、各樹種につき木口、板目、柾目を1セットとして、 3枚の永久

う°レパラートを作成した。永久プレパラートの作成法は以下の通りである。

約5×5×5mmの試料ブロックをl検体につき、木口、板目、柾目の3個を片刃（両刃） カミソリ

で切取り、 アセトンシリーズ50％、 70％、 80％、 90％、 100％で各2時間ずつ脱水し、エポキシ樹脂

(Quetol812、DDSA、MNS)と100%アセトンの1 : 1混合液に約1晩浸漬置換させ､その後100%

エポキシ樹脂と2日～3日間置換させ､ ､40～60℃で硬化させた。エポキシ樹脂の硬度は、できる限り

軟調となるようにメーカー指定の方法に準じ調整した。その後包埋後の試料から滑走式ミクロトーム

を用いて5～20"m厚の切片を切りだし、スライドガラス上で、 1%の塩基性フクシンまたは2%

サフラニン水溶液で染色、水洗しホットフ．レート上で乾燥させた後、 オイキット封入し、永久プレパ

ラートとした。なお、同定した製品についてはP. E. G法を用いて保存処理を行っている。同定

した加工部欠損材及び自然木は、今後の比較試料としてポリシーラで脱気パックし保管している。

加工木では、光学顕微鏡レベルでほぼ問題ないと考えられるものが針葉樹3科4属、広葉樹17科21

属あり、確定できないがかなり可能性が高いと推定されるものが広葉樹で他に4科6属あった。加工

部欠損材及び自然木では、針葉樹3科4属、広葉樹17科19属、確定でないがかなり可能性が高いと推

定されるものが広葉樹で他に2科6属あった。大部分の樹種は、遺跡周辺で一般的に認められるもの

であるが、北海道では自生しないスギ属と黒松内以北では自生しないブナ属が認められる点が注目さ

れる。これらの樹種については、本州方面からの搬入品の可能性が大きく、 これらの樹種の木端・切

片も認められることから、 この遺跡内で搬入品の再加工が行われていたと考えられる。また、単遺跡

でこれほど多くの樹種が確認された例はほとんどなく、本州材が含まれることから予想以上に複雑な

様相を示している。また、製品の樹種選択（図V-29)については、試料数が少ないものの大まか

な傾向が認められる。箸はアジサイ属やスギ属、薄い柾目板はスギ属、モミ属というような樹種選択

が認められ、杭や板材などは特定の樹種選択が認められない。今回は予報に止めるが、樹種の選択に

ついては、製品の用途を含めて、今後さらに試料数を増やし検討する必要がある。

最後に、 ご多忙の折り貴重なお時間を裂いて私どもに付ききりで同定し、 ご指導いただいた平川泰

彦氏に厚くお礼を申し上げる。
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3 出土遺物の概要

表V－9 加工木TP別樹種一覧（試掘調査出土）

％計24 ワ目
ムリ 2621

りり
LL18 19 2012 13 15 16 178 10 11ﾃｽﾄﾋｯﾄ器

樹種名(1)

7 9２ ３ 5 6A 1 4

５

５

５

９

６

５

２

９

９

Ｊ

２

２

４

５

Ｊ

５

９

ｊ

９

５

５

２

６

０

５

２

１

Ｊ

５

２

２

Ｊ

２

２

２

２

６

９

５

４

５

２

２

６

２

５

２

５

ｊ

０

４

０

３

０

６

０

０

７

６

０

０

１

０

４

２

５

２

０

０

０

０

４

５

４

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

４

０

１

１

０

１

２

０

２

２

２

９

１

４

５

３

１

１

６

２

８

１

６

９

４

２

２

１

０

２

０

１

５

３

２

ｌ

ｌ

３

１

１

１

１

７

４

２

６

２

１

１

２

１

２

１

０

４

２

６

２

３

７

１

１

２

２

２

２

２

４

４

0．5

~4.1

イチイ 2

モミ 7 3 3 4 1 2

トウヒ 2

スギ 2 5 8 9 8 6 5 4 2 9 4

ﾊｺﾔﾅｷﾞ 1 1

ﾔﾅｷﾞ l 1 2 1 7 5 4 2 1 3 1 ｣ l
クルミ l

カバノキ 1 2 l

ハンノキ 2 3 3 2 7 5 4 1 1 1 1 1 2 1 1

ｺﾅラ 6 1 4 2 9 9 5 11 9 3 1 2 1 1 1 M 1 3

クリ l
イ4 1ノノ

ニレ 3 2 1

ケワ 2

カツラ 2 1 3 5 4 3

モクレン 3 2 1 1 2 1 1

アジサイ 1 i 3 1 1 1 3 1 3 1 3 8

サクラ l l l 2 1 1 2

イヌｴﾝｼｭ 1 3

ｷﾊﾀﾞ 2

ウルシ 1 1

ニシキギ l

カエデ 1 1 3 6 3 2 1 1 1 1

ﾊﾘｷﾘ | l l l 5 7 3 1 1 3
ﾄﾈﾘｺ 2 1 4 1 1 3 3 1 1 4 1
ﾄｳﾋ？ l

スギ？ 3 2

ﾔﾅｷ？ 1 1 1 1

ﾊﾝﾉｷ？ 2

｣ 'ｱｻﾘ？

クリ？ l

ブナ？ 2 1

ニレ？ l

ｱｼｻｲ？ 1

コﾅﾗ？ l

ｻｸﾗ？ l

ﾘﾝｺ？ 2 1 1 1 1 1

ﾅﾅｶﾏﾄ？ 1 2 1

イヌｴﾝｼｭ？ 2

ｷﾊﾀ？ l 4 l

ﾆｶｷ？ 2

ツゲ？ l

ｶｴﾃ？ l

ﾄﾈﾘｺ？ 1 1

ｶﾏｽﾐ？ l

ササ 2

伽 l

W 2 12 1 1 2 _2

合計’2 1 3 1 5 1 17 29 1 7 1 31 53 76 1 50 45 1 6 3 1 11 1 2 4 1 5 5 1 5 1 2 2 3 1 27 2 1 39
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3 出土遺物の概要

表V-12 同定樹種名一覧（試掘調査出土）

科 名 属 代表的棚穐名 美々8加工木樹種名

イチイ
~ノイ~〃

1アイ TaxUs イチイ
弓十二' 1

鴎ご′ ′ 、 』
6. 2％）→W

~1ノ モミ Abies トドマツ
その他（24

ﾄウヒ エゾマツ・アカエゾマツPicea

スギ ｽギ
内

しryploIer】a スギ

’
剛，当

'1ヤナギ ﾔナギ エゾノカワヤナギ・ネコヤナギSal ix
ギ（14． 0％ス

ハコヤナギ Populus ドロノキ・ヤマナラシ モクレン（2． 59

カツラ（4． 1

トネリコ（4．

カエデ（4

モミ

◎

姑ほ クルミ ｸルミ オニグルミjuglans ~

霞
カバノキ ハシバミ CO『vlus ツノハシバミ

」

ノキ（7． 9％）

6． 5％）

ｸマシデ Carpinus サワシバ

ｱサダ アサダOSIrya

ぽ ｼラカンバ シラカンパ・ウダイカンバBetula ハリギリ （5． 0％） アジサイ （5． 9％）

ハンノキ Alnus ハンノキ‘ ミヤマハンノキ

ﾌナ プ＋
ノ~ノ

イ＋
／~ノFagus

弓 リ ー
ゴノノ ミズナラ ‘カシワQuercus

門 ｸリ
n

しaS〔＆､田 美々8破損自然木樹種クリ

Ulmus ハルニレ，オヒョウこし ニレ

淘~,欺,ﾘi鰻一一三~クワ ヤマグヮ〃同
ノ~／ MorUs

カツラカツラ Cereidiphyllum エゾマツ（ l
･羊一 ﾉ ｬ

ｳ人ミ k L ･

ドロノキ（2．

カツラ（3．

カエデ（4．

カツラ 三＝＝＝三
、ンノキ（34． 7％）ノ

題 モクレン ホオ･ノキ・キタコブシモクレン Magno1ia ＝＝＝＝二
アジサイﾕキノシタ

一

Hydran:ea ノリウツギ
一

－

＝
一
フ

。
、
、

ｊ

グ サクラ エゾヤマザクラ，シウリザクラP『unus

イヌェンジュ イヌエンジュマメ Maackia
ﾊリギリ （5． 0％)、…；

4 1 ' 1 Ⅱ B

#i + f. j : ; !匹 1 1 ･

ヤナギ（5． 2％） 制三子ニ J： ： 5 ；
．司

ー9-己 - 日
ﾛ、 函p p p ･

トネリコ（8． 3％）=電:職

鉦 ミカン キハダ キハダ‘ ヒロハノキハダPhel lodendr0n

ｳルシ Rhus ヤマウルシワルシ

ﾆシキギ ニシキギ マユミ ‘ツリバナEuonymus
9． 7％）司十ニラ イ 1

＝~ノ~〆 、 』
~0 一

刀エプ カエデ イタヤカエデ・ヤマモミジAcer

ｳコギ ハリギリ ハリギリKaloPanax

ヤチダモ‘アオダモモクセイ ﾄネリコ Fraxinus
美々8出土樹種

1ソイ
ノシー Malus ズミ ・エゾノコリンコバラ

可

能

性

高

ナナカマI アズキナシ，ナナカマドSorbus
その他 （20 キ（2 1 ． 5％）

ｱサダｶバノキ アサタ OsITya

ニガキ Pic『asma ニガキニガキ

Syringaモクセイ ハシドイ ハシドイ モクレン（1 ． 29（

モミ （2． 4％

アジサイ （3． 3％

カツラ（3． 99

カエデ（4． 3

ハリギリ （5．

ヤナ

スイカズラ ガマズミ ViburnuⅡ ガマズミ ,オオカメノキ

齢

叫

ぼ

ｆ

ｌ

ｉ

＃

ｶラマツ Larixマツ カラマツ

ヒノキ
不I p

lnulaｸロベ
一マョ

イハユ ナラ（ 18. 1％

ヅ〃
／~ノ~ Buxusツゲ ツゲ

棚

Ｉ

ツル性植物 ヤマプドウ等
Wq b

V1uS
00／､
凸 ／◎ノ

ｲネ クマイザサ等ササ
f

Jasa

トネリコ （6． 49 ｊＪｏ

杭状 秤状

％

９

３

β

２

８

７

秘

９

８

１

２

１

４

◎
１
凸
Ⅱ
１
Ｆ
ロ
ハ
×
ｕ
貝
Ｊ

Ｊ

８

８

９

４

９

３

３

６

６

４

２

４

２
１

■コブーラ屈

吻ヤナギ

ロハンノキ

圏カエデ

ロその他16

合 31 .

■アジリイ

鰯スギ

ロモミ

圏イチイ

L]その他4

合 31

４

５

２

０

１

２

３

１

１

１

５

２~

木端・切ハ

％

２

β

β

Ｊ

１

７

５

３

２

１

１

１

１

１

４

■コナ ラ

鰯スギ

ロカツラ

園ハンノキ

ロその他10

合計

０

９

８

７

４

８

１

２

５

’

／

蕊
’

薄柾I I板材 板材

％

９

β

Ｊ

Ｉ

４

１

５

８

６

２

４

８

２

３

７

２

３

％

３

β

８

３

１

８

８

１

３

１

１

３

５

３

３

５

６
１

■スギ

Zモミ

ロモクレン

ロその他3

合計

■ハリギリ

鰯ハンノキ

ロコナラ

ロその他6

合計

’
ヤ
、

図V-29木製品の樹種
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V美々8遺跡低湿地の調査（試掘）

（7） 遺物の保存処理

低湿地などから出土した遺物については、現場での検出段階からすでに保存処理がはじまっている

と考えるべきである。現場段階の前処理の状況が後の薬品や機器を使用した処理に大きく影響する。

金属製品および有機質遺物等の保存処理については現在作業継続中であり、現在この遺跡における

データを収集しながら有効な方法について検討している段階である。有機質遺物の細かな処理方法等

については本報告時に記載する。ここでは各遺物の状況と取上げ・整地についての概要と有効と思わ

れる方法について述べる。

土器・石器

ヘドロから手さぐりで採取するという困難な状況を除けば、台地状の調査と大きな差はない。取上

げや水洗段階に補修孔の糸や紐、装着における付着物、塗彩、食品加工などに関わる付着物などに充

分に注意をはらう必要がある。

付着している泥などはぬるま湯の中で絵筆などで落すか、それが無理な場合はそのまま強化する。

自然科学的分析予定があるものは手を触れずにガラスシヤレー或いはアルミ箔に包んで冷蔵庫に保管

する。脆くなっている場合は、風通しのよい日陰で乾燥させたのち、軟らかいブラシなどで付着して

いる泥を落した。風化・劣化の状況が著しいものや塗彩のあるものについては、湿性状況の場合プラ

イマルバインダー18、乾性状況の場合パラロイドB72を使用し強化した。

金属製品

埋蔵状態はけっして良い状況とはいえなかった。鉄鍋などのような鋳造品は非常に脆く、結晶状に

崩れやすい。指先で押すとわずかな弾力があり、薄く板状にしまった土や黒化した薄い板状木製品と

区別が付かない場合がある。重量も金属とは思えないほど軽く、手や移植饅で簡単に崩壊する。また

還元して灰色あるいは青灰色となるものがあるので注意が必要である。褐鉄鋼を吸着したような土塊

は金属製品の可能性もあるので必ず取り上げることが必要である。現場では急激な乾燥や温度変化を

避け、 アルコールで脱水・洗浄し、泥や鏡を大まかにクリーニングしたあとシリカゲルを入れたシー

ル容器で保管した。土ごと取り上げた場合には、出来るかぎり早い段階で、土と離脱し、充分に乾燥

させることである。

金属製品の保存処理

湿地部試掘調査出土の金属製品について保存処理を行った。昨年度の報告(1990北埋調報62)同

様に基本的な処理工程はユオイチヤシ跡・ポロモイチヤシ跡・二風谷遺跡(1986北埋調報26)の方

法を用いた。今回は脱塩処理の工程を省いた。平成2年度出土遺物については現在作業中である。

保存処理した遺物は、調書を作成した後、クリーニング（ニッパ、 タガネ、アルコール洗浄）を行っ

た。クリーニングは遺物の状態に応じて随時､繰返し行った。実測図作成､写真撮影についてはクリー

ニング後に十分乾燥させてから行った｡強化は金属の種類､木質等の残存状況により適宜処理方法(バ

インダー#17 ･パラロイドB72等の含浸､塗布)を検討した｡鉄製品の強化はアクリル樹脂エマルジョ

ン（フ・ライマルMV-1 )を簡易な減圧含浸装置で含浸した｡薬莱等は防錆剤であるベンゾトリアゾー

ル入りのアクリル樹脂（インクララック） を塗布した。復元・補修についてはエポキシ樹脂（セメダ

インハイスーパー） とフェノール樹脂マイクロバルーンを混合したペーストを使用した補修・復元後

の余分な樹脂はナイフや電動彫刻機で削り整形した。保存処理・復元の終了した遺物は、十分乾燥さ

せた後、 ラベルを付けた密閉容器にシリカゲルを入れ保管している。また、試験的に特殊フイルムに

遺物・シリカケル・カードを入れ、ポリシーラーで脱気パックし保管したものもある。

今後は、遺物の構造調査・材質調査を行いたいと考えている。また、試験的に脱塩処理の後処理が
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簡易な水酸化リチウムおよびセスキ炭酸ナトリウム使用してみる予定である。強化には溶剤系のパラ

ロイドNAD-10を使用してみたい。 しかし、当センターの場合、保存処理室の排気環境などが問題

となるであろう。また、現状では木製品と同室で作業を行っているので、湿気を嫌う金属製品には劣

悪な環境である。来年度以降は、多量の金属製品の出土が予想されるため、機器の補充・整備ととも

に金属製品の保存処理室の設置、遺物の保管場所を早急に検討せねばならない。

有機質遺物

調査の方法の中で記載したとうりである。バケットで土壌ブロックとして取上げる際に、粉砕され

たものや流れおちる水とともに取り逃がしてしまったものが多い。また遺物採取段階で土よりも軟ら

かいため、気がつかず押しつぶしてしまったものや取扱いに慣れないために取上げ時に粉々に破損し

てしまったもの、加工面をナデて擦り消してしまったものなど不備な点が多々ある。一部のTPに

ついては加工痕の顕著な木製品のほか、折れ口のあたらしい加工木と同径同質材と想像されるものに

ついてわずかながら採集した。多くは遺物採取の段階で安易に自然木と判断し、その場で廃棄した。

しかし、整理していく過程で加工木と自然木とが接合する場合が多々あり、現場で自然木として廃棄

したものの中には、加工木と同一個体であったものが含まれていたと考えられる。幹や枝は杭、構造

物や構造材として使用されたが先端や接合部にしか加工が無く、加工部を欠損している場合は自然木

との区別は難しい。丹念なクリーニングと遺物観察及び接合作業なしでの遺物選別は非常に危険であ

る。現場での遺物採取段階では、 コンテナに水を入れ、取り上げた有機質遺物はすべて水潰し、木製

品などは時間の許す範囲内で、割口の新鮮なうちに接合を試みることがあとの作業を容易にさせる。

重要遺物や劣化の著しいものの取上げは、不織布で包み、補強材で当木するとともに他の遺物と区別

してシール容器や内面にビニールを張った木箱を作成し別梱包した。繊維製品や脆い遺物は発砲ウレ

タンなどで包み土壌ごと取りあげ強化することも考えなくてはならない。遺物番号などはマジックイ

ンキ等でビニール袋に記載すると消えることがあるので、チャックの付いたビニール袋にカードを入

れ、それに両端をとめるだけで完全にロックできる商品の値札取付け用アンビタッチ（ナイロンタグ

ファスナー）を通して遺物を傷つけないように伸縮のあるストッキングで結つけた。運搬中に破損す

ることもあるので破片数や遺物の現況スケッチをユポ紙やセレクショントレースターなどに濃い鉛筆

で記載して同様に添付したものがある。整理作業では、保存処理台帳と観察カードを作成し、分類後

に小カード （ラベル）に必要事項を記載し、 フイルムでラミネー卜したものを同様にして付けた。接

合資料などは写真或いは縮少した実測図を同様にラミネートし、添え付けておくと判り易い。取上げ

た遺物は、沈着物の溶脱と腐敗を避けるため、その状況により随時水交換を行った。一度に多量の遺

物をコンテナに収納すると腐敗の進行が速く、水交換を頻繁にしなくてはならない。分類・選別後に

分類・大きさ・樹種・劣化の状況ごとに遺物を分別収納した。この段階で現場でひとコンテナに多量

に詰め込んでいた遺物が分散されるため、 より広い収納スペースが必要となる。 しかし遺物の保管環

境が良くなり劣化や腐敗の進行を押さえることができ、遺物の抽出も容易となる。ここまでの作業を

現場段階で、行えれば保管や保存処理をスムーズに行うことができる。いずれにしても、土器や石器

のように机の上に並べて、選別できる資料ではないので、数回の段階を経て遺物を選別し、絞り込む

ことになる。現場では湧水や川の水を水洗・保管に使用した。予想よりも沈着物の溶脱や水の腐敗が

遅く、余程の温度差が無いかぎり極端に変化することは無かった。湧水の水温は8℃である。平成2

年度の調査では井戸を掘りポンプアップした水を水洗や保管に使用した。札幌に戻り水を水道水に切

り替えた段階で沈着物の溶脱や水の腐敗及び表面の劣化が著しく進んだように感じられた。塩素など

の影響による急激な環境変化が影響したと考えられる。遺物の保管には蓋付コンテナやシール容器が
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効果を発揮した。水の蒸発や温湿度の急激な変化及び微生物や細菌の侵入を最小限に防ぎ、腐敗を遅

延する効果が大きかった。また、腐敗臭を外に逃がさないため作業環境への影響も最小限に止めるこ

とができた。木製品のコンテナは軽量棚一段にひとコンテナずつ並べ常に状態をチェックできるよう

に積重ねしないようにしている。冬季間は凍結防止のため棚全体をビニールシートで覆い、中にパネ

ルヒーターを置いて5℃以上の温度を保つようにしている。

木製品の保存処理

木製品の保存処理は忍路土場遺跡(1989北埋調報53)同様にポリエチレングリコール法を採用し

た。 PEG4000の濃度10%～20%～40%溶液までを各コンテナ内で浸漬し、 40%以上はPEG含浸槽

(TNK4150熱風循環式）に浸漬して40%～60%～80%～100%と徐々に濃度を上昇させて行う予定

であった。コンテナ内での濃度調整は、蓋の開け閉めで水分を徐々に蒸発させる方法をとった。 しか

し、 1週間ごとの濃度測定の結果､本遺跡の木製遺物の場合は熱をかけないコンテナ内での含浸は25％

までが限界であることが判明した。各木製品の日本工業規格JISA1002にしたがった樹種別含水率は

コナラ属（388.4％)、ハンノキ属（489.3％)、ヤナギ属（1060.1％)、ハリギリ属（383.6％)、ナナ

カマド属(407.0%)、 カバノキ属(792.2%)である。 コナラ属・ハンノキ属は木製品の主体をなす

樹種であり、 この数値からもヤナギ属を除いては樹芯部までをPEG4000が達しない可能性がある。

したがって、乾燥後は芯部からの水分移動で収縮、割れ、ねじれが発生するか可能性が高い。前処理

として分子量の低いPEG200の10%～20%溶液からに浸漬を行ったのち、 PEG4000の20%溶液移

行したほうがよいと考えられる。その後はPEG4000の20%～40%～80%～100%の含浸槽内溶液に

浸漬し、できるだけ低濃度段階に時間をかけて処理するべきと考えられる。

樹皮などは、乾燥によるカールが予想されるがPEG4000の20%～60%に浸漬後、徐々に乾燥させ

ることで問題ないものと思われる。

なお、保存処理などを行わないものや樹種サンプル等はラミネー卜したカードを添えてポリシー

ラーで脱気パックし保管している。平成元年度に仮保管施設として当センター屋外水槽（内寸長さ

600cm、幅200cm深さ160cm) を試験的に使用してみた。 しかし、水深が深いため遺物の出入れが困難

であり、蓋が鋼鉄板ということもあり男性4人で移動するのがやっとであった。また、半月～1ケ月

おきに水交換を行っているが床面中央が高いため排水、清掃に時間がかかる。夏季には水交換をして

もイトミミズ、ボウフラが発生し周辺に腐敗臭が漂う。冬期には遺物凍結の心配がある。保管施設と

して使用するには、床面を50cmほど埋戻し排水溝側に傾斜を付け、雨水・雪融け水の浸入を防ぎ、断

熱・保温を考えねばならない。

種子や堅果類、貝殻皮、茸などは徐々に自然乾燥することで充分であったが、特に脆弱なものや獣

骨片などはアルコール、 アセトンで脱水後パラロイドB72で強化した。

平成2年度以降の木製品については芯持ち材と考えられる大型遺物も多く、保存処理に多くの時間

がかかると思われる。また、塗彩のある遺物や文字の描かれた遺物も予想されるので赤外線による事

前調査も必要となるであろう。今後大量に出土する木製遺物の整理・保存処理・保管・収蔵のための

施設を早急に、確保し、 PEG含浸槽を数台設置するなどの機器整備が必要である。

-314-



4 まとめ

4 まとめ

美々8遺跡低湿地部について、 これまでの調査結果から次のようなことが推定できる。

（1）低湿地部の地形

低湿地部（現状）から出土した多数の遺物、立杭や集石などの遺構は、美々8遺跡台地上や斜面か

ら検出された掘立柱遺構、竪穴状遺構、道跡、杭跡群と深い関係があるものである。

褐色腐植土眉（以下0黒層と仮称する）は、平成元年度美々8遺跡斜面の建物跡のセクション、道

跡、杭跡群の調査において、包含層或いは生活面としてその存在が確認された以外は、台地上では

Ta-a層とTa-b層が接した状況にあるため顕著な堆積を示さず分層が不可能な層とされてきた。

平成2年度の低地部の手掘り調査によって美々8遺跡斜面から美沢3遺跡側に向かって次第に層厚を

増し、数十cmの安定した層を形成していることがほぼ明確となった。 しかも、低湿地部から出土した

木製遺物の多くがO黒層のものであり、上下のTa-a層とTa-b層の安定した堆積状況、立杭や

集石等の遺構の検出から二次堆積土壌とともに混入した遺物とは考えにくい。 0黒層は噴出年代の明

確な火山灰に挾まれ、出土した木製遺物や金属製品、陶磁器、石製品については、 1739年(Ta-a)

から1667年(Ta-b)の時間幅を与えることができる。当時のO黒層は明らかに生活面であり、美

沢川に向かって広がる標高3～5mの微高地であったと考えられる。当遺跡内の堆積土は水の営利を

受けやすい火山灰主体の土壌であり、その火山灰上に腐植土が堆積しているという状況である。気候

の変化によって、美沢川は増水または離水し土壌の堆積と流失を繰返しながら、大きく流路を変えて

いたのであろう。低地部の0黒層先端部分ではその影響を最も受けやすく、増水時には流失及び冠水

し、幾度にもわたって土砂の堆積、浸食が繰り返されていたと推定できる。また、地形図や掘削時の

状況から美々8遺跡斜面のd-66区に、美沢川に向かって小沢が存在したと考えられ、低地部分が

離水し乾地化すると、その低い沢地形部分には、独木舟や板綴舟などの停泊しやすい入江状の沼が現

れたのであろう。以上から遺跡内には部分的に小流路に切られたり、傾斜面からの雨水などとともに

流出した土壌の堆積地となる箇所の存在も予想されるが、手掘り調査によって0黒層が調査予定区全

面に広がるほぼ良好な包含層として認定できたことは調査における重要な成果の一つである。仮りに、

0黒層が確認できなかったり、 Ta-b層が部分的に存在しない箇所が確認されたとすれば、流路な

どと安易に判断する前に遺構と考えて調査した方が良いであろう。当時の人々は、環境の変化に臨機

応変に対応しながら低地部（当時）での生活を営んでいた。今後の低湿地部の調査では0黒層の堆積

がどこまで続くのか見極め、当時の低地部の旧地形を復元することに努めるべきである。さらに、台

地上ではできるかぎりI黒層と0黒層を分離して調査し、遺構や遺物の検出に努力する必要がある。

そのような調査を行ってはじめて低地部と台地上の遺構、遺物との関係を検討することが可能となり、

当時のこの地域がどのような空間であったのかを知る手がかりとなる。

I黒層については、 これまでの調査から縄文時代晩期から江戸時代初期の時代幅が与えられている〔

調査で出土した遺物の多くはその中位から上層にかけてのもので、擦文時代から江戸時代初期の頃の

可能性が強い。試掘調査時に数カ所のTPからUs-b (1663年降灰）やTMと考えられる火山灰

が検出されている。試掘調査時のデータを裏づけるように平成2年度の手掘り調査でTM火山灰の

広がりが確認できた。この火山灰がプライマリーな状態で、広範囲に存在することが確認できれば、

I黒層も数層に分層することができ、 より細かな時間幅を与えることが可能となる。これまで、美々

8遺跡の台地上では擦文時代の多量の土器・石器・集石等が検出されているにも関わらず、柱穴群や

焼土が認められたものの、掘り込みの顕著な堅穴住居は検出されていない。昭和62年度調査時に唯一

Us-b火山灰の極薄い堆積の下から浅い方形の火災住居が確認されたのみである。明確な住居跡が
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無いことがこの遺跡の特徴であり、疑問点でもある。昭和56年度調査時の自動車学校跡地のI黒層削

平部分に存在したか、柱穴様のピットが確認されていることから或いは掘立柱建物であったのかもし

れないとの意見もある。千歳市周辺の遺跡ではUs-bやTM火山灰は、擦文期の堅穴住居跡など

の凹地に堆積が確認される場合が多い。平成2年度の低湿地部分の手掘り調査で擦文土器がTM火

山灰を挾んで上下から多量に検出されたことから、今後の発掘調査において低湿地部分からの堅穴住

居或いは構築物等の検出が期待される。低湿地という状況から堅穴住居等とともに上屋構造や構築材

が検出される可能性も強く、食物や木製容器工具、編布、敷物などの検出も期待できる。 TPや

手掘り調査結果からTa-b火山灰降下以前のI黒層中位から上層にかけては、 0黒層以上に美沢川

に沿って広がるなだらかな岸辺であったと推定できる。ここに、当時の集落とともに生活の主体が存

在したと考えておきたい。

以上、平成元年・ 2年の調査から、現低湿地部はTa-a･ b両火山灰の降灰及び2次堆積により

美沢川の川底がしだいに埋め立てられ水位が徐々に上昇し形成されたものと考えられる。 したがって

調査区内には、 0 ･ 1黒層が良好な包含層として存在する。平成元年度の「ビビ小休所」の調査にお

いても、当時の表土上面に二次堆積のTa-a火山灰が厚く堆積していた。低地部周辺が現状のよう

湿地になったのは文献などからは1850年頃と考えられ、上流や斜面からのTa-a火山灰の二次堆積

が繰り返されることによって、松浦武四郎「西蝦夷日誌」 (1857年)、玉虫左太夫「入北記」 (1856年）

の記録の示すとおり美々船着場は、川底が浅くなり、舟の航行にも支障をきたしたため、舟着場が下

流のピポエカリ （美沢川と美々川の合流点付近）に移ったと考えられている。

（2） 江戸時代における美々8遺跡の性格

最近の調査成果とこれまであげられている文献上から遺跡の性格を検討する。

この付近は、 18世紀後半から「シコツ越｣、 「ユウフツ越」として、水上交通と陸上交通の中継点で

あったとされる地点である。年々それを証明する新知見が発掘調査でえられている。平成元年度の調

査においては、 これより下流から松浦武四郎の「再航蝦夷日誌』 (1846)に描かれたミミ （美々）憩

所船乗場の図を裏づけるかたちで3間×4間の建物跡が確認されている。 さらに北埋調報第7集

（1981）に記録された斜面を下る道跡の続きも確認され、その周囲から台地平坦面と同様に焼土群、

建物跡、杭跡群多数の金属製品、陶磁器類、動物遺体などの遺構・遺物が検出された。 これまでに

出土した遺構・遺物の上からはアイヌと和人の両要素がうかがわれる。平成2年度の調査では、土砂

の崩落や地盤沈下により斜面の道跡の続きは確認できなかったが、新たに板綴舟側板、擢（アッサプ)、

擢などの握り部、擢受部が出土し、その周辺から多数の立杭が確認されたことから、舟着場などに関

係する施設や構築物の存在が予想される。これらの状況から北埋調報第7集で推測していた「シコツ

越」や「ユウフツ越」の前身の形態を持つ地区である可能性がさらに強くなったといえる。 Ta-b

が降下した1667年から2年後の1669年のいわゆるシヤクシヤインの乱について記した『寛文拾年狄蜂

起集書』と『津軽一統志」に本川筋を利用した舟による往来のことが簡単に記されていること。また、

寛文7年とされる『蝦夷図jにシコツ （千歳）を挾んでの交通路が線で示されていること。地点は離

れるが勇払川の岸辺から、 Ta-b層降下により沈没した5艘の丸木舟（板綴舟）が出土している等

をあげ、 Ta-b層以降下以前から斜面の道跡を下った美沢川の淵に、舟着場つくられていたのでは

ないかと推測している。また、 これまで出土した遺物から珠洲系片口鉢や金属製品はすべて渡来品で

あり、マレプのみ地元で手をくわえたものであり数多く出土するカスガイや釘は遺跡周辺で建物を構

築した可能性を示すものと述べ、出土した和産物は交易により流入したものだけではなく、和人が渡

来した可能性を示すものであるとまとめている。これらのことは、平成元年度の斜面から出土した火
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打ち金、煙管カスガイ、 クギ、鋤先、古銭などの金属製品、硯片、陶磁器片等からも裏づけられる。

低湿地部から出土した、 スギ材を主とする本州材で製作された曲げもの、漆器、多量に出土する箸、

桶、折敷或いは屋根を葺いた考えられる薄い柾目材等の木製品にもあてはまる。調査区を台地上平坦

部から斜面、低湿地部と拡げるにつれ次第に当時の美々8遺跡の姿が見えてきたと言える。また、 『再

航蝦夷日誌」の文中には「此所小憩所有。 うらに夷人小屋弐軒有。此山中二而焼たる炭を皆此所へ出

す」と記されている。夷人小屋弐軒をアイヌのチセ2軒と訳せる。低湿地部のI黒層上面及び0黒層

から出土したアイヌ文様の彫刻、 シロシのある花矢、 シロシのある擢受部材、荷役のための背負い縄、

マレプ台、 アツシを織るためのぺう、板綴舟、擢などのアイヌの民具から、 この地にTa-b火山灰

降下以前からアイヌが居住していたと容易に理解できる。アイヌの人々は少なくても1667年(Ta-

b火山灰降下）から1739年(Ta-a火山灰降下）の72年間、それからさらに「再航蝦夷日誌』の

1846年（弘化3年）に記されるまでの107年間の合計約180年間にわたって連綿とこので生活を営んで

きたことになる。また、台地上のI黒層上面から珠洲系片口鉢や金属製品が出土すること、低湿地部

のI黒層からも同様にスギ材を主体とする本洲材の木製品、桶漆器が出土することから和人の往来

も同時に連綿と続いていたことが考えられる。美々8遺跡から出土した鍬先、鋤先などの農具、多種

多様な木製のアイヌ民具、繊維加工に関わる横槌アツシ製作き関わるぺうの出土は定住生活を示す

ものである。日常用の内で最も重要な食に関係する箸、串の多量の出土は、多数の人々の存在を示す

ものである。板綴舟、擢、建材、柱の出土に伴って、木端、切片が異常に多いことは舟や構築物の製

作などのに関わる大がか~り木材加工作業が行われていたことを推測させる。以上からここにアイヌ等

の集落などが存在したと推定しておきたい。ここに住むアイヌが往来する和人に舟を訓えたり、行程

の道案内や荷役を一手に行っていたのであろう。アイヌの民具とともに和産物が多量に出土するのは、

ここを訪れた和人とアイヌとの交易品であったからであり、 あるいは既にアイヌ自身の所有物であっ

たのかもしれない。また、 アイヌの人々の物送り場的空間であった可能性も否定できない。遺跡の本

格的調査がなされていない状況で、かつ全調査予定面積のほんの一部にも満たない低地部の調査デー

タからこのような大胆な想像をするのは時期尚早ではあるが、今後の調査における一仮説として提起

しておきたい。今後の台地上の表土層、 0黒層、 I黒層の調査と低湿地部の層位的調査による各層の

細分により、 さらにこの遺跡の様相が明らかにされるであろう。

なお、現在、多数のアイヌ資料が大学、博物館資料館個人コレクションとして、 日本はもとよ

り海外でも展示、収蔵、保管されているが、江戸時代後期以前の地域や時代幅の限定されたアイヌ民

具は皆無といって良い状況にある。当遺跡から出土した数々の遺物はすべて、江戸時代初期か、それ

以前のものである。これまで、千歳市内では祝梅堅穴遺跡（1979)、三角山D遺跡(1978)、千歳神

社境内堅穴遺跡(1979)、末広遺跡(1985)などが調査され「送り場」跡が確認されている。いずれも

Ta-a火山灰からTa-b火山灰の間の層から得られたものである。したがって、今後行われる美々

8遺跡の調査は、千歳市におけるアイヌの生活復元はもとより、当時の北海道アイヌの研究に欠かす

ことできない第一級の資料となることは確実である。また、 この遺跡は「ユウフツ越」から「室蘭街

道｣、そして世界へ飛躍する「新千歳空港」として発展してきた地でもあり、北海道における交通史

研究においても非常に重要な遺跡であることは間違いない。 （田口）
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